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　　　　　　　　　　　　　　　１




　元はといえば、成なり田た利とし生おが早朝に起き床しようする理由は、勉強のためだった。

　まだ家族が寝ね静しずまっている時間にむくりと起き、静かにアパートを出て近くの公園をぶらぶらとし、頭の中がはっきりしてきたら家に戻もどって参考書を開く。それは一年前、受験勉強を始めると同時に身につけた習慣だ。

　そして先日、念願の志望校の入学式を終えたわけだが、きょうも利とし生おは公園にいる。遊具や池がある、比ひ較かく的てきおおきな公園だ。朝日を浴びる木々をくぐり、曲がりくねった小道を抜ぬけ、利とし生おは芝しば生ふの広場へ顔を出す。そのとき、右手から軽かろやかに走ってくる人ひと影かげがあった。よし！　それを見て気持ちが胸の内側で弾はずむのを感じる。

　少女は利とし生おの前までやってくると足を止め、「おはよう」と笑え顔がおを見せた。黒のパーカーにグレーのズボン。頭にはキャップを目ま深ぶかにかぶっている。長めの髪かみをひとつにまとめているが、本来の長さは知らない。いつもの格好だ。

「おはよう」

　利とし生おはこたえた。「そろそろ暑いんじゃない？」

　その娘こは額をぬぐい、あはは、とちいさく笑う。

「うん、もうかなり。でも汗あせをかくのは気持ちいいから。きみも走ったら？」

　利とし生おが近くのベンチに座すわると、彼かの女じよもとなりに腰こし掛かけた。

「朝に運動すると、勉強する体力がなくなるからね」

　このこたえはまちがってないが、正確でもない。こちらも走ってしまうと、この場所で彼かの女じよと会える機会を逃しかねないからだ。

「わあ、すごい。優等生だ。でも勉強は朝じゃなくてもいいんじゃない？」

「人間の脳は寝ねてるときに一日の記き憶おくが整理されて、起きると空きができてるんだ。だから朝のうちに覚えたいことを勉強すれば、そのスペースにすっと入って、公式も英単語も簡単に記き憶おくできる」

　本から得た情報をさも得意げに話してしまったので、急に恥はずかしくなった。

　だが少女は丸い瞳ひとみをじっと利とし生おに向け、「そうなんだぁ」と感心するようにうなずいた。

「じゃあ、起きてすぐに運動しているわたしの頭には、なにが入っているのかな」

「うーん……景け色しき、とか？」

　緑の多い公園ではあるが都会の一角だ。木々の隙すき間まから灰色の建物がいくつも顔をのぞかせているその光景は、あまり価値がありそうには思えなかった。

「やっぱり景け色しきはなし。ろくなものじゃないね」

「いい公園だよ」

「でも覚える必要はない。あそこのビルは何階建てかこたえよって、中間試験に出てくると思う？　空きスペースがもったいない。……でも出るかもしれないな。念のため数えとく？」

　わざとらしく真顔でいうと、くっくっく、と彼かの女じよは笑いをかみ殺すように顔を伏ふせた。

「頭の中に入れておきたいものを覚えようとするには、意志が必要だと思うんだ、きっと」

「じゃあ、わたしの場合は、きみ自身かもね」

　ドキリとした利とし生おが目をあわすと、「なぁんてね」と少女はニッと歯を見せた。イタズラっぽく笑うその顔を前にし、心臓は痛いぐらいに高鳴る。

　それから二、三、言葉を交かわしてわかれた。少女は振ふり返かえらずに駆かけていく。右に左に揺ゆれるそのうしろ髪がみを見つつ、ああ、きょうも名前を訊きけなかったと、利とし生おは悔くやんだ。

　早朝に起き床しようするのには、わけがあるのだ。
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「二ヶ月も経たつのにまだ名前も知らないって、どうかしてると思うんだけど」

　授業が始まる前の教室、前の席に腰こし掛かける武たけ内うち小こ春はるがいう。利とし生おは「わかってるっての」と返すが、「奥おく手てすぎて気持ち悪いよ」と友人は笑いまじりにひどい言葉を続けた。

　春だ。高校生活はまだ始まったばかりで、どこか周囲と距きよ離りをつかみかねている生徒もちらほらといるが、利とし生おは小学校からの仲である小こ春はるとふたりでいることが多い。

「でもさ、いまさら改まって訊きけるか？　これまで知らないまま関係を築いてきたわけだよ。それをさ、名前はなんていうのって訊きいてしまったら……なんていうか、こう……」

「関係が壊こわれると？　名前を訊きいただけで？」

「……どう思う？」

「さあ？　ぼくはそんな経験ないもん」

　小こ春はるは肩かたをすくめた。男子のような言こと葉ば遣づかいだが、短めのポニーテールを揺ゆらし、スカートを穿はく、れっきとした女子だ。しかし、恋れん愛あい観かんの参考にはなりそうもない。

　利とし生おはため息をつき、思いだす。

　出会いはやはりあの公園だった。まだ寒い季節のことだ。早朝のひと気のない広場ですれちがうことが何日か続いていることに気づき、ちょっとした親近感のようなものを覚えていた。とはいえ、彼かの女じよはキャップを必要以上に深くかぶっているので、顔は判然としなかった。

　それがあるとき、小道で足をくじいて立ち上がれずにいる彼かの女じよを見つけたのだ。気温が高くなると予報されていた日で、濃のう霧むに包まれた幻げん想そう的てきな朝のことだった。

　利とし生おが手を貸そうとすると、彼かの女じよは即そく座ざに「大だい丈じよう夫ぶです」と固辞した。だが放っておくわけにもいかない。ひとまずベンチまで肩かたを貸して座すわらせると、彼かの女じよはようやく帽ぼう子しを脱ぬいだ。

「ありがとうございます」

　その顔を見た瞬しゆん間かん、利とし生おの口から「えっ」と声が飛びだした。

「はい、あの……実はわたし」

「きみ、すごくかわいいね」

「え？」

　顔を上げた少女はきょとんとした。一方、利とし生おはハッと我に返り、口を閉じた。おれはいったいなにをいってるんだ。フランス人じゃあるまいし、こんなキザなセリフを吐はくなんて。

　だが、どうだ。

　目の前にいるその少女は、これまで恋れん愛あいと無む縁えんに過ごしてきた人間にも感動を与あたえるほど美しいではないか。思わず「かわいいね」といわせるほどに。大きな瞳ひとみがふたつ並び、その間から伸のびる小ぶりなりに高い鼻を視線でたどると、揺ゆれ動うごきそうな桜色のくちびるに目を奪うばわれる。雪原のような白い肌はだと、絹のようにやわらかそうな長い髪かみも申し分ない。それぞれが完かん璧ぺきで、ひたすら美しさを追求したかのように調和がとれていた。いや、もはや美しいという言葉では足りそうにない。美の終着点とでもいおうか。『モナ・リザ』や『ミロのヴィーナス』をこの目で見れば、きっと同じことを思うにちがいない、と利とし生おは思った。そういえばどちらもフランスで展示されている。ああ、なるほど。だからアムールの国といわれるのか。

「あの……」

「はい？　あ……いえ、ちがうんです！」

　利とし生おはしどろもどろになった。「別にナンパとかそういうつもりではないです、本当に。ただ、その、ここ数日、すれちがってましたし、初めて顔が見れたので驚おどろいちゃって……」

　少女はようやく笑え顔がおを見せた。

「あぁ、やっぱりいつもの人ですよね。わたしも帽ぼう子しをかぶっているんでよく見えなくて」

「えっと、どうしてあそこで転んだの？」

　利とし生おは、かわいいねというセリフを、彼かの女じよの記き憶おくから消すために無理やり言葉をつむぐ。

「帽ぼう子しを深くかぶりすぎていたせいで、目の前にたぬきがいることに気づかなかったんです。驚おどろいちゃって……。こんなところにもいるんですね」

「ああ、たぬき。たまに出るって聞きますよ」

「そう……なんですか」

　先ほどから、少女はどういうわけか利とし生おを不思議そうに見ていた。顔になにかついているのかとさりげなく触さわってみるが、そんなことはなさそうだ。意図がつかめず、「どうかした？」とおそるおそる利とし生おが訊きくと、彼かの女じよはほほ笑えんで首を振ふった。

「いえ、なんでも……。あの、いつもここで歩いているんですか？」

「そうだね。家がすぐそこで、少し散歩するのが日課だから」

　少女の家までは少し距きよ離りがあるということだったので、利とし生おは公園沿いの道路でタクシーを止め、彼かの女じよを乗せた。

「本当にありがとうございました」

　礼を述べる彼かの女じよを乗せ、クルマが道の先に消えても、利とし生おはしばらく夢ゆめ見み心ごこ地ちで立たち尽つくしていた。ほんの二、三、言葉を交かわしただけだったが、まるで現実感の伴ともなわない体験だった。あんなにきれいな人間がこの世に存在するなんて。

　そして一週間後のよく晴れた朝、再会を果たすことになる。

「本当にありがとう。助けてくれたのがきみでよかった」

　彼かの女じよの足は軽傷で済んだということだった。

　利とし生おは平静を装よそおいつつ、「たいしたことはしてないので」というが、内心ではドギマギしていた。あの日からこうして再会できるまで、彼かの女じよのことがどういうわけか頭から離はなれなかった。いま、その大きな瞳ひとみを前にすると、心を見み透すかされているような気さえして落ち着かなくなる。

「あのぉ……」

　つぶやいた少女はうつむき、帽ぼう子しのつばに顔を隠かくした。「よかったら、すこしお話でも……しませんか？」

「え？」

「もっときみと一いつ緒しよにいたいんだけど、ダメ……かな？」

「──えぇっ!?」

　利とし生おは耳を疑った。

「あ、迷めい惑わくだったらぜんぜん……」

　ほとんど無意識に姿勢を正した利とし生おは、「大だい丈じよう夫ぶです！」と言い切った。勉強も朝食もどうでもいい。時間の許す限り……いや、時間に刃は向むかってでも彼かの女じよと一いつ緒しよにいたい。

　その気持ちに名前がつくまで、さほど時間はかからなかった。




「ひょっとして、カレシがいるかどうかも知らないってこと？」

　学食でカレーを食べているとき、小こ春はるに問われた利とし生おは愕がく然ぜんとした。なんということだ。あの娘こに恋こい人びとがいるかどうかなんて考えたこともなかった。

「……いまのトシを見たら師し範はんも嘆なげくよ。女め々めしいって」

　小こ春はるはため息をつく。「空手、戻もどってきなよ。才能あるのにもったいないって」

「カネがないんだから仕方ない。これからは勉学に励はげむ。安定した生活を築くんだ」

「へー、オンナにうつつを抜ぬかすことを勉学に励はげむっていうんだぁ。いやらしい。なにを勉強するつもりなんだか」

　武たけ内うち小こ春はるとは、通っていた空手教室が縁えんで仲よくなった。利とし生おは経済的な事情でこの春に辞やめたが、彼かの女じよはいまも続けている。

「トシはさぁ、度胸もあるし、納なつ得とくいかないことはとことん追求する性格じゃん。いつものようにグイグイいく感じはどうしたの」

「グイグイなんて……」

「その娘こもその娘こだよね。ふつう、助けてもらった相手の名前を訊きくのは当然でしょ。　……聞いた話によると、オンナは気を持たせることを悪いと思わないんだって。勘かん違ちがいさせられたオトコが告白してみると、そのオンナはいうんだよ。『そんなつもりじゃなかった』って」

「そんな娘こじゃねえよ！」

　カッとして語気を強めると、周囲の視線が集まった。利とし生おは声を小さくする。「……小こ春はる、そういう考え方はひねくれすぎだろ。ていうか、お前の性別はなんなんだ」

「見ての通り、オンナだよ。でもお兄にいちゃんがふたりもいるとね、オンナはあーだこーだって、そんな愚ぐ痴ちを日ひ頃ごろから耳にするんだよ」

「オンナならもう少し前向きなアドバイスをだな……」

「じゃあ、ここでひとつ、オンナとしての意見をいってあげる」

　コホンと芝しば居い染じみた咳せきをし、小こ春はるがいう。「その娘こがトシの名前を訊きかない理由は、ふたつ考えられるよ」

　姿勢を正した利とし生おは、「小こ春はるさん」と頭を下げた。「ぜひ教えてください」

「ひとつは、トシと同じ気持ちという可能性。名前も教えあわないまま来ちゃったもんだから、いざ訊きこうとすると関係が壊こわれてしまうんじゃないかと危あやぶんでいるんだ。ウブだねぇ」

　自分と同じ気持ち……だと？　それを考えると利とし生おは幸せな気持ちになった。もし彼かの女じよが自分を好きでいてくれたら、他ほかにはなにもいらないと思えるだろう。

　喜び勇んで「もうひとつは？」と訊きく利とし生おに、小こ春はるは指をつきつける。

「その娘こはトシのことをどうでもいいと思ってる」

「え？」

　利とし生おの顔からフッと笑えみが消えた。「……いま、なんて？」

「名前を訊ききたいと思わないレベルのオトコってこと。なにせ一日は長いからね。他ほかのオトコに会う時間の方が圧あつ倒とう的てきに多いってことも、じゅうぶんに考えられるでしょ」

　他ほかのオトコ……だと？　それを考えると利とし生おは絶望的な気持ちになった。

　だが小こ春はるのいうことはもっともじゃないか？　早朝の、ほんのわずかな時間に会う人間を気にかける方が、おかしいように思えなくもない。いや、現実的な考察だ。

　食べかけのカレーをほったらかして頭を抱かかえる利とし生おは、意地悪くペロリと舌を出す小こ春はるに気づかなかった。




　悲観的な考えに支配されてしまうと、少女の様子もそういう風に見えてくるから不思議だ。

　翌朝、曇くもり空ぞらの下で出会ったその娘こは、やはりいつもと変わらぬ服を着て、軽かろやかに走りながら現れた。

　だがその顔に笑え顔がおらしい笑え顔がおはない。

　ベンチに並んで座すわっても、会話に相あい槌づちを打つでもなく、かといって無視するでもなく、曖あい昧まいなこたえを返すだけ。そもそもいつもは利とし生おが一方的にしゃべるということはなく、こちらが聞き手に徹てつすることもしばしばあるぐらいだ。

　以前、あまりにも楽しそうに彼かの女じよが話すので、「話すことが好きなんだね」と利とし生おがいうと、「会話に飢うえているからかも」と笑ったことがあった。ふだんはそうでもないという意味なのだろうか。

　そのときとの落差が気になり、耐たえかねた利とし生おは、ついに「なにかあった？」と訊たずねた。

「……なにが？」

「元気ないように見えるけど」

「いつもこんな感じだよ」

　彼かの女じよはようやく口角を上げたが、その表情は笑え顔がおにはほど遠い。

　しかしそれも自分の勘かん違ちがいで、彼かの女じよの様子がいつもこんな感じだったとしたら、自分は記き憶おくを捏ねつ造ぞうしていたということになる。やはりこの時間を楽しんでいるのはおれだけだったのか？　朝のあいさつを交かわす、近所のおっさんみたいな存在なのか？

　消極的な考えが利とし生おの頭の中をぐるぐる駆かけめぐっているとき、彼かの女じよが口を開いた。

「きみは、将来はどうするの？　大学に進むっていってたけど、それ以降は考えているの？」

　急にどうしたのだろう。たしかにそういう話は以前にもしたが。

「具体的に決めてるわけじゃないけど、こないだ高校に入ったばかりだしね……、でも経済学部を目指すんじゃないかな」

「その理由は？」

「まあ、なんていうか、ツブシが利きそうじゃない？　就職先はいろいろとありそうだし、資格をとるにもいい環かん境きようだと思うし。まだ、よく知らないけど」

「それは、きみの夢？　本当にそれが望み？　他ほかにやりたいことはない？」

　彼かの女じよは前のめりで食いついてきた。

　実は父親を反面教師にしているなんてことはいえない。父は悪い人間ではないが、生きることが下へ手たなオトコで、利とし生おが生まれてからこれまで片手で数えることができないほど転職を繰くり返かえしている。いまはラーメン屋で雇やとってもらっているが、その前は土建屋で下働きをしていた。性格が温和でなかったらとっくに別れていたよ、と母はよくいうぐらいだ。

　そんな苦労を知っているからこそ、たとえ奨しよう学がく金きんによる借金まみれになろうとも、いい大学を出て、いい会社に就職することが目標だった。

「夢といえば夢、だね。まっとうな生活を築きたいんだ」

　利とし生おがそういうと、なにを思ったのか、少女はやわらかな笑え顔がおを見せた。

「それがどうかした？」

「……ううん」

　少女は腰こしを上げ、利とし生おの前に立った。「わたし、きみのこと、ずっと応おう援えんしているから。ずっとね」

　止める隙すきも与あたえてくれず、少女は駆かけ足あしでその場を離はなれていく。それはまるで早く利とし生おから距きよ離りをとりたいかのような足どりに思えた。

　そして翌日から姿を見せなくなった。
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「トシ、生きてるの？」

　朝の教室に小こ春はるの声がした。力なく机に突つっ伏ぷす利とし生おには、顔を上げる気力もない。

　公園で出会えなくなってから四日が経たった後、寝ねても覚めてもあの娘このことしか考えられなくなり、ならば寝ねるまいと、利とし生おは少女の影かげを求めて町を夜な夜な歩き回るようになった。

　冷静になってみれば、彼かの女じよが夜中の町に出歩くなど考え難にくいことだが、それでもやめられない。彼かの女じよにつながるなにかがどこかにあるのではないかと、わずかな望みが利とし生おを動かした。

　前の席に座すわった小こ春はるが「オンナなら他ほかにもいるよ」というので、利とし生おは重い頭を上げる。

「あの娘こはひとりしかいないんだよ」

「……そんなにかわいかったんだ」

「それはそうだけど、もう顔じゃないんだよ。って、なんだその雑誌は」

　こちらに背中を向けた小こ春はるが読んでいるのは、女性ファッション誌だった。パラパラとめくっていくページすべてに、色とりどりの服を着た女性が並んでいる。

「たまには読んでみようかなと思って買った。ぼくがこういうの買うのって、ヘン？」

「ヘンじゃないけど……驚おどろいた。どういう心境の変化？」

　小こ春はるは兄からバイクを譲ゆずってもらったばかりで、時おりライダー向けの雑誌を眺ながめていることがある。そんな女子が女性ファッション誌を読んでいるのだから、驚おどろくのも無理からぬこと。

「別にぃ」と気のない返事をした小こ春はるは、「ねえ、その美少女の顔ってどれ系？　イメージできてなかったんだ。教えてよ」と、雑誌を利とし生おの机に広げた。

　小こ春はるは「この娘こかわいいね。それともこの娘こ？」とモデルたちを次々に指さしていく。

「……そんなもん、いるわけないね」

　いいつつも、利とし生おも誌面に目を落とす。そこには自分と同じくらいかそれ以上の年ねん齢れいの女性たちがたくさん写っており、とびきりの笑え顔がおをこちらに向けていた。

　しかし、どの女性も似ていない。利とし生おが「残念ながら」と首を振ふると、小こ春はるはつまらなそうに「ふうん」といった。

「まあ、とにかくだよ。世の中にはかわいい女の子がこの雑誌にも載のり切れないほど、たくさんいるわけ。フラれたからって落おち込こむなよ」

　肩かたを叩たたかれた。おれはフラれたわけじゃないと利とし生おはいいたかったが、果たしてそう言い切れるだろうか。事実上、フラれたことになるのかな。彼かの女じよにその気があったなら、なにもいわずに姿を消すなんてないはずだ。

「その本、読んでていいよ。女性はひとりじゃないってことを、トシは学んだ方がいい」

　上から目線の発言をして背中を向けた小こ春はるに、いるか、こんなもんと内心で毒づく。各モデルのとなりには、服やアクセサリーの値段がご丁てい寧ねいにも載のっており、まるでスーパーのチラシみたいだ。

　しかし、利とし生おが暗あん澹たんたる気持ちでその雑誌をパタンと閉じたとき、再会は訪おとずれた。

「おわああああああっ!!」

　雑誌をつかみ、反射的に立ち上がった利とし生おの絶ぜつ叫きようが、教室をいっぱいにした。

「どど、どうしたの、トシ？　落ち着いて！　早まっちゃダメ！」

「い、いた！　いたああああっ！」

「どこ？　どこが痛いの？」

　小こ春はるは利とし生おの手首をつかんで動脈のあたりに目を走らせる。「どこを刺さしたの？」

「ちげえよ！　いたんだよ、あの娘こが！　この娘こだよ、おれが朝の公園で会っていたのは！」

　雑誌の表紙には、頰ほおづえをつき、ニコッと笑うあの娘こがいた。まちがいない。愛くるしいこの笑え顔がおに、自分は心を奪うばわれたんだ。

　となりでしげしげと表紙を眺ながめる小こ春はるは、「瀬せ戸とあおいじゃん」といった。

「ちょっと待て！」

　聞き捨てならない言葉を利とし生おは聞いた。「小こ春はる、お前……いまなんていった？」

　雑誌から目を離はなした彼かの女じよは、「瀬せ戸とあおい」と真顔でいう。

「せとあ……？　お前、知ってるのか？」

「トシ、まさか……知らないの？」

「なにを？」

「瀬せ戸とあおいを」

「誰だれ？」

「だからぁ！」

　半ギレになった小こ春はるが奪うばい取とった雑誌を机に叩たたきつけ、表紙に指をさす。「この女優！」

「ジョユウ？」

　教室は静かだった。いつの間にか担任が到とう着ちやくしていたが、誰だれもがふたりのやりとりを、わけもわからず眺ながめていた。

　その沈ちん黙もくの中、ふたたび雑誌を手にとった利とし生おは、なおも訊たずねる。

「え、誰だれのハナシ？」
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　成なり田た利とし生おは情報収集と熟考の末、あるひとつの結論を導きだしていた。

　瀬せ戸とあおい。本名。十六歳さい。東とう京きよう都と出身。趣しゆ味みはカメラと運動。特技は書道。

　ゼロ歳さいから芸能界入りした若手女優。そのデビューはティッシュペーパーのＣＭ。「笑え顔がおがいい」と撮さつ影えい陣じんに評価され、それ以降、映画やドラマ、舞ぶ台たいなど、その活動は成長と共に幅はばを広げていき、いまや多くのヒット作に彼かの女じよの名前を見ることができる。

　彼かの女じよを語る際に必ず触ふれられるのが、その年ねん齢れいと芸歴だ。十六年。年ねん齢れいがそのまま芸歴という、まさに生まれついての女優である。

　利とし生おは、レンタルが可能な過去作はすべて見た。特集されている雑誌のバックナンバーも、可能な限り取とり揃そろえた。

　その日、利とし生おは自室で黙もく々もくと腕うで立たて伏ふせをしていた。胸を厚くするためには、腕うでを広げて行わなければいけない。その腕うでを太くするため、公園で懸けん垂すいも行う。他ほかにもやれることはたくさんやっている。空手を辞やめてから運動らしい運動はしていなかったが、あの頃ころよりもいまの方がやる気に満ちあふれている。

　ふいに背後のドアが開かれ、腕うで立たて中の利とし生おの視界に、逆さまに生える二本の足が映った。

「な、なにしてるの……？」

　黒いニーソックスがしゃべった。声の主は武たけ内うち小こ春はるだ。しかし利とし生おはすぐにはこたえず、ゆっくりと筋肉を痛めつけて目標回数を目指す。腕うで立たては素す早ばやくやっては意味がないのだ。

「おれは芸能界に入る」

　トレーニングに小休止を入れた利とし生おは、タオルで身体からだの汗あせをぬぐう。「芸能界に入って、あの娘こに会う」

　小こ春はるはぽかんとし、「はあ……」と気の抜ぬけた声を出した。

「会ってどうすんの？」

「結けつ婚こんしたい」

「け、ケッコン!?」

　利とし生おはうなずいた。マジである。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと待って。なんで結けつ婚こん？」

　小こ春はるがおかしな声を出した。「話が飛ひ躍やくしすぎてて、ぼくには理解できないんだけど……」

　利とし生おは「はっはっは」と笑った。

「小こ春はる、おれは勉強したんだよ。女優と結けつ婚こんするオトコの職業は、たいていが芸能界に関かかわりのあるものなんだ」

「……で？」

「だからおれは俳優を目指す。中にはベンチャー企き業ぎようの社長とかもいるけど、そっち方面に進んでいる間に、他ほかの男にとられる可能性があるし……」

　なによりおれが待てないんだ！

「……本気、なの？」

　ふだん動どう揺ようを見せることのない小こ春はるが、頭痛をこらえるようにこめかみを押おさえる。

「本気じゃなきゃ、あの娘こには会えないだろ」

「いや～……」

　腕うで組ぐみをした小こ春はるはベッドに腰こし掛かけ、しばらく押おし黙だまった後、いった。「かなりムリがあるよ。トシは芸能界のこと、なんにも知らないじゃん。肝かん心じんの瀬せ戸とあおいを知らなかったぐらいだし」

　そのとき、開かれたままのドアから、ふたつの影かげが出てきた。

「こ～は～る～、説得してやってよ。芸能界なんて諦あきらめろって」

　一歳さいちがいの、姉の清きよ美みだ。「テレビなんてろくに見ないのに、急にこんなこというんだから」

「ぼくもそのつもりだけど、これはちょっと重じゆう症しようかも……」

　小こ春はるがこたえる。「まあ、芸能界なんてそんな簡単に入れるもんじゃないだろうし」

「そこは小こ春はるちゃんのいう通りだけどねぇ」

　姉のとなりで母もいう。「好きなことやればいいと思うけど、さすがにあんな世界、息子むすこには向いてないわ。まさかこの子がこんなこといいだすなんて」

　いいたい放題いっているが、もとより誰だれかの応おう援えんを得ようなどと思っていない。

「ところで小こ春はる、きょうはおしゃれね」

「え？　そ、そうかな。ふつうだよ」

　清きよ美みに服装をほめられてもじもじとする小こ春はるは、チェックのミニスカートにニーソックスという出いで立たちだ。「ま、まあ、ぼくももう高校生だし」

「すごく似合ってる。かわいいよ。あーあ、あたし、小こ春はるみたいな妹がほしかったなぁ。無む謀ぼうにも芸能界入りを目指す弟しかいないってのはつらい」

「世せ知ち辛がらいわねぇ」とうなずく母の肩かたに、「これを産んだのはあなたよ」と姉は手を置いた。

　そうやって利とし生おがボロクソにけなされる中、唐とう突とつに笑い声が聞こえた。

「はっはっは。いいじゃないか」

「お父とうさん……」

　めんどくさいのが来た、とでもいいたげな姉は、とりあえず訊きく。「賛成派なのね」

　廊ろう下かからひょっこり顔を出した父が、「反対する理由なんてなにもないじゃないの」と笑う。

「好きにやったらいいよ。芸能界！　すばらしいじゃない。利とし生おはちいさい頃ころから将来の夢とかいわない子だったからね。ぼくは安心したよ」

　誰だれのせいだと思ってる。母と姉と利とし生おの心の声は、父にはまったく聞こえていなかった。

　家族が顔を引ひっ込こめた後、小こ春はるは利とし生おに小声で訊たずねる。

「おじさん、きょう休みなの？　いまはラーメン屋とかいってなかったっけ？」

　日曜日だ。世間一いつ般ぱんのラーメン屋は営業日である。

「クビになった」

　利とし生おがいうと、小こ春はるは申し訳なさそうに「相変わらずだね」といった。

　父は能天気という言葉ではいい表せないほど思し慮りよが浅く、加えて仕事の要領も悪いという、他人をイラつかせる術すべを無意識的に心得ていた。母曰いわく、彼かれを知る人は誰だれもが、「悪人ではないんだけど」といいつつも、距きよ離りを置きたがるらしい。

「で、どうやって芸能界に入るの」

「オーディションを受けるよ。芸能事務所がやってるのがあるんだ」

「その筋トレは？」

「少しでも体格をよくしておかないとな」

　別に芸能界は体格のいい人間しか入れないというわけではないが、やれることはやっておきたいという気持ちからだ。

「……まあ、ぼくは、いまだに瀬せ戸とあおい本人ってのは、トシの勘かんちがいだと思ってるけど」

　小こ春はるが疑わしげにいう。利とし生おが朝の公園で会っていたのは、超ちよう有名な若手女優ではなく、そっくりさんであると思っているようだ。

　だが利とし生おは首を振ふり、「あの娘こだよ、まちがいない」とこたえると、彼かの女じよはつぶやいた。

「……あくまでトシの中では、あの娘なんだね」
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「なるほど。成なり田たくんは俳優を志望するんだね。それじゃあ、まずは、志望動機から聞かせてもらえるかな」

　三十代半ばといったところか。三人の審しん査さ員いんの左ひだり端はしに座すわる、生き真面目まじめそうなメガネの男性が利とし生おに訊たずねる。

　芸能事務所アジャリ・エンタテイメントのオフィスの一室。長机の向こうに三人おり、こちらはイスひとつに腰こし掛かけるという形式で、なんとも緊きん張ちようしやすい雰ふん囲い気きだ。三さん脚きやくに据すえられたビデオカメラが審しん査さ員いんの背後からこちらをのぞいているのも、利とし生おの身体からだをかたくさせた。

「国くに枝えだ監かん督とくの『星の花』を見たことがきっかけで演技の道に興味を持ちました。主演の──」

　利とし生おがいい終わらぬうちに、「高たか垣がき努つとむ主演だね。これまで演技の練習をしたことはある？」と男がいう。肩かた透すかし。せっかくそれらしい志望動機をこしらえてきたのに。いや、控ひかえ室しつにはまだ十人近くの受験者がいた。詳しよう細さいを聞いている暇ひまはないということだろうか。

　肝かん心じんの質問の答えだが、正直に「ありません」という他ほかにない。だが、どうやらかまわないらしい。オーディションについて記述する事務所のｗｅｂサイトには、応おう募ぼ資格として二十五歳さいまでという年ねん齢れい制限しか設けられておらず、性別や国こく籍せきはもちろん、これまでの演技経験の有う無むを問う項こう目もくすら見当たらなかった。

　それどころか、このオーディションについては「俳優、モデル、アイドル、声優、キャスターなど、ジャンルは不問」とあり、志望動機にも興味がないらしい。

　調べてくれた姉によると、アジャリ・エンタテイメントは中ちゆう堅けんの芸能事務所のようだ。それなりに有名な俳優などが数人いるということだったが、利とし生おはそのどれも知らなかった。

「このオーディション、とにかく芸能人になりたがっている人を見てみようってことね」

「……とにかく芸能人に？　どういうこと？」

「お前の将来はこっちが決める、っていってるのよ。ものすごくスタイルがよくてカッコいい人をキャスターにしちゃもったいないじゃない。オーディションを通してどういう売り出し方が適切かを見ていくつもりでしょ。ほら、ここに書いてある」

　清きよ美みは文面を指した。「えーと、『ご自分の可能性を応おう募ぼ前からひとつにしぼる必要はありません。まずは審しん査さを受けていただき、選考の過程で我々と共にあなたの将来を考え、あなただけがなることのできる、オンリーワンでエクセレントなトップスターを目指しましょう』って。……すごいこと書いてあるね、これ」

「これってふつうなの？」

「かもね。人をたくさん集めないと、有望な人も集まらないから、とにかく多く来てほしいってことでしょ。あたしは節操ないと思うけど」

　ま、せいぜいがんばれよ。そういって姉は利とし生おの肩かたをポンと叩たたいた。

　その翌日、履り歴れき書しよと共に郵送する写真を、学校で小こ春はるに撮とってもらった。

「そんな格好でいいの？　しかもこんな場所で。写真館とかの方がいいんじゃない？」

　昼休みの、階段近くのひと気のない場所だ。家からデジタルカメラを持ってきてくれた小こ春はるが、シャッターを押おす前に制服姿の利とし生おに訊たずねる。

「体形さえわかれば、なるべくふだん通りの格好がいいらしい。全身と顔のアップね。頼たのむわ」

「なんだか、だんだんおもしろくなってきたよ」

　小こ春はるが力なく笑った。「どうせ受からないだろうけど、ぼくにできることなら協力する」

「元からそのつもりだ。協力しろ」

「……図ずう々ずうしくなったね、トシ」




「それじゃ次は、簡単な演技テストをしてもらいます」

　来た！　利とし生おの緊きん張ちよう感かんは一気に高まった。

　ジャンル不問のオーディションだから演技テストはない可能性もあると考えていたが、甘あまかったようだ。あるいは俳優志望の人間にだけ試験内容を変えたりしているのかもしれない。

　とはいっても、演技経験が皆かい無むといっているのだから、高いレベルを求めているわけではない……と思いたい。そのときドアがノックされ、入ってくる者がいた。

「あ、社長」

「どうも、失礼しますね」

　社長と呼ばれた太った男は、利とし生おに断った後、「いまはどこらへん？」と審しん査さ員いんに歩み寄る。

「次はナイフですね」とメガネの審しん査さ員いん。

「あ、そう。じゃあ相手役はぼくがやるね」

　そういって社長は長机にあった妙みような物体を持ち、利とし生おに向き直った。「どうも、社長の重しげ松まつです。これからぼくがこれできみを刺さします。ですので、きみは、刺さされた人間がとる行動を演じてください。あくまで演技だから安心してね。見ての通り、これは真しん鍮ちゆうで作られた法具です。インドのシャーマンが使ってた金こん剛ごう杵しよってやつ。ヴァジュラっていうんだけど、知らないよね、若い子は」

　利とし生おの目はそれに釘くぎづけになっていた。手の平大のサイズで、禍まが々まがしい紋もん様ようが立体的に、そして微び細さいに彫ほり込こまれている。それが法具だからか、不気味な気け配はいをまとっているように思え、そんなものを手にしながら淡たん々たんと話す社長も、ひどく恐おそろしい生き物に見えた。

「どうかした？」

　社長の問いかけによって現実に引ひき戻もどされた利とし生おは慌あわてる。

「あっ！　いえ、大だい丈じよう夫ぶです……」

　剛ごう毛もうがカールし、頭とう髪はつはもこもことしたシルエット。中年太りの腹。ノーネクタイのワイシャツ姿はだらしなく見えるが、危険人物に見えない。メタボ化したたぬきといった風ふう貌ぼうだ。

「ほほお～。いいねぇ～、その演技。怖こわがっている感じ、いま、すごく出てたよ」

「ど、どうも……」

　そして早さつ速そく、社長が金こん剛ごう杵しよを腰こしだめにかまえる。利とし生おはつばを飲のみ込こんだ。その法具の尖せん端たんは丸まっており、強く押おし込こんでも肉を突つき破やぶることはできないだろう。

　大だい丈じよう夫ぶ、ただの演技だと自分に言い聞かせるが、どういうわけか、心臓は激しく動きだしていた。それは凶きよう兆ちように思える。あれはなにかまずいと、意識下からの叫さけびが聞こえるようだった。

　いや、なにをバカなことを。おれには目的があるじゃないか。なんとしてでも芸能界に入り、あの娘こと並んでも見み劣おとりしないオトコになるんだ。

　そして突とつ進しんしてきた社長が、「死ねえっ！」と叫さけぶと同時に、利とし生おの胸に肩かたをぶつけた。

「……うっ！」

　ドスンという衝しよう撃げきが、かたくなった全身を走はしり抜ぬける。

　利とし生おはとっさに自分の腹を手でまさぐった。ああ、よかった。血は出ていない。そう安あん堵どした次の瞬しゆん間かん、ハッと思いだした。

　演技をしなければ！

「うぅ……、ぐうっ、ぐわあ…………ああ……ぐえええ！」

　考えうる限りの、腹を刺さされた人間が漏もらしそうなうめき声を発し、利とし生おはバタリと前のめりに倒たおれた。

　五秒ほど置いて、「はい、もういいですよ」という事務的な声が聞こえた。

　妙みような恥はずかしさを覚えつつ上体を起こすと、審しん査さ員いんはすでに書類に目を落としていた。なんだか、砂さ漠ばくにひとり置いてけぼりを食らったような気分だ。

「痛くなかった？」

　社長は手を貸して利とし生おを立ち上がらせた。「大だい丈じよう夫ぶだったでしょ。ほら、これ見て。すごい細工でしょう？　でもこれじゃ人は刺させないから。持ってみなよ」

　彼かれの手にあるのは、確かに人を刺させるものではない。こんなものに恐おそれを抱いだいていたなんて、恥はずかしい。

「ええ、本当ですね」

　しかし、利とし生おが受け取ろうとしたとき、それは空中へ滑すべり落おちた。

「あっ」

　社長と利とし生おが声をあげるよりも先に、金こん剛ごう杵しよは割れていくつかの破は片へんとなってしまった。

「あちゃぁ……」

　社長は額に手を当てた。「割れちゃった。真しん鍮ちゆうってこんな感じで割れるものなのか？」

「すみません！　ぼくがうまく受け取らなかったから」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。個人的に持て余していたものを使っただけだから。それよりもケガしてない？」

　いわれて気づいたが、右足を覆おおう靴くつ下したが濡ぬれている気がする。めくってみると、脛すねのあたりから出血していた。たいした傷ではないが、皮ひ膚ふを切ったようだ。

「うわ、切っちゃってるね。破は片へんが飛とび込こんだのかな」

　そういって社長はメガネを振ふり向むいた。「救急箱、早く持ってきて」

　その場で簡単な治ち療りようを施ほどこしてもらい、利とし生おのオーディションは終わった。

「結果は郵送になるから。足には気をつけて帰ってね」と社長。

「ありがとうございました」

　だがドアを閉めるとき、「どうです？」という声を聞いてしまった。

「ダメだね。刺さされる前にうまく怖こわがってみせたときは、やるじゃんって思ったんだが、その後がね……」

「じゃあ、バツですかね。みなさんどうです？」という呼びかけに、「異議なし」「同意見です」の声が続いた。

　上空から不合格の三文字が、頭にドスンと降ってきた気がした。




　芸能事務所はひとつではない。まだ道はたくさんある。

　自分にそう言い聞かせながら帰路についたが、身体からだの具合がどうもおかしい。いや、徐じよ々じよにおかしくなっている。一歩踏ふみだすたびに身体からだが重くなっていくようだ。それが精神的なものばかりではないとようやく気づいたのは、自宅のあるアパートに着いてからだった。

　めまいを覚えながら家にあがり、「オーディション、どうだった？」という姉の問いを無視し、自室のベッドに身体からだを放り投げた。自分の意識が真っ黒な泥どろに溶とけていくかのようだ。

　ただひとつ頭の中に光ひかり輝かがやくのは、あの娘この笑え顔がおだった。




　　　　　　　　　　　　　　　６




　翌朝の日曜日、利とし生おを起こしたのは、玄げん関かんから聞こえる小こ春はるの声だった。

「どうだったの、オーディションは」

「ダメだったみたい。夕方に帰ってきて、そのままずーっと部へ屋やにこもってるの。ご飯も食べてないんだよ」

　そうこたえる姉に、「予想通りだ」と笑う小こ春はるの声が続く。好き勝手いいやがって。

　小こ春はるはうちに上がり、リビングへ向かったようだ。

　ベッドからのっそりと起き上がった利とし生おは窓を見る。昨夜はカーテンも閉めずに寝ねたらしく、気持ちのいい青空が広がっていた。姉と友人に笑われて起きるという、寝ね覚ざめとしては最悪の部類ではあるが、身体からだの調子は万ばん全ぜんに戻もどっていた。

　身体からだはむしろ、ふだんよりも軽く感じられるぐらいだ。

　リビングに出ると、イスに座すわる小こ春はると目があい、利とし生おが「よお」というと、なぜかギョッとした様子を見せる。となりに座すわる姉の清きよ美みも、びくりと身体からだをこわばらせた。

「なに、どうかしたの？」

　振ふり向むくと、台所に立つ母はぼう然とするばかりで、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽう食らったような顔をこちらに見せていた。

　不可解に思いながらもテーブルに着いた利とし生おは、咳せき払ばらいをした。なぜか妙みように声が高くなってしまっている。

「あー、あー」何度か声を出す。「あー、あー。変だな……。風か邪ぜでもひいたか」

「あ、あのぉ……」

　見ると、清きよ美みが不安げな顔をしていた。「あなた、どちらさまですか？」

　つまらない冗じよう談だんだ。利とし生おは姉を一いち瞥べつし、その言葉の真意を考える。ああ、そうか。オーディションに落ちたおれを、小こ春はると結けつ託たくしてからかおうとしているのだろう。

　時と計けいを見ると、十一時になろうとしていた。家族はもう朝食をとり終えたらしく、テーブルの上にはなにもない。この家では自ら起きない者に食事は用意されないのだ。

「小こ春はる、こないだの写真のデータだけどさ、またプリントしてくれないか？　他ほかの事務所も受けなくちゃ。清きよ美みも、調べるの手て伝つだってくれよ」

　ふと妙みような感かん触しよくに気づき、利とし生おはうなじに手を伸のばした。指先に伝わる、サラッとした感かん触しよくに驚おどろく。なんだこりゃ。うしろ髪がみが肩かたのあたりまである。いつの間にこんなに伸のびたんだ。

　髪かみだけじゃない。利とし生おは自分の首をさすり、ようやくただごとではないと気づく。首はひと回り細くなっており、さらには喉のどボトケまでなくなっていた。

「え、なんで……？　清きよ美み、なんかおれ、変じゃないか？」

　姉に問いながら視線を下げるが、自分の喉のどを見ることなどできるわけがない。けれども、代わりに別のものが見えた。

　おや？

「これはいったい……」

　なんぞ？　Ｔシャツが胸のあたりで妙みように膨ふくらんでいる。小高いふたつの丘おかが眼下に並び、それぞれの山頂にはわずかに布をピンと張る、ちいさな突とつ起きが存在を主張していた。

「ま、まさかだけど……あなた、利とし生お？」

　姉の声に視線を上げる。小こ春はると母も疑わしげな顔をしている。なにかとてつもない異変が起きているらしいが、自分だけがそれに気づいていない。この感じは、そういう状じよう況きようだ。

　利とし生おは棚たなの上に置いてある、丸い立て鏡に手を伸のばし、おそるおそるそれをのぞき込こんだ。

「──ひいっ!?」

　同年代の女性が恐きよう怖ふの表情を見せていた。まったく見覚えのない顔だ。利とし生おが血の気の引いた顔をぺたぺた触さわってみると、鏡の中のオンナも同じように動いた。

「な、なんだ……。だだ、誰だれなんだこいつは？　この顔は、おれの……？」

　利とし生おは鏡をその場に落とし、自分の胸にあるふたつの丘おかをつかんだ。あ、やわらかい。

「って……なんだ、こりゃあっ!?」

　裾すそをむんずとつかんでＴシャツを脱ぬぐと、同時に清きよ美みと小こ春はるから短い悲鳴があがった。

　そこにあるのはまちがいなく「おっぱい」であった。おそるおそるつついてみると、母性を象しよう徴ちようするかのようにぷるんと揺ゆれた。つつかれた胸の方にもしっかりと感かん触しよくがあり、自分の身体からだの一部であることを脳が教えてくれる。

「なに？　なんだこれ……どうしてこんな……」

「ほ、ホントにトシ、なの？　まさかそんな……」

　ぎこちない半笑いを浮うかべる小こ春はるは、利とし生おの足先から顔へ、視線を何度も往復させていた。

「……お、おれだよ、おれ！　わかるだろ？　おれ以外に誰だれがいるっていうんだ」

「詐さ欺ぎ？」

「利とし生おだよ！　決まってるだろ。成なり田た利とし生おだ」

「女の子に見えるけど」

「見えるといわれても……」
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「どうなってるの、それ？」

「どうなってるといわれても……」

　この身体からだを、どうやら作りものとでも思っているようだ。

「──あっ、まさか！」

　重大な危機に気づいて自分の股こ間かんに触ふれた瞬しゆん間かん、利とし生おは凍こおりついた。「そ、そんな……」

　右手は前から、左手はうしろから、それを探し求めるが、ない。どこにもない。

「あんた、まさか……手術を？」と姉がいう。

「アホな！」

　目に涙なみだを浮うかべる利とし生おが、慌あわててパンツごとズボンを脱ぬごうとすると、「それはやめてっ！」と清きよ美みは叫さけんだ。

「いったい……なんなの？　あんた、マジで利とし生おなの？」

「あわわわわ……。なんでこんなことに……。ううう、お、お、おおお、あああ……」

　利とし生おは片手で頭を抱かかえてうずくまった。もう片方の手はいまだに股こ間かんをまさぐっている。きのうまではなんともなかったじゃないか。あの娘こと結ばれるため、同じレベルの俳優になろうと足あ搔がいてた自分は、ひとりのオトコだった。

　それがいま、オンナになってる！




　三日後の午前、利とし生おはオトコの姿でアジャリ・エンタテイメントを訪おとずれた。

　都心に立つ十一階建てのオフィスビルの、五階と六階を占せん居きよしており、受付用の電話は五階のエレベーターを降りて目の前にある。

「先日、こちらでオーディションを受けた、成なり田たといいます。重しげ松まつ社長をおねがいします！」

　利とし生おが受話器に向かって一方的にいうと、しばらくしてオートロックのガラス扉とびらの向こうから私服姿の女性が現れ、「アポイントメントはございますか？」と訊きいてきた。

「ありませんけど、大事な話なんです」

　女性はあからさまに怪け訝げんな顔を見せた。

「……ないのでしたら、お取り次ぎはできないのですが」

　ああ、もう、めんどくさい！　こっちはそれどころではないってのに。

　そのとき、「どうかしたかい？」と背後から声がした。

「あ、社長」

　振ふり向むくと、重しげ松まつがそこに立っていた。「こちらの方が社長にお会いしたいと」

「おや、きみは……」

　重しげ松まつはしげしげと利とし生おの顔を眺ながめる。「こないだオーディションを受けた子だよねぇ？」

　利とし生おは飛びかかりたい気持ちをぐっとこらえて目礼し、「足の傷の件で、ちょっとお話がありまして」といった。

　重しげ松まつはギョッとしたようで、「え、なにかまずいことになった？」と焦あせりを見せた。

　この事態は、まずいどころではないぞ。




　社長室らしき部へ屋やに招かれ、利とし生おは向かいあったソファのひとつに座すわらされた。

「それで、傷がどうなったって？」と、正面に腰こしを下ろした重しげ松まつが口を開く。

　オーディションで審しん査さ員いんだったメガネも同席したが、好都合だ。立会人はいた方がいい。

「どうなったもないですよ。あのときの金こん剛ごう杵しよとかいうのが原因としか思えない」

　重しげ松まつの顔に緊きん張ちようが浮うかんだ。

「そんなにひどかった？」

「切り傷だったよね？　ちょっと見せてもらえる？」メガネが疑わしげにいう。

「見せたいのは傷じゃなくて！」

　利とし生おはテーブルに乗りだした。「……驚おどろくなとはいいませんけど、とにかく見ててください」

　そういって顔をプルプルと激しく横に振ふる。

　そしてピタリと顔を止めると、重しげ松まつとメガネは目を点にした。

「……え？　え！　えぇーっ!?」

　ふたりは腰こしを抜ぬかしたようにのけぞる。

「お、オンナに、なった……？」

　あんぐりと口を開けるメガネのとなりで、社長の重しげ松まつはポンと膝ひざを打った。

「これはすごい！　すばらしい手品だ！」

「手品じゃねえ！」

「見ろ、小お田だ。すごいぞ。身体からだまでオンナっぽくなってる。胸が一いつ瞬しゆんにして突つきだして……」

　利とし生おの訴うつたえは聞こえていないらしく、社長は小お田だとかいうメガネと共に、利とし生おの身体からだを視線で舐なめまわす。ねっとりとした、まとわりつくような目だ。

　その目があまりにも気持ち悪いので、利とし生おはたまらず、「どこ見てんだ！」と身体からだを背そむけた。

「すばらしい早変わりだ……。きみ、これはどういう仕組みなの？」

「仕組みなんかない！　あの金こん剛ごう杵しよのせいでこうなったんだよ！」

「…………なんだって？」

　キョトンとした後、重しげ松まつと小お田だは顔を見合わせ、次に「わははは」と笑った。

「きみ、おもしろいこというねぇ」

「な、に、も！　なんっにもおもしろくない！」

　らちがあかないと気づき、立ち上がった利とし生おがＴシャツを脱ぬぎ捨すてると、その弾はずみでたわわな胸がぷるんと揺ゆれた。「これをよく見ろ。どうだ！」

　いうまでもなく、ふたりのオトコは利とし生おの胸にあるふたつの丘おかを凝ぎよう視ししていた。スケベが。

「……すごいな」

　重しげ松まつは感心したようにいう。「タイに行ったときもニューハーフに驚おどろいたが」

「やっぱりすごいんですか、タイって」小お田だが訊たずねる。

「すごいぞ、あれは。だがこれほどじゃない。これはタイ以上だ」

「あちらはシリコンが主流でしたっけ」

「あれなぁ。かたいんだよなぁ、あれは」

　小お田だが興味深そうに社長にうなずく。

「──タイの話はしてないっ!!」

　利とし生おが腹の底から一いつ喝かつすると、ふたりはバツが悪そうに口をつぐんだ。

「よく見てろ」

　利とし生おがふたたびプルプルと顔を振ふると、オトコの姿に戻もどった。もちろんふたつの丘おかも消失し、きれいな更さら地ちだ。髪かみについた水すい滴てきを振ふり払はらうみたいに顔を左右に揺ゆすると、変身をすんなり済ますことができるのだ。悲しいかな、この三日間でつかんだ唯ゆい一いつのコツである。

　どういうわけだか、利とし生おはオンナの姿に変身できるようになってしまったのだ。

「……すごいな、こりゃ。こんなことが現実に起こりえるものなのか」

　重しげ松まつは、オトコに戻もどった利とし生おを見上げる。「……で、きみはそれを見せに来たの？」

「そんなわけがあるか！　こうなったのも、あのヴァジュラだか金こん剛ごう杵しよだかいうやつに傷をつけられたことが原因としか……」

　利とし生おは、世界の終わりを眺ながめている気分だった。「あの日、家に帰ったとき、ものすごい体調不良になったんだ。きっとあの間に、おれの身体からだの中でなにかが起きて……。いったいなんなんだ、あれは！」

「なんなんだって、きみねぇ」

　いいかけた小お田だだったが、利とし生おから重しげ松まつに目線を移す。「なんなんですっけ？　あれ」

　すると重しげ松まつは腕うでを組み、「あれは剣つるぎ國くに男お先生から譲ゆずり受うけたものだ」と難しい顔を作った。

「あの剣つるぎ國くに男おから？　そうだったんですか」

「剣つるぎ先生もまたインドのシャーマンから受け取ったものだと話されていた。ぼくは別にほしいとはいわなかったんだが、先生が幸福をもたらすとおっしゃるもんだから、断ることもできずに……。剣つるぎ先生はその直後に、例のアレでな」

「いわくつきですね……」

「ちょっと待て」利とし生おが割って入る。「誰だれなんだ、その剣つるぎ國くに男おって」

「きみ、知らないの？　占うらない師しの剣つるぎ國くに男おだよ。十年ぐらい前にテレビで引っ張りだこだったじゃない。たくさんの業界人の未来を言い当てた人で、いまでも語り草だよ」

　利とし生おは「知らね」とこたえるしかなかった。その頃ころは小学校低学年である。

「それで、その剣つるぎって人は？　その人ならこれを治せるのか？」

「剣つるぎ先生はお亡なくなりになった」

　重しげ松まつがいう。「正確には行方ゆくえ不明。海外で姿を消してそれきりだ。昨年だったかな、七年が経たって失しつ踪そう宣告が出たから、法的には故人となる。あの金こん剛ごう杵しよも不燃ゴミに出してしまったし」

　すべてを聞く前に、利とし生おはその場に崩くずれ落おちていた。おお、なんてことだ。あの娘こに見み劣おとりしないオトコになるために芸能界の門を叩たたいたら、オンナになってしまった……。自分でもなにをいっているのかわからない。とにかく、こんなバカなことがあってたまるか。

「社長、ふと思いだしたのですが」

　頭上で小お田だの声がした。「『ヴェーターラ・パンチャヴィンシャティカー』というインドの伝でん奇き集しゆうを知ってますか？　日本では『屍し鬼き二十五話』というタイトルで知られてるものですが。その中の一説に、若いオトコが魔ま術じゆつで少女に変身する話があるんですよ」

　利とし生おはぴくりと反応した。「……それ、どういう話？」

「お姫ひめ様に恋こいをした青年が、魔ま術じゆつ師しの力を借りて少女に変身し、王宮に忍しのび込こむのさ。宮中にて、昼は少女の姿で過ごし、夜はオトコに戻もどって姫ひめとチョメチョメするっていう物語で」

「おいおい、小お田だくぅん」

　重しげ松まつが下げ卑びた笑いを口に浮うかべながら部下を制す。「未成年の前でいかんよ、きみぃ」

「あ、これは失礼を」

　チョメチョメという言葉は初めて耳にしたが、その意味は話の流れで察せられた。サイテーだ、こいつら。

「まあ、その、インドにはそういう変へん身しん譚たんが昔からあるわけです。ひょっとしたらこのシャーマンの道具もそれに由来するものかも……」

「なるほど。それにしても詳くわしいね」と社長。

「大学でインド史を学びましたから」

「カレーしか知らんな」

「驚おどろくほど浅はかですねぇ、その認にん識しき」

「で、その、ガンダーラなんとかっていうのは、エッチなやつなの？」

「社長、『ヴェーターラ・パンチャヴィンシャティカー』ですよ」

「──インドの話はどうでもいいっ!!」

　利とし生おがこぶしで床ゆかを叩たたくと、ふたりは黙だまった。「どうやったら治るんだ、おれの身体からだは……」

　ふたりからは沈ちん黙もくしか返ってこなかった。

「…………オホン！　えー、きみ。まあ立ちなさい」

　重しげ松まつが利とし生おの肩かたに手を置く。「もう一度、オンナになってみてくれないか」

「……なぜ？」

「頼たのむよ。大事なことなんだ」

　のろのろと立ち上がった利とし生おの前で重しげ松まつがいった。真しん剣けんな眼まな差ざしである。なにか解決策があるのかと思い、利とし生おはまたも顔をプルプルしてオンナの姿に変身した。

「ほほお！　なるほどね～。痛みはある？　この変身は完全に制せい御ぎよできているの？」

　そういいながら、社長は反はん時と計けい回りに歩き始め、仔し細さいに利とし生おの身体からだを観察していく。その視線はちいさな槍やりとなり、少女となった利とし生おの肌はだをむずがゆくさせた。はたから見れば、胸を露あらわにした少女を、太った中年男性がゼロ距きよ離りからジロジロ眺ながめるという構図になるため、その様子を見守る小お田だは、「犯罪的ですね、この光景は」とつぶやく。

　ふいに利とし生おの口から、「あひゃん！」という甘あまい声こえが漏もれ出でた。

　慌あわてて見下ろすと、重しげ松まつは利とし生おの腰こしに手を当て、ろくろを回すように撫なでていた。

「なにしてんだ！」

　飛びすさって牙きばをむく勢いの利とし生おには目もくれず、腕うで組ぐみをしてなにやら考かんがえ込こんでいる重しげ松まつは、うんうんとうなずくだけだ。

　そして、ようやく口を開き、「──きみ、アイドル目指さない？」といった。

　重しげ松まつの言葉が理解できず、利とし生おの頭は停止した。

「社長、まさか……」という小お田だに、重しげ松まつは「そのまさかだよ」とこたえる。

「うちでアイドルやろうよ。その身体からだのこともあるし、ぼくらの近くにいた方がいいことはわかるよね？　もちろんその変身を解決する手立てを一いつ緒しよに考えるつもりさ。でも残念ながら、すぐに見つかるとは思えない」

「アイドルって」

　利とし生おは自分の身体からだを見下ろした。いまはオンナだ。「……ま、まさかオンナとして？」

「わはは！　そう、女性アイドルとして！」

　重しげ松まつの顔にパッと明かりがさした。「現在進行中のアイドルプロジェクトがあるんだけど、なにか足りないと思っていたんだ。それがやっとわかった！　きみは最後のピースだ！　きみが加入することで完成するんだよ、あのグループは！」

「社長、正気ですか！」

「正気だとも！　いま、人生で最高に頭が冴さえ渡わたっているよ」

　小お田だの問いにすかさず重しげ松まつはこたえ、利とし生おにいう。「きみ！　きみだけがなることのできる、オンリーワンでエクセレントなトップスターを目指そうじゃないか。我々と共に！」

　あの文章、考えたのお前か。

　ぼう然とする裸はだかの少女に肩かたを回した重しげ松まつは、「おカネも弾はずむよ」とその耳もとでささやく。

「犯罪的ですねぇ、そのセリフは」かたわらで小お田だがいう。

「やろうよ、アイドル。きみ、芸能界入りを目指していたんだろ？　断る理由はないでしょ」

「そりゃ、目指してたけど……オンナとして？　マジで？　バレたらどうするんですか」

「バレてはいけない。この秘密は我々三人だけの秘密としよう」

　あ、本気だ。

　利とし生おは直感した。どうやらこのおっさんは本気でニセモノのオンナを、アイドルに仕立て上げるつもりらしい。ムチャクチャではないか。

　だが、待てよ。オンナとしてなら芸能界に入れるということか？

　──お姫ひめ様に恋こいをした青年が、魔ま術じゆつ師しの力を借りて少女に変身し、王宮に忍しのび込こむ。

　頭の中でシーソーが揺ゆれ始めた。オトコとして芸能界で名をあげなければ、なんの意味もない。しかし、芸能界に居場所を作ることをここは優先すべきか。

　すべてはあの娘このとなりに立つためなのだから、まずは距きよ離りを縮めて……しかし、

「……オトコとして売れたいのに」

　まぶたの裏にあの娘この笑え顔がおを見ると、利とし生おの口から自然と願望がこぼれ出た。

「オトコとしてもデビューさせてあげるよ。きみの夢を実現させるのに、協力させてくれないか」と重しげ松まつがいう。

　口くっさいな、おっさん。

「でもオンナとしてなんて……それもアイドルなんて、自信ないし……」

　アイドルがうたって踊おどる仕事であることは知っているが、オトコである自分がオンナと偽いつわってそれをこなすなんて、到とう底ていできるとは思えない。「人をダマすことになるんじゃ……」

「ダマすだって？　もちろんさ。芸能界はね、建前でできているんだよ。本音じゃない」

　利とし生おは重しげ松まつの顔をまじまじと見て、「建前？」と首をかしげた。

「ミュージカルなんてろくに見たことのないタレントが、ミュージカル通とテレビで恥はずかしげもなく公言するなんてザラだし、美容に気をつけて野菜はオーガニックしか食べないようにしてるといいながら、一日にタバコひと箱を吸い尽つくすベテラン女優をぼくは知ってる」

「……」

「でもそれは悪いことではないんだ。芸能人は夢を与あたえる職業だからね」

　重しげ松まつは利とし生おの肩かたをポンポンと叩たたいた。「つまりだね、秘密を持っているのは、なにもきみだけじゃないってことさ。気に病やむなんてバカらしいだろう？　建前だからこそ、求められるままに、より美しく手を加えることができるんだ。ありのままの本音では、誰だれも喜ばない」

　シーソーがゆっくりとある方向に傾かたむいていくのを感じる。

　まずは王宮に忍しのび込こまなくては話が始まらない、のか。

「おれが、オンナとして……」

「大だい丈じよう夫ぶ。安心したまえ。我々が全力でバックアップするよ。こっちはプロだ。あ、きみの芸名を決めなくちゃならんね。……えーっと、きみ、名前なんだったっけ？」

　社長はすでに乗り気だが、利とし生おには不安が残っていた。

「だけど、そんなもの……うまくいくわけが……」
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　一年後、そこにはアイドルグループ「ガールズ・ジョーカー」の一員として活かつ躍やくする成なり田た利とし生おの姿があった。

〈みんなーっ！　アンコールありがとー!!〉

　リーダーの実さね藤とうみつきがマイクを持って叫さけぶ。

　およそ四五〇〇席のハコは満員となっており、彼かれらから発せられた歓かん声せいは地鳴りのように利とし生おの身体からだを走はしり抜ぬけた。

〈それじゃあ最後の曲、《夢はバラ色ガール！》いってみよっ！〉




　三人で手をつなぎ、バンザイから一礼。

　緞どん帳ちようが完全に降りてしまうと、その向こうにある歓かん声せいや拍はく手しゆも一気に遠ざかった。

「お疲つかれさまでした～」

　滝たきに打たれたみたいに汗あせだくとなったガルジョの三人は、舞ぶ台たい裏うらへ引ひっ込こみ、スタッフと共に成功の喜びをわかちあう。

「お疲つかれー。いいステージだったよ」

　ライブ中ずっと、テレビやラジオ局、代理店の人間を関係者席で接待していた重しげ松まつが満面の笑えみで現れた。「夏の野外ライブはさらにでかい会場だから、がんばろうね」

「社長、お疲つかれさまです！」実さね藤とうみつきがいう。

「お疲つかれさまでぇす」丸まる川かわ兎うさぎがそれに続く。

「……うっす」

　鳴なる海みリセがそうつぶやいた瞬しゆん間かん、スパン！　と、みつきに頭をひっぱたかれた。

「いったぁ！　なにすんの」

「あいさつぐらいちゃんとしなさいよ！　あんた、『もっと Ｍｏｔｔｏ プリティーガール』の間奏でフリまちがえたでしょ」

「……よく見てたね」

　リセは後頭部を撫なでながら口をとがらせる。たしかにダンスの振ふり付つけはまちがえた。

「見てるわよ。あんたがまちがえたってことは、ガルジョが失敗したってことになるの。その意味、わかってんのぉ？」

　鬼おにの形相のみつきはリセの耳をつまみ、グイッとねじりあげる。

「いててててて……」

　本気で痛い！

「みったんはすごいねぇ」

　兎うさぎが感かん嘆たんの声をあげた。「あたし、自分でいっぱいいっぱいだったよ」

「あんたもよ、兎うさぎ」

　みつきは振ふり向むいた。「いっぱいいっぱいだったから、『ゴー☆ファイト☆ラブ』のソロんとこ、一番と二番が入いれ替かわってたわ」

「えー、ほんとぉ？」

「きっといま頃ごろネットに書かれてるよ」

　のんびりした性格の丸まる川かわ兎うさぎも、実さね藤とうみつきにやられっぱなしだ。成なり田た利とし生おあらため鳴なる海みリセはそのやりとりを見ていたが、「課題はこれから直せばいい」と重しげ松まつが割って入った。

「さあ、お前たちはもう帰る準備をしなさい。打ち上げはまた別日だ。さっさと撤てつ収しゆうせんと、カネがかかるからな」




　鳴なる海みリセ。それがいまの利とし生おの名前だ。

　町が寝ね静しずまる時間、チーフマネージャーの小お田だが走らせるクルマに、三人は乗のり込こんでいた。

「打ち上げはどんな？」と、助手席のみつきが訊たずねる。「豪ごう華かかな」

「豪ごう華かなやつやりたいなら、もっと売れてくれ」と小お田だ。

「売れるわ。きょうのお客さんの盛り上がり、見たでしょ？」

　ガールズ・ジョーカーの二度目のホールコンサートは、昼と夜の二部構成で、時間にして五時間を超こえた。どちらのチケットも数分で完売。登場からアンコールまで観客は熱ねつ狂きようの渦うずとなっていたのが、彼かの女じよたちの人気を証明していた。

　後部座席のリセがふととなりを見ると、兎うさぎは頭をのけぞらせていた。口をあんぐり開け、気絶したように眠ねむっている。

　ほどなくしてクルマは路地に入り、寮りように横づけされた。静かに三人を降ろした後、小お田だは「弁当、ちゃんと食べるんだぞ」と言い残し、クルマは夜の町へ姿を消した。

　寮りようといっても、都心の片かた隅すみにひっそりと立つ、五階建てのありふれたアパートである。住んでいる人間も芸能界とは無む縁えんの人間で、単身者もいれば家族フアミリーもいるようだ。だがベッドタウンでも学生街でもないため、周辺はいつも静かで、他ほかの住人と顔をあわせることも滅めつ多たにない。

　アジャリ・エンタテイメントはこのアパートの最上階にある四部へ屋やを丸々借り切っており、それを便べん宜ぎ的てきに「寮りよう」と呼んでいる。

　みつきと兎うさぎはいつものようにリセの部へ屋やに上あがり込こんで、それぞれの弁当に手をつけ始めた。

「どうしてここで食べるの」

「反省会よ。反省会」

　みつきは焼肉弁当を食べながらいう。「早いうちに修正しないとクセになるわ」

「さすがだねぇ、みったんは」

　兎うさぎも箸はしを持つ。「それにみんなで食べた方がおいしいよね。せっかく一いつ緒しよに住んでるんだから」

　芸能事務所が所属するタレントを寮りようや、事務所名義の部へ屋やに住まわせるのは、いくつかの理由がある。

　たとえば、東とう京きよう観光の間にスカウトされた丸まる川かわ兎うさぎは、それを機に未成年ながら地方から単身で引ひっ越こしてきた。当然、保護する義務が事務所側に生じるので、住居を用意することも自然な流れである。

　ひらたくいえば、事務所はタレントを「管理」したいのだ。エントランスはオートロックで、夜間は警備員が常じよう駐ちゆうし、外からは見えない内廊ろう下かという造りなのも、所属タレントを危険から守るためである。そして同時に、世間から隠かくし、遠ざけておきたいという意味合いもある。危険なところに出入りしてほしくないし、悪い虫もついてほしくない、というわけだ。

　これが所帯を持ったり、大おお御ご所しよのタレントになったりすると事情が変わってくるようだが、重しげ松まつからそこまでは聞いていない。

　十ヶ月ほど前、社長室でふたりきりとなり、そういった事情を教えられた上で入にゆう寮りようを言いい渡わたされたとき、「なんでおれまで？」と利とし生おは驚おどろいた。

「タレントには手の届くところにいてもらいたい。きみは都内にご実家があるけど、送そう迎げいするにはちょっと遠いし……不用意に出歩いてほしくないんだよね、正直にいうと」

　んなアホな、と思ったので、「おれはオトコですよ！」と抵てい抗こうの意思を見せた。

「だからこそだよ！」

　社長は一変した。「絶対にバレてはいけない。もちろんその寮りようではオンナとして生活するんだ。四六時中ね。それともなにかな、きみは彼かの女じよたちに夜よ這ばいでも仕し掛かけるつもりかい？」

「んなアホな」

　自分の目的はあくまであの娘こだ。それ以外のオンナに興味はない。

　だが社長の懸け念ねんはわからないでもなかった。オトコであることを世間に知られれば大問題となる。だから視界に入るところに常にいろ、といいたいのだろう。

　利とし生おはそれ以上の不平を飲のみ込こみ、「……まあ、わかりましたよ」というと、社長は「それでいい」と満足げにうなずいた。

「新人は本来なら、ふたりでひとつの部へ屋やに住んでもらうところだけど、さすがにね。三人組ってことを理由にして、ひとりひと部へ屋やにしてあげるよ」

「当たり前だ」

　そんなわけで寮りよう生せい活かつが始まったわけだが、家賃や送そう迎げい費ひなどで毎月十万円ほどが事務所に天引きされるようになってしまった。こういうとこだけはしっかりしている。

　とはいえ、一いつ般ぱん的てきな新人サラリーマンのそれには届かないものの、ちゃんと月給を得ていることからして自分たちの待たい遇ぐうはかなりいい方だと実さね藤とうみつきはいう。彼かの女じよは子役として芸能界入りした人間で、利とし生およりもはるかに業界に精通していた。

「なに考えてんの？」と、当のみつきから声をかけられたので、鳴なる海みリセは正直に「おカネについて」とこたえた。

「あー、わかるわぁ。あたしもこんなしけた弁当で満足してるようじゃダメだと思ってたところよ。やっぱライブ後はパーッと打ち上げしてみたいじゃない」

　実さね藤とうみつきは、ガルジョのリーダーであり、一番人気のメンバーでもある。わずか一年で一定のファンがついたのは、子役としてすでに名前が知られていた彼かの女じよがいるからだ。

　しかし、みつき自身もそれを自覚しているから、しばしば高こう慢まんな態度をとることがある。そしてそれを注意する人間がいないことも、さらに彼かの女じよを増長させていた。

「打ち上げって、ティアプリみたいなの？　ブログで見たよ～」

　しんと部へ屋やが静まった。二番人気の丸まる川かわ兎うさぎのひと言が原因だ。ライバルの「ティアラ＆プリンセス」は、乱立といわれる現在のアイドル界でトップに位置するグループである。あくまで一方的にみつきがライバル視しているだけではあるが。

　しかし、その名前は、みつきの前では禁句だ。

「あいつら、こないだのライブ終わりにしゃぶしゃぶ食べてたわね……」

　暗く冷たい声を発したみつきが割わり箸ばしを置いたので、リセは慌あわてた。

「み、みつき、まあ落ち着きなよ。あ、そうだ。まちがえた振ふり付つけのことだけどさ……」

　だが彼かの女じよはまったく聞いていないようで、ブツブツとくちびるを動かしている。

「たしか赤坂のホテルに入ってる和食の名店とかいってたっけ……。あたしたちは冷めた焼肉弁当をつついているのに、あいつらは店を貸し切ってしゃぶしゃぶ……」

「みったん！　おいしいよ、このお弁当も！」

　また兎うさぎが火に油を注ぐ。いつもこれだ。そしてみつきはヒートアップした。

「とっくに食べ飽あきてんの！　あんたたちは知らないだろうけど、あたしはこのお弁当、もう百回は食べた！　この業界、スタッフが発注する店なんて限られてて、長年やってると弁当ばかり詳くわしくなるのよ！　それどころか、用意されてるお弁当を見ただけで、その企き画かくの予算まで把は握あくできるようになっちゃって……もうイヤ！　付け合わせがひじきから柴しば漬づけに変わってるなんて気づきたくない！　ケータリングを用意して！　焼肉弁当じゃなきゃダメというなら、せめて叙じよ々じよ……」

　プヒッ！　という空気の抜ぬけたような音と共に、みつきの声が止まったかと思うと、数秒して、「ヒーッ！　ヒーッ！」という呼吸音が聞こえてきた。

　過呼吸だ。みつきは喉のどと胸を押おさえ、苦痛に喘あえぎ始めた。まるで水中に引ひきずり込こまれたかのような仕し草ぐさで、意識が遠のくためか、徐じよ々じよに白目をむいていく。彼かの女じよには、マイナスの感情がたかぶると過呼吸を起こすクセがあった。

「みったん！　まずは息を吐はいて」

　そういってみつきの背後に回った兎うさぎは、彼かの女じよの背中をさすり始めた。

　しかし、ここからが兎うさぎの悩なやましいところである。空いている方の手で片かた合がつ掌しようを作り、真言を唱え始めるのだ。

「オン・アボキャ・ベイロシャノウ・マカボダラ・マニ・ハンドマ・ジンバラ・ハラバリタヤ・ウン。オン・アボキャ・ベイロシャノウ・マカボダラ・マニ・ハンドマ・ジンバラ……」

　兎うさぎは福ふく井い県けんの山あいに本部があるという、密教系の新興宗教の信者だ。それも、生まれる前から一族で入信しているという筋金入りの。

　まだ兎うさぎと顔を合わせる前、メンバーのひとりが新興宗教にハマっている人物と聞いたとき、利とし生おは「なんでそんな人をスカウトしたんですか」と社長に訊きいたことがある。

「だって町中で見かけてかわいいなって思ったから声をかけただけで……。わからないじゃない、そんなの。ましてや信しん仰こうの自由は憲法で守られているわけだし、いいでしょぉ、別に」

　利とし生おは「えー」とうんざりした声を出した。

「イヤですよ、しつこい勧かん誘ゆうとかされちゃ」

「ははは。ダイジョブダイジョブ。すごく小規模なとこみたいだから」

　そして重しげ松まつは片手を口の横に立て、内ない緒しよ話ばなしのポーズを作った。「それにこの業界、そういう人、めちゃくちゃ多いんだ。むしろそっちの勧かん誘ゆうに気をつけてね。強ごう引いんなのけっこうあるから」

　なんとも不安にさせるその助言に、芸能界、どうなってんだよと、利とし生おの気持ちは萎なえた。




「もう……もう大だい丈じよう夫ぶ」

　青い顔をしたみつきが、胸を押おさえてゼーゼーいっていた。

「よかったぁ。もう不安は去ったよ、みったん」

　兎うさぎはようやく真言をやめてくれた。

　そんな彼かの女じよたちを目にし、「不安しかない……」とリセはつぶやく。

　おれはいったいこんなところでなにをしているのか。アイドルなんてやっている場合ではない。あの娘こに会うため、この世界に足を踏ふみ入いれたというのに……。

　プライドだけ高いポンコツと新興宗教の信者、そして摩ま訶か不ふ思し議ぎな力でオンナに変身中のオトコ。これこそが、アジャリ・エンタテイメントが総力をあげて送りだすアイドルグループ、ガールズ・ジョーカーである。

　よろしくお願いします。
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　今夏、さくらテレビが二夜連続で放送する特別ドラマ、『時をかける信のぶ長なが』の撮さつ影えいは佳か境きように入っていた。

　主人公の織お田だ信のぶ長なが役にはいま話題の俳優、白しら鳥とり亜あ蘭らんがキャスティングされている。

　利とし生おは一応、このドラマで役をもらっている。もちろんオトコとして。

　戦国の世から現代へタイムスリップしてきたばかりで、右も左もわからぬ信のぶ長ながに因いん縁ねんをつけるも、その圧あつ倒とう的てきな体術とカリスマにひれ伏ふし、真っ先に子分となる五人の不良がいる。そのうちのひとりが利とし生おだ。

　役名は「鈴すず木き」。端は役やくであり、ザコである。

　そのシーンのロケ屋外撮影は名な古ご屋やで行われた。ひと気のない早朝のビル街に、カメラや照明など、たくさんの機材が肩かたを並べている。あっちこっちへせわしなく動いているスタッフからやや距きよ離りを置いたところに、利とし生おを含ふくめた名もなき出演者は立たち尽つくしていた。

　ドラマで端は役やくやエキストラに指示を出すのは、助じよ監かん督とくと呼ばれる人間だ。

「そろそろ本番いきます。練習通りに敵と戦いますから、自分の動きをまちがえないように」

　彼かれの指示により、ぞろぞろと二十人ほどの集団が動きだし、各自の配置につく。練習は都内にあるスタジオにて二度、行われている。クーデターを企たくらむ信のぶ長ながと、彼かれを暗殺しようとする政府の特とく殊しゆ部隊が、雨に打たれながら激戦を繰くり広ひろげるシーンだ。

　利とし生おの役である鈴すず木きは、信のぶ長ながをかばってここで命を散らすことになるが、その死しに際ぎわに焦しよう点てんが当たることはない。他ほかにも死ぬ仲間はたくさんいるのだ。

「白しら鳥とりさん、はいりまーす」

　声がして振ふり向むくと、ロケバスからやってくる白しら鳥とり亜あ蘭らんと目があった。

「よろしくおねがいします」利とし生おは頭を下げた。

「ん」

　耳を疑った。ん、ってなんだよ。ん、って！




　まずはリハーサルだ。

　本番同様にカメラを動かし、出演者の立ち位置などを確かく認にんするカメラリハーサル。それを略し、カメリハと呼ばれる。数人いる助じよ監かん督とくの三番目に偉えらい人がカチンコを打つと、各おの々おのが決まったセリフを吐はきながら、早朝のビル街で迷めい惑わくにも争い始めた。本番では散水車と呼ばれるタンク付きのトラックから水を引き、ホースでニセモノの雨まで降らすことになる。

　ふたつの勢力の衝しよう突とつはさながら合戦の様相を呈ていしており、そんな中で、「ここが平成の桶おけ狭はざ間まじゃ！」と信のぶ長なが役の白しら鳥とり亜あ蘭らんがわけのわからないことを叫さけぶ。それを合図とし、利とし生おは動いた。

「──信のぶ長ながさん！　危ない！」

　そういって信のぶ長ながの背後に飛びだし、ナイフをかまえて突とつ進しんする隊員に腹部を刺さされ、うずくまる。鈴すず木き、死す。

　そうして十秒ほど死んでいると、「カットでーす」の声がして、利とし生おはむくりと起き上がったが、背後に立つ白しら鳥とりに気づいた。

「お前、ちょっと近すぎ。あれじゃ、おれとかぶるじゃん」

　長めの髪かみを後頭部でしばった姿は信のぶ長なが風メイクなのだろうか。白しら鳥とり亜あ蘭らんはアメリカ人の血が入ったクォーターで、顔の彫ほりの深さにそれが見て取れるが、かえってそれが迫はく力りよくとなり、戦国武将役でもさほど不自然はない。世間では人気のイケメン俳優である。

「そうですか？　すみません」

　利とし生おはとぼけたが、内心で舌打ちをする思いだった。ちっ、バレたか。信のぶ長ながの背をとっさに守るため鈴すず木きは盾たてとなるのだが、本来であれば白しら鳥とりから一メートルほど置いたところが適切な配置だ。だが、少しでも長く映り込みたいという欲求がそうさせた。

「困るね、そういうの。主演の前に立つなんて基本的なミスしてるようじゃ。誰だれもきみのことなんて見てないんだからさ、おとなしく死んでるべきだろ」

　そこまでいうか。かぶったといっても、白しら鳥とりが映らなくなるというほどではなかったはずだ。

「………はあ、そうですか。気をつけまーす」

　その態度が気に食わなかったのか、白しら鳥とりは「ちょっとカントクー」と声を張り上げた。

　ドリーと呼ばれるカメラを載のせた台車の上に座すわっていた演出が、白しら鳥とりに呼ばれて駆かけてくる。小太りで薄うす毛げのオトコだ。カントクと呼ばれているが、ドラマの場合、往々にして「演出」が正しい役職名らしい。

「いまのシーン、こいつ、ちょっと近すぎだよね。かぶってたでしょ」

　お前は帰りの会で先生にいいつける女子小学生か。利とし生おはうんざりした。

「いや、見えないほどじゃありませんでしたよ」

　演出がキョトンとしている。「ここはたくさんの仲間が死ぬところにスポットを当てたいんで、まあ、あり……ですね」

　それでも主演の面めん目ぼくを保つためか、利とし生おに「きみも気をつけてね」とおざなりに注意してそそくさと戻もどっていった。この撮さつ影えい中ちゆう、白しら鳥とりは幾いく度どもわがままをいっており、演出も彼かれに深く関かかわりたくないのかもしれない。

　そのうしろ姿を見送りながら、利とし生おが「くやしいのう」といったのがいけなかったようだ。

「てめえ！」

　白しら鳥とりが利とし生おの胸むなぐらをつかむ。「ナメてんのか。無名俳優のくせに」

「そ、そこ！　ちょっとちょっと！　なにしてるの？」

　気づいたプロデューサーが叫さけぶと同時に、そんなに必要なのかというぐらいのスタッフがふたりに群がってきた。まるで野球の乱らん闘とう……いや、合戦か。

　ちょっとまずいことになったかもしれない。
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「なにしてくれてんだっ!!」

　自分の分の撮さつ影えいが終わり、東とう京きように帰ってきた利とし生おは、即そく座ざに事務所に呼びつけられた。用件はもちろん白しら鳥とり亜あ蘭らんとのトラブルである。

「端は役やくが主役とケンカ沙ざ汰たになるなんて前ぜん代だい未み聞もんだよ！」

　机の向こうに座すわる社長の怒いかりは凄すさまじい。「局から厳重注意があった。きみは暴力を振ふるっていないわけだから大事にはならずに済んだけど、こんなことありえないよ」

「あ、それなら社長、逆に苦情を入れてやりましょうよ」

　こりゃ名案だとばかりに、利とし生おがポンと手を打つ。「暴力を振ふるわれたのはこちらです」

「アホかぁっ！　あちらさんは超ちよう有名俳優！　クォーターのイケメンで、ミュージシャンとしても活かつ躍やくしている、サイッコーの商品だ。一方、きみは無名俳優。誰だれもきみを知らないし、興味もない。どちらの立場が上か、バカでもわかると思うがね」

「商品？」

　思わず利とし生おが訊きき返すと、「そう、タレントは商品だ」と重しげ松まつは深くうなずく。

「お客さまが満足していただけるものを見つけ、お見せできるように磨みがき上あげるのが、芸能事務所の仕事。となると、タレントは我々が送りだす商品そのものだ」

「人間ですよ」

「いーや、商品だね。そして芸能界は市場だ。新しん鮮せんな商品は常に供給されるし、居場所を失って古くなったものはいずれ市場から追放される。すべては商品価値が左右するんだ。まあ、きみは誰だれからも求められていないからわからないのだろう」

　利とし生おはムッとなるが、反論はできなかった。

「ただし！　これはあくまで成なり田た利とし生おのハナシだよ。我々は、鳴なる海みリセには大きな期待を寄せている。夏のライブはこれまでのキャパとはわけがちがう。チケットは絶対にソウルドアウトさせたい！」

「はあ、そうなんですか……」

　利とし生おのモチベーションの低さを目の当たりにし、重しげ松まつはがっくりと肩かたを落とした。

「なんなの？　きみが俳優として活動したいっていうからいい仕事をとってきたってのに……飼い犬に手を嚙かまれるとはこのことだよ」

　商品の次はイヌ呼ばわり。ならばせめて、かわいがってほしいものだ。

　我が慢まんならなくなった利とし生おは机に両手をつき、「社長、もっといい仕事をください！　リセではなく、オトコとしての仕事を！　ぼくは俳優として有名になりたいんです」と本音で訴うつたえるが、その要求はとうとう重しげ松まつの逆げき鱗りんに触ふれたらしい。

「ふざけるなぁーっ!!」

　ビルが揺ゆれるほどの大声を発し、重しげ松まつの顔は鬼おにと化した。「文句があるなら自分で仕事をとってこい！　こっちが下手に出ればつけあがって」

「とってこいって……」

　さすがに利とし生おもその怒いかりに気け圧おされる。

「できないだろう？　こっちがどれだけの苦労をして仕事をとってきてるかわかるか？　簡単なものじゃないんだよ、これは。……おい、どこに行く？　おい、話はまだ終わってないぞ」

　利とし生おは聞こえないフリをして社長室を後にした。




「芸能界なんてなにもおもしろくない……」

　クラスメイトがなごやかに歓かん談だんする風景を見て、利とし生おはそんな言葉を吐はく。数日ぶりの学校はやけに平和に見えた。カメラや照明を向けられることはない。下働きのスタッフを叱しかり飛とばす怒ど号ごうもない。そんな日常に一いつ時ときでも戻もどってくることができて安あん堵どを覚えていた。

　学校には芸能活動していることは伏ふせ、病気がちであると言いい含ふくめてある。いまのところ多少の欠席でとやかくいわれたりはしていないが、それもいつまで保もつのか不安だ。

「芸能界を目指してる人間は、世間にはたくさんいるんだよ」

　前の席に座すわる小こ春はるはいうが、「そうなの？」と利とし生おは気乗りしない。

「華はなやかな世界とかいわれるけど、それは表向きの話だよ。他ほかの端は役やくや機材と一いつ緒しよにロケバスにぎゅうぎゅうに詰つめ込こまれて名な古ご屋やへ行く最さい中ちゆう、出しゆつ荷かされてる気分だったよ」

「その撮さつ影えいはなんでわざわざ名な古ご屋やなの？　織お田だ信のぶ長ながだから？　東とう京きようじゃダメなの？」

「東とう京きようだと撮さつ影えいの許可がなかなか下りなかったり、人目につきすぎたりするから、他ほかの都市を東とう京きようっぽく見せることは多いんだ」

「トシはその撮さつ影えいにひとりで行ったの？　マネージャーは？」

「マネージャーってのは付き人とはちがうんだよ。同行するのは売れてるタレントにだけ。売れてないやつには集合場所と時間だけ伝えて、あとはよろしく、ってのはザラ」

「へえ。まあ、たしかにトシが有名になってる感じはまったくしないね」

　小こ春はるは笑う。「誰だれかから声かけられたりした？　握あく手しゆしてください、とか」

「……あるわけないだろ」

　すると、小こ春はるは声を落とし、「でもアイドルの方はいい感じだね。テレビで見たよ。いま人にん気き急きゆう上じよう昇しよう中ちゆうのアイドルグループとかいってた」とニヤリ。

「よせ。それ以上、なにもいうな」

「インタビューで、トシが……あ、あんな衣い装しよう着て……あの変な、ポ、ポーズで……」

　小こ春はるは顔をムズムズさせたかと思うと、プッと噴ふきだした。「あはははっ！　『あなたに贈おくる最強の切り札！　ガールズ・ジョーカーです！』って、なにそれ！　はっはっはっはっはっ！　さ、さてはぼくを笑い殺す気？」

　赤くなった顔をうつむける利とし生おは、こぶしを痛いほどにぎる。こっちだってやりたくてやってるわけじゃないわ、ボケぇ。

　屈くつ辱じよくに打ちひしがれていると、「ねえねえ！」と弾はずんだ声が背中を叩たたいた。

「きみたちガルジョのハナシしてんの？　あたしたちもいま話してたの」

　振ふり向むくと、男女三人がそこにいた。そのうちのひとりの女子がいう。

「あたし、ガルジョは去年から注目してたんだぁ。こないだのライブも行ったよ」

　マジで？

「ほんと、よくチケットとれたね」ともうひとりの女子がいう。

「夏に野外でライブやるよね」と男子がいった。

「あれもぜったい行く！　でも争そう奪だつ戦せんになりそうだなぁ」

　こんなにも近くにファンがいるとは驚おどろいた。先日のライブのチケットは確かに売り切れたが、世間的にはそこまで名前と顔が売れているわけではないのだ。

　ファンをこんなに間近で見るのは初めてだなあと利とし生おが思っていると、意地悪な笑えみを浮うかべた小こ春はるが、「みんなはガルジョの中で誰だれがいちばん好き？」と彼かれらに問いかけた。

　すると反応は早かった。

「みったん！　でもファンレターは全員に送ったよ」

「あたしはうさちゃん。ぽわ～んとしたところがかわいくない？」

「ぼくはリセだな。ああいう落ち着いた感じのアイドルって新しん鮮せんだよね。スタイルもいいし」

　だまれ！　オトコの意見なんて聞きたくないんじゃ！

　イヤな予感がして振ふり返かえると、小こ春はるは顔面を紅潮させてプルプル小刻みに震ふるえていた。ツンとつついたら破は裂れつしてしまいそうだ。

　三人組が去った後、小こ春はるは「死ぬかと思った」といい、大量の息を吐はきだした。よほど苦しかったのだろうが、死にたいのはこっちだ、と利とし生おは思った。




　あの娘こと過ごした二ヶ月あまりが、もうずいぶん昔のことのように思える。

　瀬せ戸とあおいはこの一年間で、二本のドラマ、一本の映画に出演し、順調に活かつ躍やくしていた。その間、自分がやっていたことといえば、オンナとしてはアイドル活動をし、オトコとしては売れない俳優にとどまっていた。再会への道のりは遠い。

　夕方、未来を悲観しながら寮りように帰ると、エントランスで制服姿のみつきと鉢はち合わせした。

「リセ、顔が暗いわよ。なにかイヤなことでもあった？」

　ふたりでエレベーターに乗のり込こみ、「別にぃ」と鳴なる海みリセは適当に言葉を返す。

「いったん実家に帰って、それから学校に向かうなんて大変ね。そりゃ疲つかれるわ」

　こちらは制服姿を見せることができないため、リセは「家庭の事情で」という言葉を使い、そういう設定になっているのだ。実際、登校する日の朝に実家へ寄っていることは事実だが、まさかそこでオトコの姿に戻もどっているとは思うまい。

「あんたもうちの学校に転校してくればいいのに。ふつうの学校じゃ悪目立ちするでしょ」

　みつきは兎うさぎと共に、芸能人御ご用よう達たしの学校に通っている。そんな学校が存在することを、以前の利とし生おは知らなかった。

「そうでもないよ。ぜんぜん知られてないし」

「……え、マジで？」

　深刻な顔をしたみつきが、リセの肩かたをガッシリとつかんだ。「……ぜんぜんって、ぜんぜん？　なにもいわれないの？　少しぐらい顔も覚えられてきてると思ってたのに、まだダメなのね？　ティアプリを超こえるなんて夢のまた夢で……」

　まずい。みつきの呼吸が荒あらくなり、いまにも過呼吸を起こしそうだ。反射的に俳優・成なり田た利とし生おの現状をこたえたことで、みつきを勘かん違ちがいさせてしまった。

「い、いまのまちがい！　ちゃんといわれる。こないだのライブ見に来てくれた子もいたし！」

「え……そ、そう？」

　みつきが疑わしげな目にわずかな光を宿した。「……ほんとに？」

「ほんとほんと！　あ、そうだ。みつきのファンっていってたよ」

「そう……なの。そっか。なんかあらためていわれると、照れるわね」

　どうやら機き嫌げんを直してくれたようだが、もうほんっと疲つかれるわ、この生活。

　ほどなくしてエレベーターが五階に着くと、短い廊ろう下かにふたつの影かげがあった。ひとつはみつきと同じ制服を着た兎うさぎだが、こちらに背中を向けるもうひとりはいったい誰だれだろう。みつきほどではないが、髪かみの長い女性だ。空き部べ屋やの前で兎うさぎと会話していたらしい。

「あっ！　みったん、リセちゃん、おかえりー」

　兎うさぎがピョンピョンしながら手を振ふる。「すっごいよ。すっごい人が引ひっ越こしてきたんだよ」

「引ひっ越こし？」

　兎うさぎと向きあっていた人物がゆっくりと振ふり返かえり、その顔が見えた瞬しゆん間かん、リセは息をのんだ。

「初めまして。瀬せ戸とあおいです」

　彼かの女じよはそういうと礼をした。「……急なんですけど、きょう、この部へ屋やに引ひっ越こしてきました。どれくらいの期間かわかりませんけれど、しばらくの間、アジャリさんのお世話になります。よろしくおねがいします」

　あまりにも唐とう突とつな出来事で頭は真っ白になり、リセはなにもいえなくなった。

「せ、瀬せ戸とあおいさん……」

　口を開いたのはみつきだ。「なんで？　あなた、凡ぼん場ば企き画かくでしょ？　どういうこと？」

　問とい詰つめられた瀬せ戸とあおいは申し訳なさそうにうつむき、「ちょっと、いまの段階では申し上げることができないんですけど……」といった。

　妙みような空気が流れる。

「本当にすみません。あの、荷物を整理するので、これで……」

　ふたたび頭を下げ、瀬せ戸とあおいは部へ屋やへと消えた。

「は？　どういうことなの、いったい。わけわかんない」
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　腑ふに落ちない様子のみつきが首をひねるとなりで、リセは硬こう直ちよくしていた。

　たとえオンナの姿であろうと、たとえ向こうが気づいていなくても、再会を果たすことができたのだ。なにもいわずに消えた一年前から、この日をどれだけ待ち望んだことか……。
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　ガールズ・ジョーカーを結成するに当たり、社長が考えたコンセプトは、「本気でうたって踊おどるアイドル」だった。ガルジョにとってはプロデューサーでもある重しげ松まつが、メンバーを事務所に集め、開口一番でそういったのだ。

「どちらかといえば、踊おどりよりも唄うただな。これに力を入れたい。そしていずれは本格派の歌手グループといわれるぐらいにまで持っていきたい」

　横をちらりと見ると、実さね藤とうみつきと丸まる川かわ兎うさぎは口を閉じていたので、社長から命名されたばかりの鳴なる海みリセが「その心は？」と訊たずねる。まだ彼かの女じよらと打ち解けていない時期だった。

「他ほかのアイドルグループと差別化するためさ」

　重しげ松まつがうなずいた。「きみたちにはユニゾンでなく、ハモリでうたえるようになってもらう。そのために音楽の基き礎そ的てきな部分を勉強してもらうよ。それに肺活量も鍛きたえなくてはいかん。かといってダンスもおろそかにはできんし……しかし、コミカルさも大事……」

　ブツブツ考かんがえ込こむ重しげ松まつを、リセはしらけた目で見ていた。これはアレだ。いろいろな方面に手を出して、最終的にはなにひとつとしてうまくいかないパターンだ。

　一年前はそう思っていたが、これが案外うまくいき、ガルジョはいま名が売れつつある。しかし、多方面に全力で手を出すということは、その分、忙いそがしくなるということで、毎日なにかしらやることがある。

　学校を仮け病びようで休んだこの日も、西にし新しん宿じゆくにある大きなスタジオでダンスレッスンがあった。

「はい、ワンツー、ワンツー、腕うでたたんで回転……ってほら、リセ、お前また遅おくれてるぞ！」

　足を引ひっ掛かけてよろけた瞬しゆん間かん、リセは女性振ふり付つけ師しに叱しかられた。

　当初は照てれ臭くささが身体からだをぎこちなくさせたが、この一年でかなり開き直れたつもりだ。なのに、みつきや兎うさぎの足を引っ張る状況は変わっていない。

　みつきはダンスがうまい。そして、意外なことに、兎うさぎは歌唱力がずば抜ぬけていた。

「リセはほんと飲のみ込こみ悪いわねー。この程度、どこのアイドルもやってるレベルよ」

　休きゆう憩けい中ちゆう、大の字になったリセの視界に、逆さまになったみつきが顔を見せた。こっちはゼーゼーいうだけで返事もできない。そりゃすごい。アイドルって、こんなに過か酷こくなものなのか。

　そのとき、ドアの開く音と共に、「おつかれー」という声が聞こえた。

「あ、社長。お疲つかれさまです。小お田ださんも」

　振ふり付つけ師しのその声に、むくりとリセは身体からだを起こした。

「社長！　訊ききたいことがあります」とリセがいうと、「あたしも！」とみつきが続いた。

　重しげ松まつは「わかってるわかってる」といい、近場にあったパイプイスに腰こし掛かけると、小お田だが持っていたコピー用紙を掲かかげた。

「お待ちかねの、ライブでの衣い装しようのイメージだ。夏真まっ盛さかりって感じで、いいだろ？」

　うわ、ミニスカだ。実さね藤とうみつきのイメージカラーは赤。丸まる川かわ兎うさぎは黄。鳴なる海みリセは青。それらを基調とした三つの華はなやかな衣い装しようが描えがかれている。水着をベースとしているようで、腰こしのあたりと、肩かたから背中にかけての露ろ出しゆつは高めだ。

　げんなりとするリセのとなりで、兎うさぎが「かわいーっ！」と喜びの声をあげた。

「そうだろうそうだろう」

　重しげ松まつは目を細め、うんうんとうなずいた。このおっさん、兎うさぎにやたら甘あまい気がする。自らスカウトしたという経けい緯いがあるからだろうか。厳密にはおれもスカウトなんだが、忘れてない？

　みつきが「社長、その件じゃなくて」というと、重しげ松まつは部へ屋やを見回した。

「それにしても、このスタジオ、建たて替かえたんだなぁ。ひと昔前は増築に次ぐ増築って感じの、迷めい路ろみたいな巨きよ大だいスタジオだったんだよ。あれも味があってよかったんだが」

「社長！　きのう、あたしたちの寮りように瀬せ戸とあおい……さんが引ひっ越こしてきたんですけど、どういうことですか？」

　重しげ松まつはポリポリと頰ほおをかき、しばし言葉を選ぶそぶりを見せた。

「……ああ、しばらくあそこに住むから、よろしくね」

「でも凡ぼん場ば企き画かくですよね？」

　瀬せ戸とあおいが所属する芸能事務所の名前だ。リセとしては、彼かの女じよが越こしてきたことに文句があるわけではない。むしろ願ってもない幸運である。とはいえ、みつき同様、疑問も感じる。

「うちは凡ぼん場ばさんとは業務提てい携けいの関係にある。あちらの社長とぼくは古いつきあいでね。互たがいに足りない部分を補ってやってこうと、協力することがたびたびあるんだ」

　重しげ松まつの言葉が理解できないでいると、「まあ、一種のバーターだよ」と、小お田だがいう。

「たとえばベテランにオファーがあったら新人も一いつ緒しよに出演させてっていう、抱だき合あわせのことさ。バーターにもいろいろな形があるから、厳密な意味は決められてないけど」

「へえ、そんなものが。で、それが？」

「秋からの連ドラに瀬せ戸とあおいが主演することになってる」

　重しげ松まつが腕うで組ぐみをした。「ガルジョの新曲を主題歌として採用してもらえそうだ」

「マジ!?」

　みつきは両のこぶしを天てん井じように突つき上あげ、Ｔシャツの裾すそからへそをのぞかせた。「やった……やったわ！　あたしたちにも、ついにタイアップ曲が！」

　リーダーにつられた兎うさぎが「すごーい」と喜ぶとなりで、リセはどういう心境であればいいのかはかりかねていた。彼かの女じよに会えたいまとなっては、おまけみたいなものかもしれない。

「瀬せ戸とあおいのオファーを受けた凡ぼん場ばさんが、ガルジョを局側にプッシュしてくれたわけだ。もちろんこっちがあちらさんに力を貸すこともある。持ちつ持たれつ。それが業務提てい携けいだ」

　大人おとなの世界は、いろいろな工く夫ふうで満ちているらしい。

「この業界、横のつながりが大事だから」小お田だが付け加える。

「……でもぉ、それがどうしてあおいちゃんの引ひっ越こしにつながるの？」

　兎うさぎがいうと、部へ屋やがしんとした。いわれてみればそうだ。リセとみつきは声を重ねて、「どうしてです？」と訊たずねると、重しげ松まつと小お田だは「まあ、いろいろあるんだよ」と言葉をにごす。

　連ドラの主題歌にガルジョの新曲が採用されるというのに、どうも彼かれらの態度には煮にえ切きらないところがある──が、まあいい。あとはどうやってオトコとしてあの娘こに再会するか、だ。

　気持ちとしてはいますぐにでも会いたいが、端は役やくからせめてもうワンランク上の俳優にならなければカッコつかないだろう。相手は超ちよう有名女優。いまのままでは彼かの女じよに見合うオトコとはいえない。ましてや下へ手たに動いてオンナに変身する体質を知られでもしたら……。瀬せ戸とあおいに気持ち悪がられる自分の姿が脳のう裏りをかすめ、リセはぞっとした。

　やはりここは自分を殺し、我が慢まんすべきだ。

　ただ、いずれにせよ、あの娘こに近づけたことは事実。リセはニヤリとした笑えみを片手で隠かくした。ああ、なんてすばらしい！　あのきらめくような時間は、すぐそこまで来ているんだ！




　　　　　　　　　　　　　　　５




　瀬せ戸とあおいの不ふ倫りんデート疑ぎ惑わくが世間に広まったのは、翌日のことだった。

　その日、午前の授業だけ受けて病欠を理由に学校を抜ぬけだし、午後にラジオの収録とダンスレッスン兼けんボイストレーニングをこなし、汗あせダラダラのヘトヘトになりながら帰ってきた鳴なる海みリセが、シャワーからあがり、エアコンをガンガンにつけ、かわいげのカケラもない姿勢でテレビを眺ながめているときだった。

「リセ！　ちょっと開けて！」

　インターホンとドアが叩たたかれる音がし、みつきの声が続いた。扉とびらを開けると、兎うさぎもいた。シャワーからあがったばかりのようで、ふたりとも髪かみが濡ぬれたままだ。

「なにをそんなに慌あわててるの？」

　いいから入れて、といって我わが物もの顔がおで部へ屋やに上あがり込こむところまではいつもの光景だったが、様子がちがう。タオルを差しだしたリセに、「これ見て」と、みつきがタブレットＰＣを渡わたしてきた。映っているのはニュースサイトである。




　──俳優の白しら鳥とり亜あ蘭らんと女優の瀬せ戸とあおいが、不ふ倫りん関係にあることが、週しゆう刊かん芸げい響きようの取材により判明した。都内某ぼう所しよにある海かい鮮せん料理店から寄より添そって出てきたところを、記者がカメラにおさめた。数ヶ月前にドラマで共演したことをきっかけに、ふたりの交際がスタートしているという情報が週しゆう刊かん芸げい響きように寄せられ、追つい跡せきしていた矢先のことである。白しら鳥とり亜あ蘭らんに記者が突とつ撃げき取材を行うと、売れっ子俳優はとまどったようだが、その場で瀬せ戸とあおいとの交際を認めた。その上で、自身が既き婚こん者しやであることを明かした。これには記者の方が衝しよう撃げきを受けた。というのも、週しゆう刊かん芸げい響きようでは白しら鳥とりが結けつ婚こんしている証しよう拠こをつかみかけていたところだったのだ。まさか自分から真相を告白するとは……。今週発売の週しゆう刊かん芸げい響きようではその場で得た白しら鳥とり亜あ蘭らんのコメントと、瀬せ戸とあおいとのスキャンダルを詳くわしく報じている。




「これだったのね」

　みつきがいう。「瀬せ戸とあおいが越こしてきた理由。あのクラスになれば自宅も実家も知られてるはずだし、情報が世間に出る前に本人を隠かくしたかったんでしょ。そして、凡ぼん場ばから相談を受けたうちの社長が逃にげ場ばを提供した、と。真相が見えたわ」

　兎うさぎが、「えっと……業務提てい携けいだっけ」と首をかしげる。

「ほとぼりが冷めるまでいるんでしょ。でもまさか、白しら鳥とり亜あ蘭らんが結けつ婚こんしてたとはね。まだ二十四歳さいじゃなかったかな」

「どうなっちゃうの？」

「あたしにわかるわけな──って、ちょ、ちょっと！　リセ、どうしたの……」

「リセちゃん!?」

　鳴なる海みリセがぽろぽろと涙なみだをこぼしていることに、ふたりは気づいた。

　リセは涙なみだをぬぐうこともせず、その目は「不ふ倫りん」の二文字に釘くぎづけとなる。頭の中では、一年前のあの幸せな日々が走そう馬ま灯とうのように巡めぐっていた。あの娘こと過ごした短い時間は、本当に幸せだったんだ。それがいま、二度と戻もどらない日々であることを知ると、思い出は涙なみだとなって消えていくようだった。

　不意に右から肩かたを抱だかれ、頭がやわらかな感かん触しよくに包まれた。

「……そうだったんだ。ショックよね。ごめん、あたしが急に知らせたから」

　みつきがいうと、左から兎うさぎも抱だきついてきた。

「リセちゃん、かわいそう……。泣いていいんだよ。今夜はずっと一いつ緒しよにいるね」

　左右から女子に抱だかれたまま涙なみだをこぼし続けるリセの頭を、みつきが優やさしく撫なでた。

「それにしても、あんたが白しら鳥とりのファンだったなんてね」

　そっちじゃねえ……。




　二日後、週しゆう刊かん芸げい響きようが発売されると、瞬またたく間まに売り場から姿を消すほど売れた。売れまくった。

　肝かん心じんの内容については、ネットに上がった最初のリークと大差はなかった。白しら鳥とりがその場で記者に語った言葉が中心で、妻との出会いや結けつ婚こんした時期、そして瀬せ戸とあおいとの交際について綴つづられていた。

　白しら鳥とりの「ぼくが結けつ婚こんしていることは、彼かの女じよには教えていませんでした」という言葉に、ほんの少しだけ、救われた気がする。

　同日夕、白しら鳥とり亜あ蘭らんとその事務所社長による連名の謝罪文がマスコミ各社に送付された。

　ひょっとしたらなにかのまちがいではないかと祈いのりながら帰宅した鳴なる海みリセは、その謝罪文について報じるニュースを見て、胸に特大の槍やりを突つき立たてられた。

　──トドメだ。

「リセ？　入るわよ」

　どれぐらいそうしていたのか、リセはソファに腰こしを沈めて事切れたようになっていた。声のした方を振ふり向むくと、みつきと兎うさぎが目をパチクリさせている。

「……電気もつけずになにやってんの。怖こわいわよ」

　明かりがつくと、彼かの女じよたちがコンビニの袋ふくろを両手にさげているのがわかった。

　光に痛む目を細め、「なにそれ……」とリセは問う。

「たまにはパーッとやろ」

　兎うさぎがそういうと、お菓か子しやらジュースやらが大量にテーブルに並べられた。ふだん、兎うさぎがなにかつまんでいるだけで、「太るよ」とやかましいみつきも、コップにジュースを注ぐ。

「さあ、飲みなさい。ほら、手に持って。はい、カンパーイ」

「カンパーイ！」と兎うさぎ。

「あう……う……」

　声にならない声で応じ、リセは弱々しくコップを掲かかげた。

　どうやら彼かの女じよたちは自分を慰なぐさめようとしてくれているらしい。

「あたし、子役上がりでしょ。小学五年だから、そんなに早くもないんだけどさ」

　チョコ菓が子しを頰ほおばりながらみつきがいう。「たまたま二本目に出演したドラマがヒットしたから芸能界に残れたけど、それでも、その頃ころってすでに瀬せ戸とあおいは雲の上の人って感じだった。あちらさんはデビューがゼロ歳さいなんだから、同い年とはいえ大だい先せん輩ぱいのわけだけど。それがまさか不ふ倫りんとはね」

「……ホントに不ふ倫りんしてるのかなぁ」

　つぶやく兎うさぎのとなりで、みつきは時と計けいを確かく認にんしてテレビをつけた。




「まーのん」の愛あい称しようで知られる真ま野の義よし男おという大物司会者が番組を回す、水曜夜の情報番組だ。

〈──というわけでね、白しら鳥とり亜あ蘭らんさんは不ふ倫りんを認められたわけですが、きょうの夕方、お相手の瀬せ戸とあおいさんの事務所、凡ぼん場ば企き画かくから本件についてのコメントが届きました〉

　スタジオの中央に立つ六十代の脂あぶらぎった顔のオトコが、ペラ一枚をカメラに向けた。〈一文を読みますね。《数日前より当事務所の所属俳優である瀬せ戸とあおいについて報じられていますが、本人に確かく認にんしたところ、交際していた事実はないことを確かく認にんいたしました》とあります〉

〈どういうこと？〉

　サングラスをかけたコメンテーターにカメラが切きり替かわった。〈否定したってこと？　でも白しら鳥とりくんは認めてるわけじゃない〉

　引きのカメラにスイッチし、スタジオ全体が映る画に。

〈そうなんですよねー〉

　しかめっ面つらの真ま野のがいう。〈驚おどろきましたよね、これは。いったい事実はどうなってんだ、と。世間はどう思ってるんでしょうかね〉

　さらに、メインキャスターのひとりである女性アナウンサーに切きり替かわる。

〈実はすでに、番組には瀬せ戸とあおいさんに対するご意見が届いているんですね〉

〈え、どんな意見？〉と真ま野のがわざとらしく訊たずねる。

〈はい。メッセージを読み上げますね。《白しら鳥とりさん本人は認めているだけでなく、結けつ婚こんしていた事実も自分から公表して謝罪したのに、瀬せ戸とあおいさんは交際していたことも否定するなんて許せない》と、こう書かれています。都内在住、二十六歳さい、女性の方の意見でした〉

〈そりゃそうでしょ。ちょっと往おう生じよう際ぎわが悪いんじゃないの？〉

　サングラスが突つっ込こむと、〈まあまあ〉と真ま野のは手でそれをなだめる。

〈まだ詳しよう細さいはわかりませんから、なんとも……ね。いまは続報を待ちましょう。えー、続いてのニュースです──〉




「……これは叩たたかれるわね」

　テレビを横に見ながら、タブレットＰＣをのぞくみつきがいう。

「なにを叩たたくの？」と兎うさぎは訊きく。「太たい鼓こ？」

「そうそうそう、もう一回遊べるドン、ってアホ！　瀬せ戸とあおいが世間からバッシングされるって意味よ！　ネット上じゃすでにそんな感じね～。『必死すぎる』とか『妻帯者であることを知らなかったのは仕方ないのに、交際すら認めないのは感じ悪すぎ』とか……。白しら鳥とりを叩たたく声もあるけど、瀬せ戸とあおいは悪女っていう論調ができあがりつつあるわ」

「でも」とリセがつぶやくと、みつきと兎うさぎが顔を向けた。

「本人が認めてないのなら、なにもわからないんじゃないかな……」

　希望が見えた気がしていた。そうだよ、おれが白しら鳥とりの言い分ばかりを信じてどうする。ここであの娘こを信じなくては、なんのための一年間だ。

　けれども、「無理筋でしょ」とみつきはそっけない。

「不ふ倫りんが事実じゃないなら、白しら鳥とりがどうしてスクープを認めたの？　そんなウソをつく必要ある？　認めたくない気持ちはわかるわ。でもあんなオトコ、やめときなって」

「いや、白しら鳥とりには興味ないから」リセは首を振ふる。

「え、そうなの？　……あんた、瀬せ戸とあおいのファン？」

「まあ、うん、そう……なるのかな」

「なぁんだ。じゃあ、あんなに落おち込こまなくてもよくない？　心配して損しちゃった」

　そういいながらお菓か子しに手を伸のばすみつきのとなりで、兎うさぎが立ち上がる。

「確かく認にんしよう！　あおいちゃん本人に訊きいてみようよ。すぐそこにいるんだし」

　動どう揺ようするリセの手をにぎり、兎うさぎはいった。「善は急げだよ」




　もう夜の十一時に差さし掛かかっていたが、瀬せ戸とあおいは部へ屋やにあげてくれた。

　Ｔシャツにハーフパンツというラフな格好はガルジョ三人と同じようなものだが、初めて目にする姿にリセは感動を覚えた。写真におさめて部へ屋やに飾かざりたいと思いつつも、こうして改めて見てみると、彼かの女じよの目もとに浮うかぶ疲ひ労ろうの色に目がいく。

「どうぞ」

　麦茶を三人に出し、瀬せ戸とは口を開いた。「もしかして……ニュースの件ですか」

「あおいちゃんが不ふ倫りんしてるって本当ですか？」

　兎うさぎがクイックモーションから豪ごう速そつ球きゆうをど真ん中に投げるので、リセとみつきはぎょっとした。もう少し相手の出方をうかがえ。

　だが瀬せ戸とは、「してません」と教師が児童をたしなめるような、落ち着いた声でいう。

「報道を信じてしまう気持ちもわかります」

　彼かの女じよは言葉を探すように続ける。「あの日、実際に白しら鳥とりさんとお食事をしたのは事実ですから。ただ、以前ご一いつ緒しよしたドラマのスタッフさんも来るという話だったんです。だけど、行ってみると、そこには白しら鳥とりさんしかいなくて」

「ダマされたってことですか？」

　リセが訊たずねると、「どういうつもりだったのかは……」と瀬せ戸とは首をかしげた。

「それはウソでしょ」

　みつきは鋭するどい目をジーッと瀬せ戸とに向けていた。「食事を一いつ緒しよにしたのなら、相手がどういうつもりで誘さそったかはわかるでしょ。それともいっさい会話してないの？」

「それは……」と、瀬せ戸とあおいが開きかけた口をつぐみ、肩かたを落とすと、部へ屋やの空気が途と端たんにズシンと重くなった気がした。部へ屋やの照明が弱まったように感じるほどだ。

　憔しよう悴すいしきったそんな様子を見て、こんな娘こだったのかとリセは驚おどろく。いや、こんな一面も持っていたのかというべきか。快活な明るい少女というイメージを勝手に描えがいていた。

「……口説かれたんです」

　ようやく返ってきた答えに、三人は動どう揺ようした。

「口説かれたってことは、一方的ってこと？」みつきが訊きく。

「元からわたしにはそんなつもりありません。でも白しら鳥とりさんは一いつ緒しよに食事している二時間ほどで、何度も交際を迫せまってきて……」

　白しら鳥とりの憎にくたらしい顔が脳のう裏りに浮うかび、リセは歯ぎしりした。あの野や郎ろう！　嫉しつ妬との炎ほのおが腹の底から燃え上がる。ふたりきりで食事をした時点で粛しゆく清せいに値あたいする重罪だが、彼かの女じよを口説こうとするなど言ごん語ご道どう断だん。見つけ次し第だい、即そく射殺である。

　そして、白しら鳥とりと瀬せ戸とは、その店を出たところを隠かくし撮どりされたということらしい。

「じゃあなんで向こうが認めてるの？　不ふ倫りんしてたっていってるけど」

「わたしにもわからないんです。だから、本当に、困ってるんです……。これからどうしたらいいのか。なんであんなウソをついたのか……」

　みつきは麦茶に口をつけてから、「ホントねー」といった。声は半はん信しん半はん疑ぎの色を帯びている。

「にしても、ちょっと不用意すぎじゃない？　オトコに呼ばれて顔を出すなんて」

「だと思います。わたし、ホントに世間知らずで……」

　一層どんよりとした空気を背負う瀬せ戸とは、コクリとうなずく。「一年ぐらい前まで、わたしはずっと母と一いつ緒しよで、マネージメントもやってもらってて……ようやく独り立ちしたと思ったら、こんなことになって……」

「お母かあさんがマネージャー？　そんなことあるの？」とリセ。

「女性タレントの場合、たまにね。ステージママってやつ」

　みつきがこたえる。「ちいさい頃ころ、ドラマの撮さつ影えいで一いつ緒しよになった女優の母親が、遠方のロケ先までくっついてきたわ。事務所マネージャーとタレントの間に立つ、代理人って感じ。事務所側は正直、迷めい惑わくそうだったけど──まあ、でもわかったわ。その話が本当だとしたら、あなたは世間知らずっていうより、常識が足りないんじゃない？」

「はい」と瀬せ戸とは暗い顔で素す直なおにうなずくが、リーダーの高圧的な態度にムッとしたリセは、「みつき、ちょっといいすぎだよ」とたしなめる。

「そうだよぉ。みったんのイジワル！　人でなし！　第だい六ろく天てん魔ま王おう波は旬じゆん！　仏ぶつ罰ばつが下るよぉ」

　兎うさぎにまでなじられたことがよほどショックだったのか、みつきはツンと顔を背そむけた。

「いえ、いいんです……」

　申し訳なさそうに瀬せ戸とあおいがいう。「実際、わたしも反省するところばかりなので」

「なにも反省しなくていいよ！　悪いのは白しら鳥とり亜あ蘭らんだ」

　リセがいうと、うんうんと兎うさぎもうなずく。

「じゃあさ～、白しら鳥とりさんは、あおいちゃんを困らせようとしたのかな？　フラれて腹が立って、チクショーってなって」

　兎うさぎの推測に、「だ、か、ら！」とみつきがイラだってこたえる。

「白しら鳥とり自身も困った事態になってるじゃない。人気絶頂の立場が危あやうくなってんのよ。わざわざ不ふ倫りんしてましたってウソついてまで、うさ晴らしする？」

　またも部へ屋やが静けさを取とり戻もどしかけたとき、「ウソをつく必要があったんじゃない？」とリセは口を開いた。

「みつきがいうように、白しら鳥とり亜あ蘭らんが意味もなくウソをつく立場ではないことはわかる。だから、なんでそんなウソをついたのか、調べてみようと思う」

　瀬せ戸ととみつきと兎うさぎが、きょとんとしていた。

「……調べるってどうやって？」

　みつきの問いに、「もちろん、直接、本人に訊きくつもりだよ」とリセはこたえた。

「アホ！　芸能記者じゃないのよ」

「本人に訊きくだけだよ。顔見知りだし」

「はぁ？　白しら鳥とり亜あ蘭らんとどこで知りあったの？」

　リセは平然と、「そりゃドラマで」とこたえる。

「……あんた、ドラマに出演したことなんかないじゃない」

「ん？」

　リセが視線を下げると、ツンと突つきだしたふたつの丘おかが胸に並んでいた。しまった！

「──っていうのは冗じよう談だんで！　だ、だからつまり、そ、そういう風に見破られるウソをついたところで……なんの意味もないってことを！　あのオトコに！　知らしめてやるのよ！」

　勢いでゴマかすため、立ち上がってこぶしを空に突つきだしてみた。

　少しの間を置き、プッと噴ふきだした声が聞こえて視線を下げると、そこには口もとを隠かくして肩かたを震ふるわせる瀬せ戸とがいた。

「ご、ごめんなさい。なんかおもしろくて……」

　意図せず、和やわらいだ表情を見ることができたのは、怪け我がの功こう名みようといえる。やはりこの娘こは笑っている方がいい。

　だが咳せき払ばらいをして笑え顔がおを振ふり払はらった瀬せ戸とは、「……でもね、鳴なる海みさん」と静かな声でいった。

「気持ちはすごくうれしいけど、アジャリさんにご迷めい惑わくをおかけすることはできないの。なにかトラブルにでも巻まき込こまれたら……」

「わたしがどうしてあなたに、あおいちゃんに協力するかわかる？」

　テーブルの向こうからぐいっと乗りだしたリセに瀬せ戸とは気け圧おされ、わずかに身を引いた。

「い、いえ……」

　勢いのままに彼かの女じよの手を両手でにぎり、リセはいう。

「わたしは一年前からあなたのファンなの。だからこれからも活かつ躍やくしてほしいと思ってる。その願いはわたしのものだから、これからわたしがすることは、わたしのためでもあるの」

　となりで兎うさぎが手をあげ、「あたしも手て伝つだうよ！」といった。

　瞳ひとみを潤うるませた瀬せ戸とはうつむき、ありがとう、とちいさくつぶやいた。そのひと言だけでなんでもできる気がする。

　白しら鳥とり亜あ蘭らんめ、どういうつもりか知らないが、なにがなんでも謝罪文を撤てつ回かいしてもらうぞ。
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　白しら鳥とり亜あ蘭らんに会わなくては。

　だが『時をかける信のぶ長なが』はすでにクランクアップ撮影終了したと聞く。ドラマの打ち上げはいずれ開かれるが、それを待っている暇ひまはない。

　売れっ子俳優っていったいどこにいるんだ？　直接会って、マスコミ各社に送ったはた迷めい惑わくな謝罪文を撤てつ回かいするように求めなくてはならない。

　しかし、オトコとして会うのはダメだ。新たなスキャンダルの種をまくことになる。

　うーんと唸うなりながら考かんがえ込こんでいると、

「はい！　それじゃ、ガルジョさん、本番いきまーす！」の声。

　台本を手にしたＡＤが薄うす暗ぐらい中で声を張り上げていた。きょうは音楽番組の収録だ。

　うたうのは新曲『キミと出会う、真夏ステーション』。アップテンポな曲で、夏の野外ライブ直前に発売されるアルバムに収録されている。

　ポーズを決めると、軽快なギターによるイントロが流れはじめた。といっても、本当に演奏しているわけではない。こちらが用意した音源だ。そもそもバックにバンドがいないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんなので、演奏もクソもない。きょうはそのメロディに生歌を乗せてうたう。

　立ち位置の中央は実さね藤とうみつき。向かって右が丸まる川かわ兎うさぎ。左が鳴なる海みリセだ。これが基本の立ち位置で、ジャケット撮さつ影えいやインタビューなどでも徹てつ底ていされる。

　うたい踊おどりながら、白しら鳥とりはなぜ不ふ倫りんを認めたのだろうという疑問が、頭にちらついて消えてくれなかった。

　というか、うたってる場合ではないんだけど。




　収録を終えて兎うさぎと共にスタジオを出ると、曲がり角の先でみつきが誰だれかと話していた。

「ねー。こんなところで会えるなんてびっくりだよねー。ついに、って感じかなぁ？」

「そ、そうね」みつきの声がどことなくかたい。

「学校っていまどんな感じー？　もう、ほんっとうらやましいんだけどー」

「べ、別にふつうじゃないかしら……。まあ、あたしも？　ここ最近は忙いそがしいから？　ちょっとわからないっていうか」

「あ、夏にライブやるんだよねー。行きたかったー。でもあたしたち、ツアーがあるからー」

「ツア……！　そ、そう。大変ね、それは。うん、大変よねきっと……」

　ちらりと顔をのぞかせると、その人物を見て取れた。会話の相手は「ティアプリ」の伊い倉くら霧きり子こだ。きょうは収録を同じくしていた。

　だが話の要点がつかめないので、「なに話してんの？」と、となりの兎うさぎに小声で訊たずねる。

「リセちゃんはふつうの学校だからわからないか。これはファイティングだよ」

「……ファイティング？」

「あたしたちの通ってる岸きし辺べ学がく園えんは芸能人がたくさん通ってるから、お仕事で授業を休むことは許されてるの。でも裏を返すと、授業に出てるってことは、その日は仕事がないってことになるのね。だから『学校に通えてうらやましい』って言葉は、『お仕事がないのね』って意味も同然！　ワオ！　ちなみに『仕事先で会うなんて珍めずらしいね』もあるよ」

　なるほど、と合点がいった瞬しゆん間かん、リセは身み震ぶるいした。

「こわっ！　あんな面と向かっていうもの？」

「みったんはあんな性格だから、なにか目をつけられることしたのかもね～」

　みつきが聞いていないところだと、こいつも意外という。オンナってやつは……。

「あ、こんにちはー」

　伊い倉くらがこちらに気づいた。「リセちゃんですよね。あ、リセちゃんって呼んでもいいですかぁ？　ティアプリの伊い倉くらでーっす」

　隠かくれるわけにもいかず、「あ、ども。鳴なる海みリセです」とあごを突つきだすように頭を下げた。

　アイドルグループ「ティアラ＆プリンセス」は、王室をコンセプトとしており、ファンはティアプリ王国の「民たみ」と位置付けられる。

　この春、その民たみからの支持を投票という形でもっとも集めた結果、伊い倉くら霧きり子こは「第一王女」となり、以来、グループのセンターに立っている。

　ゆるふわパーマの髪かみに載のせられたティアラを、リセはちらりと見る。グループ名にもある通り、それが彼かの女じよたちの基本スタイルだ。王女は選挙のたびに新しくなるが、その位に就いた際に譲ゆずり受うけるティアラだけは次の世代に引ひき継つがれていく。優勝旗のようなものだ。

　一説によると、第一王女のティアラは数百万もするという。事実かどうかは定さだかではないが、とにかくティアプリは売れているアイドルグループであり、伊い倉くら霧きり子こがその中でトップの座についていることは確かだ。

　ぷりっとした厚めのくちびるに、黒目の大きな瞳ひとみを持ったかわいい少女だ。十七歳さいながら、色っぽさもある。そのくちびるに漂ただよう笑えみにはある種の余よ裕ゆうが見みえ隠かくれしており、王女というより女王という印象を受けた。

　一方、となりでうつむき加減のみつきからは、あからさまに負け犬のニオイがした。

「実さね藤とうさん、ガルジョさんは全国ツアーの予定ってあるの？」

　伊い倉くらに訊たずねられた負け犬は、「……いまのところは」とちいさく鳴いた。

　さすがにリセも悲しくなった。なんて哀あわれなんだ。現段階のガルジョでは、ツアーなど夢のまた夢。決行すればたくさんの空席が我々を待っているだろう。大赤字だ。

「えー、ほーんとう？　いますっごく人にん気き急きゆう上じよう昇しようって感じじゃない。やったらいいのに」

　挑ちよう発はつを受け、みつきは頰ほおをヒクヒクさせながら笑えみを作った。

「ま、まあ事務所の方針ってやつかしら」

「えー、ちっさいところでライブやるのがいいのぉ？　それ、なんて地下アイドル？」

「誰だれが地下アイドルよ！」ついにみつきが感情を露あらわにした。

「うちの事務所は高いところを目指す方針だから、そういうのとはちょっとちがうな～」

　伊い倉くらの言葉を聞き、それまでやり込こまれていたみつきがフフンと鼻を鳴らした。

「そういえばチェイプロさんも大変じゃない？　白しら鳥とりさんの件ですごく話題になってるでしょう。高いところを目指してるわりには、ちょっとタレントの管理が……ねえ？」

　リセは驚おどろき、みつきと伊い倉くらを交こう互ごに見た。ティアプリは白しら鳥とり亜あ蘭らんと同じ事務所か！

「ほんとたいへーん」

　伊い倉くらの笑え顔がおは崩くずれない。「だからこっちにしわ寄せ来て、仕事がすっごく忙いそがしくなるんじゃないかって話になってるの。だからいつ学校行けるのかなーって思ってぇ」

　追つい撃げきを受けたみつきが、「むぐぅ……」とうめいた。

　キャットファイトは勝負あったようだ。

「伊い倉くらさん、ちょっと訊きいてもいい？」

　リセが口を挟はさむ。「白しら鳥とりさんの連れん絡らく先さきって知ってる？」

　すると伊い倉くらの顔からフッと笑えみが消えた。

「……え、どういうこと？　なんでそんなこと訊きくの？」

「えーっと、ちょっと白しら鳥とりさんに会えないかな～と思ってぇ」

　なるべくかわいい笑え顔がおを作ってみた。ちゃんと練習してるのだ。

「同じ事務所っていっても、別にいつも顔あわせてるわけじゃないし……。ていうか、なに？　会ってどうしたいわけ？」

「えー、あー……そう！　サインなんて、もらえないかなーなんて。友達がファンで、どうしてもって頼たのまれちゃってさー。あははは」

　伊い倉くらはじっと観察するようにリセを見た後、小バカにするように笑った。

「連れん絡らく先さきはわからないし、たとえ知ってても個人情報だもの、教えられないわ。この業界の人ならわかるでしょ？　でも白しら鳥とりさんと仲のいい人なら教えてあげてもいいわよ」

「え、だれ!?」

「影かげ山やまヨシナヲってスタイリスト、知ってる？　青あお山やまにショップ出してるわ。曜日によってはいるから、行ってみたら？」
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　スタイリストというのは、タレントの着る服を提案、ときには製作する人のことをいう。

　ステージ衣い装しようならまだしも、服ぐらい着る人間が自分で決めたら？　と一年前の利とし生おは考えていたが、ふだん映像や写真を通してでしか目にすることのできないタレントという存在は、世間の人間からすると受ける印象がどうしても希き薄はくになってしまうため、まずは服装見た目でイメージを統一させるのが手っ取り早いのである。

　故ゆえにその重要性は高まり、本人や素人しろうとに任せるわけにはいかなくなる。だからスタイリストという職業があるのだ。「タレントは、まずイメージを作らなきゃ話にならん」と重しげ松まつがかつていったのを覚えている。

　Ｔシャツとデニムパンツという適当に選んだ私服としか思えない服装の、有名なお笑い芸人も、ちゃんとスタイリストがいる。若い娘こたちの憧あこがれの的であるファッションモデルにも、当然、スタイリストがついている。タレントは衣い装しようと共にイメージを着せられているのだ。

　そして、タレントとスタイリストは打ち解けていることが多い。タレントが彼かれらの苦労を文字通り、肌はだ身みに感じているせいだろうか。スタイリストといえばとにかく激務であることが業界では知られている。テレビ局内やその付近でキャリーバッグなどを引いている大荷物の人間は、十中八九、スタイリストの見習いである。

　影かげ山やまヨシナヲが白しら鳥とり亜あ蘭らんと仲がいいのも、そういうことなのだろうか。

　ティアプリの伊い倉くら霧きり子こによれば、影かげ山やまは毎週木曜日、自身がプロデュースしているセレクトショップに顔を出すということだ。

　鳴なる海みリセはひとりで行くつもりだったが、兎うさぎもついてきた。

　ちなみに、キャットファイト時、みつきが口にした「チェイプロ」という言葉は、芸能事務所「チェイサー・プロダクション」の略だった。みつきによると、業界屈くつ指しの大手であるという。

　平日でも青あお山やまはにぎわっていた。

「リセちゃんとふたりで出かけるなんて、初めてだねー」

　空から梅雨つゆという予報通り、晴れて蒸むし暑あつい日だった。ダテメガネをかけた兎うさぎは、花はな柄がらのシャツワンピースを着ている。リセやみつきよりもたわわな胸が、シャツを下から押おし上あげていた。

「遊びに行くわけじゃないわよ。目的は白しら鳥とり亜あ蘭らんに取り次いでもらうことなんだから」

「でも楽しい。みったんも来ればよかったのに」

　さすがにアイドルグループが三人で昼間から歩いていたらまずいだろう。

「みつきは乗り気じゃないし」

「疑ってるのかなぁ、あおいちゃんのこと」

　というよりも、トラブルを回かい避ひしているのだろう。どう考えたってタレントが記者の真ま似ね事ごとをするのはおかしい。しかし、こちとらオトコとしてやらないわけにはいかないのだ。

　そんなことを考えていると、通り過ぎる若い人と目があうことが何度か続いた。

　彼かれらの顔に浮うかんだ当とう惑わく交じりの笑えみは、「見たことある気がするんだけど、誰だれだっけ？」と語っていた。自分たちはその程度の知名度なのだ。ティアプリとはちがう。

　しかし彼かれらの視線から、自分が女物の服を着て歩いていることを思いだし、たまらなく恥はずかしくなった。仕事中でもないのに……。きょうはミニのフレアスカートを穿はき、トップスはブラウスだ。念のため変装として麦むぎわら帽ぼう子しもかぶっている。

「リセちゃん、どうしたの？」

「ねえ、兎うさぎ、この服おかしくない？　その、着方とか……まちがってないかな？」

　兎うさぎは目線を上下させ、「かわいいよ。似合ってるよ」といってニッコリした。

　なにもうれしくないが、ありがとうとリセはこたえた。姉が喜ぶよ。自分の変身能力を事実として受け入れた清きよ美みは、「ついにあたしに妹が！」とはしゃぎ、女性物の服や下着をプレゼントしてきたのだ。そういう意味では、自分の初めてのスタイリストは姉ということになる。

　ミニスカを気にするリセがモジモジしながら歩いていると、となりを歩く兎うさぎが「リセちゃん、ありがとね。あたしと仲良くしてくれて」といった。

「え？　なに、急に？」

「宗教のことだよぉ。生まれたときから教おしえ込こまれてきたからあたしにとってはふつうなんだけど、まわりからは気持ち悪がられることが多くて」

　リセがなにもいわないでいると、兎うさぎは続ける。「そんなだから中学校までずっといじめられてきたの。だから高校入学が決まっても、なにもうれしくなかったんだぁ。同じ町だから、どうせなにも変わらないって気がしてて。でもその春休み、家族で東とう京きように観光しに来たときに、社長にスカウトされたの」

　すると兎うさぎはリセの右みぎ腕うでに抱だきついた。「リセちゃんとみったんはなにもいわずに受け入れてくれたから大好き！　だからいますっごく楽しいんだ。みったんにも前、お礼をいったんだけど、リセちゃんにはまだだったなーって思って」

　兎うさぎは、えへへと明るい笑え顔がおを見せる。

　この娘こはそんなことを考えていたのか。いつもぼけーっとしてる姿しか見せないから、なにも考えていないのかと思っていた。

「そっか……」

　ほほ笑えむリセは兎うさぎの頭を撫なでた。

　重しげ松まつから新興宗教のことを聞いたときに実はかなり拒きよ否ひ反応を示した事実はあるけれども、まあそれは置いといて、ここにもっと気持ち悪いのがいるから、その程度たいしたことはない。

　気にするな。




　そのショップは白を基調とした内装で、商品が置かれた空間はテニスコートの半分よりもやや狭せまかった。女性物が多く、同一の商品も並んでいるところを見ると、どうやらセレクトショップでありながらオリジナルブランドも展開しているようだ。

「なにかお探しですか」

　声をかけてきた若い女性に、リセは「影かげ山やまヨシナヲさん、もう来てますか？」と訊たずねる。

「伊い倉くらさんからきょう来るとうかがったんですけど」

　女性はポカンとした顔をしてから、「少々お待ち下さい」といって奥おくに引ひっ込こんだ。

　ほどなくして男が現れた。影かげ山やまヨシナヲ本人である。二十五歳さいの、売れっ子スタイリスト。そんな年ねん齢れいで独立して店まで出すというのは、きっとすごいことなのだろう。

　チリチリのパーマは胸まで届きそうで、チェック柄がらのＴシャツにスキニーパンツという細いシルエットは、果たしておしゃれなのだろうか。スタイリストを雇やとったらどうか。

「おや、もしかして……えーっと、ガールズ・ジョーカーだったっけ……？」

　さすがに業界には詳くわしいようだ。

「鳴なる海みリセです」というと、「丸まる川かわ兎うさぎです」と兎うさぎも続いた。

「ふうん？」と、ジロジロと品定めするかのような視線を、影かげ山やまはふたりに送る。「まあ、こんなところじゃなんだから。どうぞ」

　壁かべ一枚へだてたところに招かれると、向かいあったソファがふたつとローテーブルがあった。商談かなにかに使われるスペースに思える。うながされるままにふたりは腰こし掛かけた。

「それで、きょうはどういった用件で？　伊い倉くらさんがどうのって」影かげ山やまも腰こしを下ろす。

「伊い倉くらさんは関係ありません。白しら鳥とり亜あ蘭らんさんに会いたいんですが……」

「ああ、白しら鳥とりくんにか。ファンなの？」

「いえ、まったく」

　誰だれが、あんなオトコに。アホか。

「彼かれ、いまけっこう大変じゃない。不ふ倫りんの件で。余よ裕ゆうないと思うんだよね」

「その件でお話があるんです。あの報道は事実じゃないんです」

　影かげ山やまは興味を持ったようで、「それ、どういうこと？」と訊きいた。

「瀬せ戸とあおいさんはそんなことをする人じゃありません。白しら鳥とりさんは、理由はわかりませんが、ウソをついてます」

「ふうん。友達なんだ。信じてるんだね。実に美しい」

　影かげ山やまは足を組んだ。「でもそれじゃちょっとね……。いや、意地悪をいうつもりではなくて。有名人である彼かれの連れん絡らく先さきを勝手に教えるわけにはいかないけど、よく行く店ならわかるよ」

「ホントですか？」

　影かげ山やまは、「待った」と手のひらを向けた。

「あのね、彼かれってけっこうヤバい連中とつきあってるから、女の子にそんなところに行かせるのはぼくのポリシーに反するんだ。本当に怖こわい人たちだよ」

　そいつはどーも。な～にがポリシーだと思いながら、「問題ありません。責任についても、影かげ山やまさんに迷めい惑わくのかからないようにします」とリセはいう。

「となりの娘こはそうでもないみたいだけど」

　見ると、兎うさぎは青い顔をしていた。ダメだこりゃ。

「……わたしひとりで行きます。覚かく悟ごはできてますから」

「い、いえ！　あたしも行きます」兎うさぎが虚きよ勢せいを張る。

「マジな話、芸能界にいられなくなるかもよ」影かげ山やまはいった。

「……ど、どど、どういうことですかぁ？」

「ヤバい連中っていったでしょ。最悪、きみたちが業界を追放させられるかもしれない。そういうことをやろうと思えばできるんだよね、彼かれらって」

　兎うさぎはぶるりと震ふるえた。

　しかし、「いいですよ」というリセに、ふたりは視線を向ける。

「いいですよ、芸能界辞やめたって。なんならきょう辞やめてもいい。だけど、白しら鳥とり亜あ蘭らんに会ってからです。報道を容よう認にんしたことを撤てつ回かいしてもらうまでは辞やめません。あれ、大だい迷めい惑わくなんです」

　目を点にした影かげ山やまは、組んでいた足をほどいた。

「……きみ、歳としはいくつ？」

「十七です」

　影かげ山やまは苦く笑しようし、「見えないなぁ。サバ読んでるでしょ？」といった。

「この業界、別に珍めずらしいことじゃないし、誰だれにもいわないから教えてよ」

　リセは小首をかしげ、「正しよう真しん正しよう銘めいの十七歳さいです」とニッコリ笑ってみせる。

　両手を頭のうしろで組んだ影かげ山やまは、「ウソをいってるようには見えないな」とつぶやいた。

「ホントのことですし」

「脱ぬいでよ」

　唐とう突とつなその言葉に、「……は？」と訊きき返さずにはいられなかった。

「ここで全ぜん裸らになるんだ。さっき、きみは覚かく悟ごっていう言葉を使ったね。それを証明してほしい。それに、なぜか……ぼくはきみがオンナであると思えないようだ……。職業柄がら、数多くの女性をこれまで見てきた。その経験からいわせてもらうと、十七歳さいというきみは、サバを読んでいるとしか思えない雰ふん囲い気きがある。でもウソはいってないようにも見える。だからひとつの結論に達した」

　きみはオトコだ。影かげ山やまに指差され、リセはゴクリと喉のどを鳴らした。あわわわ。

「ひどい！　なんてこというんですか？　リセちゃんは女の子ですよ」と兎うさぎが怒おこる。

「……本当になにをいってるんだろうね、ぼくは」

　影かげ山やまは眉み間けんにシワを寄せ、苦しそうな顔をしていた。「でもそうとしか思えなくて……。いや、いまのは冗じよう談だんだと思ってくれていいよ。とにかく白しら鳥とりくんのことは諦あきらめて、すぐに帰ってくれないか。きみを見ていると……これまで培つちかってきた女性観が崩くずれていくようで……」

「脱ぬぎますよ」

　立ち上がったリセはまずサンダルを脱ぬいだ。

「リセちゃん!?」

「兎うさぎ、ちょっと黙だまってて。白しら鳥とりに会えるなら、全ぜん裸らでもなんでもなってやるよ」

　腕うで時ど計けいを外し、ゆっくりとテーブルに置く。上体を起こす勢いでブラウスを引き上げると、「ひゃあっ！」という兎うさぎの声がフロアに響ひびいた。

　さっきから女性店員が物もの陰かげから顔をのぞかせていることに、影かげ山やまも気づいているはずだ。しかし、こいつは譲ゆずる気け配はいを見せない。

　リセが背中に手を回してブラジャーを外すと、ハリのあるおっぱいがこんにちは。

　──どや！

　とくべつ大きいとはいえないが、上向きの、なかなか形のいい一品だろう。

「ダメダメダメッ！　そんなの見せちゃダメ！」

　兎うさぎがリセの胸を隠かくすように両手で包んだ。「も、もうやめてください！　セクハラですぅ」

「おれは進んでやってるんだ。セクハラじゃない」

　涙なみだ目めの兎うさぎを片かた腕うでで押おしのけてホックを外すと、フレアスカートは重力と共に足をすり抜ぬけて床ゆかで輪っかを形作った。

　アイドル・鳴なる海みリセがまとうのは、もはやピンクのパンツ一枚のみだ。

　そして、最後の布に指をかけて思い切り下へ引ひき抜ぬこうとしたとき、それまで無言を貫つらぬいていた影かげ山やまが、うんざりしたように「ストップ」と口を挟はさんだ。
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「……きみはなんなんだ？　女性らしさの欠片かけらもないな」

　脱ぬぎかけの体勢のままで静止したリセは、悪手を打ったことに気づいた。たしかに！　女性であることを証明するために裸はだかを見せるはずが、逆にオトコらしさを見せつけてしまった。

「自分のことをおれといったり、全ぜん裸らになろうとしたり……信じられない。いっとくけど、ぼくは強要したつもりはないよ。そっちが勝手に脱ぬぎだしたんだからね」

　この一年、不自然に思われないよう、細心の注意を払はらってオンナとしての言動をとってきたが、ふとした瞬しゆん間かんに正体が露ろ呈ていしかけることがままある。

「ひ、ひどいですぅ！　ここまでやらせといて、そんな……」

　涙なみだ目めの兎うさぎが悲鳴にも似た声を出したが、「知らないね」と影かげ山やまは首を振ふる。

「でも、少し気が変わった。教えてあげてもいいよ。ただし、条件がある」

「条件？」

「知り合いのカメラマンが仕事をほしがっていてね。ぼくが下積み時代にお世話になった人だから、なんとかしてあげたいと思っていたところなんだ。段取りはぼくがとるよ。無事に終えたら白しら鳥とりくんに会わせてあげる」

「カメラマン？　なんの仕事？」

「もちろん撮さつ影えいさ。……ところで、そろそろ服を着てくれないかな」

　パンツ一枚のリセは兎うさぎからブラを返してもらい、「本当に裸はだか、見なくていいの？」とからかい半分で訊たずねてみた。

「……きみはミステリアスだね。ぼくは、仕事に対する自信を失いそうだよ」

　悩なやましげな表情の影かげ山やまは、「もう一度、名前を訊きいていいかな？」と顔を上げた。

「鳴なる海みリセだよ」

　リセはスカートを穿はき直した。
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　ひと足先に梅つ雨ゆ明あけを迎むかえた沖おき縄なわは、青い海と白い砂すな浜はまをきらめかせていた。

　影かげ山やまヨシナヲが企き画かくした仕事は驚おどろくほどトントン拍びよう子しに話が進んでいったため、鳴なる海みリセはいまここにいる。

　ガールズ・ジョーカーの三人には、それぞれ役割がある。

　リーダーである実さね藤とうみつきは、ダンスとトークがうまい。知名度もある。

　丸まる川かわ兎うさぎは唄うたがうまい。兎うさぎにしかうたえないパートがたくさんある。

　そして鳴なる海みリセの役割は、グラビアアイドルだ。

　未成年の娘こが水着姿となりカメラの前でポーズをとることを、許可しない親は少なくない。みつきと兎うさぎの親もそうであるらしい。「それに比べてきみの場合、親がダメなんていうはずもないしな！　わはははっ！　適材適所！　わははははっ！」と、かつての重しげ松まつはいった。

　影かげ山やまが世話になったというカメラマンもグラビアを専門とする人間だったので、この仕事はリセにとって好都合といえば好都合だ。きょうが自身三度目の単独グラビア撮さつ影えいとなる。

　けれども、これが数週間後に発売する漫まん画が雑誌の表紙になるというのだから、知らぬが仏とはまさにこのこと。世の男性方には申し訳なく思わなくもない。

　初めての沖おき縄なわは一いつ泊ぱく二日ふつかの慌あわただしいスケジュールとなったが、スチール写真の現場はテレビやラジオに比べるとゆるい。こちらもリラックスできる。

「おれ、泳いじゃおっかなぁ」

　さんさんと降り注ぐ太陽の下、風が吹ふく堤てい防ぼうに立ったマネージャーの小お田だは海を眺ながめていた。メガネがいまにも溶とけてしまいそうなほど輝かがやいている。

「好きにすれば」

　白いパーカー形のラッシュガードを頭からかぶり、巨きよ大だいな日ひ傘がさをさすリセがいう。「つーか、なんで小お田ださんなの？　他ほかの人に任せればいいじゃん」

　いつもは同行しない小お田だに嫌いや味みをいった。マネージャーなんて他ほかにもいるのだから、わざわざチーフが来る必要はないのだ。それも沖おき縄なわまで。

「お目付役だよ。お前はドラマでやらかしたからなぁ」

　やっぱりか。リセは背後に目をやる。撮さつ影えいスタッフ数人がクルマから機材を降ろしていた。

「あれはオトコのときの話だよ」

「今年ことしも夏休みはとれそうにないし、いいじゃないか、沖おき縄なわ」

　小お田だは手でひさしを作り、水平線を眺ながめる。「今夜は泡あわ盛もりだな」

「……気楽なもんだ」

　後方から声がかかった。楽しい楽しい撮さつ影えいのはじまりである。ああ、気が重い。

　ロケというものは、はたから見ると滑こつ稽けいだ。必要なのはカメラマンと被ひ写しや体たいだけではない。レフ板を持つアシスタントやヘアメイク、スタイリスト、編集者などが、カメラマンの背後にずらりと立っており、現場の裏側というものがハッキリと見て取れる。彼かれらも仕事として参加しているため、終始、落ち着いている。そこには夢も希望も感じられない。

　対して、レンズを向けられている被ひ写しや体たい側からすれば、そんな冷静なスタッフたちが常に視界に入はいり込こむため、こちらもあわや現実に引ひき戻もどされそうになる。テンションを高めに保つだけでもひと苦労だ。

　そんなわけで青いビキニを着させられたリセは、海水浴客の視線をチクチクと柔やわ肌はだに感じながら、なにも楽しくないのにカメラの前で笑え顔がおとポーズを作る。

　一眼レフを構えたカメラマンに、「走ってみて」といわれればリセは砂の上を走り、「振ふり向むいてみて」といわれれば笑え顔がおで振ふり向むき、「そこでジャーンプ」といわれれば両手を広げて跳とんだ。

　撮さつ影えいの合間、精神をすり減らすリセの口からは、幾いく度どとなく「はあー」という大きなため息がこぼれた。

「じゃあ、次はね、そこに四よつん這ばいになってみてくれる？」

「よ、四よつん這ばい!?　ここで、ですか？」

　とまどいながらも、カメラマンの指示通りに両ひざと両ひじを砂の上に置いた。あっつい！

「表情くずれてるよ～。笑って笑って！」と背後で声がする。

　皮ひ膚ふが焼ける音がいまにも聞こえてきそうだったが、リセはそんなことよりも、圧あつ倒とう的てきな屈くつ辱じよくを感じていた。なぜ自分はビキニ姿でカメラに尻しりを突つきだしているのか。なぜそのカメラに笑え顔がおを向けなくてはならないのか。これは土下座を上回る、人間性の敗北ではないのか。

　笑え顔がおの裏で余生の過ごし方について考えていると、カメラマンがいった。

「うーん、やっぱりかたいなぁ。呼吸あわせたいから、ちょっとふたりきりにしてくれる？」

　ドキリとした。うわ、またか！　三度目ともなると、もはやお約束といってもよい。

　初めての撮さつ影えいはハウススタジオだった。そのときのカメラマンの「みんな、席外してくれる？」を合言葉に、マネージャーもメイクも他ほかのスタッフもぞろぞろと退室していったのだ。

　そして、ふたりきりになった空間でそれは起きた。

　きょうのカメラマンは館たて林ばやしという、無ぶ精しよう髭ひげの汚きたならしいオトコだ。影かげ山やまヨシナヲが世話になったことがあるというが、いまは仕事がすくないらしい。

　カメラを首から下げた館たて林ばやしは、リセの手を引き、先ほどまでいた駐ちゆう車しや場じようへ向かう。

「す、砂すな浜はまでの撮さつ影えいですよね？」

　精いっぱいの抵てい抗こうを試みるが、「いいから」としかいわない館たて林ばやしに逆らうことはできなかった。

　一いつ旦たん、ショートパンツを穿はかされ、クルマの後部座席に乗せられたリセと、外に立つ館たて林ばやし。

「こっち向いて！　クルマに乗って海に着いたリセちゃんは待ちきれなくなり、元気よくそこでショートパンツを脱ぬぐ！　さあ、どうぞ！」

　リセがいわれた動作をとるたびに、館たて林ばやしが持つカメラがカシャカシャと鳴いた。

「うーん、やっぱりかたいな。緊きん張ちようしてるの？」

　となりに乗のり込こんできた館たて林ばやしは、流れるような動作でビキニ姿の少女の肩かたに腕うでを回す。「ダメだよぉ、もっとリラックスしなくちゃあ」

　リセはうんざりしながら、「……あ、はい。がんばります」という。

「がんばっちゃだめぇ。カラダがかたくなるでしょお？　楽しまなくちゃ。リラーックス」

　わひゃあっ！

　リセの肩かたに置かれていた館たて林ばやしの手は徐じよ々じよに下がっていく。背中を伝う中年男のかたい手のひらを、鳥とり肌はだが追いかけていった。気持ちワルッ！

　このオトコの仕事が減っている理由はこれじゃないのか？　いままでのカメラマンよりも一層ひどいセクハラだ。屈くつ辱じよくと羞しゆう恥ちと怒いかりの涙なみだにじんわり濡ぬれるリセの瞳ひとみは、そのとき、バックミラーに映る小お田だをとらえた。

　おい！　助けろ、マネージャー。仕事だぞ！

　だが心の声は届かず、小お田だはヘアメイクの女性と談だん笑しようしていた。使えねえ……。

　リセは、このグラビアカメラマンを合法的に殺すにはどうすればいいかを考え始める。

　一方、殺意を宿す眼光に気づかない館たて林ばやしの手は、たどり着いた被ひ写しや体たいの尻しりを撫なで回まわす。

「この業界、長いの？」というささやきに、「……まだ一年です」とリセはこたえる。

「そういえば影かげ山やまくんと友達なんだよね」

「いや、別に友達というわけでは」

「ぼくね、ティアプリも撮さつ影えいしてたんだよ。でも最近は仕事が来なくなっちゃってね」

　ティアプリにもセクハラしていたのならば、仕事が減ったというのもうなずける。「あそこの事務所の社長とは長いつきあいなんだけどさ、失礼な話だよ、まったく」

「社長？」

「若い子は知らないだろうね。大おお熊くま八や千ち代よっていう元女優だよ」

　苦々しげに館たて林ばやしはいう。「あのバアさん、最近、病院に通ってるみたいだけど、病気ってわけじゃないみたいだな。せっかく天てん罰ばつかと思ったら……。ホントにえげつない人間なんだよ。だからリセちゃんに慰なぐさめてほしいなぁ」

　結局、その後も三十分ほど尻しりや太ももを執しつ拗ように撫なで回まわされたあげく、撮さつ影えい自体はほんの一時間ほどで終しゆう了りようしたのだった。
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　麻あざ布ぶにあるそのブリティッシュパブは外観よりも店内は広く、にぎわっていた。沖おき縄なわから帰ってすぐ、影かげ山やまヨシナヲから教えてもらった、白しら鳥とり亜あ蘭らんの行きつけの店である。

「お、オトナっぽいねぇ……。こんなところに入って大だい丈じよう夫ぶかな？」

　兎うさぎがいうように、確かに未成年の女子が入るところではない。ふたりは店の雰ふん囲い気きから浮ういているように思えた。四方八方から視線の矢を肌はだに感じる。

「だから兎うさぎは帰れっていったのに」

　リセは薄うす暗ぐらい店内を見回し、やつの姿を探す。

「ダメだよぉ。リセちゃん、また裸はだかになれっていわれるかもしれないよ」

　兎うさぎは嘆なげくようにいった。「もうあんな無む茶ちやしないでね？　あたし、次は泣いちゃうよぉ」

「こないだも泣いてたでしょ」

「約束して。もう無む茶ちやはしないって。ね？　あたしと約束して。ね？」

　腕うでにしがみついた兎うさぎがしつこいので、「はいはい」という他ほかなかった。

「ところでみつきはなにしてるのかな」

「出かけるとき、リセちゃんが買ってきてくれた紅いもタルト食べてたよ」

「いらっしゃいませ。二名様ですか」

　横から出てきた店員にリセがうなずくと、「こちらへ」と案内され、ちいさなテーブルに着かされた。

「なんかドキドキするねぇ。リセちゃん、お酒飲んだらダメだよ」兎うさぎはメニューを眺ながめる。

「さすがに未成年ってことはバレてるでしょ。にしても、やかましいな」

　ひときわうるさい一団が奥おくにいるようだ。角の先で飲んでいるらしく、その姿は見えない。だが聞き覚えのある声を耳にし、リセはとっさに立ち上がった。

「リセちゃん？　どこ行くの？」

　声のする方に向かい、角を曲がると、突つき当あたりのテーブルに着く団体客の中に見つけた。七、八人のオトコたちの中に、サングラスをかけた白しら鳥とり亜あ蘭らんがいた。媒ばい体たいに出るときとはちがって、長めの頭とう髪はつを七三風に分け、当然ながらメイクもしていない。

　また会えたな。

　テーブルに近寄ったリセが、「初めまして、白しら鳥とりさん」というと、会話がやんだ。

　泡あわの立つ、黒い液体の入ったゴブレットを手にする売れっ子俳優は、「誰だれ？」といった。

「アジャリ・エンタテイメントの鳴なる海みリセです」

「お、同じく、丸まる川かわ兎うさぎです……」

　追いついた兎うさぎがそういうと、「へえ、タレントなんだ。それで？」と白しら鳥とりは首をかしげた。

「きょうはおねがいがあって来ました」

　白しら鳥とりはオトコたちを見た。やつらの口もとには、ニヤニヤとした笑いがこびりついている。不ふ穏おんな気け配はいを察した兎うさぎは、早くも小動物のように小刻みに震ふるえていた。このガラの悪いオトコたちが、影かげ山やまのいう「ヤバい連中」なのだろうか。

「よくわかんないけど、座すわりなよ」

　白しら鳥とりの真正面の席を譲ゆずられ、ふたりが席に着くと、白しら鳥とりのとなりに座すわる色黒のサーファー風のオトコが、「なにか飲む？」とメニューを差しだしてきた。

　リセは「けっこうです」と断るが、白しら鳥とりは「ここは顔なじみの店なんだ。お店では注文をするのがマナー。きみたち、わかる？」と、カチンとくる言葉を投げてきた。

　話が進みそうもないので、リセはノンアルコールカクテルとやらを適当にふたつ頼たのんだ。

「白しら鳥とりさん、紹しよう介かいしてくださいよ」

　太った金きん髪ぱつのオトコがいうと、「おれだって知らねえよ」と白しら鳥とりは笑い、ふたりを見た。

「きみらはなに？　グラビア？」

「アイドルです」

「──アイドルっ!!」

　そう叫さけんだのも、太った金きん髪ぱつだった。「やっべー。サインもらっちゃおうかなー。いや、まずは握あく手しゆか。はい、ぼくと握あく手しゆして～」

　リセの右に座すわる兎うさぎがつい反応してしまい、そいつと握あく手しゆする羽目になった。それを見て、ゲラゲラと笑いが起きる。

「それで、なにしに来たの？　おねがいってなに？」

　笑い声の中、白しら鳥とりが訊きく。リセは横に座すわる兎うさぎがオトコたちにからまれだしたことが気になっていたが、さっさと目的を伝えることにした。兎うさぎよ、しばらく辛しん抱ぼうしてくれ。

「不ふ倫りん報道を容よう認にんしたこと、撤てつ回かいしてください」

　リセは端たん的てきに要求する。「瀬せ戸とあおいさんとの不ふ倫りんは、事実ではありませんよね」

　その言葉で笑い声がやみ、白しら鳥とりは、となりに座すわるサーファー男と目配せをした。そのオトコは、年ねん齢れいは三十代半ばを思わせ、ボーダーのＴシャツの上に、白いジャケットを羽織っている。他ほかのやつらとはちがい、妙みような迫はく力りよくがあった。

　白しら鳥とりは視線をリセに戻もどすと、ふたたび口を開いた。

「事実でなきゃ認めないよ。仮にウソだとして、なんでそんなことしなくちゃいけないのさ」

「それはわかりません。でも瀬せ戸とあおいさんはあなたと交際なんかしてないといってます。口説かれたとはいってましたがね」

「へえ。きみ、友達なんだ」

　白しら鳥とりは興味を持ったようだ。「きみ、あおいちゃんにいっといてくれないかなぁ？　早く認めて謝罪した方が得だよって」

　なにいってんだと思いつつ、リセは「得ってなんですか？」と訊たずねる。

「きみもタレントならわかるでしょ？　そういう報道が出た時点でこっちの負けなんだよ。一度ついたイメージってのは、なかなか振ふり払はらえない。でも一つだけ解決策がある。わかる？」

　リセが首を振ふると、白しら鳥とりは顔を近づけてニコリと笑った。

「即そく座ざに認めて謝あやまることだよ」

「……は？」

「これができない人間が芸能界にはホントに多い。バカかと思うね。なにをそんな意地になる必要がある？　すんなり認めて頭を下げれば、一いつ般ぱんピーポーはスカッとするんだよ。でも、その後は味方に回ってくれる。ほら、テレビとかでも最近、おれを叩たたいてないだろ？　あれはね、真しん摯しに謝罪したおれを叩たたくと、今度はマスコミに批判の矛ほこ先さきが向けられるからさ」

　確かに情報番組や週刊誌、インターネットなどの論調では、交際を認めない瀬せ戸とあおいへのバッシングが目立ちつつある。

　白しら鳥とり亜あ蘭らんがいっていることは、つまり、

「バッシングされないために、早々に認めたってことですか？　つきあってなかったのに!?」

　しゃべりすぎたことに気づいたのか、背もたれに身をあずけた白しら鳥とりは、「いまのは一いつ般ぱん論ろんってやつで……」と言葉をにごした。

「交際してなかったんですね？」リセはたたみかける。

「そうはいってないよ。ただ、認めた方が楽なこともあるっていっただけさ」

　──こんにゃろう。

「……そんなもんあるか。あんたみたいなブ男とつきあってたなんて、不ふ名めい誉よすぎる」

「おれがブ男？」

　半笑いを見せるが、白しら鳥とりの目の色は変わっていた。「おまえ、口のきき方には気をつけろよ。オンナだからって容よう赦しやしねえぞ。アイドルごときが」

「そっちこそ、売れっ子俳優だからって調子に乗ってんじゃねえぞ、ですよ。アイドルからのありがたいご忠告は聞いとけ、ですわ」

　そしてリセは中指を突つき立たてた。アメリカ人とのクォーターならこいつでじゅうぶんだろ。

　案の定、白しら鳥とりは顔を真まっ赤かにし、「てめえ」と牙きばをむいた。

「……急に目の前に現れていいたい放題いって、無事に帰れると思ってんのか」

「なに？」

「帰さねえよ。おれの仲間の相手、してもらうぜ。これ、脅おどしでいってるわけじゃねえから」

　そういうと、白しら鳥とりはとなりのサーファー男に顔を向けた。「比ひ留る間まさん、いいですか？」

　比ひ留る間まと呼ばれたオトコは、しばしリセと兎うさぎを眺ながめてから、肩かたをすくめてこたえる。

「まずは、ひと晩ぐらいおつきあいしてもらおうか。後のことは流れで決めよう」

　それを聞き、白しら鳥とりは勝かち誇ほこった笑えみを向け、「お前の芸能生命、終わったな」といった。

「アイドル暴行事件っての、どうよ？　イメージが汚けがれたアイドルにファンがつくか見ものだな。おれをコケにしたこと、後こう悔かいさせてやる」

　リセの心に焦あせりが生まれた。こいつらは脅おどしでいっているわけではない。影かげ山やまから気をつけるようにいわれていたが、まさかここまでやる連中だったとは。

「そんなことをすれば警察沙ざ汰たになるぞ」

　白しら鳥とりはケラケラと笑い、「みんなそういうんだよ、最初は」という。

「でもそのうち、警察にはいわないからやめて、おねがいだから、っていうんだわ。これ鉄板だから。そういわせる方法なんて、世の中にはいくらでもあるのよ」

　いつの間にか背後にオトコたちが立っていることに、リセは気づいた。逃にげさせないつもりだ。その向こうには一いつ般ぱん客きやくがいるが、白しら鳥とりはこの店の顔なじみだという。裏口から出てそのままクルマにでも乗せられたら、もうこいつらの思いのままだ。逃にげ場ばはすでにない。

　大声で叫さけぶか？　リセが考えていたときだった。

「このオンナ、ちょーやべえ！　めっちゃキモい！」

　右から大きな声がした。「こいつ、新興宗教の人間っすわ！　なんか、お経きようみたいなのずっと唱えてんの」

　さっきまで兎うさぎの肩かたに手を回していたデブが、汚きたならしいものを避さけるみたいに退いていた。

「オン・アボキャ・ベイロシャノウ・マカボダラ……」

　兎うさぎは両りよう肩かたを縮こまらせて合がつ掌しようしている。「マニ・ハンドマ・ジンバラ・ハラバリタヤ・ウン。オン・アボキャ・ベイロシャノウ……」

「やべー。おれ、勧かん誘ゆうされちゃうかもー。お布ふ施せ、払はらえるかなぁ？」

　デブがいうと、どっと笑いが起きた。

「オン・アボキャ・ベイロシャノウ・マカボダラ・マニ・ハンドマ・ジンバラ……」

　震ふるえる兎うさぎは、笑われても真言を唱えることをやめない。ぐっとつむるまぶたの間から、頰ほおを伝う涙なみだが次から次へとあふれ出ているのをリセは見た。

「ぶはははは！　まだいってる。お布ふ施せいくらなんだよ！　教えろ、おい！」

「オン・アボ……キャ・ベイロシャ……ノウ……マカボ…………マニ・ハン……」

「ぶはっ！　いつまで続けんだ」

　立ち上がったデブが兎うさぎのうしろに立ち、彼かの女じよの背中をトンと小こ突づくと、真言は止まった。

　だが、すぐに再開する。

「……ベ、ベイロシャノウ……マ、マカボ……ハンドマ……バラ……」

「ばっははははははははっ！　壊こわれたおもちゃだな。マジで気持ちわ──フガッ!?」

　リセの二本の指がデブの鼻に深々と突つき刺ささると、聞き苦しい笑い声はようやく止まった。

「あ……あないにすすんだんだ、ててべめええ……」

　天てん井じようを目指し、高く高く腕うでを伸のばす勢いでリセが力を込こめると、「ヒベベベベベ」とデブは奇き怪かいな声を発した。どれほどの激痛が走るのか想像もつかないが、もう容よう赦しやはしない。

　どいつもこいつもふざけやがって！

「お前たちのような不ふ真面目まじめな人間が、真ま面じ目めに神様を信じている兎うさぎを笑うな！」

　真言を唱えることをやめた兎うさぎは、涙なみだに濡ぬれた目を開き、リセを見上げた。

「てべえ……」

　注文していたドリンクを持ってきた店員が、そのときちょうど横におり、デブは手を伸のばしてそのグラスを奪うばいとる。それをリセの側頭部に叩たたきつけた。瞬しゆん間かん、水と破は片へんが散る。

　グラスの割れる音と兎うさぎの悲鳴が、店の中で交差した。




　夜の街並みの中で、ふたりは視線の的となっていた。リセはびしょ濡ぬれで、頭部には包帯がぐるぐる巻かれている。一方、兎うさぎはぐすぐすと泣きじゃくっていた。

「もう泣くなって。怖こわい思いさせたのは悪かったって」

「そうじゃ……ないよ……。リセちゃん……すっごく痛かった、でしょ？」

「これ？　大げさだよ、こんなの」

　リセは包帯をほどいた。「幸い、どこも切ってないし」

「なんでそんな無む茶ちやするのぉ!?」

「これぐらい無む茶ちやじゃないよ」リセは笑う。

　白しら鳥とり亜あ蘭らんが瀬せ戸とあおいと交際していたという事実はない。やつの態度で確信した。

　あの太ったオトコがグラスをリセの頭にぶつけたとき、慌あわてたのはあちら側だった。騒そう動どうを起こされて困るのは、より世間的に有名な人間の方だ。

「友人が手をあげたことは謝あやまる」

　白しら鳥とりは手打ちを提案した。「でも、先に手を出したのはお前だ」

「そうかしら？　兎うさぎに腕うでを回したり小こ突づいたり、いろいろされたように思えるけど」

　おしぼりで顔を拭ふきながら得意げにいうと、白しら鳥とりはくちびるをゆがませる。

「それに、わたしたちを暴行するようなことをいってたけど、あれって脅きよう迫はくよね？」

「撤てつ回かいしろなんて要求は飲めねえよ。交際は事実だからな」

「事実じゃない。あんたみたいなやつにあの娘こがかたむくなんて、マジでありえない。ひょっとして自分がかっこいいとでも思ってる？　それ、勘かん違ちがいだから」

　店員に包帯を巻いてもらいながらリセはいった。

「てめえ……」

　顔を真まっ赤かにした白しら鳥とりは声を落とし、「出ていけ。ただし、二度と帰りたくないならそういえ。クルマはもうオモテに回してあるぞ」といった。

　さすがに諦あきらめる他ほかなく、あ然とする他ほかの客たちの視線を浴びつつ店を出たのである。

「さあ、帰ろう」

　リセが背中に手を回すと、「もしかしてリセちゃん、わざと手を出させた？」と兎うさぎはいう。

「そんなことないよ」

　リセはこたえつつ、あの謝罪文をなかったことにするには、いったいどんな手を打てばいいだろうと考えていた。白しら鳥とり本人を説得できる望みはなくなったといっていい。
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　明け方、目が覚め、鳴なる海みリセはベッドの上で身体からだを起こした。

　タンクトップとパンツのみというあられもない姿でボリボリと腹を搔かいていると、ふと窓の外に目を奪うばわれた。朝日を浴びるビル群に、懐なつかしい気持ちを呼び起こされた。ここに来て生活習慣はガラリと変わり、実家にいたときのように、早朝に起きることもなくなっている。

　少し歩いてみようと考え、着き替がえてドアを開けたとき、ほぼ同時に開かれたはす向かいのドアから、天使が顔を見せた。

「わ、おはよう。早いんだね」

「あ、あおい……ちゃん。お、お、おはよう」

　瀬せ戸とあおいはニコリとほほ笑えみ、「リセちゃんもお出かけ？　じゃ、一いつ緒しよに行こう」といった。

　通勤してくる会社員たちもまだ見えず、都心を寝ね床どこにしている人たちだけが、のっそりとオモテに出てそれぞれの作業をしている。そんな時間だ。

　彼かの女じよはあの頃ころとまったく同じ黒ずくめの格好をしており、肩かたを並べて早朝の街路を歩いていると、一年前を思いださずにはいられない。顔を見せないその服装の意味も、いまならわかる。

「それって変装？」とリセが訊たずねると、「一応ね」とあおいは帽ぼう子しのつばを指でつまんだ。

「この辺は、早朝だと人もまばらだけど」

　シャッターが半分だけ開いた古い商店の前を通りかかったところ、初老の男性が水を撒まいていた。こちらには目もくれない。

「なるべく人の多いところへは出歩かないようにしてるの。リセちゃんもそうでしょ？」

　青あお山やまにも麻あざ布ぶにも足を運んだけれど、声をかけられることは特になかった。

「た、大変だね。すごく不便だよね、きっと……」

「ふふっ、でもね、一度だけ、わたしのことを知らない人と仲良くなったことがあったの。それがすごくうれしくて、いまでも思いだすんだ」

　予期せぬこたえに、リセはドキリとした。

「そ、そんな人がいたんだぁ。……けど、なんでうれしいの？」

「初めて会ったとき、びっくりしちゃった。あ、この人、わたしのこと知らないんだ、って。でもすぐに反省。どこかで有名人気分だったんだね。調子に乗ってたの、きっと」

「そんな！　……あ、いや、あおいちゃんはそんな娘こじゃないって、わたしは思う」

　リセの勢いに驚おどろきつつも、「ありがと」と、あおいはほほ笑えんだ。

「でもね、生まれてからずっと芸能界にいたせいで、会う人はみんなわたしのこと知ってるのがふつうだったの。自分じゃよく覚えてない子供の頃ころのエピソードを、他人の口から聞くのよ。『あの歳としであの演技はすごいね』とか『あのＣＭ、いまでも覚えてるよ』とか。でもこっちは覚えてないっつーの」

　芸人がやるツッコミの真ま似ねをし、あははと笑った。「だからその人とぐうぜん知りあえたことは本当に新しん鮮せんだったし、わたしの人生にとってすっごく勉強になったの。お互たがいになにも知らないってこういう風な会話になるんだ、ってね。あれは貴重な体験だったなぁ」

　すると、あおいは声を落とし、「そんなわけで、バチが当たったのかも」とつぶやいた。

「……バチ？」

「きょう入ってたお仕事、キャンセルになっちゃった。雑誌の撮さつ影えい。有名人気分でいたから、あんなことに巻まき込こまれちゃったんだよ、きっと」

　リセは耳を疑った。

「あの報道のせいで……？」

「マネージャーさんはそうはいわなかったけど、たぶん。……まあ秋の連ドラの台本はもうもらってるから、セリフ覚えなくちゃね。あ、知ってる？　人間の脳って眠ねむって起きると空きスペースができてるの。だから覚えたいことは朝のうちにやるといいんだって」

　あおいは健けな気げな姿勢を見せているが、リセは衝しよう撃げきを受けていた。まさか、そんなことになっているとは思いもしなかった。

「……あおいちゃん、きょう空いてるなら一いつ緒しよに出かけよう」

　リセがいうと、あおいはキョトンとした。

「出かけるって、どこに？」

「どこでもいいよ。行こう」




　とはいうものの、いざ超ちよう有名な人物と歩くとなると、これがなかなか気を使う。

　瀬せ戸とあおいはひらひらしたキュロットパンツに、ノースリーブのニットを着て現れた。色はわりと地味である。さらにリセは彼かの女じよに帽ぼう子しをかぶらせ、メガネをかけさせた。誰だれかに気づかれたらとんでもない騒さわぎになるだろう。

「わぁ、すごい。こんな時間に街を歩いてるなんて、いつ以来か思いだせないよ。感動！」

　外へ繰くりだすと、あおいはカゴから解き放たれた鳥のようになった。

「ふだんはどこへ行くの？」

　寮りようの最も寄よりの地下鉄へ続く階段を下りるとき、リセが訊たずねた。

「あまり出歩かない、かな。基本的には家にいて、読書とか筋トレとかしてる」

　筋トレをしている彼かの女じよの姿は、非常に想像しづらい。

「……友達は？」

「わたし、昔からろくに学校行ってなくて……。いまも通信制だし」

　あおいは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑い、リセを見る。「みんな、どうやって遊ぶの？　なにをして遊ぶっていうのは、事前に決めるものなの？」

　リセはあ然とした。ゼロ歳さいから芸能界にいるとこんなことになってしまうのか。

　その様子に気づいたあおいはしょんぼりとし、「ごめん、変なこといったよね」とつぶやいた。

「リセちゃん、やっぱり帰ろう。わたしといてもなにも楽しくないよ……」

「えぇっ!?　そんなことないよ！」

　改札の手前で彼かの女じよは立ち止まってしまった。

「ダメだ……。わたし、自分のことばかり考えてた……」

　あおいは生気のない顔で首を振ふる。「リセちゃんを楽しませる自信がない。ふたりで遊ぶんだもの、わたしだけが楽しんでちゃダメだよね。でも、わたしなんかと一いつ緒しよじゃ……。わたしなんか……わたしなんて……つまらないし気はきかないし、一いつ緒しよにいても……」

　また情じよう緒ちよ不安定な一面が見えてきた。

　みつきは落おち込こむ前にヒステリーを起こして過呼吸を発はつ症しようするが、あおいはちがう。ズドーンと穴に落ちたら最後、なかなか浮うき上あがることができないらしい。

「ちがうって！　あおいちゃんと出かけたいから、わたしは誘さそったんだよ。だからきょうは、あおいちゃんの行きたいところへ行こう。どこがいい？」

　彼かの女じよは警けい戒かいするように、「……いいの？」と訊きく。リセが「もちろん」と力強くうなずくと、パアッと顔を明るくした。

「わたし、カラオケに行ってみたい！　喫きつ茶さ店てんも、服屋も！」

「よし、ぜんぶ行こう」といって、リセは改札を通る。

　しかし、となりにいるはずのあおいの姿は一いつ瞬しゆんにして消えてしまった。あれ？　と思い、うしろを振ふり向むくと、彼かの女じよは恥はずかしさをごまかすような笑えみを浮うかべ、自動改札機の手前で立たち尽つくしていた。ＩＣ乗車カードの入手方法がわからず、いまも切きつ符ぷを購こう入にゆうしているそうだ。




　なぜおれはオンナなんだ。アパレルショップから手近な喫きつ茶さ店てんを探し求める道すがら、紙かみ袋ぶくろを抱かかえる楽しげなあおいのとなりで、リセはむなしく思う。彼かの女じよと歩けて嬉うれしいことは嬉うれしいが、夢見たデートとは決定的にちがうものがあった。

　気を紛まぎらわせるため、リセは話題を振ふる。

「あおいちゃん、服屋に行きたいっていってたけど、いつもは行かないの？」

「ぜんぜん。一年に二回でも行けばいいほう」

　あおいは自分の服を指す。「これだってスタイリストさんから買い取ったものだよ。リースが多いから、いつも好きなのを買えるわけじゃないけど……」

　スタイリストはたくさんの衣服を所有しており、交こう渉しよう次し第だいでタレントは気に入った服を買い取ることができる。ただ、ドラマなどの主要キャストが着る服は、あおいのいう様にリースが多いという。リースとは、レンタルのことだ。ブランドやショップからスタイリストが服を借り、撮さつ影えいが済んだらすぐに返へん却きやくする必要がある。ただ、ブランド側としても服やアクセサリーの効果的な宣伝になるため、積極的に無む償しようで貸しだそうとしているところは少なくない。制作側にも費ひ用よう削さく減げんができる利点があると、以前、みつきから教えてもらったことがある。

「だからいま、すごく楽しい。自分でこんなに買ったの、生まれて初めて」

　あおいはふたつの紙かみ袋ぶくろを誇ほこらしげに掲かかげた。「こんな風に、両手いっぱいに服を買ってみたかったの」

「わかるわかる。そうだよね～」

　うなずくリセの手にも、紙かみ袋ぶくろがひとつにぎられている。「わたしもいいの買えてよかった」

　こっちとしては女物の服などほしくもなかったのだが、先ほどまでいたショップでなにも購こう入にゆうせずに突つっ立たっていると、試着した服を披ひ露ろうするあおいが、ふとなにかに気づいた様子を見せた。次の瞬しゆん間かん、犯おかした罪を告白する様な顔に様変わりし、「わたしばかり楽しんでごめんね……」と謝あやまってきたのだ。「リセちゃんはつまらないよね……」と。

　真っ黒で陰いん鬱うつとした空気が、「やっぱりわたしなんか」とつぶやく彼かの女じよを取りかこみそうになったとき、リセは慌あわてて近くにあったカットソーやスカートを手に取り、「わたし、こういうの探してたんだよね～」とごまかして事なきを得たのである。買わないわけにはいかなかった。

「ああ、重かったぁ」

　見つけた喫きつ茶さ店てんに入り、帽ぼう子しを脱ぬいでイスに腰こし掛かけたあおいは大きな息を吐はいた。「このお店、前から入ってみたかったんだけど、レジで注文するスタイルだったんだ。しかも最近じゃ……グランデ？　トール？　っていうんだね、飲み物のサイズを。ＳとかＭって、子供の頃ころはいってた気がするけど……」

「いや、それはこのお店だけだから」

　世間知らずのあおいはすでに、初めて口にする冷たいドリンクの味に浸ひたっていた。




　軽食をとり、店を出てカラオケを探す最さ中なか、後方からチャラそうなオトコが回り込こんできた。

「こんちは。買い物中？　なに買ったの？」

「はぁ？」

　茶色く髪かみを染めたそのオトコの首に、鳥の羽根を模したインディアン風のアクセサリーが光っていた。芸能界にも愛好家が多数いるというブランドのものだ。嫌けん悪お感かんを覚えたのは、似たようなものを白しら鳥とり亜あ蘭らんもつけていたからだ。

「駅ってどこにあるかわかる？」

　すぐそこにあるだろと思いつつ、リセは来た道を振ふり返かえり、「あっちの角に地下鉄がありましたよ」と指差す。

　首の向きを戻もどすと、オトコがもうひとり増えていた。黒いハットをかぶっており、襟えり首くびにサングラスを引ひっ掛かけ、Ｔシャツの袖そでからは太めの腕うでが飛びだしている。

「きみたちすっごいかわいいな、って思って声かけたんですよ」

　サングラスが意外にも落ち着いた声でいう。「ていうか、顔ちっちゃいねぇ、きみたち」

　ようやくこれがナンパであることに気づき、リセはがっくりと肩かたを落とした。屈くつ辱じよく。なぜオトコに声をかけられなければならんのか。

「これからどこに行くの？　案内させてくれない？　そういうボランティアやってるんです」

「一いつ緒しよにカラオケでも行かない？　それともお腹なか、減ってたりする？」

　出るわ出るわ、軽い言葉たちが。無視して素す通どおりしようとしたときだった。

「メガネのきみもかわいいね。でももうちょっと顔、見せた方がよくない？」

　そういって腰こしを横に折ったチャラ男が、「──えっ！」と息をのむ。とっさに帽ぼう子しを引き下げて顔を隠かくすあおいの仕し草ぐさも、確信を与あたえる手助けとなってしまった。

「え、ウソ、マジで……？」

「なに、そんなかわいかったの？　恋こいに落ちちゃった系？」

　サングラスに訊きかれたチャラ男は、「ていうかさ……」と小声でなにかいっている。

　周囲に人通りはそれなりにある。ここで騒さわぎを起こされるのはまずい。道路に目を走らせるが、こんなときに限ってタクシーは見当たらない。

　ふたりがぼう然としている隙すきに、リセはあおいの手をつかみ、早足で横道に入はいり込こんだ。入り組んでいるようだが、横よこ幅はばの広い道を選んで歩けばどこかの通りに出るはずだ。

「ごめんね、リセちゃん。わたしのせいで」背後であおいがいう。

「なんで謝あやまるの？　あいつらがナンパしてくるのがいけないんだから」

「でも迷めい惑わくかけたのは事実だし……」

　しばらく歩き、リセは道みち端ばたで足を止めた。民家に囲まれた、人気のない十字路の近くだ。少し息を切らしたあおいが、「リセちゃん？」と不安げな顔を見せる。

「……どうしてそんなに謝あやまるの？　きみは悪くない。あいつらが悪いんだ」

　リセはいう。「前はそんなじゃなかったよね。もっと明るかった」

「……前って？」あおいが小首をかしげる。

　思わずオトコのときの記き憶おくのままにしゃべってしまった。

「その、えっと、テレビとかの話だよ。そんな印象じゃなかったなぁと」

　すると彼かの女じよは静かに笑い、「ちがうよ。それは演技」といった。

「……演技？」

「わたし、自分がよくわからないんだ。物心ついたときには、カメラの前で大人おとなの指示通りに振ふる舞まうのが癖くせになってた。そうやって自分の頭の中に作った役に入はいり込こむの。だけどずっとそれを繰くり返かえしてたら、あるとき、自分の好きな食べ物がわからなくなっちゃったことがあったわ。プリンが好きなのってわたしだっけ？　それともこないだ演じた役の設定だっけ？　っていう感じで。笑っちゃうでしょ。小四のときの話」

　リセは絶句した。「ちいさい頃ころはもっと活発だった気がするんだけど、いつの間にかこんなに暗くなっちゃった。演じきった役を捨てたとき、ホントの自分まで削そぎ落としてきたのかも。だから空っぽなんだ」

「そんな……」

　一年前、おれと過ごしたあの時間も、きみは演技の最中だったの？

　じゃあ、おれが好きになった娘こは、いったい誰だれなの？

「ごめんね。迷めい惑わくかけたよね。やっぱり謝あやまらせて」

　あおいはいった。「でも、わたしのこと、明るい人だと思ってくれてうれしい。演技がうまくいったってことだし。そういえば、どの作品を見たの？」

　リセはしばし押おし黙だまった後、「前ぜん言げん撤てつ回かい」と口を開いた。

「え」

「……いいよ、暗いままで。前は明るかったなんて、勝手なこといってごめん」

　なにも難しく考える必要はないさと、リセは自信を失いかけた自分を笑う。「自分がわからないなんて、そんなこといわないで。自分を削そぎ落としてきた？　大だい丈じよう夫ぶだよ」

「大だい丈じよう夫ぶって」

「暗くてもいいんだよ。それがいまのきみの本当の姿なら。それに、演技してるきみももうひとりの、本当のきみだと思う」

「でも、リセちゃんだって、お芝しば居いでもないのに他人に演技されたらイヤでしょ？」

「思わないよ。過去に演じたその役は捨てたってあおいちゃんはいったけど、紙クズみたいに捨てることなんて実際にはできないでしょ？　きっとそれはきみの中に残ってるはずだよ。瀬せ戸とあおいはぜんぜん空っぽじゃない。きみが気づいていないだけで、これまで積み重ねてきたものは、ちゃんときみになってるよ」

　だから、どうか自分に絶望しないでほしい。

「そんな風に考えたこと……なかった。じゃあ、このままでいいの？」

　あおいは少し言葉に詰つまった。「リセちゃんは、受け入れてくれる？」

「そのままでいいよ。おれは受け止める」

　リセはあおいの肩かたをつかむ。「たとえ演技だろうと、それはニセモノじゃない。おれが好きになったのはきみだ」

　成なり田た利とし生おが恋こいしたのは、目の前にいるこの娘こだ。彼かの女じよが自分をわからないというなら、おれも彼かの女じよのどこに心を奪うばわれたのか、うまく説明できない。けれどもそれは、言葉で表すことのできないものが、この世に存在することを意味している。もちろん彼かの女じよの中にもある。

　目をパチクリさせるあおいの顔が、リセの鼻先にあった。それが徐じよ々じよに、小骨が喉のどに引っかかったような、釈しやく然ぜんとしない表情に変わっていく。

「……好き？」

「ん？」

　もしかしておれ、いま、好きっていった？　オンナの姿のままで？

　そのとき、背後でカシャッという不ふ吉きつな音がした。

「そんなとこでなにしてんの？　ケンカ？」

　振ふり返かえると、角に先ほどのチャラ男がおり、スマートフォンを向けていた。

「なに勝手に写真、撮とってるんですか」リセはあおいの肩かたから手を離はなした。

「いま話題の、瀬せ戸とあおいちゃんだよね。白しら鳥とり亜あ蘭らんと不ふ倫りんしてた」

「瀬せ戸とあおいって、女優の？　ちがいますけど」

「またまたぁ。バッチリこの目で見たよ」

「なんでもいいけど、その写真、消去してください」

「イヤで～す」
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　チャラ男はふざけた声を発し、「有名人なら写真ぐらい撮とらせてよ。これぐらい有名税ってやつでしょ」といった。

「有名人じゃないんですけど」

　カシャカシャとシャッター音を鳴らしながらチャラ男は近づいてきて、ふたりの前に立った。

「有名人じゃないならそんなに気にすることなくね？　ネットに上げても誰だれも気にしないよね」

　リセはオトコを見上げ、「ネットに上げてどうするつもりですか」と訊たずねる。

「こんなところで瀬せ戸とあおいに会えたんだから、みんなに報告したいじゃん。つーか、きみもかわいいよね。もしかして芸能人？　あ、そうだ」

　言うが早いか、あおいの肩かたにチャラ男の腕うでが回された。「ほら、そっちのきみも入って。三人で自じ撮どりしようよ。ねえ、その帽ぼう子しとってくんない？　顔見せて」

　あおいの帽ぼう子しにチャラ男の手が触ふれる直前、サンダル履ばきのリセの足刀は一いつ閃せんし、チャラ男のスマホを跳はね飛とばした。

「うっわ！　……な、なにすんだ、コラッ！　てめえ！」

　激げつ昂こうするチャラ男はわざわざこちらに顔を詰つめ寄よってきてくれたので、そのアゴに肘ひじ打ちを叩たたき込こむ。ぐにゃりと身体からだから力が抜ぬけたようになり、オトコは仰あお向むけに寝ね転ころがった。オンナのときに空から手て技わざを披ひ露ろうするのは初めてだ。

「リセちゃん!?」

　チャラ男の気持ちよさそうな顔を見下ろして彼かの女じよは動どう揺ようするが、リセは急いでスマホを拾い上げると、まだ画面は生きていた。写真アプリを探して起動し、自分たちの写る画像を消す。

「たぶん、あのいかついオトコもわたしたちを探してる。あおいちゃん、逃にげよう」

「逃にげるって、どっちへ……？」

　辺りを見回す。いまいるのは、小道の入り組んだところだ。ナンパ男の方が地理に詳くわしそうだ。次に見つかれば、今度こそ逃にげられないかもしれない。

　どっちへ行こうか迷っていると、「おーい」とちいさな声がした。

「こっちだよ」

　ビルの陰かげから顔をのぞかせ、「早く早く」と手招きするのは、幼なじみの武たけ内うち小こ春はるだった。

「こ、小こ春はる？　なんでここに……」

「そいつの仲間は向こうを探してたよ。こっちの道なら大だい丈じよう夫ぶ。早く行こう」

　そういって歩きだした。




　タクシーが行ゆき交かう大通りに出ると、ふたりはホッと息を吐はいた。

「もう大だい丈じよう夫ぶでしょ」

　小こ春はるはリセを見た。「それにしても危なっかしいな。なんでわざわざ人通りの少ないところに行くのさ。ぼくがいなかったらどうなってたか……」

「小こ春はる、なんでこんなところに？」

「ずっとうしろにいたの気づかなかった？　トシが服屋を出たところを見かけて、おもしろそうだから後を尾つけてたんだ。喫きつ茶さ店てんでもとなりに座すわってたんだけど」

「……は？　マジで？」

　リセはまったく気づかなかった。「ていうか、なに目的の行動だ、それは。学校はどうした」

「夢中だったんだね……」

「え？」

「別にぃ。あと、学校は創立記念日で休みだから」

「へえ。ああ……そういえば、そうだったっけ」

　とはいってみたものの、リセは休校をまったく知らなかった。悲しい。

「で、なに買ったの？　見せてよ」

　小こ春はるはリセの手にある紙かみ袋ぶくろを奪うばいとり、中を漁あさった。「……へー。スカートとカットソー、それにワンピか。ぼくでもこんなの持ってないや。ふーん。女の子を楽しんでるようだね」

　ダボっとしたパンツを穿はき、キャップをかぶる小こ春はるの姿は、まるで男の子だ。彼かの女じよの冷ややかな目線に射られたリセは、「そういうわけでは……」と理解を求める。とはいえ、ここですべてを話すことはできない。

　ちらりと見ると、あおいは不思議そうな顔でこちらの会話をうかがっていた。

「あの、助けてくれてありがとうございます。えっと……」

「ぼく、武たけ内うち小こ春はるっていいます。瀬せ戸とあおいさんですよね。いつもテレビで見てます」

「あ、はい。ありがとうございます」

　あおいは控ひかえめに頭を下げた後、「あのぉ……トシっていうのは？」と視線をさまよわせる。

　ぎこちない笑えみの小こ春はるはしばらく沈ちん黙もくした後、「……まちがえました」と口を開いた。

「リセね、リセ。このとーってもスタイルのいい、かわいい女の子は鳴なる海みリセです」

　小こ春はるは背後からリセの両りよう肩かたに手を置いて嫌いや味みなことをいう。「ぼくはこの娘この幼なじみなんだ。中学時代はふたりで演劇部に入ってました。だよね、リセ」

　演劇部だと？　そんな事実はない。そもそも中学に演劇部などない。否定しようとしたリセの耳もとで、「助けてあげる」と小こ春はるはささやいた。

　素す直なおに信じたあおいは、「リセちゃん、演劇部に入ってたんだぁ」と感心したようにいう。

「さっきもあおいさんにセリフをいってたでしょ？　きみが好きだ、って。この娘こ、オトコっぽいから、ずっと男役まかされてて」

　リセは、ボッと顔から火を噴ふくのを感じた。小こ春はるに聞かれてたのか！

「あ……あれ、セリフだったの!?」

　驚おどろいた声をあげ、次にあおいは恥はずかしそうに顔を両手で覆おおった。「あははっ。やだ、わたし、リセちゃんから好きっていわれてドキドキしちゃった」

「女優として見て、リセの演技はどうでした？」

「すごく上じよう手ず！　本気にしちゃった。リセちゃん、すごいね。わたし、完全に飲まれてたよ」

　引きつった笑えみのリセは、「ああ、うん」と曖あい昧まいにうなずく他ほかない。勢いでしてしまった告白を聞かれていたのは、かなり恥はずかしい。

「盗ぬすみ聞ぎきなんて趣しゆ味みが悪いぞ」

　リセが小声で抗こう議ぎすると、なにに腹を立てているのか、小こ春はるはベッと舌を出した。

「じゃ、ぼくは帰るから」

「え、帰っちゃうの？」

　小こ春はるをあおいが引き止めた。「よかったら、一いつ緒しよにカラオケに行きませんか？」

「え、ぼくが？　でも……」

　帰っていいぞ、とあおいに見えないところで、しっしっと手で払はらう。こっちはふたりで過ごしたいんだ。それを見た小こ春はるはポカンとした顔から一転、意地悪そうな笑えみに変わり、「じゃあ行こうかな」とこたえてリセをがっくりさせた。

　結局、三人でカラオケに行き、リセはガルジョの唄うたをうたわされる羽目になったのである。




　カラオケを出て小こ春はると別れ、リセはあおいと一いつ緒しよにタクシーに乗のり込こんだ。

　アパートからすこし距きよ離りを置いたところでクルマを降り、ふたりで歩く。タクシーの運転手ほど口の軽い人間はいないという重しげ松まつの教えにより、自宅を知られないよう気をつけているのだ。

「小こ春はるちゃん、いい人だね。また会いたいな」

「あんなのでよければいつでも」

　小こ春はるとあおいはそれなりに打ち解けたようで、いつの間にかふたりが交かわす会話の中から敬語は抜ぬけきっていた。連れん絡らく先さきまで交こう換かんしていたぐらいだ。

　そのとき、「ちょっといいですか」という背後からの声にぎょっとした。

　声の主は、二十代後半といった感じの、白いポロシャツを着た女性だった。

　リセはとっさにあおいを隠かくすように立ち位置を変え、「なんですか？」と訊たずねる。

「週しゆう刊かん伝でん風ぷうの谷たに口ぐちという者です」

　女性は軽く会え釈しやくした。「ガールズ・ジョーカーの鳴なる海みリセさんですよね。お話がありまして」

　伝でん風ぷう！　週しゆう刊かん芸げい響きようと並ぶ、大手の週刊誌である。

　ちらりと背後を見ると、あおいは不安そうな顔を見せていた。

「帰ってください」

　リセはあおいの手を引き、アパートへ早足で向かう。もう、すぐそこだ。

「あ、あの、ちょっと待ってください！　ちがうんです！」

　谷たに口ぐちと名乗る女性はなおも食いさがるので、「事務所を通してください！」とリセはいう。もしもの場合にと、重しげ松まつらから教わっていた言葉だ。

　記者はすぐそこまで迫せまってきていたのか。すぐに次の行動を起こさなくてはいけない。

　不ふ倫りんなんていう悪評は、彼かの女じよには似合わないのだから。




　　　　　　　　　　　　　　　６




「週しゆう刊かん伝でん風ぷう？」

　みつきが驚おどろいた声を発した。「瀬せ戸とあおいを追ってきたの？」

　リセは「たぶん」とうなずくが、そういえばあの記者はあおいではなく、自分の名前を呼んだ。いったいどういうわけだろう？

　帰宅したリセはあおいと別れ、みつきと兎うさぎを部へ屋やに呼んでいた。

「白しら鳥とり亜あ蘭らんは報道をさっさと沈ちん静せい化かさせるために、ありもしない不ふ倫りんを認めたわけね。はた迷めい惑わくな……。でも彼かれを叩たたく声は少なくなってるわけだから、あながち間ま違ちがいでもないのかな。最近じゃ、なかなか報道を認めずに、炎えん上じようにガソリン注ぎ込こむタレントも多いし……」

「どうすればいいのぉ？　白しら鳥とりさんはぜったい謝罪文を取り下げてくれないよね」兎うさぎがいう。

「怒おこらせたからなぁ……」リセは肩かたを落とす。

　謝あやまれば取り下げてくれるとあちらさんがいうのであれば、リセは喜んで頭を下げる。あおいのためなら簡単だ。だがきっとその程度では済まないほど、白しら鳥とりは怒おこっているにちがいない。

「あれは向こうがいけないよ！　リセちゃんは悪くない。あたしを助けてくれたんだもん」

「そうはいっても、白しら鳥とりが不ふ倫りんを認めている以上……」

　不ふ倫りん相手だと報じられている、瀬せ戸とあおいの悪評は消えない。

　空気が重くなる中、「事務所の社長に会えばいいでしょ」とみつきがいった。

　リーダーの声に、ふたりは顔をあげる。

「え？」

「いい？　あの謝罪文だってそもそも社長との連名だったじゃない。フリーでもない限り、タレントが単独でコメントを発表するなんてできないわよ。白しら鳥とり亜あ蘭らんがダメなら、その上の人間に話を振ふってみたら？　あそこの社長、大おお熊くま八や千ち代よに」

　どこかで聞いた名前だとしばし考え、思いだす。沖おき縄なわでカメラマンの館たて林ばやしから聞いた名だ。

「どうやって社長さんに会うのぉ？　会社に行ったら会わせてくれるのかな？」

　兎うさぎの言葉に、「そういえば、病院に通ってるとか……」とリセは記き憶おくを引きだした。

「なんだ、知ってるの」

「ちょっと耳にした程度だけど。でも、どこの病院かまでは……」

「讃さん理り華か病びよう院いんよ。毎日、朝一番に通ってるわ」

「なんでそんなこと知ってるのぉ？」兎うさぎは首をかしげる。

「伊い倉くらたちが話してるのを学校で聞いたの」

　なにか妙みようだな、とリセは思い、「通ってる時間帯まで？」と訊たずねる。

「……あたしも実際に何度か見たのよ。業界じゃ、いまも顔は知られてるし」

「みったん、病院になにしに行ってるの？」

　途と端たんに彼かの女じよは歯切れ悪くなった。

「ちょっと、不安感を抑おさえるような……。ストレスに効くって聞いて」

「まさかみつき、過呼吸を抑おさえるため、向精神薬を……？」

　薬くすり漬づけのアイドルという新たな地平線を垣かい間ま見みて、リセは震ふるえ上あがりそうになった。

「漢方薬よ！　緊きん張ちようを和やわらげるのがあるっていうから、ちょっと試ためしてみようと思ったの！」

　みつきは憤ふん慨がいする。「なんか文句あんのぉ？」

　リセはほほ笑えんで首を振ふった。

「ないよ。ありがとう、みつき。協力してくれて」

「フン！　あんたたちの要領の悪さが目に余っただけよ」

　意地悪をいうが、まんざらでもなさそうなみつきの態度だった。




　ふたりがそれぞれの部へ屋やに帰ると、入いれ替かわりに眠ねむ気けが訪おとずれた。きょうは早朝に起き床しようして散歩、買い物、ナンパ男たちからの逃とう走そうを経てカラオケにまでいった。小こ春はるとあおいが仲よくなったのも、うれしい出来事だ。満足感でいっぱいである。

　歯を磨みがきながらリセが一日を振ふり返かえっていると、インターホンが鳴る。時刻は十一時だ。

「どうしたの、あおいちゃん」

　ドアを開けると、タオル地の部へ屋や着ぎに身を包む瀬せ戸とあおいが、ぎこちない笑えみで「リセちゃん、きょうはありがとね」といった。

「すっごく楽しかった。よかったら、また遊んでほしいな」

　こちらとしてもドンと来いであるが、様子が変だ。

「なにかあった？」

「その、リセちゃんに、おねがいがあって……」

「おねがい？」

　なにかを伝えようとくちびるは動くが、なにも出てこない。しばらく待っていると、次し第だいに彼かの女じよの表情は暗くなり、ボソボソと言葉をつむぎだした。

「きょう一日中、わたしなんかと遊んでくれたのにまだこれ以上あるのかよって、どのツラ下げてって感じでホントにこんなこと頼たのむのもそもそも申し訳なくて、子供じゃないんだからっていわれるとその通りなんだけど、頼たよれる人がリセちゃんしかいないので図ずう々ずうしいのは承知してるからイヤだったら断ってくれて構わないんだけれど、かえって気を使わせることにもなりかねないから、それも含ふくめて先に謝あやまらせてほしいんだけど……」

「……あおいちゃん、ちょっと落ち着いて。深く息を吸って、吐はいて。自分を取とり戻もどして」

　いわれた通りにして呼吸を取とり戻もどした彼かの女じよはこういった。

「わたしと寝ねてくれない？」

　彼かの女じよの言葉を理解するまで、リセの脳はたくさんの時間を要した。

「えぇっ!?　むぐっ──」

「しーっ！　兎うさぎちゃんとみつきちゃんが起きちゃう」

　あおいはリセの口を両手で押おさえて廊ろう下かに目をやるが、幸いにも誰だれか出てくる気け配はいはない。「急にこんなこといってごめんね。その、実はわたし、例の報道があってからあんまり寝ねれてなくて、すごく困ってて……。もしかしたら人の気け配はいがあれば眠ねむれるんじゃないかと」

「む、ムリムリムリムリ！」

　リセは反はん射しや的てきに首を振ふる。倫りん理り的てきに許されるものではない。「ダメだよ、そんなの！」

　愕がく然ぜんとした彼かの女じよの瞳ひとみはじわりと潤うるみ、次の瞬しゆん間かん、ダムが決けつ壊かいするみたいにドバッと涙なみだがあふれてきた。

「ごめん、そうだよね……。わたしなんかと一いつ緒しよに……迷めい惑わくだよね……リセちゃんならきっとって思ったんだけど、急にこんな、ごめ、ごめんねぇ……」

　さめざめと泣きながら去りゆくあおいの背中を見ると、罪悪感に胸が痛んだ。

「わ、わたし、寝ね言ごとがうるさいんだけど、もし……それでもいいなら……」

　あおいはピタリと足を止めた。

「……それを気にしてたの？　わたし、そんなのぜんっぜん構わないよ」

　振ふり向むいた彼かの女じよは、その瞳ひとみを輝かがやかせた。「リセちゃんがいてくれるだけでいいの」

　兎うさぎの言葉でいうなら、仏ぶつ罰ばつが下るほどの悪行かもしれないが、あれだけ泣かれたら頼たのみを断ることなどできるはずがない。

　そんなわけで、リセは彼かの女じよの部へ屋やへそろそろと移動することになった。

「リセちゃん、こっちにどうぞ」

　ベッドの奥側に座すわったあおいが、空けた手前をポンポンと叩たたくので、リセは目を疑った。

「いや、わたしは床ゆかでいいんだけど……」

「なにいってるの。お客さまを床ゆかで寝ねかすわけにはいかないわ。ほら、これはセミダブルだけど、わたしたちふたりなら寝ねられる大きさよ」

　ベッドと瀬せ戸とあおいという、魅み惑わく的てきなふたつの要素がひとつに組みあわさっている。ゴクリとリセの喉のどが鳴った。こういうのはなんて表現したらいい？　毒を食らわば皿までか。据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじか。ぎくしゃくしながらベッドの上にちょこんと座すわると、あおいに肩かたを押おされ、されるがままに横たわる。後頭部が枕まくらに沈しずんだとき、嗅かいだことのない甘かん美びな香かおりが鼻をくすぐったので、リセはあやうく成じよう仏ぶつするところだった。

　リモコンで明かりを消したあおいが仰あお向むけに横たわると、耳もとで、「ほらね、ふたりでも寝ねられる」と彼かの女じよの声がした。

「ああ、やっぱり人がいるとちがう。すごく安心する……」

「そ、そう？　お役に立てたのならナニヨリデ」

　兎うさぎから真言を教わっておけばよかったとリセは考えていたが、ふと思いだした。「そういえば、今け朝さいってた人のことだけど……どんな人だったの？」

「うん？　わたしのこと知らなかったって人の話？　男の子だよ。わたしたちと同い年だね。でも、もう会ってないの」

　この一年間、知りたかったことを知る機会がついに訪おとずれた。

「……どうして会ってないの？」

「マスコミの人にバレちゃったの。……ほら、あっちは男の子じゃない？　つきあってると思われちゃって、それが報道されそうになって」

　あおいは困ったようにいった。「でもね、その報道は世の中に出る前に止めてもらったよ。相手は一いつ般ぱんの人だってこと向こうもわかってくれたし、つきあってないこともちゃんと説明したし。わたしとあの子が未成年だってこともあったのかな。そんなわけでわたしは事務所に怒おこられて、お母かあさんとケンカして、それがきっかけで独り立ちすることになって」

「そ、そんな……」

　自分の知らないところで、そんなひどいことになってたなんて……。

「あ、別にお母かあさんと仲が悪くなったとかってことはないよ。ただ、もう高校生だし、自分でやろうって決意して、お母かあさんには退いてもらったの」

「……その男の子は？」

　リセが訊たずねると、首を振ふる彼かの女じよの気け配はいがあった。

「どういえばいいかわからなかったから、なにもいわずに引ひっ越こした。びっくりするじゃない？　急に、実はわたしは女優でした、なんていわれても。それに」

「……それに？」

「なんていうのかな。わたしは、あの子の前では、ふつうの人でありたかったんだ」

　あおいの声がとろんとしてきた。「昼間、わたしは自分がわからないっていったでしょ？　不思議なんだけど、あの男の子の前では……本来の自分だったと思うの。少しも演技してない、素の自分。明るい、昔からいる自分……」

「そう、だったんだ」

「……わたしがいなくなって、どう思ったかな。もう、忘れちゃってると……思うけど」

　すこし開けた窓から、夜を走るバイクやトラックの音がした。

「そんなことない。……ちゃんと覚えてるよ。いつも思いだしてる」

　リセはいうが返事はなく、代わりにちいさな寝ね息いきが聞こえてきた。

　薄うす闇やみの中、頭をもたげると、すぐとなりに安らかな寝ね顔がおがあった。ひたすら美しく、無む垢くな寝ね顔がおだ。この世のすべての悪意から守ってあげたいという気持ちが生まれる。

「演劇部なんかじゃないんだよ。あの頃ころから、きみが好きなんだ。ずっと」

　やはり返事はなかった。

　リセは下した唇くちびるを嚙かみ、はらわたが煮にえくり返かえるような怒いかりを必死にこらえていた。自分はすでに、彼かの女じよに一度、大きな迷めい惑わくをかけていたのか……。そして助けられていたのだ。それを知らずにのうのうときょうまで生きてきた。そんな自分が許せない。

　だから次は、おれがこの娘こを助ける番だ。
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　築つき地じにある、讃さん理り華か病びよう院いんという大規模な総合病院の前に、鳴なる海みリセは潜ひそむ。

　変身を解いてオトコとして行くべきかとも考えたが、チェイプロ所属の白しら鳥とりと起こした事件を思いだしてやめた。最後にオトコに戻もどったのは何日前だったかなと考えていると、来た。あらかじめ顔を調べていたから、すぐにわかった。大おお熊くま八や千ち代よだ。幸いにも、ひとりである。

「大おお熊くまさん！」

　敷しき地ちに入ったところを呼び止めると、振ふり返かえった大おお熊くまは値ね踏ぶみするような目でリセを見た。

「どちらさま？　なにか御ご用ようかしら」

　年は五十六歳さい。高級そうなバッグをさげた恰かつ幅ぷくのいい女性だ。つりあがった目は迫はく力りよくをたずさえており、きつそうな性格を思わせる。

「わたし、アジャリ所属の鳴なる海みリセといいます。ガールズ・ジョーカーというグループの……」

「……ああ、存じてますよ。たしか三人組の」

　思い当たったように、大おお熊くまはうなずく。「わたくしに会いに来なすったの？」

　門もん前ぜん払ばらいされるかもと不安だったが、悪くない感かん触しよくに思える。

「白しら鳥とりさんと瀬せ戸とさんの不ふ倫りん報道についてお話ししたいことがあるんです」

　すると大おお熊くまは顔をしかめ、「どんな？」と訊きいた。

「ふたりは交際なんてしてないんです。瀬せ戸とさんは否定していますし、そんなことをする娘こじゃないんです。ですから、謝罪を取り下げてください」

「……そういわれてもねぇ。白しら鳥とりは認めてるもの」

「あの人はきっと、早めに謝罪した方が楽だったから、そうしただけなんだと思います」

　大おお熊くまはリセの言葉を聞き、「楽、ねぇ……」と考かんがえ込こむようにいう。

「おねがいです。撤てつ回かいしてもらえれば、お互たがいにとって損はないはずです」

　まるであくどいことを企たくらんでいるかのようなセリフになってしまった。だが仕方ない。本当は、超ちよう迷めい惑わくなトラブル対処法ですよといいたかったぐらいだが、そこはリセも言葉を選んだ。

「あんた、ふざけんじゃないわよ」

「……え？」

　ドスのきいた声に、思わずたじろいだ。

「白しら鳥とりがわたくしにウソをついてると？　しかも一度だした謝罪文を撤てつ回かいぃ？」

　豹ひよう変へんした大おお熊くまはとてつもない剣けん幕まくで責め立てる。「あんたはあのムスメの友達かなにかなのかしら？　こっちはすでに謝あやまってカタつけようとしてるってのに、まだ認めようとしないなんて、往おう生じよう際ぎわが悪いにもほどがあるね」

「い、いえ……ですから、つきあってなんていないんですよ。なにも難しい話では……」

　あわあわしながらリセは必死に説明を続けるが、大おお熊くまの勢いはそれをねじ伏ふせた。

「だまりなっ!!」

　空気が震ふるえ、リセの口がぴたりと止まった。

「わたしに意見しようなんて百万年早いよ！」

　大おお熊くまはくるりと背中を向け、病院へと歩きだす。

　リセはその背中をぼう然と見送るしかなかった。わけがわからない。瀬せ戸とあおいが否定しているのだから、白しら鳥とり側も否定すればそれで済む話ではないか。歓かん迎げいされこそすれ、激げき怒どされる筋合いはないはず。

　なんで白しら鳥とりのウソがまかり通るんだ。おかしいだろ、芸能界。






[image: 第三章]










　　　　　　　　　　　　　　　１




　事務所に呼びつけられた鳴なる海みリセは社長にカミナリを落とされた。

「タレントが他ほかの事務所社長に直じか談だん判ぱんなんて、聞いたことないわっ!!」

　大おお熊くまからクレームが入ったのだろう。重しげ松まつの怒いかりは、ふだんのとぼけたおっさんからは想像できないほどであった。もう一時間も叱しかられ続けているような気がリセにはしていたが、壁かべ掛かけ時ど計けいによると十分も経たっていないらしい。

「あ、痛っ！　いたたたたたた……」

　顔を上げると重しげ松まつが腹を押さえていたので、「食べすぎですよ」とリセはいった。

「ストレス性の胃痛だよ！　成なり田た利とし生おだけじゃなく、鳴なる海みリセにもクレームが来るとはな！　どんなトラブルメーカーだ！」

「クレームなんて、そんな気にすることあります？　放っておけばいいでしょう」

「アホか！　あちらさんは番組制作もしてるんだぞ！　どういう意味かわかるか？　人気番組にうちのタレントを今こん後ご一いつ切さい、出させないようにだってできるってことだ。そうでなくても、共演ＮＧに指定されることだってありえる。この業界はなぁ、横のつながりがなによりも大事なんだ。わかったか、このバカ！」

　また怒おこられた。形だけでも反省した態度を見せていると、横に立つ小お田だが口を開いた。

「タレントはイメージの奴ど隷れいなんだよ」

「……奴ど隷れい？」

「事務所は売りだそうとするタレントに、まずはイメージを作ることから考え始めるものさ。透とう明めい感かんがあるとか、オネエとか、演技派とか、おバカとか、ご意見番とか、関西弁とか。そのタレントが持つ個性を特とく徴ちようとしてキャラを作り、イメージを世間に植えつけるんだよ」

「なんの話？」

「瀬せ戸とあおいはイメージを損そこなったから叩たたかれているんだ。オトコがいたからじゃない」

　そう話すのは、痛みをこらえる重しげ松まつだ。「彼かの女じよは子役上がりという親しまれる経歴と実力派という印象、そして愛くるしさがある。透すき通とおるような清潔感のあるイメージも、一いつ般ぱん人じんは持っていたはずだ。なのに、あの不ふ倫りん報道だよ」

「ですから、彼かの女じよは不ふ倫りんなんてしてませんって！」

「だとしても、イメージは崩くずれた。イメージが崩くずれると一いつ般ぱん人じんはなにも損してないのに、裏切られたように感じる。裏切られると人は怒おこるから、裏切った人間を叩たたく。これを挽ばん回かいするのはとても難しい。しかし、それをきみが手て伝つだうのはなぜだ？　彼かの女じよに頼たのまれたのか？」

「まさか。自分でやってるんですよ」

　重しげ松まつがなにかいいかけたとき、背後のドアが開いて、みつきと兎うさぎが顔を見せた。

「あら、リセ。先に来てたの」

　みつきがとなりに立った。「社長、きょうはなんですか？」

　胃のあたりをさすりながら重しげ松まつはのっそりと立ち上がり、背中を向けて窓の外に目をやる。

「瀬せ戸とあおいくんが秋の連ドラを降ろされるかもしれない」

「えぇっ!?」

　三人が一いつ斉せいに驚おどろき、「ど、どういうことですか？」とリセが慌あわてて問う。

「チェイプロから圧力がかかってるという話だ」

　重しげ松まつはいう。「テレビ局に、瀬せ戸とあおいを出演させるならうちのタレントを出さない、と迫せまっているらしい。リセにはさっきもいっただろう。あの事務所は、そういうことができるのさ」

「そんな勝手なこと許されるんですか？　あの娘こは有名女優ですよ」とリセはいう。

「そりゃ無む茶ちやな要求ではあるよ。けども、瀬せ戸とあおい自体のイメージが悪くなってるいまなら、通ってもおかしくない。チェイプロには有名なタレントが多いしね、ティアプリとか。それに、ドラマに余計なイメージを持もち込こまれたら、制作サイドも困るんだろう。よくある話だ」

　あまりにも横暴すぎる。うろたえるリセに、「問題はここからだ」と社長はさらにいう。

「きみたちの新曲を主題歌にしてもらう話、あれもなくなるかも……」

　重しげ松まつは涙なみだ声ごえになった。「そもそもが凡ぼん場ば企き画かくとの業務提てい携けいだ。瀬せ戸とあおいのバーターだったわけだし、彼かの女じよが降ろされれば、ガルジョの新曲を採用する義理も……なくなる」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　みつきが声を張り上げた。「じゃ、じゃあ、あたしの出演は……？」

　出演？　リセが疑問に思っていると、重しげ松まつはうなずき、「当然、なくなるだろう」とこたえた。

「非常にまずいんだよ」

　小お田だが腕うでを組む。「せっかくブーストかけてガルジョを売りだそうっていう時期に……」

「そんな……あたしの役が……」

　水を打ったような静せい寂じやくがやってきた。

　かなりまずい事態にあることは、リセにもわかった。当初の目的である、白しら鳥とりとの不ふ倫りん報道の撤てつ回かいはいまだ叶かなわない。それに関連し、瀬せ戸とあおいの連ドラ主演の話がなくなるかもしれない。さらにガルジョが主題歌をうたうという話も……。

　ふいに、プヒッ！　とどこからか音がした。

「……ヒッ、ヒッ、ヒーッ！　ヒーッ！　ヒーッ！」

　ひざから崩くずれ落おちたみつきは、首をかきむしるような仕し草ぐさを見せ、白目をむく。

「あ、みったんがショックから過呼吸に！」

　兎うさぎは彼かの女じよの背中をさすり、右手で片かた合がつ掌しようを作った。「オン・アボキャ・ベイロシャノウ・マカボダラ・マニ・ハンドマ・ジンバラ・ハラバリタヤ・ウン。オン・アボキャ……」

　重しげ松まつも小お田だもリセも、なにもできずにただただその光景を見守るしかない。

　この日の兎うさぎの真言は、ずいぶんと長くなった。




　　　　　　　　　　　　　　　２




「干す」という言葉が芸能界では時おりささやかれる。全方位的にそのタレントに仕事を与あたえない、という意味だ。

　では、そのタレントを干すか否いなかを誰だれが決めるのか。これはもう「空気」としかいいようがない、と重しげ松まつは話す。「わがままが過ぎるタレントはスタッフから嫌きらわれるし、大物から共演ＮＧに指定されればウワサとなって敬遠されるし、ヤバいクスリに手を出してる疑ぎ惑わくが出ればもちろん……。理由はいろいろだ」というわけだ。

　つまり、特定のタレントを干すスイッチを誰だれかがにぎっているわけではなく、芸能界に流れる空気を読み、ほぼ同時に「起用するのは控ひかえよう」という決定が業界全土で下されるのだ。

　チェイプロから目をつけられた瀬せ戸とあおいは、いままさに干されようとしていた。

「ねえ、ふたりとも元気出して！　あおいちゃんの出演の件はまだわからないよ～」

　事務所から戻もどってきてから、みつきとリセは死んだようになっていたが、兎うさぎはそれをなんとか励はげまそうと躍やつ起きだ。「みったんもきっと出演できるって！　ゲスト出演ってすごいね」

　リーダーであるみつきは、主題歌起用という背景から、例の連ドラにちょい役で出演する段取りになっていたらしい。彼かの女じよはそれにずいぶん意い気き込ごんでいたというが、立ち消えになりかけの現状に絶望し、いまは体育座ずわりでちいさくなっている。

「リセちゃんも怒おこられて怖こわかったよねぇ。よしよし」

　あぐらをかいて肩かたを落とすリセの頭を、兎うさぎは撫なでた。

　社長に怒おこられたから落おち込こんでいると兎うさぎは思っているようだが、リセは自分が下へ手たに大おお熊くま八や千ち代よに接せつ触しよくしたから、瀬せ戸とあおいへの圧力が強まったのかもしれないと考えていた。これは嫌いやがらせだ。あのオバサン、性格かなり悪そうだったし。

　つまり自分のやっていることは、すべて裏目に出てしまっているということだ。それが悔くやしいし、なにより彼かの女じよに申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「よーし、こうなったら……」

　兎うさぎはバタバタと足音を立てて出ていった。愛あい想そを尽つかして自分の部へ屋やに帰ったのかと思っていたら、彼かの女じよはすぐに戻もどってきた。「さあ！　ふたりとも出かける準備して！」

　兎うさぎは、編あみ込こみのかごバッグを手にしていた。どういうわけか、バスタオルがそこから顔をのぞかせている。

「お風ふ呂ろにいこう！　近くに銭湯があるんだよ。知らなかったでしょ」

　リセは耳を疑う。セントウ？

　それまで沈ちん黙もくしていたみつきが、「こうしててもなんの意味もないか」とぽつり。

　予想外の展開に慌あわてて、「わ、わたしは行かない」とリセは首を振ふる。

「なにいってんの。いいじゃない、たまには」

「そうだよぉ、リセちゃん。裸はだかのつきあいだよ！　いいじゃんいいじゃん」

　なにひとつとしてよくない！




「実はいままでこっそりひとりで行ってたんだぁ」

　都心の片かた隅すみにたたずむレトロな銭湯を目の前にしても、リセは実感がわかなかった。

「さあ、入ろっ」

　兎うさぎに手を引かれて踏ふみ入いれた脱だつ衣い所じよは、あまり混んではいなかった。とはいえ、禁断の領域だ。裸はだかの女性たちが周囲にいるという事実は、リセの身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　なるべくなにも見ないようにしようと考え、ロッカーとにらめっこしていると、そんなリセにみつきがいう。

「あんた、もしかして裸はだか見せるのが恥はずかしいの？　グラビアやってるのに」

「そ、そういうわけじゃ──わぁっ！」

「なによ」

　長い髪かみをヘアクリップで留めるみつきは、すでに一糸まとわぬ姿となっていた。なんと脱ぬぎっぷりのいいことか。あたふたしながら視線を反対側へ回すと、こちらにも裸はだかになった兎うさぎがおり、「早く脱ぬぎなよぉ」と涙なみだ目めになったリセの服を脱ぬがせようとしてくる。

　衣い装しように着き替がえる際などに下着姿が視界に映り込こむことはあったが、布一枚の差はでかすぎる。

　やっとのことで浴場に降り立ったリセは、なるべく視線を下げてかけ湯をし、さっさと湯舟へ向かう。ほうれん草を湯通しするみたいに、サッと入ってサッと出ればいいのだ。

　けれども、みつきと兎うさぎがそれに続いたため、結局、ガルジョの三人はリセを真ん中に置いて、横一列で入浴する形になってしまった。

　壁かべに背を向け、浴場全体が見み渡わたせる位置だ。こんなことあってはならない、とリセは自責の念にかられていた。自分の身体からだはもう見慣れてしまったが、他人のはまったく別の話だ。

「あー、いい湯ね」すぐとなりでみつきがいう。

「……そうだね」とリセはこたえた。すでにのぼせかけている。

「来てよかったでしょぉ」

　兎うさぎは満足げである。「穴場だよ～、ここは。あははん」

　街の人間に長く愛される、古きよき銭湯といった感じだ。知名度の問題だろうけども、アイドル三人がそろっているのに気づかれる気け配はいがないのもいい。

　湯舟に深く身体からだを沈めるリセの右どなりで、みつきが口を開いた。

「あんたたちに謝あやまらなくちゃね。出演のこと、黙だまっててごめん」

　左どなりの兎うさぎが、リセ越ごしにみつきを見る。

「えー、なんで謝あやまるのー？」

「あたしね、いずれは役者に戻もどろうと思ってるの」

　みつきの告白を受け、「ガルジョ、やめるの？」と兎うさぎは緊きん張ちよう感かんのある声を発した。

「まさか。まだ始まったばかりじゃない。とことんやるわよ！」

　みつきは首を振ふる。「でもアイドルっていつまでもやっていけるわけじゃないでしょ。だから将来のために、ちょくちょくドラマとかに出演して……。そのためにオーディションも受けていこうって思ってる」

　兎うさぎが、リセとみつきの前へ滑すべるようにして移動してきた。あごを水面につけた三人は、顔を突つきあわせる。

「あたしはずっとうたってたいなぁ。ずっと三人でガルジョやってたい」

「兎うさぎは唄うたよね。歌唱の道へ行くといいわ。でもね、ガルジョがどこまで続くかは誰だれにもわからないけど……この業界にずっとは存在しないの。気づいたら形が変わってるものだから」

　顔の下半分を湯に埋うずめた兎うさぎは、「むー」といいながらゴボゴボ泡あわを立てる。

「けど、こんな話、時じ期き尚しよう早そうってやつよ」

　みつきは湯舟から手を出し、こぶしをつくった。「ガルジョが有名にならない限り、転身なんて考えても意味ないの。ここであたしたちの知名度を上げないと。だからいまはトップアイドルを目指すのよ」

　兎うさぎが顔を明るくした。

「トップアイドル！」

「そうよ。リセもわかってる？　……リセ、聞いてんの？」

「え？　あ、うん……」

　リセは生返事だ。ふたりの鎖さ骨こつにうっすらとたまる水に見とれていた。

「なによその返事。わかってんの？」

「お、おう」

　そのとき、肩かたまで浸つかっていた兎うさぎが、バシャッ！　と水を散らして立ち上がった。

　ひゃあああああああっ!!

「よし、がんばろうっ！」

　湯舟に立つ兎うさぎは、こぶしをにぎった。笑えみを浮うかべて。

　それを見上げる位置に座すわるリセは、下アゴが胸につきそうなほど口をあんぐりと開いていた。

「そうね！」

　続けてみつきも立ち上がったため、ふたりの生まれたままの姿をモロに映すリセの目玉は、ついに飛びだしかけた。

　とにかく座すわれとリセはいいたかったが、口はパクパクと動くばかりで舌が回らない。目の前に広がったとんでもない絶景に気を失いそうになりつつも、視線だけは外せなかった。
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「いつものやるわよ。よし、リセも立ちなさい」

　ふらふらと立ち上がったリセを巻まき込こみ、三人は裸はだかで円えん陣じんを組むことに。

「ガルジョ、ファイトー」

　みつきの音おん頭どに、「おーっ！」と兎うさぎはこたえる。ライブ開演前に行う、お決まりの儀ぎ式しきだ。

「お、おぉ……」

　まばらにいる他ほかの客は、いったい何事かと奇き妙みような少女たちを遠巻きに眺ながめていた。




「リセ、あんたダイジョブ？　のぼせた？」

　夜道でみつきに問われ、「だいじょぶだいじょぶ」とこたえたリセは、ふらつく足どりでアパートを目指す。あんなもの見せられたらのぼせもするわ。

　だが、いまはとにかく恥はずかしくて、申し訳なくて、みつきと兎うさぎの顔を直視できない。さっさと自分の部へ屋やに帰りたかったのだが、そのとき、「こんばんは」と後方から声がした。

「三人でお出かけなんて、仲がいいのね」

「あ」

　振ふり返かえった先に立つ黒い影かげは、先日、姿を見せた週しゆう刊かん伝でん風ぷうの若い女性記者であった。

「谷たに口ぐちです」

　その視線がリセを向いていることに気づいたみつきは、「誰だれ？」と訊たずねる。

「……伝でん風ぷうの記者だよ」

　みつきと兎うさぎに警けい戒かいする気け配はいがあった。こと日常生活においては、記者はタレントの敵である。こいつらさえいなければ、瀬せ戸とあおいもトラブルに巻まき込こまれなかったのだ。

　しかし、谷たに口ぐちは両手を胸の前で合わせた。

「おねがい！　そんなに警けい戒かいしないで。白しら鳥とり亜あ蘭らんのことについてあなたたちと話したいの」

　リセは用心しつつも興味を持ち、「……白しら鳥とりの？　どういうことですか」と訊たずねた。

「白しら鳥とり亜あ蘭らんと瀬せ戸とあおいは、本当は交際してない……でしょ？」

　三人が驚おどろく顔を見せたのがおかしかったようで、谷たに口ぐちはプッと噴ふきだすように笑った。笑え顔がおを目にし、なかなかの美人であることにリセは気づいた。記者には見えない。

「なぜそんなウソをついているのか、その理由を探さぐっているの」

　そして、わたしと協力しない？　と谷たに口ぐちは首をかしげた。




　谷たに口ぐちを部へ屋やに招き入れることに、みつきは猛もう烈れつな拒きよ否ひ感かんを示した。

「ありえないわ。記者なんて信用できないんだから」

「といったって、こんな時間にその辺で話すわけにはいかないし」

　リセはみつきをなだめる。「それに、わたしはあおいちゃんのことを助けたい。でもなにもできていない。正直、藁わらにもすがりたい気分だよ」

　先日、みつきと兎うさぎが買ってきてくれたジュースを注ぎ、コップを差しだすと、「タレントの部へ屋やに入るのなんて初めて」と谷たに口ぐちは感激するようにいった。

「でもわたしもグラビアアイドルだったのよ。知らない？　谷たに口ぐち麻ま耶やって。七年ぐらい前まで深夜バラエティとかにも出てたんだけど」

「タレントから記者になったの!?」とみつきが驚おどろく。

「そうよ～。なかなかいないわよねぇ」

　谷たに口ぐちはころころと笑うが、次し第だいに声を落とした。「ていうか、知らないのね……。そうよね。七年前ってあなたたち、小学生だもんね……。あーあ、歳としなんてとるもんじゃないわ」

　腰こしを下ろしたリセは、「不ふ倫りんのこと調べてるって、どこで知ったんですか」と本題に入る。

「確かにわたしたちは、あの報道はウソだと考えてますけど」

「あなたよ、あなた。鳴なる海みリセちゃん。白しら鳥とり亜あ蘭らんに突とつ撃げきしたんでしょ？　あのオトコ、いろんな現場であなたの悪口いってるみたいよ。しかも、チェイプロの大おお熊くまにも会ったんですって？　あのおばさんも、カンッカンよ」

　そんなウワサになっているとは思いもしなかった。

「谷たに口ぐちさんは、どうして白しら鳥とりと瀬せ戸とさんが交際してないって知ってるんですか？」

「白しら鳥とりと不ふ倫りんしてたのは、ティアプリの伊い倉くらだからよ」

　ガタン、と机を揺ゆらしたのはみつきだった。

　コップからジュースがこぼれたのも気づかない様子で、谷たに口ぐちを見る。そのふたつの瞳ひとみは、続きをさっさと話せ、といっていた。

「芸能担当の記者って、ぐうぜん芸能人を見かけることが多いんだけど、なんでかわかる？　答えは芸能人に詳くわしいから。ふと視界に入っただけで気づけるのよ、変装しててもね。わたし、白しら鳥とりが運転する車の助手席に伊い倉くらが乗っているのを見かけたことがあるのよ、それも二度」

「それだけで不ふ倫りんと？」とリセ。

「以前からウワサはあったの。タレコミも少し。けど信しん憑ぴよう性せいが低くて、誰だれも追ってなかったと思う。そんな中、ぐうぜんドライブを目もく撃げきしたのよ。出だし抜ぬかれたくないから同どう僚りようにはいってないけどね。だから、わたしだけの持ちネタだったはずなの」

　谷たに口ぐちは続ける。「そしたら瀬せ戸とあおいさんとの不ふ倫りん報道よ。びっくりしたわ。最初に聞いたときは、トバシだと思ったもの」

「トバシ？」

「飛ばし記事。憶おく測そくだけで書いた見切り発車の記事ってこと。でも白しら鳥とり本人が認めたっていうから、さらに驚おどろいたわ。白しら鳥とり亜あ蘭らんにハリウッド映画出演のオファーがあるって聞いてるし」

「ハリウッド!?」

　声をそろえて驚おどろく三人に、谷たに口ぐちはうなずく。

「若い日本人のオトコにやってもらいたい役があるんですって。彼かれは英語も話せるでしょ。そんないいオファーが舞まい込こみそうなときに、なんでわざわざ不ふ倫りんを認めるのって思うじゃない」

　明あ日すをも知れぬ売りだし中のアイドルには途と方ほうもない話で、やや現実感に欠ける。

「ハリウッドのオファーってことは、やっぱりギャラはすごいんですか」

「あちらでの実績がない人間だから、ギャラはたいしたことないはずよ。すごくシビアなの。三百万もいかないんじゃない？」

「それは、安いですね……」

　拘こう束そく時間十五分で二百万をとっていく、ある大おお御ご所しよ芸人の存在をリセは聞いたことがある。日本ですらそうなのに、アメリカの映画で三百万というのはあまりにも安く思えた。

「白しら鳥とり亜あ蘭らんとチェイプロがほしいのは、ハリウッド出演俳優っていう肩かた書がきだからいいのよ。それを使って後から儲もうけるんだから」

　身みも蓋ふたもないことを谷たに口ぐちはいう。「でも、不ふ倫りん報道なんて出たら、下へ手たすりゃ話はなくなるわよ。まあ、いまのところオファーは生きてるみたいだけど、ずいぶん危ない橋を渡わたるなぁと」

「オファーがなくなることって、あるものなんですか？」

「そりゃありえるわよ。不ふ倫りんに限らず、問題を起こす人間を起用したくないでしょ」

　あのオトコがハリウッドに進出とは恐おそれ入いった。けど、そんな大きな話が舞まい込こんでいるときに、認める必要のない不ふ倫りんをあっさり認めるというのは、妙みような行動に思える。

「そしたらあなたたちが瀬せ戸とあおいの無罪を訴うつたえているって聞いて、興味を持ったの。最終目的はちがうかもしれないけど、協力できることもあるんじゃないかしら？」

　事情はわかった。

「あなたの目的って？」とリセは確かめる。

「ずばり、チェイプロの大おお熊くまに復ふく讐しゆうすることよ」

　谷たに口ぐちの言葉に、ガルジョの三人は顔を見合わせた。穏おだやかではない単語である。

　みつきが「復ふく讐しゆうってどういうこと？」と訊きくと、谷たに口ぐちは恥はずかしそうに笑った。

「わたし、昔、チェイプロの俳優とつきあってたの。しつこく言い寄られて、仕方なく。そしたらあのおばさん、激げき怒どしちゃってさ。わたしを業界から追いだそうとしたのよ。ただのグラビアアイドルには抵てい抗こうする術すべなんかあるわけもなく、そのまま業界をドロップアウト。ちょっとした縁えんで週刊誌の記者になっていまに至るってわけ。だからチェイプロに不利な記事は徹てつ底てい的てきに書いてやろうと思ってるの。今回の白しら鳥とりの謝罪文がウソだと証明できれば、大おお熊くま八や千ち代よにひと泡あわ吹ふかせてやれるもの」

　なかなか壮そう絶ぜつな体験談だったが、すでに克こく服ふくしているのか、谷たに口ぐちはあっけらかんとしている。

　こっちの目的は瀬せ戸とあおいの無罪を証明することだ。谷たに口ぐちは芸能界の先せん輩ぱいでもあり、いまは報道の世界の住人である。力を借りない手はない。

　ふと見ると、みつきの目がメラメラと燃えていた。

「谷たに口ぐちさん、協力を受け入れるわ！」

「おぉ、ありがとう。がんばろうね」

　ふたりはがっしりと握あく手しゆを交かわす。

「おいおいおい。みつき、どうしたの」

　リセが訊たずねると、「あたしもやるわよ！」と、振ふり向むいたリーダーの瞳ひとみには火が灯ともっていた。

「伊い倉くらの醜しゆう聞ぶんをあきらかにして大おお恥はじをかかせてやるわ！」

　怖こわい。

　リーダーは置いといて、リセは谷たに口ぐちに、「でも、なにをすればいいんでしょう？」と訊たずねる。

「どうやって瀬せ戸とさんの無実の罪を晴らせばいいかわからないんです」

「反論記事を書いてもらったら？」

　谷たに口ぐちはすぐにこたえた。「同じ週しゆう刊かん芸げい響きようというステージで、白しら鳥とりに反論するのよ。瀬せ戸とさんの筆名を入れて、これまでの経けい緯いをきちんと説明した上で、『あんたと交際なんてしとらんわ』っていうコメントを誌面に載のせてもらうの」

「おお！」

「こういうの反論権っていって、欧おう米べいでは法的に認められているんだけど、日本にはなくてね……。この国じゃ、最初に大きな声を出した方が正義になりやすいのよ。けど、芸げい響きようからしたらおもしろいから、交こう渉しようすれば載のせてくれるかも」

　なんでこんな簡単なことに気づかなかったんだろう。理り路ろ整せい然ぜんと誌面で否定すれば、わかってくれる人も増えるだろう。なにせ真実はこちらにあるのだから。

　なんだかいけそうな気がすると思ったとき、兎うさぎが口を開いた。

「でもそれって凡ぼん場ば企き画かくさんがやるべきじゃないかなぁ」

　凡ぼん場ば企き画かく。瀬せ戸とあおいの事務所の存在を、兎うさぎは思いださせてくれた。そもそも凡ぼん場ばは否定するコメントをスクープの最初期に出したばかりで、いまは沈ちん黙もくしている。

　そのハッキリしない態度を思い返してみると腹が立ち、「なんで凡ぼん場ばはそれをしてないんでしょう？」とリセは訊きいてみた。

「それはたぶん、事務所がタレントを信じきれていないから、かな。事務所からすると、反論記事を載のせるには、タレントのいってることを百パーセント信しん頼らいできないとダメ。苦しまぎれのウソを信じて週刊誌に載のせちゃったら、取り返しがつかないでしょ」

　リセはあ然とする。

「事務所が味方になってくれてないんですか？」

「わからないけどね。でもほら、一年ぐらい前に、瀬せ戸とさんって、お母かあさんから離はなれてひとりで事務所と仕事するようになったじゃない。そういう子って失敗ストーリーが想像しやすくない？　親元から離はなれた世間知らずの女の子が悪いオトコに捕つかまるっていう、ありふれた話」

　ちょっと待ってくれ。その推測が事実だとしたら、またおれのせいじゃないか。あの娘こが母親から離はなれたのは、一いつ般ぱん人じんだった自分との関係がスクープになりかけたからだ。

　改めて、自分は大変なことをしでかしたとリセは気づいた。

「……まず、なにをしたらいいでしょう？　芸げい響きようの編集部に行けばいいですか？」

「うーん、急に行っても門もん前ぜん払ばらいかも。冷たいことをいうようだけど、あなたたちは当事者ではないから、本人を連れてこいとかいわれちゃうかもしれない……」

　渋しぶい顔をした谷たに口ぐちがそういうと、今度はみつきが口を開いた。

「ねえ、記者に会ってみない？　白しら鳥とり亜あ蘭らんに突とつ撃げきして、スクープした記者がいるわけでしょ。まずはその人に話を聞いてもらって、編集部へのとっかかりにすればいいのよ」

「あ、名前だけならわかるわよ。日ひ暮ぐらしっていう女性記者で」

　と、そこまでこたえた谷たに口ぐちは、「……そういえば」と口もとを押おさえた。

「なんです？」

「オンザビの石いし浜はまくんをスクープしたのも、日ひ暮ぐらしさんだったなと思いだして……。もしかしたら、彼かれならこの記者のこと知ってるかもしれないわ。ひょっとすると、連れん絡らく先さきも」

「お笑いコンビのオンザビーチ？　そういえば、ちょっと前に、グラビアアイドルと一いつ緒しよにいるところを撮とられてたような……。谷たに口ぐちさん、知り合いなの？」

　リセにとっては聞いたことあるようなないような名前、という程度だが、世間的には有名であるらしい。

「まあ、そうね。いまほど売れてなかった時代に、番組で一いつ緒しよになったことが何度か」

「じゃあ、電話番号とかも？　教えてください」

「あー、ごめんなさい。わたしは、わけあって連れん絡らく先さきは交こう換かんしなかったの」

　谷たに口ぐちは申し訳なさそうに頭を下げた。「あなたたち、ツテは頼たよれないかしら？」

　リセはみつきと兎うさぎの顔を見てみる。ふたりの顔には、「ツテといわれても」と書いてあった。リセの顔にも書いてある。なにせ結成一年のアイドルグループだ。
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　その日、ガルジョは、目め黒ぐろにある「９０１」という映えい像ぞう撮さつ影えい用ようのスタジオにいた。秋に発売される新曲、『君のココロに』のプロモーションビデオを撮とるためだ。ミディアムテンポのバラードで、瀬せ戸とあおいが主演するドラマの主題歌になる。

「なる、と信じよう……」

　地下二階にあるスタジオの一角、小お田だは神しん妙みような顔で三人にいった。瀬せ戸とあおいがドラマから降ろされれば、このＰＶが人目に触ふれる機会も激減する。つまり売り上げに関かかわる。それを心配しているのだ。

　映えい像ぞう撮さつ影えいスタジオは広い。天てん井じようは高く、奥おく行ゆきも幅はばもある。同規模の一いつ般ぱん的てきな施し設せつに例えるなら学校の体育館が適切かもしれないが、いざ体験してみると受ける印象はまったくちがう。窓が一いつ切さいないせいで、広いのに妙みような圧あつ迫ぱく感かんがあるからだろうとリセは考えていた。

　突つき当あたりにあるホリゾントと呼ばれる巨きよ大だいな壁かべも独特だ。床ゆかと壁かべが滑なめらかな曲面を描えがいて一体化しているために継つぎ目めのない背景となり、非現実的な空間を作りだせる。その真っ白なホリゾントを略し、「白ホリ」と呼ばれている。

「あれはなにしてるのぉ？」

　兎うさぎが指差す先で、脚きや立たつに乗ったスタジオスタッフが、ローラーでなにかを塗ぬっている。

「白ホリは汚れやすい。使う前にああして塗ぬり直すんだ」

　リセは企き画かく書しよに目を通す。絵コンテと呼ばれる、四コマ漫まん画が風ふうに構図を指定するイラスト表が載のっているが、たったの三コマしかない簡素なものだった。描えがいたのは監かん督とくだ。ＰＶの内容は、白ホリの前に立ったガルジョに、正面や頭上などからプロジェクターの映像を投とう影えいし、三人が森や海、空にいるように見せるというものであるらしい。

　制作から「三十分押おしです」と伝えられた小お田だが、腕うで時ど計けいに目をやる。

「もう少しかかりそうだし、いったん控ひかえ室しつに戻もどるか」

　監かん督とくはプロジェクターの位置取りに納なつ得とくがいかないらしく、試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえしていた。

　地下一階の控ひかえ室しつに戻もどってくると、それまで黙だまっていたみつきが口を開いた。

「小お田だっち、あたしたちお手洗いにいってくるから」

　小お田だの答えを待たず、リセと兎うさぎは手を引かれ、部へ屋やを出てトイレに連つれ込こまれた。

「どうしたんだよ」

　みつきは付近に人がいないことを確かく認にんしてから、「いたのよ。オンザビが」といった。

「ウソ!?」

「さっき衣い装しように着き替がえる前、ひとりで歩いてたら見たの。ＣＭの撮さつ影えいみたい。でも当然だけど、他ほかの人もたくさんいて……」

　谷たに口ぐちから、気をつけるようにといわれていることがある。週しゆう刊かん芸げい響きようの日ひ暮ぐらしの話題を石いし浜はまに振ふるとき、周囲に聞かれないようにしてあげて、ということだった。

　リセは、「スタジオはどこ？」と訊たずねると、「一階よ」とみつきはこたえる。

「控ひかえ室しつはこの階みたい。けど、どうしよう……。せっかくこんなに近くにいるのに」

　その通りだ。この機会を逃のがしてはいけない。

「もう撮さつ影えいは始まってる？」

「まだじゃないかしら。チラッとのぞいたら、かなり大がかりなセット組んでたから」

　要は人ひと払ばらいをすればいいと考えたリセは、あっと思いついた。

　ふたりをそこに残し、先ほどのスタジオに戻もどってテープを盗ぬすんだリセは、次に屋外に出た。着用中の衣い装しようは白を基調とした上下のため、街中を歩いてもさほど人目を引くことはない。

　駅の方へ向かうと、探し求めていた婦人服店が目につき、飛とび込こんだ。

　そこで黒いＴシャツとデニム、ボディバッグ、キャップ、スニーカーを購こう入にゆうし、急いでスタジオの地下一階のトイレに戻もどると、ふたりは目を丸くした。

「……なにそれ？」

　ゼーゼーいいながら裸はだかになったリセは、買ってきた衣服に着き替がえる。

　すると兎うさぎが、「あ、ＡＤさんだ！」といった。

「見える？」

　不思議なことに、映像業界の制作スタッフというのは皆みなが似たような服装をしている。男だろうが女だろうが、会社がちがおうがだ。どんな格好かというと、ジーンズを穿はいたラフなパンツルックに、肩かた掛かけバッグだ。なんだそれだけか、と思うのはまだ早い。重要なのは、ボディバッグのベルト部分に養生テープやガムテープ、黒パー白パーと呼ばれる二色のパーマセルテープなどを通すことだ。これさえすれば誰だれでも制作になれる。見た目だけは。

　意外にもみつきが大ウケした。

「あははは！　あんた、それ、マジそっくり──むぐっ！」

　彼かの女じよの口を押おさえたリセは、「しーっ！」と人差し指を立てる。

　コクコクとうなずいたみつきは口を開き、「ＡＤというかＰＭよね、この場合」といった。

　制作進行にはふたつの呼び名がある。アシスタントディレクターを表すＡＤはテレビ業界で、プロダクションマネージャーを意味するＰＭは、ＣＭやプロモーションビデオなどを専門とする会社での呼び名であるらしい。大ざっぱな分け方ではあるが。

「綿のパーカーを羽織っているとよりリアルだけど、季き節せつ柄がらを考こう慮りよしてやめた」

「よくできてるけど、なんなのそれ？　どうするつもり？」

「まあ、ちょっと待ってて」

　リセはふたりをふたたびトイレに残し、オンザビの控ひかえ室しつを探すと、すぐに見つかった。控ひかえ室しつは四つしかない上に、ふたつは空室だったのだ。使用中のひとつは、ガルジョである。リセは顔をプルプルと揺ゆらし、オトコの姿に戻もどった。

　残るひとつの部へ屋やをノックし、勇気を持って開けると、お目当てのお笑いコンビがいた。

「あれ、もう本番ですか」

　手前に立っていた、ワイシャツ姿のマネージャーらしきオトコがいう。奥おくには女性の姿も。

「いえ、もうしばらくかかるんですけど……」

　利とし生おはキャップを深くかぶり直し、顔を隠かくす。「プロデューサーがマネージャーさんをお呼びでして。あ、メイクさんとスタイリストさんも」

「……はあ、なにかありました？」

「えっと、すみません、ぼくはお呼びするようにいわれただけでして」

　釈しやく然ぜんとしない顔を見せながらも彼かれらは部へ屋やを出て、スタジオへ向かった。

　すぐさま変身し直し、リセはトイレに急ぐ。うまくいった。ついさっき、小お田だが制作から声をかけられた際に控ひかえ室しつに戻もどることを決めたので、同じことをやってみようと思いついたのだ。

　改めて三人そろって控ひかえ室しつに向かう。時間はそれほどないだろう。

　みつきがノックをすると、「はあい」と返事があった。

「失礼します」

　ぞろぞろと現れた三人の少女に、畳たたみの上でごろんと寝ねていた、ツンツン髪がみのオトコが慌あわてて起き上がった。

「え、え、なに？　……なんかの撮さつ影えい？」

「なんやの、なんやの」奥おくに座すわっていた、ヘルメットみたいな髪かみ型がたのオトコも慌あわてる。

　寝ねていたのが石いし浜はまで、奥おくのヘルメットが浜はま岡おか。ふたりとも四十歳さいの中ちゆう堅けんコンビだ。

「……あ、自分ら、あれちゃう？　ガールズ・ジョーカーちゃう？」ツンツン髪がみの石いし浜はまがいう。

「え、ご存知なんですかー？　うれしーい」

　みつきはカメラが回っているとき用の声を出した。なんと頼たのもしいリーダーよ。「あたしたち、石いし浜はまさんに用事があって伺うかがったんですー」

「え、ぼくに？　なんやろ……」

「あのー、週しゆう刊かん芸げい響きようの日ひ暮ぐらしさんについて教えてほしいんですぅー」

　瞬しゆん間かん、石いし浜はまが凍こおりついた顔になり、「ひ、日ひ暮ぐらしぃ？」と悲鳴みたいな声を出した。

　その後方から浜はま岡おかが、「おーまーえー、まだ手ぇ切っとらんかったんか！」と叱しかりつける。

「ちゃうよ！　もうぜんぜん会ってへんし。……わかるやろぉ？」

「ほんならなんでこの娘こらが日ひ暮ぐらしの名前、知っとんねん。おかしいやろが！」

　石いし浜はまを怒ど鳴なった浜はま岡おかは、行き場のない怒いかりをしずめるように、座ざ卓たくの上に置いてある湯飲みに口をつけた。お茶のようだ。

「そ、それもそやな」

　石いし浜はまは浜はま岡おかからみつきに目を戻もどす。「なんで？　日ひ暮ぐらしのこと、なんでぼくに訊きくん？」

「石いし浜はまさんなら知ってるかもって、元グラビアの谷たに口ぐち麻ま耶やさんから聞きました」

「──ブフゥッ！」

　奥おくの浜はま岡おかが口から茶を噴ふき、その顔面に霧きりが舞まった。「た、たた……谷たに口ぐち麻ま耶ややとぉ？」

「谷たに口ぐち……おお、久しぶりに聞いた。浜はま岡おかが何度も口説こうとしたグラビアのネエちゃんや！　なははっ、おもろい。なんや自分ら、詳くわしくハナシ聞かせてえや」

　リセはみつき、兎うさぎと目をあわすが、彼かの女じよらも疑ぎ問もん符ふを顔に浮うかべていた。とりあえず浜はま岡おかと谷たに口ぐちの関係だけはわかったが、知りたいのは日ひ暮ぐらしのことだ。

　畳たたみの上にちょこんと座すわった三人の美少女を前にし、腕うで組ぐみした石いし浜はまはうなる。

「んー、あかん……。この光景、おカネ払はらうところみたいに思えるぅ!!」

「未成年になんてこというんや、このアホぉ！」

　浜はま岡おかが石いし浜はまの後頭部をひっぱたいてから、ズボンのポケットに財さい布ふを探す仕し草ぐさを見せた。「ほんで、自分ら、いくらでおっちゃんとデートしてくれるん？」

「はいっ！　一名様、ごにゅうてーん！」

　三人は、ブッ！　と同時に口から笑いを噴ふきだした。

「あはははははっ！」

　お腹なかを抱かかえて兎うさぎが笑い転げる。いかがわしいお店を模した即そつ興きようの漫まん才ざいの意味はわからなかったかもしれないが、そのノリだけでじゅうぶんおかしく、こらえきれなかったらしい。となりでうつむくみつきも、肩かたをプルプルと震ふるわせていた。

　しばらくしてなんとか笑いを飲のみ込こんだ後、リセはこれまでの経けい緯いと、反論記事を作るために日ひ暮ぐらしに会いたい旨むねを話す。彼かれらは真しん剣けんにその話に耳をかたむけてくれた。

「さっき浜はま岡おかがぼくのこと怒おこったのは、ぼくが業界人の間だけに流れるウワサ話とかを、日ひ暮ぐらしにリークしてたからや」

　石いし浜はまが口を開いた。「タレコミってやつやね。言い訳するんとちがうけど、業界人には記者と仲ようしとるモンは多いんやわ。ぼくもそのひとりっちゅーことや。もうしてへんけど」

「……なんでそんなことをされたんですか？」

「なんでやろなぁ。まぁ、おいしいもん食べさせてくれるとか？　女性タレントには特に多いで。けっこう話したがりが多いんやわ。だから女性記者が主しゆ催さいして、女子会とか開いたりしてるらしい。あ、ごめん。きみらにこんなことゆうたら失礼やね」

　浜はま岡おかが「こいつも口が軽いっちゅうことや」と口を挟はさみ、石いし浜はまがうなずく。

「そやねん……。自分でも、もうそろそろあかんなとは思ってたんや。でも売れてない頃ころからハナシ聞いてくれてたし……」

「そやからそれがあっちの手口やって、なんべんいわすねん」

「だからわかっとるよぉ」

　石いし浜はまは浜はま岡おかにいい、ガルジョを見た。「そんなわけで日ひ暮ぐらしと手を切ろうとしたんや。もう連れん絡らくはできひんって。そしたらどうなったと思う？　あんま売れてへんグラビアアイドルあてがわれて、そこ撮とられて記事にされたんや。……そんでいま、カミさん、子どもと別居中」

　数ヶ月前、石いし浜はまが週しゆう刊かん芸げい響きようでスクープされたことは、事前に調べてある。「記事、見たん？　あれな、何度か番組で一いつ緒しよになったタレントやねん。友達呼ぶからみんなで飲もういわれて。まあ、それに参加した時点で自分にもあかんところはあったんやけどな。で、店から出て、酔よっ払ぱらったいうて、その娘こが倒たおれかかってきたんや。そこを撮とられたわけや」

　みつきが深くうなずき、「ハメられたんですね」といった。

「そのタレントは日ひ暮ぐらしとグルやったんや。あのオンナ、えげつないことしよる。あれはぼくへの仕返しやねん。そやからきみらにあんま会ってほしくないわぁ。自分ら、すっごくいい娘こやもん。ちゅーかね、実はうちのムスメがファンなんや。まだ六歳さいやけどね」

「それでも」

　リセは口を開き、その場で座礼した。「教えてください。瀬せ戸とさんを助けたいんです」

　なにを犠ぎ牲せいにしてでも助けたい。おれはどうなったっていいんだ。彼かの女じよに多大な迷めい惑わくをかけ、そして助けられていたことも知らなかった人間など、相応の罰ばつがあるべきとすら思う。

　ふと気づくと、両どなりのみつきと兎うさぎも頭を下げていた。

「そんな頼たのまれたら断れへんやん」

「せやな。教えたれ」と浜はま岡おかがせっつく。

　だが石いし浜はまは、「でもせっかくやし、あれ見せてくれへん？」といった。

　三人が顔を上げると、石いし浜はまは笑え顔がおで、「あれや。お決まりのあいさつ、あるやん？　合いの手できるで。おっちゃん、見たいぃ」と嬉き々きとして拍はく手しゆした。

　勘かん弁べんしてくれよ……。なんやねん、このおっちゃん。

　石いし浜はまがいうのは、コール＆レスポンスのことだ。コンサート時、最初のＭＣの際などに行う、タレントの呼びかけに観客が応じて会場内を盛り上げる、短い掛かけあいである。

　死ぬほどやりたくなかったが、あの娘このためだ、仕方ない。

　その場に立ち上がった三人は、うんとうなずきあい、気持ちをステージ上と同一のものに切きり替かえる。

　そして始まった。

　みつきはマイクを右手に持っているように振ふる舞まう。

「みんなーっ！　大きな声でーえ？」

「ごっきげんよーっ！」と石いし浜はま。

「誰だれを見に来たのーお？」

「みったんでーす！」

「みんながみつきにやみつき！　ガルジョのリーダー、実さね藤とうみつきでーす！」




　続きまして……ハートを胸の前で作るみつきの前に兎うさぎが踏ふみ出て、拍はく手しゆでテンポを上げる。

「ぴょんぴょん！」

「うさぴょん！」と石いし浜はま。

「ぴょんぴょん！」

「うさぴょん！」

「……ぴょん？　ぴょんじゃないよ！　うさちゃんって呼んで～」

「うっさちゃーん！」

「さびしいのはだ～いっ嫌きらい！　丸まる川かわ兎うさぎでーす！」




　最後に……リセが兎うさぎの前に進み出て、腰こしをくいっと曲げてポーズを決める。

「スッタイルよくしよ！」

「スクワットーッ！」と石いし浜はま。

「油断はダメだぞ！」

「ダイエットーッ！」

「ガルジョのセクシー担当！　鳴なる海みリセでーす！」




　そして、リセが右に避よけると同時に、後方からみつきが飛びだし、

「あなたに贈おくる最強の切り札！　三人合わせてぇっ！　ガールズ・ジョーカーですっ!!」

　ガルジョ定番のポーズがキマった。




　──母かあさん、元気にしてますか。

　──暑い季節がもうそこまで近づいています。どうかお身体からだには気をつけて。

　──ぼくの心配はいりません。元気です。

　──あなたが手塩にかけて育ててくれた息子むすこは、いつの間にやら立派な娘むすめになりました。

　──いまはタレント控ひかえ室しつで男性に媚こびを売っています。




　パチパチという音が聞こえ、リセはハッと我に返った。

　石いし浜はまの拍はく手しゆが控ひかえ室しつに響ひびき、つられて浜はま岡おかも何度か手を打つ。

「おぉ～、生で見れた。すごいわ。自分ら、すごいわ。ムスメに自じ慢まんできるぅ」

「あなたに贈おくる最強の切り札は、ちょっとおもろいな。うまいこといいよる」浜はま岡おかが笑う。

　どうやら満足してくれたらしい。

　リセはこれをやるたびに、恥はずかしいやら情けないやらで、寿じゆ命みようが五年ほど縮まるのをその身に感じるのが常であった。オトコとして産んでもらった事実に顔向けできず、思わず心の中で母に手紙を書いてしまうほどだ。

　だが、ふいに石いし浜はまは手をパンと鳴らして合がつ掌しようを作った。

「でもごめん！　日ひ暮ぐらしの連れん絡らく先さき、消してもうて……知らんのや！」

　てめえ、寿じゆ命みようを返すことはできるんだろうな？　リセの怒いかりの火山が噴ふん火かしかける。

「……けどな、どこにおるかはわかるかもしれへん。真ま野の義よし男おっておるやろ？　そや、『まーのん』や。ぼくな、あの人から何度か賭と博ばくに誘さそわれてん。違い法ほう賭と博ばくや。もちろん断ってるで」

　浜はま岡おかがタバコに火をつけていった。

「ちらっとおれも聞いたことあるわ。あの人は裏ではあかんよな」

「そんでな、日ひ暮ぐらしの口からも真ま野のさんの賭と博ばくを聞いたことあるねん。さすがは芸能記者や。どっかから、ウワサ聞きつけたんやろ。うわ、これヤバいなぁ思たのもあって、日ひ暮ぐらしから距きよ離りを置こうと考えたんや。大物司会者の賭と博ばく疑ぎ惑わくなんて、絶対あかんやん。やから、日ひ暮ぐらしは真ま野のさんを尾つけとるはずや。まーのんを追え。そこにおるかもわからん」

　ガルジョの三人はまたも顔を見合わせた。
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「あ、いたいた。あのクルマだと思う」

　夜の街で、道路脇わきに停とめられた黒いセダンを、谷たに口ぐちは指差した。「いま、ちらっと運転席に見えたでしょ。パーマのかかった髪かみのオンナ。あれが日ひ暮ぐらしよ」

　そして今度は、クルマとは反対側にある店を指した。

「あのイタリア料理店はまーのんの行きつけの店のひとつ。昼の帯やってるのに、毎晩どこかの馴な染じみの店で深夜まで飲んでるんだから、妖よう怪かいよね。六十代よ、あのおっさん」

　帯とは、帯番組のことだ。複数の曜日の同じ時間帯に放送される番組をいう。

　真ま野の義よし男おの賭と博ばく疑ぎ惑わくとそれを追う日ひ暮ぐらしのことを谷たに口ぐちに伝え、日ひ暮ぐらしに会うにはどうすればよいかを訊きくと、彼かの女じよはガルジョを夜の街へ招待してくれた。

「でもわたしにできるのはここまで。アイドルと記者が一いつ緒しよにいるなんて知られたら、お互たがい困るでしょ？　ごめんね」

「いえ、わざわざ来ていただいてすみません」とリセ。

「ふふ、あなたって本当になんていうか、ふつうの女の子には見えないわね。でも気をつけて。わたしがいうのも変だけど、記者ってのはなかなかひと筋すじ縄なわではいかない人間だから」

　谷たに口ぐちが完全に見えなくなるのを待ってから三人はクルマに近づき、助手席の窓をノックした。

　ややあって運転席側のドアが開き、三十代と思わしき女性が車体から顔をのぞかせた。頰ほお骨ぼねの出っ張った、細い目をしたオンナだ。

「週しゆう刊かん芸げい響きようの日ひ暮ぐらしさんですか？」

「……そうですけど」日ひ暮ぐらしに警けい戒かいの色がにじむ。「どちらさま？」

「アジャリ・エンタテイメントのガールズ・ジョーカーです。白しら鳥とりさんと瀬せ戸とさんのスクープの件でお話があります」

　日ひ暮ぐらしはイタリア料理店とリセたちを交こう互ごに見た後、「クルマを移動させるから、そこの喫きつ茶さ店てんに入っててくれる？　奥おくのボックス席がたぶん空いてるから」と、近くのビルの二階にある店を指した。




　十五分ほども待たされ、ようやく店に現れた日ひ暮ぐらしが席に座すわると、リセは話し始めた。

　瀬せ戸とあおいと白しら鳥とり亜あ蘭らんは交際などしていないこと。白しら鳥とり亜あ蘭らんは事態を早々に収束させるためだけに、形だけ謝あやまったと思われること。自分たちは瀬せ戸とあおいの友人であり、彼かの女じよを助けたい一心で行動しているということ。そして、白しら鳥とり側の謝罪文を否定する反論記事を載のせてもらいたいということを。

　リセがしゃべる間、日ひ暮ぐらしはアイスコーヒーに何度も口をつけていた。

「あなたたち、瀬せ戸とあおいさんに騙だまされているって考えたことはないの？」

「……は？」

「だからね、交際を認めたくないからウソをいってる可能性だってあるでしょ？」

　日ひ暮ぐらしはやけに早口で、ベラベラとしゃべりだした。「現にあの娘こはオトコとふたりで食事してたのよ。それは事実。もちろん白しら鳥とり亜あ蘭らんが結けつ婚こんしていたことは知らなかったわけだから、それは悪いことではないわ。あたしからすれば、なんでそんなに頑かたくなに否定するのかなぁって思う。世間はもうふたりが交際してたことは知ってるんだから、隠かくそうとするなんてムダじゃない」

　なんだこのオンナ、と思いつつも、リセは会話を戻もどす。

「ですから、つきあってないんですよ。食事も白しら鳥とりからダマされて呼びだされたんです」

「スキャンダル慣れしてない瀬せ戸とさんが、必死にウソをついてるかも。ええ、きっとそうよ」

「交際してた証しよう拠こもないじゃないですか」

「白しら鳥とり本人の証言があるわ。ええ、あるわよ」

「それがウソなんですって」

「なんで？　なんでそんなウソをつく必要があるの？」

「だからそれは、早めにケリをつけるために……」

「そんなのおかしいわ。凡ぼん場ば企き画かくが否定してるんだから、チェイプロも否定したらいいじゃない。でも交際を認めた。なぜか？　実際につきあってるからでしょ。ええ、そうよ」

「つきあってません！」

　唐とう突とつに兎うさぎが強めの声を発すると、店内に動どう揺ようの波は紋もんが広がった。

「……堂どう々どう巡めぐりね」

　日ひ暮ぐらしが腕うで時ど計けいにちらりと目をやる。「もう帰っていい？　あたし仕事中なのに、根こん拠きよもない話につきあえないわ。反論記事ってのも悪くないけど、ただの水みず掛かけ論ろんを展開するのはごめんよ。そういうのって、いずれ飽あきられちゃうもの。痴ち話わ喧げん嘩かならよそでやってくれるかしら」

「待ってください。一方のいうことばかり信用するなんて、不公平だわ」

　みつきがいうと、記者はプッと笑った。

「不公平って……。なんで報道が公平性を尊重しないといけないの？　事実をありのままに伝えてるだけよ。それにあなたたちは、自分たちの仕事を理解してないみたいね」

　見下されていることにいらだちを覚えながらも、リセは、「なんですか、それ」と訊きいた。

「世間を楽しませるのがタレントの仕事でしょう？　そして、あたしたちはそれを世間に伝える仕事。いまふたりの不ふ倫りんの件で、人々は楽しんでるわ。読者が喜んでるならいいじゃない。なにが不満なの？」

　もう我が慢まんならない。リセはテーブルに身を乗りだした。

「証しよう拠こもないのに報道？　報道を名乗るなら、事実を伝えるべきだろう。いいですか？　瀬せ戸とさんは白しら鳥とりとつきあってない。それが事実。タレントだとかマスコミだとか、仕事とか世間とか、そんなことはどうでもいい」

　日ひ暮ぐらしは間近で見るリセの迫はく力りよくに気け圧おされたようだった。

「だからぁ、なにを証しよう拠こに……」

「あの記事に根こん拠きよがありますか？　デタラメだ。ぜひ反論記事にご協力ください。でないと、何度でもあんたにつきまとうぞ」

　記者は肩かたをすくめ、「……ま、上に提案してあげてもいいわよ」といった。

　ぜひおねがいしますね、と強く要求し、その場は終わった。もちろん連れん絡らく先さきを交こう換かんすることも忘れない。今後の段取りは向こうから連れん絡らくをくれるという。

「腹の立つオバサンね」

　帰路、みつきの言葉に、リセと兎うさぎは深くうなずいた。




　　　　　　　　　　　　　　　５




「どえええええええええぇっ!?」

　アジャリの社長室に、ガルジョ三人の声が轟とどろく。重しげ松まつから渡わたされた写真には、テーブルに乗りだしたリセが、日ひ暮ぐらしに詰つめ寄よる光景が写っていた。

　プリントアウトされたその記事に仰ぎよう天てんし、ふたつの目玉を飛びださせる三人。そんな彼かの女じよらに向け、「明後日あさつて発売の週しゆう刊かん芸げい響きように載のる」と重しげ松まつは重い声でいった。

「こ、こんなもの、いつ撮とられたんだ……。気づかなかった……」

　見事な隠かくし撮どりだった。テーブルの向こう側に座すわるガルジョ三人の顔は鮮せん明めいだが、相対して手前に座すわる日ひ暮ぐらしは後頭部のみという構図。

　そこにこんな見出しがついていた。

　──夜のカフェに轟とどろく、ガールズ・ジョーカーの怒ど声せい！

　──白しら鳥とり＆瀬せ戸との不ふ倫りん報道を取り下げるよう、アイドルが芸げい響きよう記者を恫どう喝かつ！

　さらに記事はこう続く。

「アジャリ・エンタテイメントに所属する、売りだし中のアイドル『ガールズ・ジョーカー』が、都内で別件を取材していた本誌記者を取り囲み、近くの喫きつ茶さ店てんに無理やり連つれ込こんだ。彼かの女じよらの要求は、俳優・白しら鳥とり亜あ蘭らんと女優・瀬せ戸とあおいの交際報道の記事を撤てつ回かいせよ、ということだった。当初、記者はこれを拒きよ否ひ。するとメンバーの鳴なる海みリセがテーブルに乗りだし、恫どう喝かつしたのだ。その勢いは暴力団も真まっ青さおな迫はく力りよくであったという。身の危険を感じた記者は要求を飲むとこたえると、ようやく解放されるに至った。しかしながら、先の行こう為いは報道の自由に対する挑ちよう戦せんに他ほかならず、週しゆう刊かん芸げい響きようとしては……」




　喫きつ茶さ店てんで待っていたあの十五分のうちに、日ひ暮ぐらしはカメラマンを呼んでいたのか！

　記事をひと通り読んだリセが顔を上げると、机の向こうに座すわる社長の重しげ松まつと目があった。

「どゆこと……？　なんなの、これ」

　消え入りそうな声だ。激しい胃痛からか、重しげ松まつはみぞおちのあたりを押さえている。「なんで三人してこんな……。まずいよぉ……まずいよ、これは……」

　自分をアイドルとしてデビューさせやがった張本人ではあるが、すすり泣くような声に、リセも一いち抹まつの罪悪感を覚えずにはいられない。ほんのちょっとではあるが。

「お前たち、本当に恫どう喝かつしたのか？」

　やりとりをとなりで見ていた小お田だが口を開く。「記事に書いてあるが」

「恫どう喝かつなんてしてないわ！」

　みつきがこたえた。「ハメられたのよ。この記者を取り囲んでもいないし、喫きつ茶さ店てんを指定したのもこの記者だし……。なにこの記事、めちゃくちゃじゃないっ！」

　みつきはそのプリントをグシャグシャに丸め、振ふりかぶってゴミ箱に全力投球した。

「あれが発売されるの？」

　リセの問いに、「止められないね」と小お田だはこたえる。

「止めることができる場合もあるんだよ。その記事の代わりにこのネタを書いてくれていいから、ってね。でも芸げい響きようはなかなか交こう渉しように応じてくれないことで有名だ。それにこのレベルのスクープに見合うネタなんて、うちにはない」

「……ならどうして送ってくるんだ。癪しやくに触さわる」

　せいぜい震ふるえて待つんだな、といっているように思える。

「まあ、一応の義理を果たすためとか、裁さい判ばん沙ざ汰たになるのを避さけるためでもある。なにもいわずに発売して、最悪、タレントがショックで自殺でもしちゃった場合、世間から叩たたかれるのはあちらさんになるしね。これは極きよく端たんな話だけど」

　許せないのは、記事の内容だ。誌面には、「今回の一件で疑問なのは、なぜ瀬せ戸とあおい本人ではなく、他事務所のアイドルが現れたのかということだ。交際報道以来、瀬せ戸とあおいは沈ちん黙もくを守っているが、実は水面下で活発に動いているのかもしれない」とも綴つづられており、これではまるで、瀬せ戸とがガルジョを交こう渉しようへ向かわせたかのような印象を読者に与あたえかねない。

　いや、それを狙ねらっているとしか思えなかった。

「ふ……ふっふふ……ふ」

　妙みような声に顔を上げると、社長が肩かたを震ふるわせていた。「ふふふっふ……、あは、あははは、あーっはっはっはっはっはっはっは！　ダメだ、こりゃ～。どうすればいいかぜーんぜんわからないよぉ～。わは、わはははははは、わはははははははっ！」

「社長！　未成年の前で幼児退行は控ひかえてください！」

　小お田だがいうと、今度は机に突つっ伏ぷして頭を抱かかえた重しげ松まつは、グスグスと泣きだしてしまった。

「……うう……う……ガルジョは、ガルジョはアイドルなんだ！　それなのにきみたちときたら、マスコミとケンカなんて、ふぐぅ……うううううう、ううううう、う……ぐあぁっ！　胃がぁ！　胃が痛い！　痛い痛い痛い痛い痛い、いたたたた…………」

　顔面に脂あぶら汗あせを浮うかべた社長はイスに座すわったまま、右に左に身をよじらせる。

「ふう、胃の痛みで実じつ年ねん齢れいを思いだしたようだな」

　これでひと安心とばかりに小お田だは額をぬぐい、ガルジョに向きなおる。「いいか、お前たち。きょうはラジオの収録があったけど、先方には断りを入れた。しばらく頭を冷やしなさい。そして瀬せ戸とと白しら鳥とりの交際には、金輪際、関かかわらないこと。いいな？」

「はい！」

「よし！」

　三人の瞳ひとみに宿る炎ほのおを、チーフマネージャーである小お田だはまったく気づいていなかった。




　イタリア料理店から五十メートルほど置いたところに、以前と同じく日ひ暮ぐらしのクルマはあった。三日間、ずっとここに通っていたので、ようやくの再会だ。

　近づいてノックする前に、運転席のドアが開き、クルマから出てきた日ひ暮ぐらしは涼すずしい顔を見せた。

「あら、ガルジョさん、お元気？」

「電話に出ろよ、あんた」とリセ。

「あら、やだ。気づかなかったわ。なにせ忙いそがしいものでねぇ」

「よくもあんな記事、書いてくれたわね」

　みつきが憎にく々にくしげにいう。「なにが恫どう喝かつよ。ウソばっかじゃない」

「はい、それも恫どう喝かつね。あたしが恫どう喝かつと思ったのなら、立派な恫どう喝かつなのよ」

　週しゆう刊かん芸げい響きようはきのう発売された。ガルジョの知名度の低さもあってか、トップニュースという扱あつかいではないが、情報番組でも取り上げられている。もちろんガルジョに対する非難が大勢を占しめていた。訳知り顔のコメンテーターが、「この娘こたちは前から評判が悪かった。ぼくはそう聞いていた」などといっているのを見た。そんな評判は一度も耳にしたことはないのに。

　発売日の夜、リセの部へ屋やを訪おとずれたあおいは、泣きながら三人に謝あやまった。「わたしのせいで、ごめん」と号ごう泣きゆうさせてしまった。けれど、リセもみつきも兎うさぎも、彼かの女じよを責めたりしない。こっちが迷めい惑わくをかけてしまったのだから。

「いい加減にしろよ、あんた。適当なこと書きやがって」

　リセがいうと、「うわ、ホントに怖こわいわね。不良みたい」と日ひ暮ぐらしはいう。

「あなたたちのことね、知名度がイマイチだと思ってたのよ。有名になってよかったじゃない。きっとお仕事がたくさん来るわ。なのに、どうしてそんなに怒おこっているの？　感謝してほしいぐらいなんだけど。ええ、そうよ。感謝よ」

「感謝ぁ？」

　兎うさぎが変な声を出した。「なんで感謝なんですかぁ」

「タレントはどうして有名になれると思ってるの？　それはあたしたちがいるからよ。テレビに出させてあげたり、記者会見を記事にしたりして、報道してあげてるから、瀬せ戸とあおいも白しら鳥とり亜あ蘭らんもあなたたちも、いい暮らしができているの。それなのに報道してほしくないときだけ抗こう議ぎするなんて、いったいナニサマ？　選べる立場なの？」

　日ひ暮ぐらしの一方的な言い分に、ブチン！　と、三人の頭の中でなにかが切れる音がした。
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　株かぶ式しき会がい社しや芸げい響きようは、大手の出版社だ。本社は東とう京きよう屈くつ指しのオフィス街にある。

　八階建てのビルの四階に週しゆう刊かん芸げい響きようの編集部はあった。しかし、苦労してたどり着くと、意外にも閑かん散さんとした、灰色の空間がそこには広がっていた。

「人、すくないね……」と兎うさぎ。

「うん」とリセがうなずく。「もう二時になるんだけど」

「まずいわね。警備員が来るわよ」不安顔のみつきは、背後にチラチラ目をやっていた。

　一階エントランスにある受付を何食わぬ顔で素す通どおりした際、やはりというべきか、警備員に声をかけられた。なんとかなるんじゃね？　という気できたが、浅はかだったようだ。だがエレベーターはすぐそこにあり、ちょうど閉まる寸前だった扉とびらに三人は滑すべり込こんだのである。

　そうやって編集部を直接訪おとずれたわけだが、先ほどからここにいるぞと無言のアピールをしているものの、誰だれも声をかけてこない。ちらほらいる編集部員らしき人間はパソコンとにらめっこしており、こちらに興味はないようだった。日ひ暮ぐらしの姿も見えない。

「あのー」

　とうとう耐たえかねたみつきが声を出すと、ちょうど奥おくの小こ部べ屋やらしきところから出てきた、白髪しらが交じりの瘦やせた男性と目があった。

　オトコは目を見開き、「きみたち、ガールズ・ジョーカーか」といった。

　かすれた声のひと言によって、一いつ斉せいにフロア中の視線が集まる。

「なにをしている？　どうやってここに入ったんだ」

「編集長に会えませんか」みつきがいう。

「わたしが編集長の堂どう山やまだが」

　近づいてきた堂どう山やまは、ガルジョの目の前に立った。「胸に入館証がないね。不ふ法ほう侵しん入にゆうか」

　細いわりに目がギョロッとした、カマキリみたいなオトコである。

「きょうは抗こう議ぎしに来ました。わたしたちは日ひ暮ぐらしさんを恫どう喝かつなんてしてません！」

　リセがいっても編集長は動じず、「ほお」というだけだった。

「瀬せ戸とさんの報道の件で、反論記事の掲けい載さいをおねがいしただけです」

「こちらも記事には自信を持っている。優ゆう秀しゆうな編集部員がしっかりと調べて書いているんだ」

「まちがってますよ、あの記事。瀬せ戸とさんは白しら鳥とりとつきあってません。白しら鳥とり本人のコメントが得られたのをいいことに、ろくに調べてないのでは？」

　編集長のこめかみがピクリと動いたが、他ほかの社員はいまだ遠巻きに眺ながめている。

「有名になるということは、どこかの誰だれかの話題になるということ。こっちはそれを手て伝つだってあげている。都合のいい情報だけを報じろなどというのは、言ごん語ご道どう断だんだね」

　今度はリセのこめかみが動いた。ははーん。なるほど。日ひ暮ぐらしもまったく同じセリフを吐はいていたことから察するに、どうやらその言葉はマスコミの常じよう套とう句くであるらしい。

「あんたたちはその論理で自分たちのゲスさを正当化しているわけですか。報道の自由バンザイってことね。傷ついている人間がいても続けるの？　それが身内でも？」

「もちろんだ。報道の責任を負い、しっかりと世間に伝えてこそのマスメディアだよ。しかし、ゲスというなら、それはわたしたちではなく、瀬せ戸とさんの方ではないかね」

「……なんだと？」

「白しら鳥とり亜あ蘭らんもそうだが、不ふ倫りんなんて社会悪だろう？　叩たたかれて然しかるべきだ」

　このクソカマキリ！

「それが事実じゃないっていってるんですよ。なんでわからないんですか！」

　すると横から丸顔のオトコが近づいてきた。「ちょっと、きみたちねぇ、いい加減にしなさい」といいながら伸のばした彼かれの手は、前に進み出たみつきの首もとにちょんと触ふれた。

「い、いやぁっ！　ひ、ひどい……。胸、触さわられた！　ヘンタイ！」

　丸顔は目を丸くしたが、すぐに笑い飛ばすようにいった。

「バカなことを……。きみが自分から当たってきたんじゃないか」

　すると、みつきはわっと泣きだした。

「あたし、そんなオンナじゃないもん！」

　兎うさぎはみつきを抱だきしめ、「セクハラです！　女の子になんてことするんですかぁ」となじる。

　ふたりが悲鳴と非難を浴びせ続けると、丸顔は徐じよ々じよにたじたじとなっていく。たとえそれが事実でないと自分ではわかっていても、周囲はわかってくれないかもしれないという不安は襲おそい掛かかるものだ。オトコにはどうすることもできない。

「堂どう山やまさん、これも報道してもらえます？　見出しには、『本誌記者がアイドルにセクハラ』、とかどうですか」

　リセの言葉を、堂どう山やまは「バカバカしいね」と吐はき捨すてた。

「つまらない芝しば居いを見せるために来たのかね。こんなことをして、芸能界にいられなくなるよ」

「ご忠告どうも。でも、えーっと、なんだっけ」

　記き憶おくを探さぐるように、リセは人差し指を額に当てた。「ずいぶん昔に、『報道の責任を負い、しっかりと世間に伝えてこそのマスメディア』と、誰だれかがいっているのを聞いたことがあるんですが。誰だれがいってたか……あぁん、リセ、思いだせない！」

　あたりは騒そう然ぜんとしてきた。聞き慣れた「ヒーッ！　ヒーッ！」という呼吸音が喧けん騒そうから際きわ立だって聞こえる。ウソ泣きだったはずのみつきが、どうやら過呼吸を起こしてしまったらしい。遅おくれて兎うさぎの「オン・アボキャ・ベイロシャノウ・マカボダラ……」という真言も聞こえてきた。加えて「おれは触さわってない。触さわってないよ」というオトコの訴うつたえがそこに交じる。

「お遊びにはつきあってられないね」

　涼すずしげな声でいう堂どう山やまに、煮にえ繰くり返かえる怒いかりを抑おさえながらリセは進言する。

「わたしたちが不ふ法ほう侵しん入にゆうしたことも、もちろん記事にしていただいてけっこうですよ。セクハラの部分も書いていただけるなら」

　だが週しゆう刊かん芸げい響きよう編集長の鉄面皮に変化はない。

「帰りなさい。ここはコドモが来るところではない。おい、誰だれか、警備員を呼びなさい」

　堂どう山やまがいったとき、「そうだ、帰れよ！」と熱くなった丸顔にドスンと肩かたを押おされ、よろけたリセは背後のキャビネットにゴツンと後頭部をぶつけた。

　もう我が慢まんの限界だ。

「──ざっけんな、こらぁ！」

　近場のラックの上に積まれていた冊子や書類を撒まき散ちらす。「なにが報道の自由じゃ、ボケ！　報道するものを自分たちで選ぶ自由、のまちがいだろ！　訂てい正せいしろ！」

　暴れる少女を取とり押おさえようとする編集部員に対しては、その辺にあったものを手て当あたり次し第だいに投げつけてやる。いい気味だ！　死ねっ！

「警備員を呼べっ！」

「ヒーッ！　ヒーッ！　ヒーッ！　ヒーッ！」

「オン・アボキャ・ベイロシャノウ・マカボダラ・マニ・ハンドマ……」

「おれは触さわってないからな！」

「警備員はまだかっ!?」

「記事を撤てつ回かいしろっ！」

「ハンドマ・ジンバラ・ハラバリタヤ・ウン。オン・アボキャ……」

「警備員を連れてこい！」

「ヒーッ！　ヒーッ！　ヒーッ！」

「芸能界なんてクソ食らえだっ！」

「ちょっとしか触さわってないんだって！」

「ヒーッ！　ヒーッ！」

「オン・アボキャ・ベイロシャノウ・マカボダラ……」

　警備員がやってきて連行されるまで、三人を中心とするその騒さわぎは盛せい大だいに続いたのだった。
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　今度の記事の見出しは、以前よりもやや短かった。

　──芸能界なんてクソ食らえ！

　──傍ぼう若じやく無ぶ人じんアイドル・ガルジョが編集部を襲しゆう撃げき！

　でかでかと書かれた黒塗ぬりのその文字の下には、暴れるリセ、白目をむくみつき、真言を唱える兎うさぎ、そして逃にげ惑まどう編集部員たちの阿あ鼻び叫きよう喚かんが、見事に一枚の写真におさめられていた。

　ちなみにセクハラのセの字も見当たらない。

「なんだこの地じ獄ごく絵え図ずはっ!!」

　社長室でチーフマネージャーの小お田だが叫さけんだ。「なんてことしてくれたんだ！　アイドルが編集部を襲しゆう撃げきなんて、前ぜん代だい未み聞もんだぞ！」

　週しゆう刊かん芸げい響きようからの事前通知は、今回はなかった。お前らのことなど知るか、というメッセージだ。小お田だが手にしているのも、どこかで購こう入にゆうしてきた現物の雑誌である。

「ていうかさ、なんで小お田だっちなの？」

　みつきは部へ屋やの中をきょろきょろ見回す。「社長はどったの？」

「社長は今け朝さ方がた、胃けいれんを起こして救急車で搬はん送そうされた。しばらく入院だ」

「え～、たいへ～ん。みんなでお見み舞まいに行こうよぉ」

　のんきなことをいう兎うさぎに、「さてはトドメを刺さす気だなっ!?」と小お田だは怒ど鳴なった。

「誰だれのせいだと思ってるんだ、誰だれの！　病びよう床しようの社長から、『お前たちはた○し軍団か』というお言葉をちょうだいしてきたぞ！　いまお前たちの顔を見たら、あの人は死ぬ！」

「た○し軍団ってなに？」

　リセが小声で訊きくと、「日光のサルみたいなやつじゃない？」と、みつきから返ってきた。

「ああ、もう……とんでもないことになった」

　小お田だが勢いよくドアを開ける。「ほら、聞け！　世間の怒いかりの声を！」

　電話から聞こえる、「プルルルルルル」というベルの音が、オフィスに渦うず巻まいていた。

「こないだの日ひ暮ぐらしとかいう記者との件もあって、すでにネット上でガルジョは叩たたかれ始めている。炎えん上じようだよ、炎えん上じよう！　ああ……テレビでも時間を割さくだろうなぁ～。ヤバいよなぁ……」

　肩かたを落とすマネージャーに、「まあ気にするなよ、小お田だっち」とリセはいった。

「小お田だっちと呼ぶな！」

「いま電話してきてる人間なんて、世間のほんのひと握にぎりだ。たいしたことはないじゃない」

　そんなことよりも、週しゆう刊かん芸げい響きように協力を仰あおげないとわかった以上、次の手を考えなくてはならない。谷たに口ぐちのいる週しゆう刊かん伝でん風ぷうに頼たのめないだろうかと、リセは考えていた。

「お前はなにもわかってない……。なんにもわかってないな」

　力なくつぶやく小お田だに、「ねえ、早くしないと収録に間に合わなくなるわ」とみつきがいう。その通りだ。きょうは音楽番組の収録である。

「うん、行こう行こう」と兎うさぎが歩きだし、「行こ行こ」とリセが追う。

　三人が総じてあっけらかんとしているのは、芸げい響きよう編集部にひと泡あわ吹ふかせてやったという達成感からであった。「報道の自由」という美しい言葉を盾たてにする、汚きたないやつらの慌あわてた姿が、まぶたの裏に焼きついているのだ。思いだすだけで「ぷひひ」と笑えてしまう。

　小お田だは、そんな三人の後方をとぼとぼと歩いた。
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「出演キャンセルぅ!?」

　三人が同時に発したその声に、小お田だは無言のうなずきでこたえた。

「なによ、それ？　いったいどういうことよ！」

　タレント控ひかえ室しつに、みつきの甲かん高だかい声がこだまする。「……まさか、記事のせい？」

「スポンサーからＮＧが出たそうだ……。プロデューサーはずいぶんがんばってくれたようだが、やはりダメだったらしい。うちから出演を辞退した体にするようにと……」

「芸げい響きようのやつらにセクハラされたのよ、あたしは！」

「世間からすれば、記事に書いてあることだけがすべてなんだよ」

　ふたりの会話を聞き、「スポンサーってのはナニサマなんだ？」と訊きいたのはリセだ。

「スポンサーさまだよっ！　番組におカネを出してる広告主だよ！」

「でもさ、話題のアイドルであるあたしたちが出たら、視し聴ちよう率りつも上がるんじゃない？」

　みつきがいった。「なのに、なんでＮＧ出してくるのよ。願ったり叶かなったりでしょうが」

　小お田だはあからさまにうんざりした顔を見せ、「そんな簡単なもんじゃないんだよ」といった。

「提供には、美び容よう堂どう、あげは銀ぎん行こう、大だい東とう亜あ海かい上じよう保ほ険けんの名前がある……。ああ、役満だな」

　誰だれもが知る大だい企き業ぎようの名前を連ねて大きな息を吐はく小お田だに、「なにそれ」とリセが訊きく。

「トイレタリー、銀行、保険は、企き業ぎようの中でもかなりイメージを重視するんだ……」

　やけに詳くわしいなとリセがぼんやり思っていると、「小お田だっちは広告代理店から転職してきたの」と、みつきが耳打ちした。

「そりゃ、みつきのいうように、視し聴ちよう率りつ重視の会社も中にはある。だがこれらは潔けつ癖ぺきタイプなんだ。自社の看板に汚よごれがつくことを徹てつ底ていして避さけるんだよ」

「ヨゴレっ!?」

　またも重なった三人の声が響ひびき、小お田だは失言とばかりに自分の口を押おさえた。

　汚よごれ呼ばわりされたガルジョの三人は、自身の身体からだを見下ろす。とっくにステージ衣い装しように着き替がえ終わっており、あとはスタジオに向かうだけ、というタイミングでの無む慈じ悲ひな通告だ。活かつ躍やくの場を失った短いスカートが、むなしく揺ゆれていた。

　お通つ夜やのような雰ふん囲い気きで控ひかえ室しつを後にすると、エレベーター前で背後から声がかかった。

「あれ～？　実さね藤とうさんたち、どうしたのー？　収録はもうすぐだよぉ」

　私服姿のガルジョを見つけ、衣い装しよう姿すがたの伊い倉くら霧きり子こは瞳ひとみに愉ゆ悦えつを浮うかべながら首をかしげた。「帰っちゃうの？　どうしてー？　きょうも一いつ緒しよの予定だったじゃない」

　そういえばきょうもティアラ＆プリンセスと共演だった。

「ま、まあ、ちょっと……きょうは、つ、都合が悪くなって」

　黙だまっていればいいものを、みつきが虚きよ勢せいを張ると伊い倉くらはさらに笑えみを大きくした。

「あ、思いだした。芸げい響きようの記事のせいで出演、取り消されちゃったんだよねぇ」

　見え見えの罠わなにはまったガルジョのポンコツリーダーは、「むぐぅ……」と下っ腹にこぶしをねじ込こまれたような声を漏もらした。愚おろかとしかいいようがない。

「なんか大変だねぇ。ガルジョさん、しばらくお休みした方がいいんじゃなぁい？」

　オンナの恐おそろしさを目の当たりにしてリセがガタガタ震ふるえていると、背後から声がした。

「マスコミにまでたてつくなんて、どれだけ調子に乗ってるんだか」

　ティアプリや白しら鳥とりが所属する、チェイサー・プロダクション社長の大おお熊くま八や千ち代よが、リセを冷たい目で見下ろしていた。「いまに業界から総スカンを食らうから待ってな」

　まったく腹の立つオバサンである。

「総スカンって、大おお熊くまさんお得意の圧力ですね？」

　となりでかしこまっていた小お田だが「バカ」というよりも早く、目をひんむいた大おお熊くまの平手打ちは、リセの顔面を強打していた。

　そのまま側頭部をエレベーターのドアにガツンと打ちつけたリセに、大おお熊くまは吐はき捨すてるようにいった。

「癪しやくに触さわるね！　だぁれにクチきいてると思ってんだい。この業界、逆らっちゃいけない人間を見み極きわめないと生き残っていけないんだ」

　小お田だは「すいません、すいません」と平ひら謝あやまりするが、リセはなお彼かの女じよをにらみつけていた。

「白しら鳥とり亜あ蘭らんと瀬せ戸とあおいはつきあってない。瀬せ戸とさんへのイヤがらせはやめてください」

　お前たちが瀬せ戸とあおいを降ろすよう、テレビ局に圧力をかけていることは知っているぞ。

「まだいってんのかい。こっちはすでに謝あやまったんだ。いまさら撤てつ回かいなんてできようもないだろ。瀬せ戸とあおいはどうだ？　否定するからマスコミからのバッシングが止やまないんだろ」

　大おお熊くまは手を伸のばしてリセの髪かみをひっつかみ、無理やり顔を上げさせた。「わたしだって所属タレントの悪評はごめんだよ。でもね、こっちが損したのに向こうが無傷なんて、大手としてのメンツが立たないんだ。え？　ナメられちゃおしまいなんだよ」

　放り投げるように手を放はなされると、リセはべしゃりとその場に倒たおれた。

「じゃあ実さね藤とうさん、またガッコーでね」

　手をひらひらさせる伊い倉くらは大おお熊くまの背中を追い、スタジオの方へと消えていく。みつきに向けられたその言葉は、もう学校でしか会えないね、という意味に聞こえた。
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　その日の夜、寮りようを訪おとずれた谷たに口ぐちは、ガルジョの三人に頭を下げた。

「ごめんなさい。あなたたちを日ひ暮ぐらしさんに会わせなければ、こんなことにならなかったわね」

　彼かの女じよは深刻な顔を見せた。「わたしはチェイプロに復ふく讐しゆうするという目的があるから、これからも取材を続けるけど、あなたたちはもう諦あきらめておとなしくした方がいいと思う」

　そういうと、谷たに口ぐちはリセの部へ屋やを出ていった。「元気でね」という言葉を残して。

　世間には、「ガルジョ終わったな」とか「始まらずに終わった」とか「ていうか、誰だれ？」という声があふれており、触ふれるたびに気持ちは暗くなる。

　チェイプロ側に表明を撤てつ回かいする気がないことも痛いほどわかった。そして週しゆう刊かん芸げい響きようとの関係も最悪だ。ガルジョをバッシングする記事を、毎日のようにネット上に出している。

　ふと気づくと、みつきと兎うさぎがいなかった。自分の部へ屋やに帰ったようだ。

　のろのろと立ち上がったリセは、瀬せ戸とあおいの部へ屋やへ向かう。世間から叩たたかれているとはいえ、演技のレッスンはあるため朝から不在だったが、すでに帰ってきていた。

「リセちゃん！」

　勢いよくドアが開かれ、彼かの女じよは不安げな顔を見せた。

「あおいちゃん、ごめんね。また迷めい惑わくかけちゃって……」

「そ、そんなことない！　わたしこそ、本当にごめんなさい」

　謝あやまる必要などない。彼かの女じよからなにかをしてと頼たのまれたことなど一度もないのだから。

「ちょっとおねがいがあって来たんだ。いまから一時間後に、そこの公園で待っててほしいの」

「……一時間後？」

　きょとんとするあおいに、リセはうなずいた。彼かの女じよに見合うオトコにはまだなれていないけど、どうしても伝えなければいけないことがあるから。




　アパートの近く、大小のビルばかりの区画の中に、ちいさな公園がひっそりとある。

　ブランコに腰こし掛かけている瀬せ戸とあおいに利とし生おが近づくと、彼かの女じよは振ふり向むいた。

「リセちゃ──」

　その顔を見たあおいは一いつ瞬しゆん、思考が止まったような顔を見せ、次に息を飲んだ。

「え、きみ……ウソ、どうしてこんなところに……？」

　立ち上がり、彼かの女じよは周囲を見回す。「ど、どういうこと？」

「あぁ、よかった。覚えてくれてて……」

　心の底から利とし生おは安あん堵どした。「鳴なる海みリセに呼んでもらったんだ」

　まだ状じよう況きようをよく理解できていないらしく、彼かの女じよは目をパチクリさせている。

「リセちゃんと知りあいなの？」

「あー、うん。腐くされ縁えんってやつかな。実はいま、アジャリに所属してて……」

「きみが？　知らなかった……」

　ぽかんとするあおいだったが、「女優だったんだね」と利とし生おがいうと、なぜか失望したような顔に変わった。そして、「……知っちゃったんだね」と弱々しくいった。

「あの頃ころは、知らなくてごめん」

「そんなことで謝あやまらないで。わたしはそれでよかったんだから」

　あおいがふたたびブランコに腰こし掛かけたので、利とし生おもおそるおそるとなりに座すわる。

「……経済学部を目指してるきみを応おう援えんしてたんだけどな」

　そうつぶやき、彼かの女じよは顔を利とし生おに向けた。「わたしとは住む世界がちがうんだなって思ってたの。それなのに、どうして芸能界に入ったの？」

　当然の疑問だ。利とし生おはさっきからバクバクと暴れている心臓をなだめつつ、「きみに会うために」と正直にこたえた。

　彼かの女じよは驚おどろいたような表情を見せ、顔をそむけてから、「えーと……」とつぶやいた。

「きみがいなくなってから、ぐうぜん知ったんだ。女優の瀬せ戸とあおいだって」

「……いま流れてる報道の件は？」あおいは顔を見せないまま訊きいた。

「あれはウソだ。ありえない」

「うん……、ありがと」

　利とし生おは「芸能界を辞やめることはできないの？」と訊たずねる。これをいいたかったんだ。

「……どうしてそんなこというの？」

「ろくでもない業界だ。声のでかい方ばかり報道するマスコミ。マスコミのいうことをすぐに信じる世間も。圧力に屈くつするやつらもだ。こんなところ……」

「辞やめないよ、わたし」

「どうして？」

　利とし生おは声を強める。「こんな理り不ふ尽じんな世界、きっと他ほかのどこにもないよ」

「……理り不ふ尽じんかぁ。確かにそうかも。けど、楽しいって思ったことない？」

「え？」

「わたしは楽しい。お芝しば居いしてるのが楽しいし、業界で知りあった人たちの活かつ躍やくを見るのも楽しい。リセちゃんたちが大好きだもん。それに、裏方の人たちの努力にこたえたい、っていつも思ってる。芸能界って、表と裏で成り立ってるじゃない？　合わせてひとつだから」

「でも芸げい響きようみたいなやつらもいる」

「あの人たちも、わたしの中では芸能界の一部だよ。やっぱり、報道してくれる人がいるから作品が世間に広まると思うの」

　パクパクと口が動くだけでなにもいえなくなった利とし生おに、「名前は？」とあおいがいった。

「きみの名前、まだ訊きいてなかったよね」

「……成なり田た利とし生お」

　そして彼かの女じよはパッと明るい笑え顔がおになり、「成なり田たくんっていうんだぁ！」と笑う。

「あははっ。わたしね、きみのこと、心の中でいつも『あの人』って呼んでたの。おかしいね」

「……なんで名前、訊きかなかったの？」

「それはこっちのセリフ。成なり田たくんこそどうして？」

「わからない」と利とし生おは首を振ふる。

「じゃあ、わたしもわからない」とあおいは肩かたをすくめる。

　しばし見つめあい、ふたりは同時にプッと噴ふきだした。

　他愛もない会話をしばらくしてアパートの入り口まで送り、そこで別れることになった。

「きみはどこに住んでるの？　いまもあの公園の近く？」

「あー、うん。そうだよ」

「気をつけて帰ってね。……じゃあ、またね」

　利とし生おはあおいの背中を見送りながら、彼かの女じよの決心の重さについて考えていた。
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　翌日の昼、夕方にあったラジオの収録がまたもなくなってしまったため、ダンスレッスンを終えると完全にオフとなってしまった。

　帰宅後、ふたたび出かけようとしたところ、リセの部へ屋やを兎うさぎがひとりで訪おとずれた。

「リセちゃんもお出かけ？　みったんも部へ屋やにいないみたいなの。学校に行ったのかな。リセちゃんはどこに行くの？」

「スクープにはスクープよ」とリセがいうと、兎うさぎは「え？」と首をひねった。

「チェイプロは、不ふ倫りん報道の撤てつ回かいはしてくれない。週しゆう刊かん芸げい響きようは反論記事を書いてくれない。それならもう、こっちがチェイプロの弱みをにぎるしかない。逆に脅おどしてやる」

　ここからはなんだってやってやる。正せい攻こう法ほうではなく、どんな手でも使うつもりだ。

「わお！　それを芸げい響きように載のせてもらうんだね？」

　エレベーターに乗のり込こむと、兎うさぎも後をついてきた。

「いや、もう芸げい響きようとは関かかわりたくないわ……」

　こっちはたいへんな目にあった。なので、「谷たに口ぐちさんのいる週しゆう刊かん伝でん風ぷうに売りつけるよ。カネはいらないけど」というのがリセの考えだ。

　エレベーターが一階に着き、ドアが開く。

「でも、本当の目的は、記事にする前にチェイプロと交こう渉しようすることだよ。これを黙だまっていてほしかったら不ふ倫りんの件を撤てつ回かいしろ、って迫せまるのよ。ふふふ、うまくいけば、あおいちゃんのドラマ主演は叶かなうし、わたしたちの新曲も主題歌に採用されるし、いいことずくめでしょ」

「でも、芸げい響きように突とつ撃げきしたのはホントのことだし、うまくいくかなぁ？」

「不ふ倫りんの件は事実じゃありませんでした、ってチェイプロにいわせさえすれば、週しゆう刊かん芸げい響きようは面めん目ぼく丸つぶれだよ。白しら鳥とりのテキトー発言を鵜う吞のみにしたってことだからね。そうなれば、瀬せ戸とあおい無罪をずっと訴うつたえてきたガルジョの評判も回復するはずなんじゃないかな」

「リセちゃん……たくましい娘こっ！」

　アパートの外に出た瞬しゆん間かん、ブルルンと低い音が響ひびき、一台のバイクが目の前に止まった。

　ライダースジャケットを身にまとった人物を目にし、幼なじみの小こ春はるの顔がリセの脳のう裏りをかすめたが、フルフェイスのヘルメットを脱ぬいだのはみつきだった。

「みったん！　バイクなんて持ってたの？」

「まあね。事務所には黙だまってたけど、これがあたしの最終兵器よ」

「最終兵器？」

「あのオバサンにキレて芸げい響きように突とつ撃げきしちゃったけど、あくまであたしの目的は伊い倉くらの不ふ倫りんを暴あばくことよ。けど考えてみたら、その情報をつかめばチェイプロとの取り引きにも使えるって思いついたの。うまくいけば主題歌も採用してもらえるし、一石二鳥でしょ？」

「お～、いま、まったくおんなじ話をリセちゃんから聞いたところだよ。気があうねぇ」

「え？　あ、そうなの……？」

　リセが「そのバイク、どうするつもりなの？」と訊たずねると、「もちろん尾び行こうよ」とみつきが得意げな顔を見せた。

「いま白しら鳥とり亜あ蘭らんを叩たたく声がちいさくなってきたでしょ？　だからそろそろ伊い倉くらと会うと思うのよね。そこを押さえてやるわ」

「伊い倉くらじゃなくて、白しら鳥とりを追うの？」

「白しら鳥とりの方が悪いことしてそうじゃない？　不ふ倫りんがベストだけど、いまはとにかく、チェイプロとの交こう渉しよう材料を探すことを優先するわ。あんたらは家でゴロゴロしてなさい。足手まといよ」

　甲かん高だかいエンジン音を立て、みつきの乗ったバイクはたちまち見えなくなった。あとに残ったのは排はいガスのニオイだけである。たしかに足手まといだな、とリセは思った。




　みつきがいなくなると、「今夜はあおいちゃんを誘さそって銭湯に行こう」と兎うさぎがとんでもないことを言いだしたので、リセは実家に逃とう亡ぼうした。そればっかりはさすがにまずい。

　学校に行く前に必ず立ち寄っているとはいえ、家でゆっくりするのは久しぶりである。

「いなくなって、もうどれぐらい経たつっけ？」

　利とし生おがまんじゅうを片手に訊たずねると、「十ヶ月かしら」と茶を飲む母がこたえた。

「まあ、忘れた頃ころにフラッと帰ってくるんじゃないの」

　利とし生おがアイドル活動を不本意ながらも続けている理由は、当初の目的である瀬せ戸とあおいに会うことばかりではない。父が「カネを作ってくる」という書き置きを残し、蒸発したのだ。こうなると母の稼かせぎだけでは心こころ許もとない。父はなんの財産も残さないどころか、いくらかの借金をあとはよろしくとばかりに押おしつけていったのだから。

　そんな父を反面教師とし、堅けん実じつさを将来に見み据すえてきたつもりだが、いまでは芸能界に身を置いている。血は争えないとはこのことをいうのか。

「ねえ、そんなことより、ガルジョは大だい丈じよう夫ぶなの？」と姉がいう。

「そうよ、そんなこと気にしてる場合じゃないでしょ」と母もいう。

　女性陣じんからそんなこと呼ばわりされた父を憂うれいつつ、利とし生おは「知らね」とこたえた。

「けど、芸能界ってほんと怖こわいところだわ。清きよ美みのいったとおり、おれには向いてないな」

「まあ、あたしは弟にアドバイスしたのであって、妹にいったわけではないけどね」

　ぎゃふん。せっかくオトコとして過ごせる場所に帰ってきたってのに、傷口にナイフを突つき立たててかき回すとは、なんとも残ざん酷こくなことをしてくれる。

　しかし、息子むすことして産んでくれた母は、「好きなようにやんなさい」といった。

「生活はなんとかするから、辞やめるも辞やめないもあんたの自由よ」

「えー、辞やめてほしくないなー。あたし『ジョーカーズ』にも入ってるんだけどー」

　清きよ美みがいう。「にしても、俳優志望の弟の方は、いつ売れるわけ？」

　知るか、と利とし生おは毒づく。こっちが訊ききたいわ。ちなみにジョーカーズとは、ガルジョの公式ファンクラブの名めい称しようだ。頼たのんでもいないのに、いつの間にか姉は入会していたのである。

　しばらくすると、あらかじめ連れん絡らくを入れていた武たけ内うち小こ春はるが上あがり込こんできた。

「トシ、出席日数まずくない？」

　友人は開口一番にいった。「進級できるの？　それとも、ぼくの後こう輩はいになるの？」

「おれにもわからん」

　すると清きよ美みが、「いざとなったら岸きし辺べ学がく園えんに転校すればいいのよ」と口をはさんだ。

「もちろんオンナとしてね！」

　つかの間、みつきや兎うさぎが着ているあの制服に身を包んだ鳴なる海みリセを想像し、利とし生おはぶるりと震ふるえた。冗じよう談だんじゃない。そもそもそれじゃ成なり田た利とし生おが高校に通っていることにならないではないか。あおいちゃんと同じように、せめてそこは通信制に転校といってくれ。

　ふと殺気に気づいて振ふり向むくと、小こ春はるは凄すごみのある瞳ひとみを利とし生おに向けていた。

「トシ、まさか本気で岸きし辺べ学がく園えんに転校する気じゃないよね？　女子高生になるつもり？」

「んなわけあるか！」

　しばらく茶を飲んで夕刻が近づいた頃ころ、手もとのスマホが鳴った。みつきからだ。通話ボタンを押おす寸前にまずいと気づき、プルプルと顔を振ふってオンナに変身する。

「リセ、あたしよ。白しら鳥とりを見つけて追ってたんだけど、ちょっとわけのわからない事態になってるの。こっちに来てくれない？　あ、いま、ガラの悪いやつらと合流したわ」

「……こっちもわけがわからないけど。いまどこにいるの？」

「六ろつ本ぽん木ぎ」

　みつきから詳くわしい居場所を聞いたリセは、ふと思いつき、「別の人間を行かせるから、そいつに説明して」という。

「はぁ？　あんた、来れないの？　どうして？」

「おじいちゃんの三さん回かい忌きで」

「あ、そう。ならしょうがないわね。……で、別の人間って誰だれよ」

　リセは目の前にいる姉をにらみつつ、「アジャリの売れない俳優だよ」といって電話を切った。




　小こ春はるの運転するバイクに乗って六ろつ本ぽん木ぎに到とう着ちやくした利とし生おは、裏道にある月つき極ぎめの駐ちゆう車しや場じようの暗がりに、みつきを発見した。

「みつき」

　縁えん石せきに腰こし掛かけていた彼かの女じよは顔を上げ、「あんた、誰だれ？」といった。

　いまはオトコであることを思いだし、「鳴なる海みリセの代理の、成なり田たです」と利とし生おは言い直す。

「ふうん、あんたが」

　立ち上がり、ジロジロとこちらの顔をのぞき込こむみつきがいう。「たしかに売れなそうね」

　うわ、ムカつくぅ。そうだ、出会った頃ころはこういうオンナだった。最近はかなり打ち解けてきているつもりだったが、ズバズバいうのが彼かの女じよの本質だったと思いだす。

「で、リセとどういう関係？　そっちの娘こは？」

「えーと、これは友達の小こ春はる。この娘ことおれとリセの三人は……昔から仲がいいんだ。うん」

「どうも」

　ヘルメットを小こ脇わきに抱かかえる小こ春はるが、みつきのかたわらにあるバイクを見た。「スズキだ」

　対するみつきは、小こ春はるの後方にあるバイクを見て、「カワサキね」という。バイク乗りだけに通ずるあいさつのようなものなのだろうか。

「で、なんであんたが来たの？　状じよう況きようは理解してるわけ？」

「もともとリセと連れん絡らくを取りあってて、おれも協力しようと思ってたんだ。白しら鳥とりはどこに？」

「そこの焼肉屋」と、みつきが指差したのは、小道の反対側にある、隠かくれ家が的てきな店だった。

　小こ春はると共に近寄って、中の店員や客から怪あやしまれない程度に観察してみる。高級そうだ。

「客席は個室っぽいね。中で白しら鳥とり亜あ蘭らんを見つけられるものかな」

　小こ春はるがいう。「まあ、ぼくはお腹なかが空いてるから大だい歓かん迎げいだけど。支し払はらいはおねがいね」

「芸能人が全員カネ持ちだと思ったら、大おおまちがいだぞ」

「ここまでの送そう迎げい費ひは？」

　小こ春はるにいわれ、利とし生おはぐうの音も出ない。そのとき思いだした。みつきのいう、わけのわからない事態、とはいったいなんだったのかということを。

「みつき、そういえば」

　振ふり向むくと、彼かの女じよの姿はどこにもなかった。「……あれ？」




　金きん髪ぱつの太ったオトコに腕うでをつかまれたみつきは、ひと気のない方へと連つれ込こまれていく。

「痛い、離はなしてよ！　なんなの？　叫さけぶわよ」

「お前、ガールズ・ジョーカーの実さね藤とうみつきだろ？　なんでここにいる？　尾つけてきたのか？　あの鳴なる海みリセってオンナも一いつ緒しよか？　どうなんだ、こたえろ！　あのオンナだけは許さねえ」

　わけのわからないことをいっているが、目の前のオトコが怒いかりをぶちまけていることだけは確かだ。叫さけぼうとした瞬しゆん間かん、みつきの首はがっしりと分厚い手でつかまれてしまった。

「……かはっ！」

「叫さけべるもんなら叫さけんでみな」

　オトコがブタ鼻をみつきの頰ほおにくっつけると、悪お寒かんが背中を走る。

「チェストーッ！」

　唐とう突とつなかけ声と共に、利とし生おのこぶしがオトコのアゴを真横から跳はねると、金きん髪ぱつは「ぶひゃっ」と鳴きながら後方にあおむけで倒たおれた。

　それを見下ろす利とし生おがブタ鼻に指を引ひっ掛かけて強く引くと、金きん髪ぱつは悲鳴をあげつつ、半ば自発的に立ち上がった。

「こないだはよくもやってくれたな。オンナだからってナメるなよ」

「……あ、あないにいいっつててんんばだ、ててべめええ？　だだえれだだ？」

　涙なみだ目めの金きん髪ぱつは指を抜ぬこうと躍やつ起きだが、つま先立ちではそれもなかなか難しい。

「お前にごく当たり前のことをいってなかった。女性は優やさしく扱あつかえ」

　右の指を引ひき抜ぬくと同時に、左の肘ひじを顔面に浴びせた。「この、オンナの敵！」

　鼻がひしゃげた金きん髪ぱつは後ずさりした後、ふたたび背中から地面に崩くずれ落おちた。

「大だい丈じよう夫ぶか、みつき」

　へたり込こんだみつきの肩かたを揺ゆすると、「ええ」という返事がすぐにあった。だが瞳ひとみはかたまったままで、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっているのは明らかだ。

「おい、ホントに大だい丈じよう夫ぶか？　ケガは？」

　両りよう頰ほおを指先で軽く叩たたいてみるとぷるんぷるんと揺ゆれ、みつきはハッと我に返った。

「ダイジョブだってば！　ケガもない！」

　振ふり返かえると、小こ春はるはまたも金きん髪ぱつを立たせ、その顔面や腹に、「エイヤ！」と膝ひざ蹴げりをお見み舞まいしていた。蹴けるたびに「ぶひ」と鳴き声が生まれている。

「なんなの、あのオトコ……？　こないだって、なに？」

「あいつは白しら鳥とりの連れだ。以前、グラスで殴なぐられたことがあって」

　いつか必ず復ふく讐しゆうしてやろうと利とし生おは思っていた。「……あ、鳴なる海みリセがね。おれじゃなくて」

「……はぁ？　女の子に手ぇ出したの？　許せないんだけど！」

　気を失った金きん髪ぱつを利とし生おが道路脇わきに苦労して座すわらせ、近くのゴミ箱から回収した缶かんビールやチューハイの空あき缶かん三本ほどをそいつの足もとに置いてみた。眠ねむりこけた酔よっ払ぱらいの完成である。誰だれも声をかけないだろう。

「……ありがと。助かった」

「こんな時間に、こんなところにいるべきじゃないだろ。帰った方がいいよ」

　するとみつきはムッとし、「生あい憎にくだけど、これはあたしたちの問題なの。そっちこそ、この件に関かかわりないでしょ」などといった。

　こっちは心配してやってるのに、このオンナは……。

「あんたって、リセに似てるわね。顔じゃなくて、雰ふん囲い気きがなんとなく。ねえ、小こ春はるさんっていったっけ、そう思わない？」

　みつきに問われた小こ春はるは、「昔からそっくりだよ、このふたりは」などとこたえる。

「そ、そんなことより！」

　利とし生おは話題を変えた。「わけのわからない事態ってなんなんだ？　リセにそう電話したろ？」

「あ、そうそう、そのことなんだけど……って、やばっ！　隠かくれて！」

　道の先になにかを見つけたみつきに手を引かれ、三人は自じ販はん機きの裏に隠かくれた。

「あれよ、あれ。なんであいつが白しら鳥とりたちと一いつ緒しよにいるの？　ていうか、あんた知ってる？　あのオンナの顔」

　オトコたちが五、六人ほど連れ立って、焼肉屋から出てきたところだった。酔よっ払ぱらっているようでやかましい。白しら鳥とりの姿も確かにそこにあった。

　だが、その中にひとりのオンナの姿を見つけ、利とし生おは目を見開く。

「週しゆう刊かん芸げい響きようの日ひ暮ぐらし……」

「そう、そうなのよ」

　となりで、みつきがささやいた。「なんで日ひ暮ぐらしが白しら鳥とりと一いつ緒しよにいるわけ？　白しら鳥とりはあのオンナにスクープされたのよ　おかしくない？」

　おかしい。

　週しゆう刊かん芸げい響きようの日ひ暮ぐらしは、白しら鳥とり亜あ蘭らんと瀬せ戸とあおいがふたりきりでいるところを撮とった記者だ。ハリウッド進出直前という大事な時期に、彼かの女じよのせいで、白しら鳥とりは謝罪文を出す羽目になったのである。それは事態をさっさと沈ちん静せい化かさせるためという迷めい惑わく行こう為いではあるが。

　すなわち、白しら鳥とり亜あ蘭らんと日ひ暮ぐらしは敵対関係のはずだ。

　なのに、暗くら闇やみの中、その連中は笑いあっていた。まるで気心が知れた仲間のように。
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　その日のうちに、谷たに口ぐちに電話をかけると、彼かの女じよは夜中にもかかわらず駆かけつけてくれた。

　六ろつ本ぽん木ぎで目もく撃げきしたことをすべて話すと、彼かの女じよの答えは「ありえないわ」だった。

「白しら鳥とり亜あ蘭らんってマスコミ嫌ぎらいで有名なのよ。記者対応はすごくそっけないし、尾び行こうや張はり込こみにもかなり注意してるの。そんなオトコが記者と焼肉なんて……しかも自分のスキャンダルを撮とられた相手と……」

「でも見たんですよ。あれはまちがいなく日ひ暮ぐらしでした。あのムカつくオバサン」と、みつき。

「チェイプロからすれば、殺したいほど憎にくんでいる相手だと思うけど……」

　谷たに口ぐちは首をひねり、「ちょっと調べてみる」といい、その日は帰っていった。




　彼かの女じよは翌々日の夜に電話をくれ、「キナ臭くさいわね」と口火を切った。

「日ひ暮ぐらしさん、八千万を超こえるタワーマンションに住んでるわよ」

　リセは耳を疑い、「週刊誌の記者ってそんなに儲もうかってるんですか!?」と訊きく。

「んなわけないでしょーが。しかも最近になって引ひっ越こしてきたっていうし、もうこれは怪あやしさを通とおり越こして確信に近いわね。どこかからあのオンナへカネが流れてきたのよ。宝くじを当てた、というわけじゃなければね」

「確信って、どうしてそこまでいえるんです？」

「日ひ暮ぐらしにはつきあってるオトコがいるみたいなんだけど、知ってる？　いつも白しら鳥とりとつるんでる比ひ留る間まっていう半グレよ」

「日ひ暮ぐらしと……？　髪かみが長めで、サーファーみたいなやつですね」

　兎うさぎといった麻あざ布ぶのパブで見た。ただならぬ雰ふん囲い気きを持ったオトコだ。

「年ねん齢れいは四十三で、エステとか経営してるみたい。でも日ひ暮ぐらしにマンションを買ってあげられるほど羽ぶりはよくない。だからこいつはちがう」

　週刊誌の記者というのは、どこでどうやってこんな情報を手にいれるのだろう。

「日ひ暮ぐらしにカネを渡わたしたのはチェイプロじゃない？　さすがに白しら鳥とりひとりでその金額を動かすのは苦労すると思うし」

「……芸能事務所が記者にカネを渡わたすなんてこと、あるんですか？」

「ないわよ、そんなもの。でも、大のマスコミ嫌ぎらいである売れっ子俳優が記者と焼肉食べるなんて、なにかあると思わない？　たとえば、日ひ暮ぐらしとチェイプロはグルだった……とかね」

「グル？」

「もし日ひ暮ぐらしが、白しら鳥とりと瀬せ戸とさんが交際していないことを知りながらあの記事を書いた、あるいは書かされたというなら、それはつまり『捏ねつ造ぞう』ということになるわね」

「……でもグルだったとしても、なぜ白しら鳥とりに不利な記事を書いたんでしょう？」

　どう考えても論理はつながっていない。不ふ倫りんという圧あつ倒とう的てきにネガティブなことを日ひ暮ぐらしは報じているのだから、カネを白しら鳥とりからもらえるはずはない。

「そこなのよねぇ。そこがまったくわからないの。けど、仲よさそうに歩いていたというなら、裏で通じていることはまちがいないんじゃないかしら」

　電話を切ったリセは、成り行きを見守っていたみつきと兎うさぎに会話の内容を伝える。

「もしかして、あおいちゃんに不利なことを書こうとしたのかなぁ」

　もう眠ねむいようで、兎うさぎがふわふわとした調子でいった。「目的はわからないけどぉ……」

「瀬せ戸とあおいを貶おとしめることで、チェイプロが得をするとは思えないけど」

　みつきがいう。「たとえ仕事を奪うばおうと考えても、いまあの娘こと競合している女優は、チェイプロにはいないはずよ。伊い倉くら霧きり子こよりも遥はるかに格上なんだから」

　白しら鳥とり亜あ蘭らんと瀬せ戸とあおいの交際を（事実ではないが）日ひ暮ぐらしは週しゆう刊かん芸げい響きようで報じたのだから、白しら鳥とりからしたら大だい迷めい惑わくだ。だというのに、やつは日ひ暮ぐらしと親しくしている。

　この矛む盾じゆんの裏に隠かくされているものの気け配はいを、感じずにはいられなかった。




　考かんがえ込こむリセを、「聞いてるのか！」という声が現実に引ひき戻もどした。

　社長室だ。退院したばかりの重しげ松まつが、芸能界でのモラルをガルジョの三人に説いていた。波風を立ててはいけないとか、目上の人にはきちんとした言こと葉ば遣づかいをとかいっているが、要約すれば「長い物には巻かれろ」だ。ガルジョは連日、世間から叩たたかれ続けている。

　リセは手をあげ、「社長、うちの事務所は暴力団と関かかわりを持ってますか」と訊きいてみた。

　しばしあっけにとられていた重しげ松まつは、「あるわけないだろ」と厳しい口調でいった。

「うちはクリーンだよ。ヤクザとも半グレともつきあいはない。なんでそんなこと訊きくんだ」

「どうして芸能界って反社会的勢力とつきあいがあるんですか」

「……いや、ぜんぶがぜんぶつながってるわけじゃないの」

　深く息を吐はいた社長は、イスに背中をあずけた。「ただ、興行ってのは大昔、そういう連中のものだったんだよ。まあ、いまは手を切ってるところばかりだから、少なくなってるけど」

「でも、あるんですよね？　つながっている意味ってなにかあるんですか」

「そりゃ、いろいろだな。交こう渉しよう役やくって意味もある。たとえば地方とかでイベントを行うとき、イチャモンをつけてくるやつらがたまにいるのよ。蛇じやの道は蛇へびっていうだろ。その筋のもんに対応を任せるのさ。まあ、ものすごくきれいな言葉でいうと、コーディネーターだな」

「へえ」

「あとは、もめごと処理っていうの？　いわゆる用心棒。昔のタレントっていうのは本当に手のつけられないやつらが多くて、あちこちでいろいろと問題を起こすのよ、これが。飲み屋で一いつ般ぱん人じんとケンカなんてことも珍めずらしくなくてさ。まあ、まさにいまのきみたちがそれなわけだけど……。頼たのむよ、ほんとぉ。いまはそんなやつらを雇やといたい気分だよぉ」

　しまった。話をそらせるかもと考えていたが、ヤブヘビとなってしまった。

「……これはきみたちにいうか迷っていたが、この際だ。いうことにするよ」

　重しげ松まつはひときわ暗い声でいい、妙みような悲ひ壮そう感かんを漂ただよわせた。

　じっと待つが、なかなか次の言葉は出てこない。しびれを切らしたみつきが、「なんですか」とうながすと、事務所社長は観念したように口を開き、涙なみだ声ごえでいった。

「ガルジョの謝罪会見を開けといわれている……」

　部へ屋やが深海のような無音に満ちた後、三人は仰ぎよう天てんした。

「しゃざいかいけん──────っ!?」
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　みつきと兎うさぎに加え、谷たに口ぐちと小こ春はるを呼ぶと、リセの部へ屋やはぐっと密度が高まった。

「あぁ、記者会見ね……。うちでも、まあ、そういう話は出てるわよ」

　アップルジュースに口をつけた後、谷たに口ぐちは言葉を選び始めた。「最近、ほら、いろいろと話題になってるじゃない？　ガルジョって。ここいらで、いったいきみたちはなにをしているのかちょっと説明してほしいな～なんてことを、マスコミは思ってるわけで……」

　表現をやわらかくする谷たに口ぐちに対し、「いいですよ、はっきりいって」とみつきは冷たい。

「マスコミに逆らうなんて何さまのつもりだってことですよね。会見で突つき上あげてやると、そういうことですよね。あいにくですが、まだ会見を開くかどうかは決まってません」

「いえ、そんなはっきりとは……」

　顔をそむけてゴニョゴニョいう谷たに口ぐちに、「謝罪会見ってなんなんです？　やらなくちゃいけないものなんですか？」とリセは訊たずねた。

「あれは一種の区切りみたいなもので……。タレント側はカメラの前で頭を下げることで、制裁を受けたとアピールするのよ。開く義務があるわけじゃないけど、やらないと……」

「バッシングが続くってことですか？」

　すると、またもみつきが、「会見しても叩たたかれ続けるタレントはいるけどね」と割わり込こんだ。

「そうなの？　じゃあ意味ないじゃん。下へ手たすりゃ、社長の幼児退行が進むだけじゃ……」

「マスコミってのはね、『世間の反応は……』っていう間接的な口こう実じつで叩たたくのよ、直接ね」

　しょんぼりする谷たに口ぐちを尻しり目めに、みつきはリセの部へ屋やのドアに目をやった。

「ところで、きょうは……あいつは来ないの？」

　関係者は全員そろっているのに、みつきはそんなことをいう。「だから、あいつよ。……成なり田た利とし生おっていったっけ？　あの売れない俳優」

　おれかよ！　リセの心臓が、ドキリと揺ゆれた。どうこたえればいいのだろう。

「きょうは来ないよ」

　小こ春はるが口を開いた。「トシになにか用？」

　よくやった小こ春はる。リセは見えないところでガッツポーズを決める。

「ふうん。まあ、別に、用なんてないけど……」

　そのやりとりを目にして不思議そうにする兎うさぎが、「誰だれのこと？」と訊たずねるが、「なんでもないわよ」とみつきはぞんざいにこたえた。

「で、カワサキ乗りのあなたはどうしてここにいるの？　小こ春はるっていったっけ。リセが呼んだんでしょ？」

「ああ、それは……」

　リセが説明しようとしたとき、インターホンが鳴った。訪おとずれたのは、瀬せ戸とあおいである。

「あおいちゃん、どうしたの？」

　開けたドアの隙すき間まから、彼かの女じよは「おじゃまします」と、多少強ごう引いんに入ってきた。

　その様子に気づいた谷たに口ぐちがリビングから顔をのぞかせ、「あら、瀬せ戸とあおいさんだわ」といい、そのとなりで小こ春はるが「あおいちゃん、こんばんは」と笑え顔がおを見せる。

「……どうしたの？　こんな時間に」

　背後から声をかけたリセを振ふり向むき、あおいは「みんなでなにをしてたの？」と訊きく。

「なにかヒソヒソとしていることは前からわかってた。でも呼ばれなくて、自分から行くわけにもいかなくて……悔くやしかったの」

「あおいちゃん……」

「おねがい。わたしも仲間に入れて。元はといえば、わたしの問題だから」

　強い意志を感じる瞳ひとみだった。当事者ではあるが、彼かの女じよだけはこの問題に関かかわらせたくなかった。有名であればあるほど人目を引くものであるし、一挙手一投足をつぶさに観察される。

　だが断ることはできそうになく、リセはうなずく他ほかなかった。

「ありがと」あおいはリセにほほ笑えんだ。

　まずは小こ春はるの報告を聞くところからだ。彼かの女じよにはやつらを尾び行こうして情報収集するように頼たのんでいたが、期待以上のことをつかんできてくれたので、その場にいる人間を驚おどろかせた。

「日ひ暮ぐらしっていう記者と、比ひ留る間まっていう半グレは、最近になってつきあいはじめたんだって。でもそれは表向きで、白しら鳥とりの指示で比ひ留る間まが日ひ暮ぐらしを口説いたみたい。ひと月前の話」

「……えーと、小こ春はる、それどこで聞いてきたの？」

「トシが教えてくれた麻あざ布ぶのパブにバイクで向かったら、ちょうどあの金きん髪ぱつのデブがひとりで外にいたから無理やり吐はかせたよ」

　四人の女性が硬こう直ちよくしたので、「もういいや」とリセは幼なじみを制止した。先日、街中で遭そう遇ぐうしたときもイライラしているようだったが、小こ春はるはストレスでも溜たまっているのだろうか。

「まあ、そいつがいうには、白しら鳥とりや比ひ留る間まはその記者を手もとに置いておきたいみたいだよ。今後もよろしく、みたいなことをよく話してるんだって」
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「それは不ふ倫りん報道があった時期と同じじゃない？　あ、正確には不ふ倫りんではないけど」

　谷たに口ぐちはあおいの存在に気づき、言い直した。「なにかが起きて、記者の日ひ暮ぐらしと、俳優の白しら鳥とり、そしてチェイプロが手を組むことになったのよ。でも裏では、白しら鳥とりは日ひ暮ぐらしを信用してない。だから用心棒の比ひ留る間まを使って日ひ暮ぐらしを籠ろう絡らくしたのね。……うんうん、いかにもオトコに縁えんのなさそうなオンナだったから、コロっといきそうね」

「なにか、というのは？」

　あおいの問いに、谷たに口ぐちは真しん剣けんな表情を見せる。

「タレント側とマスコミが手を組むケースは、ひとつだけあるわ。スクープを撮とった場合、撮とられた相手に、これを載のせますよ、って形だけでも報告するの。マスコミとしての、最低限の礼れい儀ぎのようなものよ。紳しん士し協きよう定ていともいえるかしら」

「それは聞いたことがありまぁす。というか、体験しましたぁ」

　兎うさぎがそういうと気まずい空気になった。日ひ暮ぐらしに詰つめ寄よったところを撮とられ、週しゆう刊かん芸げい響きようの記事になる前にメールで送られてきたのは、わりと最近のことだ。

　谷たに口ぐちはゴホンと咳せき払ばらいをして続ける。

「でね、スクープには『差さし替かえ』ってものがきく場合があるのよ」

「それも聞いたことがあります」

　今度はリセがこたえる。「事務所からマスコミに、別のスクープを提供するんですよね」

「そうなの。だからね、今回の場合、それが瀬せ戸とさんとの不ふ倫りんだったら……そう考えるとすべてが納なつ得とくできると思わない？　白しら鳥とり亜あ蘭らんが事実でないのに不ふ倫りん報道を認めたこと。チェイプロ代表である大おお熊くま八や千ち代よが、白しら鳥とりのハリウッド進出前という大事な時期に報道を撤てつ回かいしなかったこと。瀬せ戸とさんに圧力をかけて認めるように迫せまること」

　他ほかのものが絶句する中、リセは口を開く。

「……え？　なにかのスクープをなしにして別のものに差さし替かえてもらうために、あおいちゃんを騙だまして呼びだして、そこを日ひ暮ぐらしに撮とらせたってことですか……？」

「だとすれば、瀬せ戸とあおいはスケープゴートにされたことになるわね。飛ぶ鳥を落とす勢いだった白しら鳥とり亜あ蘭らんと、超ちよう有名若手女優である瀬せ戸とあおいの不ふ倫りん報道。なにかはそのスクープと同等、あるいはそれ以上のものよ。この仮説が正しければ、日ひ暮ぐらしはきっとそれを撮とったのよ」

「それってかなりヤバいものを押さえたってことよね？　……犯罪？」みつきが声を潜ひそめる。

「こればかりは想像できないわね。勝手に思おもい込こむのは危険よ」

「……週しゆう刊かん芸げい響きようもグルだったの？」

「それはないわ。仮にグルだとしたら、日ひ暮ぐらしだけがタワーマンションに住んでるなんてありえないでしょう？　だからこれは、日ひ暮ぐらしが個人的に取引をしているんじゃないかしら。そうなると、驚おどろきだけど、日ひ暮ぐらしが受け取った報ほう酬しゆうはふたつ。国民に激げき震しんが走る大スクープを撮とったという栄えい誉よがひとつ。そしてもうひとつは、八千万円を超こえるタワーマンション！」

　フーッ！　と谷たに口ぐちは口を鳴らした。それは彼かの女じよと年ねん齢れいが離はなれていることを、他ほかの五人が実感するような仕し草ぐさであった。

「どうすれば、やつらの悪事を暴けますか……？」リセが訊たずねる。

「そのなにかをわたしたちがつかむのよ。チェイプロにとっては、かなり痛いものであるはずだわ。それさえあれば、瀬せ戸とさんのドラマ主演の話は復活させられる。でもそれを知るのはきっと、白しら鳥とり、大おお熊くま八や千ち代よ、記者の日ひ暮ぐらし、そして比ひ留る間またち半グレね。わかってる限りでは」

　そう話す谷たに口ぐちがちらりと目をやり、小こ春はるがそれに気づいた。

「金きん髪ぱつデブはダメだと思う。雑ざ魚こ扱あつかいされてるのか、なにも知らされてないみたい。それに、今後は他ほかのやつらにもなかなか近づけないかも。ボコボコにしたから警けい戒かいされただろうし」

「……そ、そうね。よしといた方がいいわ。危険なやつらだし」

　谷たに口ぐちは引きつった笑えみを見せた。「いずれにせよ、白しら鳥とりに近い人物なら知ってるんじゃないかしら。わたしはそう思うけど」

　近い人物といわれても、どいつもこいつも一ひと筋すじ縄なわではいかなそうである。

　誰だれもが考かんがえ込こむ中、瀬せ戸とあおいだけは条件に該がい当とうする人物に心当たりがあった。

「みんな、明日あした、またここに集まってもらえますか？　わたしがその人を連れてきます」

　残る五人はぽかんとしていた。




　およそ二十四時間後、ふたたび同じメンバーが集まったリセの部へ屋やに、瀬せ戸とあおいがひとりの女性を連れて現れた。二十代前半だろうか。長い黒くろ髪かみストレートの美人だ。

　おとなしそうな雰ふん囲い気きがあるその人物に、見覚えはない。タレントではなさそうだが……。

「……そちらは？」

　谷たに口ぐちが訊たずねると、「白しら鳥とりさんの奥おくさんです」とあおいがこたえた。

　部へ屋やがどよめく。

　奥おくさんと紹しよう介かいされた女性は緊きん張ちようした様子で一礼するだけで、口を開かない。

「ご自宅のあるマンションは知っていたので、きょうのお昼に訪ねてみました」

「みましたって……」

　みつきが言葉を失いかける。「不ふ倫りん相手が、嫁よめに突とつ撃げき訪問したっての？　いや、あなたが不ふ倫りんしてないのはわかってるけど……。なんで連れてきちゃったの？」

　まったくだ。世間がいまだにそう思っているように、白しら鳥とりの妻からしたら、瀬せ戸とあおいは夫の不ふ倫りん相手である。

「わたし、前から謝あやまりたかったんです。事実でないとはいえ、おかしな騒さわぎを起こしてしまって。きのう、谷たに口ぐちさんが白しら鳥とりさんに近い人なら真相を知っているかもしれないといっているのを聞いて、もしかしたら奥おくさんなら、と」

「……奥おくさんってたしか、白しら鳥とりさんがバンド始めた頃ころからつきあってるのよね？」と谷たに口ぐち。

「恵え美みっていいます」

　白しら鳥とりの妻がようやく口を開いた。子供みたいな声だ。「誰だれかが自分に事件のことを訊きいてきたら正直に話した方がいいっていわれてたんです。だから瀬せ戸とさんにはもう話して……」

　そのアドバイスは誰だれから受けたのかを聞こうとしたが、谷たに口ぐちの反応の方が早かった。

「事件ってなんです!?」

「当あて逃にげです」

　恵え美みはいった。「亜あ蘭らんくんはクルマをぶつけたんです。……ケガ人もふたり出ました」

「白しら鳥とり亜あ蘭らんが……当あて逃にげ？　そんなの聞いたことないけど」

「警察に自首したのは別の人ですから」

「……まさか、身代わり出頭？」

「っていうんですか？　亜あ蘭らんくんがいつも一いつ緒しよに遊んでいるオトコの人とあたしが警察に行って、自分たちがぶつけたっていいました」

　みつきが信じられないといった顔でいう。

「はぁ？　あなたが？　なんで？」

「えっと──」

　たどたどしくしゃべる彼かの女じよの話をつなぎあわせると、どうやらこういうことらしい。

　白しら鳥とり亜あ蘭らんはその日、ティアラ＆プリンセスの伊い倉くら霧きり子こを助手席に乗せ、都内を運転していた。

　だが、閑かん静せいな高級住宅街を抜ぬける道を走っていたところ、横から飛びだしてきたクルマと衝しよう突とつしてしまったというのだ。

　白しら鳥とりは焦あせった。不ふ倫りん相手が同乗しているのも、ハリウッド進出前というのも、さらに飲酒運転というのもまずい。しかし、幸いなことに（？）、ぶつかった相手は意識を失っているようだ。中年の運転手と後部座席に座すわる老人である。

　白しら鳥とりは、とにかくその場から逃にげた。

　だが不ふ倫りん相手の伊い倉くらを連れたまま自宅に着いたところで、だんだんと正気を取とり戻もどしてきて気づく。現場から逃にげたことがもっともまずいということに。むしろ問題を大きくしてしまったのである。

　突とつ如じよとして現れた不ふ倫りん相手にぼう然とする恵え美みを差し置き、白しら鳥とりは頭を抱かかえた。

　そこで彼かれが電話をかけたのが、半グレの比ひ留る間まだった。自宅にいた恵え美みがわけもわからず見守る中、白しら鳥とりは彼かれにこれまでの経けい緯いを洗いざらい話したという。そして助けを求めた。

　驚おどろくべきことに、比ひ留る間まは十五分もしないうちに、白しら鳥とりの自宅へ仲間をひとり連れてやってきて、身代わり出頭を提案した。

　目もく撃げきされていたり、監かん視しカメラを調べることもある。だから頭数はそろえたい。比ひ留る間まはそう話した。彼かれが連れてきたオトコは白しら鳥とりと背格好が似ており、白しら鳥とり本人から脱ぬがした服をそのまま着せると、遠目からではそっくりになった。

　当然、次は伊い倉くら霧きり子この代役が必要となる。比ひ留る間まはなんと、白しら鳥とりの愛人である伊い倉くらが脱ぬいだ服を、妻の恵え美みに着せたのだ。

　ここで遅おくれて大おお熊くま八や千ち代よが駆かけつけた。白しら鳥とりが比ひ留る間まの次に電話をかけて呼んでいたのである。彼かの女じよはかなり混乱していたようだが、それも比ひ留る間まがなだめ、計画を話した。ぜんぶ自分にまかせてくれていい、と。

　そして白しら鳥とりから、酒を飲んでいた店の名前や位置を聞きだした比ひ留る間まは、自分の息のかかった店で飲んでいたことにしようと提案した。そこの店員とは話をつけておく。もし警察に事情を訊たずねられてもちゃんと話をあわせておく。心配しないでいい。おれがぜんぶ解決するさ。恵え美みがいうには、それは驚きよう異い的てきな手て際ぎわのよさであったらしい。

　最後に、リアリティを出すため、イヤがる恵え美みに数本の缶かんビールを無理やり飲ませ、替かえ玉だまのオトコと共に警察署へ向かわせたのだった。




　聞き終えると、「ひどい話」と小こ春はるがつぶやいた。

　リセは、芸能界が悪いやつらとつながる理由を思いだす。社長の重しげ松まつは「もめごと処理」という言葉を使っていたが、今回の件はまさにそれだ。

「なんなの、それ！　不ふ倫りん相手の代役を自分の妻にさせたっていうの？　ありえない！」

　怒いかり心頭のみつきがわめくとなりで、兎うさぎは涙なみだを流しながら「ひどいですぅ」とつぶやいた。

「……日ひ暮ぐらしは当あて逃にげの瞬しゆん間かんを押さえたのね。とんでもないスキャンダルよ、これは」

　谷たに口ぐちはいう。「しかも警察に出頭したのが別人だってことにも日ひ暮ぐらしは気づいたわけでしょうし、強ゆ請するにはじゅうぶんすぎる材料ね」

　さらに、「まだあるんです」と恵え美みはいった。

「亜あ蘭らんくんがぶつけた相手は、すごく偉えらい人だったみたいなんです。あたしは知らないんですけど、社長の大おお熊くまさんと電話してるのを聞いて……」

　そのとき、ヒッと息を飲んだ谷たに口ぐちが、口もとを手で押さえた。

「まさかそれ、ディザイアの久く住ずみ真まさ宗むね？　そういえば交通事故で入院したって聞いてるわ……」

「誰だれです？」とリセが訊きいた。

「知らないの？　芸能界のドンよ。とんでもない権力の持ち主で……。あ、そうよ！　大おお熊くま八や千ち代よが女優やってたときに所属してたのが、芸能事務所ディザイアじゃない。そこの社長よ」

　谷たに口ぐちは頭を抱かかえ込こむと、「ちょっと整理させて」といい、黙だまり込こんだ。

　たっぷり一分ほどかけてから、彼かの女じよは「よっしゃ、わかった」といって頭を上げる。

「その当あて逃にげ事故を目もく撃げき、おそらく証しよう拠こも撮さつ影えいした日ひ暮ぐらしは、当然、身代わり出頭にも気づいた。それを週しゆう刊かん芸げい響きようの記事で暴ばく露ろするのではなく、直接、チェイプロを脅きよう迫はくしようと考えたのね。要求したのはカネと名めい誉よかしら。タワーマンションという形でカネを巻き上げつつ、人気女優・瀬せ戸とあおいとの事実無根の不ふ倫りんをでっち上げ、それを隠かくし撮どり。そしてスクープ。

　大おお熊くま八や千ち代よも肝きもを冷やしたでしょうね。自分を育ててくれ、独立も支し援えんしてくれた恩人である久く住ずみ真まさ宗むねを、所属タレントがケガさせたなんて事実が世間に知られたら……。そこで白しら鳥とりに命じ、日ひ暮ぐらしを手て懐なずけなさいと命令したのかも。取引は済んだとはいえ、とんでもない事実をにぎっていることは確かだから。命じられた白しら鳥とりはさらに比ひ留る間まに頼たのみ、トラブル処理の比ひ留る間まは日ひ暮ぐらしを口説いて味方につけた……と」

　谷たに口ぐちがいうのは、とてつもない規模の話だった。

　リセは慎しん重ちように口を開き、「その芸能界のドン、久く住ずみっていいましたっけ、その人は真実を知らないんでしょうか？」と訊きいた。

「たぶん……いえ、絶対に知らないはず！」

　谷たに口ぐちは喉のどを鳴らす。「ものすごく怖こわい人物として有名よ。何人が彼かれにつぶされてきたか、まったくわからないわ。闇やみに葬ほうむられるって、きっとああいうことをいうのね。業界では、ふだん誰だれもその名前を口に出さないほどよ。あれに比べたら大おお熊くま八や千ち代よなんて目じゃないわ……」

　小こ春はるが口を開き、「警察にいおう。恵え美みさんの話を聞いてもらおう」といった。

　そういった雰ふん囲い気きになりかけたところで、谷たに口ぐちは「ちょっと待って」と制す。

「あなたたちの目的がなんなのか、もう一度、聞かせてもらえる？」

「それはもちろん、伊い倉くらの不ふ倫りんを暴あばくことよ」とみつき。

「あおいちゃんが不ふ倫りんしていないことを世間に伝えたい」とリセ。

「いいえ、ガールズ・ジョーカーのこれまでの行動が正しかったと証明することよ」とあおい。

　見事にバラバラね、と谷たに口ぐちは笑う。

「でもわかった。あなたたちの目的は身代わり出頭を告発することではなく、あくまでスクープが捏ねつ造ぞうだったと世間に暴ばく露ろすることなのね。じゃあ、どうしたらいいかしら……」

「そうだ。身代わり出頭の件を知っているぞ、とチェイプロを脅おどせばいい」

　リセは閃ひらめいた。「黙だまっててやる代わりに、スクープを捏ねつ造ぞうしたことを世間に打ち明けろ。断るなら警察に告発してやる、と」

　だが谷たに口ぐちはすぐに首を振ふる。

「ムリね。その要求を飲んでスクープは捏ねつ造ぞうでした、っていまさら世間に発表したら、どうして捏ねつ造ぞうしたのかと、マスコミから突つき上あげを食らうことは必至でしょ」

「まあ、そうなります……ね」

「そうでなくても、日ひ暮ぐらしとの取引を反ほ故ごにすることになるから、おそらくいまも証しよう拠こを隠かくし持もっている彼かの女じよは激げき怒どして、身代わり出頭の件を証しよう拠こ付きで世間に公表するにちがいないわ。『スクープ捏ねつ造ぞう』がバレて、その裏にある『身代わり出頭』までバレる。これはチェイプロにとって最悪のシナリオね。バッドエンドよ。だから要求を飲むわけないの」

「……じゃあ、こっちの要求を無視するんですか？　警察ですよ。国家権力ですよ！」

「ちょっと考えてみましょう。ガルジョの要求を無視するということは、チェイプロはこれまで通り、日ひ暮ぐらしとの取引を優先するってことよね。怒おこったわたしたちは警察に告発し、警察は身代わり出頭の証しよう拠こを……つかむ？　すでにここからして不確定ね。まあ、つかんで立件したとしても、チェイプロがスクープ捏ねつ造ぞうを認めることにはならないはず」

「え……どうしてです？」

「だって瀬せ戸とあおいとの不ふ倫りんは表向き、身代わり出頭とはなんの関係もないじゃない。自分たちからバラす必要はないでしょう？　だからきっと『身代わり出頭させて申し訳ありませんでした』って謝あやまるだけよ。さらにいわせてもらえば、日ひ暮ぐらしにカネを渡わたしたというつながりを知られたくないだろうから、チェイプロは必死に捏ねつ造ぞうがバレないように、残されたウソを貫つらぬき通とおすんじゃないかしら」

　リセは愕がく然ぜんとするも、いわれてみればそうか、と思った。

　兎うさぎが「難しくてわからなぁい」というと、谷たに口ぐちは「依い然ぜんとして分が悪いのよ」とこたえる。

「いまチェイプロと交こう渉しようを始めても、最悪、身代わり出頭を世間に公表するだけで終わっちゃうってこと。スクープが捏ねつ造ぞうであったことは、証明できない可能性があるわ。やはり証しよう拠こよ。事件の背景はわかったけど、瀬せ戸とさんと不ふ倫りんしてないっていう証しよう拠こがほしいのよ」

「してない証しよう拠こって……そんなの悪あく魔まの証明じゃないですか」

　リセがブーたれると、「たしかにそうともいえるわね」と谷たに口ぐちは冷静な声でいう。

　チェイプロが、「白しら鳥とりと瀬せ戸とは交際してません」と白状する状じよう況きように持もち込こめるような、反論の余地のない証しよう拠こがほしい。手持ちのカードは「身代わり出頭の証言」で、それを使い、彼かれらを警察に告発することは可能だ。しかし、そこから先、交際を撤てつ回かいさせられるかどうかは未知数。

「う～ん……」

　リセが眉み間けんにしわを寄せて考えていると、みつきのスマホが鳴った。

「あ、小お田だっち。なに、どうしたの？　……えっ！　マジで？　……どうすればいいの？　わからないわよ、やったことないもの。うん……うん……わかったわ。それはダイジョブ。ふたりともいま一いつ緒しよにいるし……」

　ああ、なんともイヤな言葉だ。こんなの悪い報告に決まってる。そうでないはずがない。

　電話を終えたみつきに、リセはそっと「……小お田ださんはなんて？」と訊たずねる。

　みつきは沈ちん痛つうな面おも持もちでつぶやいた。

「謝罪会見、やることにしたって」

　ほら、やっぱりね。






[image: 第六章]
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〈はい、お昼の二時になりました。きょうも始まりますっ！　《まーのん発！　お昼ｄｅショウ！》。メインキャスターはわたくし、まーのんこと真ま野の義よし男おです〉

〈同じくメインキャスターを務めさせていただいております、さくらテレビアナウンサー、木きの下した昌まさ子こです〉

〈それではきょうの一発目ですが……こちら！　最近、なにかと話題のお騒さわがせアイドル《ガールズ・ジョーカー》が、一連の騒そう動どうを引き起こした責任をとり、会見を開くことが決まりました。えー、ガルジョという名前はここ数日でかなり世間に広まりましたよね。最近じゃ傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まうことを、《ガルジョる》なんていうそうですし。その発ほつ端たんとなったのが、まず週しゆう刊かん芸げい響きようの記者恫どう喝かつ事件！　夜の喫きつ茶さ店てんで三人が記者を取り囲み、瀬せ戸とあおいさんと白しら鳥とり亜あ蘭らんさんの不ふ倫りん記事を撤てつ回かいしろ、と要求したわけですね。そして次に、その現場をすっぱ抜ぬかれたことに激げき怒どしたガルジョの三人は、今度はなんと本社に忍しのび込こんだ上で、週しゆう刊かん芸げい響きよう編集部を襲しゆう撃げき！　幸いにもケガ人は出なかったという話ですが、大暴れしたということですから一歩まちがえれば、これ、たいっへんなことになってましたよ。そのガールズ・ジョーカーがついに会見を開く、というわけです。日程については……〉




　白しら鳥とり亜あ蘭らんは、そのニュースを自宅で大笑いしながら見ていた。

〈このガルジョなんですけど、夏に初の野外ライブを控ひかえてるそうなんですが、なんとその開かい催さいが危あやぶまれているんですね。『ライブを行っている場合じゃない』という関係者の声が……〉

「あっはっはっはっは！」

〈そのガルジョに頼たのみ込こみ、醜しゆう聞ぶん取り消しを図はかっているといわれてる、瀬せ戸とあおいさんについても、実は、秋の連ドラの主演から降板することが決定的という見方がありまして……〉

「あーっはっはっはっはっはっはっはっは！」

　おれに逆らうからだ、バカどもが。なびかなかった瀬せ戸とも腹立つが、なによりあの鳴なる海みリセとかいうオンナは許せない。おれの前に現れて生意気なことをいうだけでなく、要求が通らないことを知ると、今度は社長へ突とつ撃げきしやがった。こちらの面めん目ぼくが丸まる潰つぶれだ。

　白しら鳥とりは電話に手を伸のばした。

「比ひ留る間まさん、ぜんぶ比ひ留る間まさんのおかげですよ。日ひ暮ぐらしに撮とられたことがわかったときはマジでビビりましたけどね。あの記者はどうです？」

「あいつなら大だい丈じよう夫ぶ。おれに逆らうことはないよ。味方にしとけば、きっと使えるだろう」

「さすがです。オンナの扱あつかいも手て馴なれてますね」

　やはりオンナは頭が悪い。比ひ留る間まがちょっと優やさしくしただけでコロッと落ちるのだから。せっかくだからあいつも仲間にしようと比ひ留る間まが言いだしたときは、大おお熊くまも白しら鳥とりも仰ぎよう天てんしたが。

「またなにかあったら頼たよってくれていいから」

「あざす！　おれ、マジほんと感謝してます。あ、今夜はドラマの打ち上げあるんで行けないんで、また明日あしたの夜。ええ、はい、それじゃ」

　電話を切った白しら鳥とりはニンマリと笑った。おれには心強い味方がたくさんいるのだ。
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　株式会社アジャリ・エンタテイメントの社長・重しげ松まつは、今年ことしで五十歳さいである。

　まだまだ働き盛ざかりだが、ここにきて一気に老ふけ込こんだようになっていた。無ぶ精しよう髭ひげは伸のび放題で肌はだはカサカサ、落ちくぼんだ目はどこを見ているのかはっきりとしない。たるんだ頰ほおは重力に引っ張られ、いずれ溶とけ落ちてしまうのではないかと思うほどだ。

　無残なありさまを前にし、「社長、お疲つかれですね」とリセはいってみる。

「あ……あぁ……う……」

　誰だれのせいだと思ってるんだ、と怒ど鳴なるかと思いきや、返ってきたのは言葉ですらなかった。ガルジョの記者会見を決断するまでの葛かつ藤とうに、多大な精神をすり減らしたのは想像に難かたくない。

「謝罪会見についてですよね」

　みつきがため息まじりにいった。「もうここまで来たらなんでもやってやるわ」

「しゃざ……謝罪会見……だけじゃない」

　重しげ松まつの乾かわいたくちびるが震ふるえる。「せ、世間の反応次し第だいでは……ライブ中止も、ありえる……」

　しばしの間を置き、

「えええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

　三人は、同時に大口を開けた。

　慌あわてふためいた兎うさぎが「なんでなんでなんで!?」と重しげ松まつの肩かたにつかみかかり、みつきは「いったいどうしてそうなるのよ!?　こら、社長！　説明しろ！」とあごをわしづかみにして揺ゆらす。

　だが重しげ松まつはされるがままだ。抵てい抗こうする力も残っていないらしい。

「やめろ、お前たち！　そんなに揺ゆすると死ぬぞ！」

　小お田だはふたりを引っぺがし、「最さい期ごは静かに過ごさせてやってくれ」といった。

「マスコミからの……ひょ、評価が、著いちじるしく悪い……。彼かれらの溜りゆう飲いんを下げるには……こちらも痛手を負ったところを……み、見せ、ないと……」

「まあ、つまり……反省して痛い目にあったとアピールするんだ」と小お田だが要約する。

「なんでそんなことしなくちゃいけないの!?」

「そうでもしないと、世間が納なつ得とくしないからだ」

「世間を煽あおってるのはマスコミでしょう!?　ファンは待ってるのよ！」

「彼かれらを敵に回して業界を生きてはいけない」

　そこで社長が、「物理的にも難しそうなんだ……」とつぶやいた。

「スタイリストが……逃にげた。このクソ忙いそがしい中、ガルジョにはもう関かかわってられん……と」

　あまりの衝しよう撃げきに今度は叫さけぶこともできず、三人は顔を見合わせる。

「いま……代わりのスタイリストを探している……。しかし……もう本番まで三週間を切っている……。加えて、開かい催さいする保証のないライブ……」

　その条件で探すのが難しいことはわかるが、このままではハダカで踊おどることになるの？

　すると最後の力をふりしぼったのか、重しげ松まつは「い……、いいか！」と声を荒あららげた。

「裏方がいるから演者がいるんだ！　お前たちもアイドルなら、客を魅み了りようする前に、まずはスタッフから愛されるタレントになれ！　……わかったかーっ!!」

　凄すさまじい勢いに、誰だれも言葉を発せない。いまここで消えんとするロウソクの火の、最後の輝かがやきに思えたが、ふいにパチパチという拍はく手しゆが背後のドアの向こうから聞こえた。

「ならば、そのスタイリスト、ぼくが適任だ」

　バン！　と音を立てて開いたドアの向こうに、胸まである長ちよう髪はつのオトコが立っていた。

　白しら鳥とり亜あ蘭らんと親交のあるスタイリスト・影かげ山やまヨシナヲが、「やあ」と手を上げた。

「影かげ山やま……。お前、いったいなにしに来た？」

　リセは敵意をむきだしにするが、素す通どおりした影かげ山やまは、ぽかんとしている重しげ松まつの手を引っ張りだして強ごう引いんに握あく手しゆを交かわした。

「どうも、影かげ山やまヨシナヲです。いまのセリフ、非常に心にしみました。ぼくもタレントを愛したいと思っていたんです。ぼくがガールズ・ジョーカーの衣い装しようデザインを引き受けますよ」

「……なに？　ホ、ホントかっ？」

　色めき立った重しげ松まつに、「ぼくは事実しかいいません」と影かげ山やまはいう。

「時間がない。すぐに打ち合わせをしましょう。イメージを共有しなければ。ちょうどいいや。彼かの女じよたちの体形もいま測らせてもらいますよ」

　社長の頰ほおに、赤みがわずかにさした。

「……わは、わははは！　よよよ……よし、ぜひやってくれ」

　巻尺を取りだした影かげ山やまが、リセの肩かたや脚あしの採寸を始めていく。

「影かげ山やま……お前、どういうつもりだ。なにを企たくらんでる？」

「恵え美みちゃんには会ったみたいだね。彼かの女じよはかわいそうな娘こだから、よくしてあげてね」

　そのひと言でピンときた。

「……あの人に事実を話せって伝えたの、お前か？」

　腰こしの寸法を測っていた影かげ山やまは顔を上げ、リセの鼻先でウインクした。気持ちワル！

「ぼくも彼かれらのやり口にはうんざりしてたところだったから、ここら辺で見切りをつけようと思ってね。じゃあ、比ひ留る間まが賭と博ばく場じようを経営していることは知っている？」

「……賭と博ばく場じよう？　あのサーファーみたいなおっさんが？」

「よく調べてるね。きみのその不ふ屈くつの精神に、ぼくは心を奪うばわれたんだろう。だからガールズ・ジョーカーのライブは絶対に成功させたい」

　はい？　耳を疑うリセに影かげ山やまはいう。「きみに惚ほれたってことさ」

　うげえっ！　マジでいってんの、こいつ。ドン引きするリセの腰こしに、兎うさぎが抱だきついてきた。

「リセちゃんはダメ！　あたしのなんだから」

　重しげ松まつが「わははは！　兎うさぎは甘あまえんぼさんだな」とのんきに笑う一方で、リセは考えていた。

「……影かげ山やま、その賭と博ばく場じようって芸能人の客はいる？　店はどこにあるか知ってるの？」

「さあ、場所までは……。ああいう店は閉店と移転を繰くり返かえしているから」

　兎うさぎの肩かたを採寸する影かげ山やまは首を振ふる。「客も知らないけど、業界人がいてもおかしくないね」

「比ひ留る間まはいつから経営してるんだ？」

「詳くわしくは知らないけど、三年以上前からやってるはずだね」

　賭と博ばくといったら思いだすのはひとつだ。大物司会者「まーのん」こと真ま野の義よし男おが、違い法ほう賭と博ばくに手を出しているという情報をすでに得ている。オンザビーチの石いし浜はまから聞いたのだ。

　ただ、それは日ひ暮ぐらし記者に会う途と上じようでたまたま聞いたというだけだ。こちらとしては真ま野のも賭と博ばくもどうでもいい。いままで忘れていたぐらいだ。

　なのに、いま、ふたたび賭と博ばく場じようという言葉を耳にすることになった。真ま野の義よし男おを追う日ひ暮ぐらし。賭と博ばく場じようを開く比ひ留る間ま。そのふたりがチェイプロと関かかわっている。

　これは偶ぐう然ぜんか？




　自分の分の採寸が終わったことを確かく認にんしたリセは、スマホを片手に事務所を飛びだした。

「谷たに口ぐちさん、リセです」

　ズルズルとヌードルのようなものを食べている音が聞こえた後、ようやく声がした。

「どうしたのー？　スクープ捏ねつ造ぞうの証しよう拠こでも見つけた？」

「違い法ほう賭と博ばくについて聞きたいんですけど」

「あー、真ま野の義よし男おの件か。石いし浜はまくんからの情報よね。ああいうのって著名人の間では昔っからずーっとあるのよ。でもあっちで賭と場ばを開いてたと思ったら今度はこっちで開いてたり、すぐに移転してんの。だから警察も実態はなかなかつかめてなくて、手ぇ焼いてるみたい」

「他ほかに賭と博ばくの件って聞いたことありますか？」

「まさかー。真ま野のの件だってあなたから聞いて驚おどろいたのよ。そう考えると、日ひ暮ぐらしさんってすごいわよね。どんな情報源を持ってるのか知りたいもんだわ」

　やっぱりな。これで三度目なんだから、もう偶ぐう然ぜんとはいえない。

「……谷たに口ぐちさん、日ひ暮ぐらしと比ひ留る間まの経歴を調べることってできますか？」

「日ひ暮ぐらしさんはすぐにわかりそうだけど」

　やや沈ちん黙もくがあって、「なにかあるのね」という勘かんのいい答えが返ってきた。

　その電話を切った後、リセはふたたび通話ボタンを押おす。今度の相手は石いし浜はまだ。

「石いし浜はまさん、ガルジョの鳴なる海みリセです。こんにちは」

「自分ら、ダイジョブかぁ？　えらいことになっとるやん」

　どうやら心配してくれていたらしい。

「いまお会いできますか？　石いし浜はまさんにやってほしいことがあるんです」
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『時をかける信のぶ長なが』の打ち上げは、恵え比び寿すに立つビルの三階にあるビストロで行われた。

　制作からアジャリに送られてきた招待状を手にし、利とし生おが会場入りすると、すでにたくさんの人間で埋うめ尽つくされていた。そこかしこに名のある俳優がいて、グラスを片手に歓かん談だん中ちゆうだ。

　受付の近くにいたプロデューサーが利とし生おを見て目を丸くし、「きみ、よく来れたね」といった。白しら鳥とり亜あ蘭らんとケンカ騒さわぎを起こした売れない俳優という称しよう号ごうが効いているらしい。利とし生おは「招待状をいただきましたから」と言い残して人波をかき分けていく。

　より密度の高いところに、白しら鳥とり亜あ蘭らんはいた。若い女優ふたりとくっちゃべっていた。

　さすがに会話をジャマしちゃ悪いかと思い、その辺にあったパスタやサラダを頰ほお張ばること十数分、人混みの中にできたわずかな隙すき間まを縫ぬうようにし、ふたりの視線はついにぶつかった。

　白しら鳥とりは周囲の視線を引き連れてこちらにやってきた。

「きみ、来たんだね。名前も覚えてないけど……いや、元から知らないけど」

　蚊かも殺しそうにない温和な表情でいうが、嫌いや味みなセリフは利とし生おにしか聞こえないギリギリのボリュームだ。「再会できてうれしいよ。あのときは悪かった。仲直りだ」

「おれはあんたに会いに来たんだ。白しら鳥とりさん」

　差しだされた白しら鳥とりの手をにぎり返すと、ささやかな拍はく手しゆが生まれた。形ばかりの和解。だが、どいつもこいつも白しら鳥とりの紳しん士し的てきな態度に感動しているかのような顔を見せていた。

「おれになにか用？　そういえばきみ、アジャリの人間なんだってね」

「お前が瀬せ戸とあおいと不ふ倫りんしていないことは知っている。真実を話せ」

　手をほどいた白しら鳥とりは利とし生おをまじまじと見直し、「お前、彼かの女じよとつきあってるのか？　……そんなわけないか。無名の俳優が」とあざ笑う。

　ステージ上にマイクを手にするプロデューサーが現れた。これからビンゴが行われるらしい。

「ひとつ、いいことを教えてやるよ」

　フンと鼻で笑った後、白しら鳥とりは利とし生おの耳もとでいう。「芸能界は情報戦だ。それは真実とウソの戦いじゃない。大事なのは、おもしろいか、つまらないかだ」

「おもしろいだと……？」

　白しら鳥とりは利とし生おの両りよう肩かたをポンポンと叩たたいた。

「おれは彼かの女じよとつきあってたよ。そういったおもしろいものを、世間は信じるのさ」

　やはり、そう言い張ることが日ひ暮ぐらしとの契けい約やくなんだな？　だが利とし生おの心の声は届かず、プロデューサーに呼ばれた白しら鳥とりは身を翻ひるがえしてステージに向かい、人波にかき消された。

　いまのうちに楽しんでおけ。これから地じ獄ごくに叩たたき落おとしてやるからな。




　ビルを出たとき、谷たに口ぐちから電話がかかってきた。

　まさかと思いながら物もの陰かげに移動し、鳴なる海みリセに変身した上で電話に出ると、「あなたのいった通りだった」という言葉に驚おどろかされる。

「早っ……。もうわかったんですか」

「このくらい朝メシ前よ」

　谷たに口ぐちはさも当然のようにいう。「ついに真相が見えてきたわね。さて、どうする？」

　訊たずねられたリセは、ビルの三階を見上げる。窓は煌こう々こうと輝かがやいていた。いまごろ、会場はビンゴで盛り上がっていることだろう。

「すでに最後のチャンスは与あたえましたが、ふいにされました。徹てつ底てい的てきに追おい詰つめましょう」

　電話の向こうから、「オッケー」と聞こえた。
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「いったいどうやってここに入ってきたんだ」

　その日、週しゆう刊かん芸げい響きようの編集長・堂どう山やまが、またも編集部を訪おとずれた鳴なる海みリセを目にした瞬しゆん間かん、そんな言葉をぶつけてきた。リセにではなく、警備員に対しての不平にも聞こえる。

「わたしにはできるんです」

　リセがメガネや帽ぼう子しで変装してエントランスの受付前を通り過ぎようとすると、慌あわてて二名の警備員がどこからか飛びだしてきた。ブラックリストにでも載のったのだろうか。

　警備員の「止まりなさい」という声から全力で逃にげだしたリセは、「イヤです！」と叫さけんだ。ちょっとした鬼おにごっこが一階で繰くり広ひろげられようとしたが、角を曲がって即そく座ざに成なり田た利とし生おに戻もどると、追いついてきた警備員はこちらの顔を目にし、ポカンとした顔を見せた。

　Ｔシャツとパンツという中性的な服装で来たのも功を奏したといえる。釈しやく然ぜんとしないながらも素す通どおりする警備員を尻しり目めに、そのときばかりは変身能力に感謝しないでもなかった。

「あんなこと起こしといて、よく来れたもんだね」

　目の前に立った堂どう山やまはリセを見下ろす。「それとも謝罪でもしてくれるのかね？」

「ぜひそうありたいものです。わたしも謝あやまってもらわなければ気が済まないんで」

「……きみの中では、こっちが謝あやまることになってるのか」

　顔面をぴくりと震ふるわせる編集長は無視し、彼かれの肩かた越ごしに、「日ひ暮ぐらしさーん」とリセは手を振ふった。

　本人がいてくれたのは都合がいい。それまで距きよ離りを置いてこちらを窺うかがっていた日ひ暮ぐらし記者が、やれやれとばかりに肩かたをすくめながらやってきた。

「鳴なる海みさん、前回いらっしゃったときは不在でごめんなさいねぇ」

　日ひ暮ぐらしはほほ笑えむ。「にぎやかだったらしいじゃない。あたしも居合わせたかったわ」

「いいんですよ。これからまたにぎやかになりますから」とリセはこたえる。

「あら、いいのかしら？　またつまみだされることになると思うけど」

「にぎやかになるのは、あなたですよ。つまみだされるのもね。業界から、という意味で」

　日ひ暮ぐらしの笑えみが消え、「なにいってんだか、わけわかんないわ」といった。

「あんた、自分の立ち場わかってんの？　会見の練習でもしたらどうなのよ」

「どうぞ、これを見てください」

　リセはポケットから一枚の写真を取りだし、堂どう山やまと日ひ暮ぐらしに突つきつけた。

「……」

　愕がく然ぜんとする日ひ暮ぐらしの横で、リセから写真を受け取った堂どう山やまは、「真ま野の義よし男おか」と目を見開いた。

「国内？　これはまさか……バカラ賭と博ばくの現場写真か」

　写っているのはバカラと呼ばれるトランプゲームの現場だ。半円状になったビリヤード台みたいなテーブルに着き、ふたりのオトコがカメラのレンズよりやや上を見て笑っていた。

「テーブルの反対側にいるオトコを知ってます？　そのオトコは比ひ留る間まといいます。賭と博ばく場じようを経営している半グレ……ですよね、日ひ暮ぐらしさん」

　日ひ暮ぐらしの顔は硬こう直ちよくしていた。うんともいいえともいわず、無言の視線がリセと編集長を行き来し、頭を必死に回転させているように見える。

「知らないとでもいうの？　あんたと比ひ留る間まが一いつ緒しよにマンションに入っていく写真もある」

「なんの話をしているのか……」

　堂どう山やまはリセから日ひ暮ぐらしに目を移す。「どういうことだ？」

「日ひ暮ぐらしさん、あんたは昔から比ひ留る間まと知りあいだよね？　あの人は同じ大学のマスコミ研究会のＯＢだとか。知らないとはいわせないわ」

　日ひ暮ぐらしは「なんなの。意味がわからない。なんなの」と早口でいっていた。

「白しら鳥とりがあの日、当あて逃にげ事故を起こした際、あんたはすぐに比ひ留る間まに連れん絡らくをとり、目の前で起きた事故の詳しよう細さいを報告した。すると、比ひ留る間まは身代わり出頭を思いついた。自宅に帰った白しら鳥とりから連れん絡らくをもらう前に、すでに代役の手配をしてたんだ」

　日ひ暮ぐらしはついに口を閉じた。

「この計画、よくできてるね。比ひ留る間まの狙ねらいは、『身代わり出頭でチェイプロを助けること』じゃなかった。『身代わり出頭させ、その事実を記者ににぎらせてカネを巻き上げること』だったんだ。さらにいえば、そもそもあんたが当あて逃にげ事故発生を目もく撃げきできたのも、白しら鳥とりと伊い倉くらの不ふ倫りんを知っていた比ひ留る間まのリークがあったからじゃないか？　あんたは不ふ倫りん現場の証しよう拠こ写真を集めてる最中で、待まち伏ぶせしてたんだ。そしてぐうぜん、目の前であの事故が起きた」

　会話から不ふ穏おんな気け配はいを察したのか、周囲の視線を気にしたのか、堂どう山やまは「ちょっと場所を変えないか」と言いだしたが、リセは無視する。

「飲酒運転、不ふ倫りん、当あて逃にげ、身代わり出頭の、フォーカードだ。いや、相手がケガした場合、正確にはひき逃にげらしいから、よりタチが悪いね」

「部へ屋やを用意する。落ち着いて話そう」と堂どう山やまがいうので、リセは彼かれに視線を移す。

「編集長、わかってるんですか？　日ひ暮ぐらしさんはスクープを追うのではなく、自ら作り上げていたんです。見事なマッチポンプだと思いませんか？　でもこれ、立派な犯罪ですよ」

　リセに問とい詰つめられた堂どう山やまは、「証しよう拠こはあるのかね？」と慎しん重ちように訊たずねた。

「だいたいの事情は……わかった。だが証しよう拠こがなければなんともいえない」

「彼かの女じよにどこかから莫ばく大だいなカネが流れていることはつかんでます。状じよう況きよう証しよう拠こっていうんですかね。けど実は、いまの話を証明できる決定的なものはありません」

　堂どう山やまは緊きん張ちようを解いたようになり、「じゃあ、現時点ではなんともいえないな」といった。

「でも、このオトコが違い法ほう賭と博ばくを開いてる証しよう拠こは手に入れました。この写真ですよ」

　彼かれの手から写真を取り上げ、リセはポケットに戻もどす。「ここへは警察署へ行く途と中ちゆうに寄っただけなんです。じゃ、わたしはこれで。賭と博ばく場じようはすぐに移転するらしいんで、急いで国家権力に摘てき発はつしてもらわないと」

　背を向けたリセがエレベーターへ向かおうとすると、

「──待ってぇ!!」

　切きり裂さくような絶ぜつ叫きようが背中を追いかけてきた。

「ずいぶんにぎやかですね～、日ひ暮ぐらしさん」

　振ふり返かえると、涙なみだと鼻水で顔面を濡ぬらしている日ひ暮ぐらしの顔があった。「認めるんですね？」

「おねがい、やめて。あの人を助けて……」

「なんであんたらの自作自演スクープに気づけたと思う？　比ひ留る間まが賭と博ばく場じようを開いてるって耳にしたのがきっかけさ。それを聞いて思いだしたのは当然、真ま野の義よし男おを追っているあんただ」

　歩み寄り、リセは日ひ暮ぐらしに指を突つきつけた。「オンザビの石いし浜はまさんとグラビアアイドルの件は、あんたが仕組んだハニートラップ。そして白しら鳥とり・瀬せ戸との不ふ倫りん報道は、わたしは元から事実無根だとわかっていた。つまり、ふたつは誤報。インチキだ。もっと早く気づくべきだった」

「ねえ、おねがいだから、もうよして。あたしがなにしたっていうの……」

「なんだかんだいっても、二度あることは三度あるもんでしょう？」

　リセはニヤリと笑った。「だからこれもインチキだと考えた。そこで真ま野のから誘さそわれていたある人に頼たのんで、賭と場ばに潜せん入にゆうしてもらったんだ。小型カメラを持ってね。そしたらそこには、やっぱり比ひ留る間まが写っていた。やつはあんたの恋こい人びとだ。グルと考えるのが筋でしょ」

　一方では芸能人を悪事に加担させ、もう一方ではその悪事を証しよう拠ことして押おさえる。双そう方ほう向こうから手ぐすねを引く、見事な連れん携けいだ。

　それにしても哀あわれなのはチェイプロである。彼かれらは比ひ留る間まを使って日ひ暮ぐらし記者を味方に引ひき込こんだつもりになっているのだろう。しかし、本当は自分たちが欺あざむかれていたのだ。

「さて、編集長」

　リセは矛ほこ先さきを転じる。「こないだここに来たとき、都合のいい情報だけを報じろなどというのは言ごん語ご道どう断だんといってましたから、これももちろん包つつみ隠かくさず報道してくれますよね～？」

　渋しぶい顔の堂どう山やまは、「ちょっと待ってほしい」などといった。

「これは、記者個人がやったことであり、我々は関かん与よしていない。真ま野の義よし男おの賭と博ばくの件も、それを彼かの女じよが追っていたことも、報告を受けていなかったぐらいで……。お互たがいにとっての利益を考えた方がいい！　ぜひ、ここは、交こう渉しようしようじゃないか」

「口のきき方には気をつけてくれるかしら？」

　堂どう山やまはグッと言葉に詰つまった様子を見せたが、「なんとか、交こう渉しようさせてください」と声をしぼりだし、腰こしを深く折った。たくさんの部下たちが見ている前で、「この通りです」と。

「話せるね」

　鳴なる海みリセはかわいくウインクしてみせた。
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　讃さん理り華か病院のエレベーターに乗る大おお熊くま八や千ち代よは、これまでのことを思いだしてため息をついた。

　あの日、白しら鳥とりから連れん絡らくをもらって駆かけつけると、すでに比ひ留る間まはおり、「身代わり出頭の準備をしているところですよ。白しら鳥とりくんに似てるでしょ」と、若いオトコを大おお熊くまの前に立たせた。

　当あて逃にげなんてバカなことを！　伊い倉くらと不ふ倫りんしていたなんて！　そのどちらの言葉もいうタイミングはやって来ず、工作は大おお熊くまの目の前で着々と行われていく。身代わり出頭の代役にわざわざ酒を飲ませる必要があるのかと問うと、「過失は多めにしておいた方が警察は信じやすいんですよ」と、はみ出し者らしいことをいった。

　だが、まさかその工作をするよりも前に、現場を記者に撮とられていたのは手痛すぎる誤算だ。それも比ひ留る間まが処理してくれたわけだが、彼かれらとの縁えんをどう切ろうかとずっと考えてきた大おお熊くまにとって複雑であった。いや、もはや叶かなわぬ望みであることは明白だろう。

　なによりも不運であったのは、被ひ害がい者しやが恩人である久く住ずみ真まさ宗むねだったことだ。芸能事務所ディザイアプロダクションの代だい表ひよう取とり締しまり役やく社しや長ちよう。戦後の芸能界を掌しよう握あくしてきたオトコ。ディザイアから独立などして起こされた会社は、依い然ぜんとして久く住ずみの息がかかる企き業ぎようで、総じてディザイアグループと呼ばれている。無論、チェイサー・プロダクションもそのひとつだ。

　その芸能界のドンに、当あて逃にげを起こしたのは自分のタレントであると、いまになって知られたら……。ぶるりと震ふるえ、エレベーターを降りた大おお熊くまは病室へ向かう。

「おお、きょうも来たか。悪いな」

　大おお熊くまに気づき、ベッドの上でスポーツ新聞を読んでいた久く住ずみ真まさ宗むねがメガネを外した。

「とんでもないです。ご迷めい惑わくおかけしたのはこちらなんですから」

「そうか……世話をかけるな。お前が悪いわけでもないのに、毎日毎日」

　ぶつけたクルマに代役は立てられないため、白しら鳥とりが所有するクルマであることは隠かくしようがなかった。事故当時、そこに乗っていたのは白しら鳥とりの妻と友人のオトコということにしてある。

「だが、きょうは来てくれてよかった」

　久く住ずみはかすれた声でいう。「なんでも、おれとお前に話があるっていう客が来ててな」

「客？」

　訪おとずれたときから、個室をふたつに分けるカーテンは閉まっていた。それがシャッと音を立てて開き、そこに立つ人物を見ると、大おお熊くまは瞬しゆん時じに激げつ昂こうした。

「……あなたっ！　こ、ここがどこだかわかってるの!?」

「病室ではお静かに」

　鳴なる海みリセはいい、となりに立つオトコを手で示す。「こちらは週しゆう刊かん芸げい響きよう編集長の堂どう山やまさんです」

　白髪しらが交じりのオトコが、「どうも」と頭を下げた。週しゆう刊かん芸げい響きようといえば、あの忌いま々いましい日ひ暮ぐらしが所属するところではないか。

　一方で大おお熊くまは、この小こ娘むすめだけは気に食わないという怒いかりに駆かられていた。生意気なガキはこの業界、とても多い。だが、こいつだけはそういった言葉では言い表せないものがある。

「ふざけるのもいい加減になさい！」

　久く住ずみ真まさ宗むねは、薄うす汚ぎたないアイドル風ふ情ぜいが関かかわっていい人物ではないのだ。




　　　　　　　　　　　　　　　６




　烈れつ火かのごとく怒おこる大おお熊くまが詰つめ寄より、平手打ちを食らわそうとしてくるので、リセは鼻先でヒラリとかわす。同じ攻こう撃げきは食わない。

「急に殴なぐろうとするなんて……。人の話はちゃんと聞いてくださいよ」

「黙だまりなさいっ！」

　よろめいた大おお熊くま八や千ち代よはカンカンだ。「ここはあなたが立ち入っていい場所ではないの」

「これだから更こう年ねん期きは」

　近づくとぶん殴なぐられそうなので、リセは一枚の写真を彼かの女じよの足もとに落とした。「まあ、落ち着いてこの写真を見てください。すでに久く住ずみさんには目を通してもらってます」

　大おお熊くまはそれを拾わない。だが瞳ひとみは写真に釘くぎづけである。

　写っているのはもちろん白しら鳥とりと伊い倉くらだ。街灯の下、ぶつかったクルマの中をのぞき込こもうとする白しら鳥とりの顔を、遠方からズームで撮さつ影えいしたものだ。

「まだありますよ。これはサングラスを外した伊い倉くら霧きり子このアップ」

　ほれほれと、リセは十枚以上の写真をトランプのように次々と投げていく。「これは白しら鳥とりと伊い倉くらがクルマから降りてきた瞬しゆん間かん。こっちはふたりがクルマに戻もどったところ。そして、この写真は白しら鳥とりのクルマが現場から逃にげるところ。あの人、記者なのに写真うまいですね」

　口をへの字に曲げた大おお熊くまは小刻みに震ふるえていた。

　リセも堂どう山やまも、額に脂あぶら汗あせを浮うかべる彼かの女じよの反応を待つしかない。もはや言葉は不要だ。

「……八や千ち代よ、おれにいうことはないのか」

　声に振ふり返かえると、ベッド上の久く住ずみがぞっとするような目をしていた。

　顔も知らなかったので堂どう山やまに付つき添そいを頼たのみ、アポなしで訪おとずれた際、思っていたよりも温和な老人だと思った。真っ白な髪かみと厚みのある身体からだつきで、その辺にいそうである。

　だが、いまはちがう。凄すごみのある瞳ひとみに大おお熊くまを映し、いまにも食いかかりそうなトラに見えた。

「おれのクルマにぶつけたのは、お前んとこの俳優だってな。おれを騙だましてたのか」

「……も、申し訳ございません！」

　目を戻もどすと、大おお熊くまは床ゆかに頭をこすりつけた。「……ほほ、本当にすみませんでした」

「この業界、ナメられちゃおしまいだって、おれはお前に口すっぱく教えてきたな。もちろん覚えてんだろう。えぇ？　それじゃあ、おれはおしまいか？」

　久く住ずみは深しん淵えんからあふれだしてきたかのような、暗くよどんだ声を出した。リセは寒気を覚える。大おお熊くまに至っては、土下座した姿勢のまま、ガタガタと震ふるえだすほどだ。

「……だがお前は、本当に毎日、おれのところに来たな。それを汲くんで、今回の一件を許してやらんでもない」

　大おお熊くまはまだ顔を上げない。「不問にしてやる代わりに、このお嬢じようちゃんの要求を飲むか？」

　久く住ずみのその言葉の意味を嚙かみしめるような間があった後、「はい」と大おお熊くまはいった。

「……お前には期待してたんだがな」




　久く住ずみの最後の言葉がよほど効いたらしく、大おお熊くまの顔は青ざめ、おぼつかない足どりで、堂どう山やまと共に部へ屋やを出ていった。これから彼かれらと打ちあわせをする手て筈はずになっている。

　しかし、病室を出ようとするリセの背中を、「なぜ公表する？」という久く住ずみの声が叩たたいた。

「どういう意味ですか？」

「今回の件を世間に公表するのだろう？」

「もちろんです」

「甘あまいな。他人の弱みってのは、なるべく長くにぎっていた方がいい」

　久く住ずみは鋭するどい目を向けた。「公表するぞ、と脅おどし続ければ相手を何度でも動かせる。けども、公表しちまったら、もうそのネタは使えなくなるんだ」

　ふたりきりの空間だ。緊きん張ちようを悟さとられないよう、リセは言葉を選ぶ。

「……たしかに芸げい響きようの記者はそうやって大おお熊くまさんを脅きよう迫はくしてきたみたいですね。久く住ずみさんからああいっていただいて、記者会見への話がスムーズにいきそうです。ありがとうございます」

「おれもそうやって芸能界で生きてきた。そしてのし上がってきた」

　久く住ずみは窓の外に目をやり、遠い日を懐なつかしむようにいった。「この稼か業ぎようは、きれいごとだけじゃやっていけない。したたかにならんと、いつ食いつぶされるかわからん」

「そういう人がいることは、身を以もつて知りましたよ」

　きょうまでのことを思いだし、リセは深くうなずく。「……でも、納なつ得とくできませんね」

　なんだか、だんだん腹が立ってきた。こいつら、他人を蹴け落おとすことを正当化するばかりで、べつだん反省する気け配はいも見せない。大おお熊くまにしたって、久く住ずみの圧力に屈くつしただけだ。

「純じゆん粋すいに夢を見ちゃいけないんですか？　きれいごとでもいいでしょう」

「自分で夢を見てちゃ、他人に夢を見せられない。おれたちゃ、あくまで夢売り稼か業ぎようさ」

　久く住ずみはリセに視線を戻もどした。「商売ってのは、時に汚きたない手も使っていかんとな」

「そうは思いません。夢を抱いだきつつ、世間に夢を見せている人を、わたしは知ってます」

「そりゃ運がいいだけだ。この業界に身を置いている限り、時間の問題だろう。いつまでも青あお臭くさいことはいってられねえもんさ。おれにもそういう時期があった」

　そして、ふたりの視線がぶつかった。

　──このオトコがすべての元げん凶きようか？

　この業界に広く浸しん透とうした、薄うす汚よごれた思想のおおもとであるならば、芸能界のドンと呼ばれるこの老人は、おれの敵だ。いずれまた瀬せ戸とあおいに危害を及およぼすかもしれない。

「おれにナマイキな口をきいた人間は、不思議といなくなる」

　リセの敵意を察したのか、久く住ずみの真っ黒な瞳ひとみが恐おそろしいことをいった。「それはなにも、芸能界からという意味ばかりじゃないぞ」

　冷たいものがリセの背中を走った。

「……やれるもんなら、どうぞ」

「そうくるか。お嬢じようちゃん、おれにケンカ売る気だな」

　久く住ずみはいった。「こりゃ大変なことになった。どうしてくれようか」

　そういってニンマリと口に浮うかべた笑えみは、なにもかも飲のみ込こみそうな大地の裂さけ目めみたいだった。たくさんの人間がそこに消えたのかもしれない。

　そしていま、リセをも引ひきずり込こもうとしている。

　しかし──

「じゃあ、見ていてくれませんか？」

　けろりとしたリセのひと言が、久く住ずみの興味を引いた。

「なにを？」

「これからのわたしたちを、ですよ！」

　そして胸を張って鼻息を荒あらくする。「わたしはわたしのやり方で、この業界でのし上がってみせます。久く住ずみさんのような汚きたない手は使わずにね」

　ぽかんとした久く住ずみの顔に向けて、リセは続ける。「それができたら、つまり、久く住ずみさんの哲てつ学がくがまちがっていることの証明になるでしょう？　だから、ちょっと黙だまって見ててください。いずれ来るそのときまで、わたしは青あお臭くさいこといってますから」

　純じゆん粋すいに夢を見るあの娘こを、業界を牛ぎゆう耳じる黒幕と対立させるわけにはいかない。

　ならば、おれがやろう。この無法地帯で、汚きたない手を使わずにのし上がってみせる。そうすることによって、久く住ずみをはじめとしたどうしようもないやつらの考えを改められるならば、この業界もいい方向に向かうかもしれない。向かってもらわなければ困る。

　──ただし、悪意には悪意で返すが。

　白しら鳥とりや日ひ暮ぐらしのように、おれたちの前に立ちはだかる敵には、絶対に容よう赦しやしない。

　ピンと張はり詰つめた空気の中、返ってきたのは「かはは」という小気味のよい笑い声だった。

「まだまだ楽しめそうじゃねえか、この業界も」

　服の下でじっとりと冷たい汗あせをかくリセは、なおも余よ裕ゆうの表情を崩くずさない。

　久く住ずみはひとしきり肩かたを揺ゆらした後、「お嬢じようちゃん、おれのところに来い」といった。

「……え？」

「アイドルやってんだってな。引ひき抜ぬかせてくれ」

　久く住ずみはニコニコしながらいう。「もちろんカネは弾はずむ。そうすりゃ、お嬢じようちゃんの活かつ躍やくもすぐ近くで眺ながめられて一石二鳥さ。悪い話じゃないだろう？」

　その目は笑いをたずさえながらも、奥おくにある鋭するどい眼光を隠かくしきれていなかった。狙ねらった獲え物ものを逃にがさない目。トラがいつの間にか、舌なめずりをするヘビに変わっていた。

　いやいやいや、引ひき抜ぬきって……。ありえないよそれは。

　リセは恐きよう怖ふ心しんを悟さとられないため、久く住ずみにクルリと背中を向けた。

「……お断りさせていただきます」

「ほお、おれの誘さそいを断るのか」

　久く住ずみはむしろ感心したようにいい、「理由を聞かせてくれ」とだけ問う。

「だから、そんなの決まってるじゃないですか」

　ドアを開けて廊ろう下かに出たリセは、ちらりと振ふり返かえった。「まっとうな稼か業ぎようでありたいんですよ。こんな業界でも、せめて」
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　都内のホテルでハリウッド映画出演についてのインタビューが行われる。白しら鳥とり亜あ蘭らんはマネージャーと共に、本館の正面玄げん関かんから中に入った。映画出演についての情報は、まだ世間には解禁されていないが、製作委員会に名を連ねている企き業ぎようの子会社から、発表直後にきょうの単独インタビューをネット上に出すということだ。

　この業界、情報解禁日というものが厳密に定められていることが多く、これを破ると各方面からクレームが入る。

　だからホテルで腕わん章しようを着けたマスコミの姿を見かけたとき、白しら鳥とり亜あ蘭らんはぎょっとした。

「おい、いま本スポの記者が走ってったぞ。これをすっぱ抜ぬくつもりか？」

　地味めの服装に、サングラスをかけているためか、記者はこちらには気づかない様子で奥おくへ姿を消した。

　三十代のマネージャーは、「別件じゃないかな……」とこたえた。

「ふうん、まあ、そうだよな。あいつらは取しゆ材ざい拒きよ否ひの方が怖こわいだろうし」と白しら鳥とりは鼻で笑う。

　タブーを犯おかしたら、その会社だけ取材の輪から締しめだしてやる。力のあるチェイプロならではの業わざだ。

　三階に上がると、白しら鳥とりは小こ部べ屋やに入るようマネージャーにいわれた。

「なんだよ。開けろよ」

　しかし、マネージャーは、「ひとりで入るようにと、社長から……」と歯切れが悪い。

「社長が？」

　そこはふたり掛がけのカウチがひとつと、ひとり掛がけのソファが四つある、多目的スペースである。そのソファのひとつに少年がゆったりと腰こし掛かけ、テレビを眺ながめていた。

「なんでここにいるんだ、無名俳優のお前が」

　いったいこれはどういう状じよう況きようだ。サングラスを外した白しら鳥とりは、その若いオトコを見下ろす。アジャリの売れない俳優だ。名前は、成なり田たとかいったはず。

　成なり田たはチラリと白しら鳥とりに目を投げた後、「まあ見ろよ」とテレビをあごで指した。

「ちょうどいい時間だ。そろそろ始まるから」

「あん？　なんだと？」

　壁かべにかかったテレビには、会見場らしき空間が映しだされていた。腕わん章しようを巻いた記者やカメラマンが忙いそがしそうに動いている。ただし、突つき当あたりの長机には誰だれも席に着いていない。このカメラは最後方から部へ屋やのすべてを見み渡わたせる位置に置いてあるようだ。

「なんだ、これ。なんの会見だ？」

「ガールズ・ジョーカーの記者会見。これからこのホテルで開かれる」

「──ブハッ！」

　白しら鳥とりは両手を叩たたきながら腹が痛くなるほど笑った。「そうか、きょうだったか……。いやー、すっかり忘れていたぜ」と、涙なみだをぬぐう。

「おかしいか」

「ああ、おかしい。あのオンナがどんな顔で謝罪するのか楽しみだ」

「……あのオンナ？」

「鳴なる海みリセとかいう勘かん違ちがいオンナだ」

「あっちもそんなに嫌きらわれてたのか……」

　やがて会見場の雰ふん囲い気きが変わった。白髪しらが交じりの瘦やせたオトコが現れたからだ。フラッシュがいくつかたかれるものの、当とう惑わくする空気がざわざわという音となった。

「誰だれだ、これ。アジャリの社長か？」

「こんなに瘦やせてない」

　マイクをにぎったそのオトコは一礼し、口を開いた。

〈週しゆう刊かん芸げい響きよう編集長の堂どう山やまです。本日、こちらでアジャリ・エンタテイメント所属、ガールズ・ジョーカーのこれまでの行動について、本人たちによる釈しやく明めいが行われる旨むね、みなさまに通達があったと存じておりますが……結論から申し上げますと、会見は行われません〉

　記者たちがどよめく中、ひとりが声を張り上げる。

〈あのぉ！　どうして週しゆう刊かん芸げい響きようの編集長さんがそちらにいらっしゃるのでしょう？　まるで司会者のように見えますが〉

　目を何度もしばたたかせる堂どう山やまは、〈えー……〉と言葉に詰つまり、苦労して口を開く。

〈……ガルジョの……本誌記者への恫どう喝かつ、及および当編集部への突とつ撃げき行こう為いに関しましては……一いつ切さいの責任がこちら側にあるということが判明いたしましたため、アジャリへの抗こう議ぎを……撤てつ回かいさせていただきました〉

　会見場が騒そう然ぜんとし、今度はドシャ降りのようなフラッシュが堂どう山やまを叩たたいた。

〈詳くわしくおねがいしますよ！　いったいどういう経けい緯いでそうなったんですか〉と記者。

〈撤てつ回かいはもうひとつございます……。俳優の白しら鳥とり亜あ蘭らんと瀬せ戸とあおいの不ふ倫りん報道は、本誌記者による……捏ねつ造ぞうということがわかりましたため、ここに発表させて、いただきます……〉

　衝しよう撃げきを受けた記者たちの驚おどろきが怒ど号ごうのようになり、会見場に渦うず巻まいた。

「な……なにいってんだ、こいつ！　おい、ふざけんなよ！」

　狼ろう狽ばいしつつも、白しら鳥とりは頭を働かせる。なんで芸げい響きようの編集長が捏ねつ造ぞうの件を知っている？　日ひ暮ぐらしが裏切った？　しかし、こちらは要求された通りに動いた。いまさらこれを公表すれば、あいつだって無事じゃ済まない。

　ハッと気づき、白しら鳥とりはソファに座すわる成なり田たに、「お前か？」と訊たずねた。

「なんでお前がここにいるんだ。これはお前が仕組んだことなのか……？」

　成なり田たはなにもいわず、じっとテレビを見ていた。

「おい、こらっ！　なんとかいえや！」

「まあ、見てろって。そんなに騒さわいだら聞こえないだろ」

　成なり田たはまたもテレビを指す。「ここからが最高におもしろいところだから」

　テレビに目を戻もどした白しら鳥とりは、「はぁっ!?」と声を上げた。

　社長の大おお熊くまが会見場に現れ、中央に立って一礼したのである。

〈株式会社チェイサー・プロダクション代だい表ひよう取とり締しまり役やく社しや長ちようの……大おお熊くま八や千ち代よでございます〉

　元女優であり、現在も芸能界の権力者である人間を、集まっている記者の大半は知っている。記者たちが身構える気け配はいがあった。

　白しら鳥とりの頭からいくつもの疑ぎ問もん符ふが飛びだす。これはどういうことだ？　なにが起きているのかさっぱりわからない。だが、暗い顔の大おお熊くま社長を見ると、イヤな予感がしてくる。いったいなにを話そうとしているのか。まさかとは思うが……。

「おい、この会見やめさせろ」

　成なり田たは、「できるわけないがな」とこたえた。

「止めろ。どこの部へ屋やでやってる？　すぐにやめさせろ」

「ワガママいうんじゃない。やめさせろって、そんな力、無名俳優にあると思うか？」

〈いったいどういうことでしょうか？　白しら鳥とりさんと瀬せ戸とさんの交際が捏ねつ造ぞうならば、なぜ白しら鳥とりさんはそれを認めたのですか〉

　どこの記者だ。バカなことを訊きくな！

〈元はといえば、当事務所所属の白しら鳥とりが……不ふ倫りん関係にあった女性を乗せている最中に、交通事故を起こしたことが、原因です……〉

　白しら鳥とりの心の叫さけびは届かず、大おお熊くまは一連の出来事を話しはじめた。事故の相手がディザイアの久く住ずみであることと、本当の不ふ倫りん相手であるティアプリの伊い倉くらの名前だけは伏ふせ、日ひ暮ぐらしが接せつ触しよくを図はかってきた経けい緯いを、震ふるえるくちびるで語っていく。

　ついに隠かくしていたすべてが明るみに出てしまった。

「ああ……」

　口くちの端はから魂たましいが抜ぬけるようにため息を漏もらした白しら鳥とりは、その場にうずくまった。なんだよ、これ。なんでこんなことになってんだ。黙だまってればいいのに、どうしていまさら……。

　視界がぐるぐると回るようで、まともにテレビを見ることはもうできない。

　おれはどうなってしまうんだ。不ふ倫りん相手をクルマに乗せ、当あて逃にげ事故を起こし、身代わり出頭を頼たのんだことまで世間にバレてしまった。

　さらには、その事実を隠かくしてもらう代わりに、取引として別のスクープを捏ねつ造ぞうしたことも知られた。瀬せ戸とあおいという人気女優を呼びだし、不ふ倫りんしていたように見せかけたのだ。

　でも仕方ないだろ。

　日ひ暮ぐらしは高級マンションをねだった上に、「差さし替かえるネタは、相応のスクープじゃないと納なつ得とくできない」と無む茶ちやな要求をしてきたのだから。

　そして、比ひ留る間まのアドバイスもあり、過去に共演した経験のある瀬せ戸とあおいを選んだのである。あのオンナを偽にせの不ふ倫りん相手に仕立て上げ、週しゆう刊かん芸げい響きよう発売後、本人が認めるように周囲から圧力をかければいいと考えたのだ。凡ぼん場ば企き画かくは小さい事務所だから、ネチネチと絞しめあげれば、いずれは認めるだろう。それで日ひ暮ぐらしは納なつ得とくするだろうと考えていた。あと一歩のところまで来ていた。

　いってみれば、おれだって被ひ害がい者しやだ。あの日ひ暮ぐらしとかいう記者さえいなければよかった。あいつさえいなければ、比ひ留る間まの提案した身代わり出頭はそもそもバレず、スクープ捏ねつ造ぞうなんかすることもなかったんだ。

「あああぁ……なんだよ、これ……マジで……。なんで……なんでこんなことに……」

　鼻水が床ゆかに垂れ、カーペットにシミを作った。

　もう終わりだ。身代わり出頭は警けい察さつ沙ざ汰たになる。

　おれの芸能生命は、終わった。
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〈瀬せ戸とあおいさま、凡ぼん場ば企き画かくさま、ガールズ・ジョーカー及およびアジャリ・エンタテイメントさま、そして世間のみなさまに、深くお詫わび申し上げます……〉

　大おお熊くま八や千ち代よが口にしたその言葉により、ガールズ・ジョーカーの謝罪会見は、チェイプロの謝罪会見に姿を変えたことが証明された。

　会見場を埋うめつくす記者は前ぜん代だい未み聞もんのことに動どう揺ようしながら、なおも質問しようと手をあげている。それは当然、大おお熊くまのとなりに座すわる堂どう山やまに対してもぶつけられた。

〈その記者はいまどうしているんですか。ここに出るべきでは？〉

〈編集部はすでに当とう該がいの記者と契けい約やくを切っております〉

　堂どう山やまがこたえる。〈この会見に来ることはありません〉

〈大おお熊くまさん、その記者は当あて逃にげ事故を目もく撃げきしたのに、記事にはせず、個人的に接せつ触しよくを図はかってきたわけですよね。そして、大おお熊くまさんたちはそのスクープを差さし替かえるために、有名女優との不ふ倫りんを捏ねつ造ぞうしたと？　ホントにそれだけですか？　金銭の授受があったのでは？〉

　大おお熊くまは〈なにもございません〉とこたえる。チェイプロとしても、カネを渡わたしたことは知られたくないだろうから、当然の答えだ。

　すでに日ひ暮ぐらしはマンションを清算し、近くそのカネはチェイプロに還かえるという。あの記者は取引が反ほ故ごになった以上、訴うつたえられることを危あやぶんだのだろう。

　ただ、オンザビ石いし浜はまへのハニートラップについては、絶対に謝罪してもらわなければならない。彼かれは賭と博ばくを激写してくれた功労者だ。来週発売する週しゆう刊かん芸げい響きようの誌面にて、謝罪文が載のせられるという。

　とはいえ、いくつかの真実は三者による交こう渉しようによって伏ふせられることが決まった。白しら鳥とりの本当の不ふ倫りん相手が誰だれであるかということ、日ひ暮ぐらしから巻き上げた当あて逃にげの隠かくし撮どり写真、日ひ暮ぐらしが半グレの賭と博ばく経営に関かかわっていたことなどだ。

　こちらとしてはまったく問題ない。本来の目的である、瀬せ戸とあおいの名めい誉よを回復することが叶かなったのだから。

〈あのぉ、白しら鳥とり亜あ蘭らんさんご本人は、いまどうされているんでしょうか？　ご本人からの説明を世間は望むと思うのですが〉

　その質問を予期していた利とし生おは、「おい、白しら鳥とり。お呼びだぞ」と売れっ子俳優を見下ろす。

「……んだよ」

　へたり込こんだ白しら鳥とりは、うつむいた顔を上げることもできないようだ。

〈すでに近くまで来ておりますが……会見場に出てこれるかどうかは把は握あくできておりません。確かく認にんいたしますので……しばらくお待ち下さい〉

　大おお熊くまからよくわからない答弁をされ、記者はとまどったにちがいない。

　利とし生おはソファから立ち上がり、「白しら鳥とり、起きろ！」と、その胸むなぐらを乱暴につかんで立ち上がらせる。生気の抜ぬけたその顔は、とてもじゃないが売れっ子俳優には見えなかった。

「いいか？　お前らの身勝手な自己保身のせいで泣いてる娘こがいるんだ」

　利とし生おは憎にくしみを込こめていう。「本当ならここでぶん殴なぐってやりたいぐらいだ。でも、お前の今後について鳴なる海みリセは、お前んところの大おお熊くま社長と話しあった。きょう、おれはリセの代役としてここにいる」

　利とし生おが口にした、「今後」という言葉が気になったのだろう。白しら鳥とりの瞳ひとみにやや正気の気け配はいが戻もどり、「なんだと？」と反応を見せた。

「芸能界を去るか、世間に謝罪するか、いまここで選べっ!!」

　驚きよう愕がくに目を見開いた白しら鳥とりから乱暴に手を離はなすと、彼かれは床ゆかに転げた。

「…………謝罪？」

　その目線は、おそるおそるテレビへと動く。

「聞いてなかったのか？　そうだ。あの場に行って頭を下げるんだ」

　利とし生おはゆっくりという。「それができなければ、お前は問答無用でクビだそうだ。ちなみに、大おお熊くま社長は、他ほかの事務所で再デビューなど絶対にさせないといってたぞ。そんなことをしようものなら、なにがなんでも妨ぼう害がいすると」

　大手の芸能事務所は、そんなこともできるらしい。さすがは大おお熊くま八や千ち代よ。力のあるチェイプロならではの業わざだ。

「あ、あそこでおれに、謝あやまれっていうのか……？」

　死し刑けい執しつ行こうを前にした囚しゆう人じんのような恐きよう怖ふが、白しら鳥とりの顔ににじみだしてきた。「このおれが……」

「お前にいいことを教えてやるよ」

　利とし生おは彼かれの眼前でいった。「芸能界は情報戦だ。世間はおもしろい方を選ぶ。売れっ子俳優が身代わり出頭を頼たのみ込こんで、スクープ捏ねつ造ぞうまでしていたという事実は、お前も、おもしろいと思うだろう？」

　白しら鳥とりの顔から血の気が引いた。




　ふらついた足取りで白しら鳥とり亜あ蘭らんが部へ屋やを出ようとしたところ、開いたドアの向こうに立つ瀬せ戸とあおいと向きあう形になった。

「──あ……」

　あおいの右手が、なにかをいいかけた白しら鳥とりの左ひだり頰ほおを叩たたいた。

　バチン！　という残ざん響きようが完全に消えるまで、やつはぼう然としていたが、やがて無言で彼かの女じよの横を通とおり抜ぬけ、待機していたマネージャーと共に姿を消した。

　利とし生おがぼう然としていると、「あー、スッキリした」とあおいが笑う。

「ぜんっぜんこっちはそんなつもりもないのにつきあってるなんていわれると、すっごい腹が立つのね。うん、勉強になった」

「……すごいビンタ。大おお熊くま八や千ち代よみたいだ」

　あまりの驚おどろきから、思わずそんな言葉が口をついて出てしまった。あれを食らったのは利とし生おではなく、鳴なる海みリセである。

「あはは。そうかなぁ」

　あおいはあっけらかんと笑った。「知ってる？　女優ってビンタがうまいんだよ。わたし、ドラマで二回やったことあるの。たくさん練習したんだから」

　利とし生おはなるほどと感心し、「だからいいスナップが利いてたのか」とうなずいた。

「ビンタの練習だなんて、すごい経験してるんだね」

　すると、あおいは肩かたをすくめ、「まさか現実で実じつ践せんするとは思ってなかったけど」という。

　その言葉を聞いて利とし生おが笑うと、彼かの女じよも恥はずかしそうに笑いだした。なんだか無む性しようにおかしい。一年前は名前も知らず、毎朝会うだけの仲だった。それがいまでは、ホテルの一室でビンタについて話している。あまりにも状じよう況きようは変わってしまった。

　しばらくすると、テレビの中に変化があった。白しら鳥とり亜あ蘭らんが会見場として使っている、ホテルの中宴えん会かい場じようへ到とう着ちやくしたのだ。バシャバシャとカメラのフラッシュを浴びるたびに、彼かれの背後に大きな影かげが現れる。世間を欺あざむいてきた売れっ子俳優の本ほん性しようが、あぶりだされているかのようだった。

「白しら鳥とりは、芸能界を辞やめると思ってた……」

　利とし生おはそう考えていた。あんなやつが人前で頭を下げることを選ぶとは、まったくの予想外だ。謝罪か追放かを迫せまると、さほど間を置かずに、やつは会見場へ向かうとこたえたのだから。

　だが、「わたしにはわかるよ」とあおいはいう。

「それでも芸能界にいたいからだよ」

　利とし生おはじっとその言葉の意味を考え、「わからないな」とつぶやいた。

「頭を下げたとしても、実際、復帰は難しいんじゃないかな」

「難しいと思う。でも、きっと不可能じゃないとも思う。いろんな人がカムバックして活かつ躍やくしてる業界だもん。彼かれだけができないとは思えないな」

　いやいやいや、いろんな人が問題を起こしていること自体が問題じゃないか。

「なんて世界だ……」

　利とし生おの口からそんな言葉が自然と漏もれた。こんなメチャクチャな業界に、彼かの女じよは生まれたときからいるなんて。

「そう思われてもしょうがない面はあるよね。でも懐ふところが深い世界ともいえない？　たとえまちがいを犯おかしても、やる気のある人間は返かえり咲ざくことができるって、悪いことじゃないと思うわ」

　利とし生おは腕うでを組んで「うーん」と考えてみるが、なかなか答えは出てきそうにない気がした。この一年、この世界で、本当にいろんな人間に出会ってきたと思う。タレントもスタッフも、あまりにも個性的で頭を痛めることが何度もあった。そもそもうちの社長からしてちょっとおかしいし。

「きみは、成なり田たくんは……あっ」

　あおいが自身の失言にでも気づいたかのように、言葉を止めた。だが利とし生おは、彼かの女じよがなにをいいかけたのか察することができ、顔が熱くなる。

「……おれは瀬せ戸とさんに会うために、芸能界に入ったんだよ。前にもいったけど」

「えーっと……」

　あおいは言葉を探しているようだが、もしフラれたら死んでやると決心して利とし生おはいう。

「これからはおれと、い、一いつ緒しよにいてほしい、んです、けど……」

　利とし生おは己おのれを恥はじた。なんて情けない。決心したわりに、言葉はスムーズに出てきてくれなかった。

　きっと社長なら、無名俳優のお前が超ちよう有名女優をモノになどできるか！　と叫さけぶだろう。わかってるんだ、格差があることは。だけど一年前はそうじゃなかった。すくなくとも、あの朝の公園では、おれと彼かの女じよは同じベンチに座すわっていたんだから。

　うつむいていたあおいは、ゆっくりと口を開いた。

「ありがとう。うれしい。わたしも、その、きみと……そうなったらって考えたことがあるから……」

「……え」

　頭の中にある空白地帯に、ぴょんと一輪の花が咲さいた。そして二本、三本、四本……と、次々に咲さき乱みだれ、巨きよ大だいな花畑が広がってゆく。ついにこの世の春がやってきたのか。オンナの姿のまま、一年間、辛しん抱ぼう強づよく耐たえた意味があったんだ。

「でもね」

「……えっ？」

　あおいは利とし生おをまっすぐに見て、「ごめんなさい」といった。

「……わたしね、秋の連ドラもあるし、来年公開の映画のオーディションもあるし、舞ぶ台たいの稽けい古こも冬から始まるの。あ、ぜひ見に来てね。チケット送るから」

　映像を巻まき戻もどすように、満開の花はつぼみに還かえっていった。どういうこと？　ぽかーんとした利とし生おの顔に気づいたあおいは、ちいさく笑う。

「だからね、いまは仕事のことばかり。わたし、女優としてまだまだだから、もっともっと場数を踏ふんで成長したいと思ってる。でもほら、こういう業界でしょ？　恋こい人びとがいると知られただけで行動が制限されちゃう。そういうのは、イヤなの」

　だからね、といい、あおいは利とし生おに理解を求めた。

　そんなことをいわれたら、オトコはもうなにもいえない。去っていった春を思い、グッと悲しみを飲のみ込こむと、「あー……」と、魂たましいが抜ぬけるような声が利とし生おの口から漏もれ出た。

「……ショックだぁ」

　悲しすぎて涙なみだも出ない。

「ごめんね」

　あおいは両手を胸の前で合わせ、小首をかしげた。「でもホントに、わたしに会うためだけに芸能界に入ったの？」

　利とし生おはうなずき、「そうだよ」といった。ひとたび開き直ってしまうと、もう恥はずかしさは薄うすらいでいる。いまならどんなクサい言葉でもいえる気がする。……いわないけど。

「これからどうしよ」

「俳優を続けてよ。きみはきっと素質があるから」

　利とし生おは驚おどろき、「どこが？」と訊たずねる。まともに演技レッスンも受けてない。

「まだ今回のことでお礼をいってなかったよね。みつきちゃんがいってたけど、わたしのこと、助けてくれたんでしょ？　リセちゃんと協力したりして、危ないこともあったって聞いた」

「……それが？」

「きみには、誰だれにも負けないその度胸があるじゃない。それって演技をする上ですごく大事だから、大切にして。今回のことは本当にありがとう」

　フラれることは、予想していなかったわけじゃない。なにせあまりにも住む世界がちがう。皮肉な話だ。名前も知らなかった一年前の方が、彼かの女じよとより近い場所にいたような気がする。もし、あのとき彼かの女じよに告白していたらどうなっていただろうなんて、意味のないことを考えそうになり、利とし生おは妄もう想そうをかき消した。むなしいだけだ。

　部へ屋やを出ようとしたあおいは、ドアノブをにぎったまま、見送る利とし生おを振ふり向むいた。

「……最後にすごく勝手なことをいってもいい？」

　彼かの女じよの妙みような迫はく力りよくに、「ど、どうぞ」と利とし生おはうろたえながらこたえる。

「わたし、他ほかに誰だれか好きな人がいるとか、そういう理由できみの告白を断ったわけじゃないの」

「え？」

「だからね、きみが芸能界に残って、もしいまと同じ気持ちでいてくれたら……いつか、いいことになったらいいなって、そう思うよ」

　そう言い残し、瀬せ戸とあおいはうつむきがちのまま、部へ屋やを出ていった。停てい滞たいしていた仕事が一気に動きだすらしく、これから彼かの女じよは忙いそがしくなるという。

　ポツンとひとり残された利とし生おはのろのろとソファに戻もどり、どかりと身体からだを投げる。思いだすのは、幼なじみの小こ春はるからいつか聞いた言葉だ。

　──オンナは気を持たせることを悪いと思わないんだって。

　小こ春はる、それは本当か。だとしたら、ありがたい。大だい歓かん迎げいさ。

　あいつは、自身の兄から聞いた言葉を、そんな恋こい路じは諦あきらめろというアドバイスとして教えてくれたのだろうが、なにもないより、気を持たせてくれる方をおれは選ぶよ。

　もう少しこの世界でがんばってみようと、ニヤニヤ笑いをこらえきれない利とし生おは思った。
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　恵え美みは白しら鳥とりと離り婚こんすることを決心し、あおいの紹しよう介かいで凡ぼん場ば企き画かくに雇やとわれることになりそうだ。

　白しら鳥とり、大おお熊くま、日ひ暮ぐらしは、仲よく書類送検されたらしい。悔くやしいのは、白しら鳥とりの代役として出頭したオトコしか捕つかまえられなかったことだ。彼かれらは一様にして比ひ留る間まの存在を黙もく秘ひしたのである。

「半グレの大物とつるんでたなんて、彼かれらは世間に知られたくないのよ」

　電話の向こうで谷たに口ぐちはいった。またもカップ麵めんを食べているような音がそこに交じる。「さすがにそこまで知られたら、チェイプロはヤバいもの。アイドルを抱かかえたところにそんなダーティーなイメージはつけられないわよ」

「……なんか悔くやしいですね。どうにかしてやりたい」とリセはいう。

「おいおい、女の子！　あなたの仕事はアイドルよ？　ここからはわたしに任せなさい。わたしの仕事は記者。真実を明かすことよ。あのオトコはいずれまたなにか悪さをするわ。わたしがそれを報道するから待ってて。だから、あなたはあなたのやるべきことをやりなさい」

　女の子じゃないんですと思いつつ、「やるべきこと？」と訊たずねる。

「あまり不公平なことはいいたくないけど、ガルジョにはトップアイドルを目指してほしいわね。わたし、あなたたちのファンになっちゃったんだもの」

　トップアイドル。現在、その位置に立つのは、伊い倉くら霧きり子このいるティアラ＆プリンセスだ。

　その伊い倉くらが白しら鳥とりの本当の不ふ倫りん相手であることは、世間には知られていない。だが彼かの女じよは「重大な倫りん理り違い反はんがあったため無期限の活動休止」ということで、ティアプリから姿を消した。

　世間からすればわけがわからない事態だ。ネット上では、白しら鳥とりの不ふ倫りん相手が伊い倉くらであるという意見と、それを否定する意見が対立している。けれど、どちらの意見が優勢になろうと、チェイプロは無視を決きめ込こむだろう。




「がーはっはっはっはっはっはっはっはっは！　がっはっはっはっは！」

　夜、祝勝会と称しようしてリセの部へ屋やにメンバーが集まり、ジュースやお菓か子しをつまんでいると、みつきが胸を反らして急に大笑いを始めた。

「……え、なに？　怖こわい。なにかの発ほつ作さ？」

　過呼吸の一種かとリセは思ったが、「これは勝利の笑いだよ」と兎うさぎがこたえる。

「リセちゃん、知らないのぉ？　伊い倉くらちゃんがしばらくお休みになったの」

「それは知ってるけど……」

　すると、笑いを嚙かみ殺ころしきれないみつきが、「き、聞きなさいよ、リセ」といった。

「きょうね、あたし、学校に行ったら伊い倉くらがいて、ふふ……いってやったのよ。ぷーっ！」

「な、なにを？」

「ふふ……うふふふふ……。机に座すわっておとなしくしていた伊い倉くらに近寄って、あたし、『これからはたくさん登校できるね』って……ぷふぅ！　あっはっはっはっはっはっは！　がーっはっはっはっはっは！　ざまーみなさい、伊い倉くら霧きり子こ！　あのときのあいつの顔ったら、もうね、これが見、も、の、で！　こんな顔してたの！　こーんな顔！　あははは！　ひーっひっひっひっひっひ！　ひ……ひ…………ヒーッ！　ヒーッ！　ヒーッ！　ヒーッ！」

　みつきが胸を押おさえ、苦しみに顔を歪ゆがめだした。

「みったんが笑いすぎて過呼吸に！」

　そういって兎うさぎはリーダーの背中をさする。「オン・アボキャ・ベイロシャノウ・マカボダラ・マニ・ハンドマ・ジンバラ・ハラバリタヤ・ウン。オン・アボキャ……」

　どうやらみつきはこれまでの鬱うつ憤ぷんを晴らせたらしい。見ろ、白目をむきながらも笑おうとするあの顔を。まるでオニババのそれだ。

　そして、兎うさぎの真言に耳をかたむけながら、リセは瀬せ戸とあおいに思いをはせる。

　ドラマを降板することもなくなり、この寮りようを出て家に戻もどった彼かの女じよは、撮さつ影えいの準備に勤いそしんでいるという。もちろんガールズ・ジョーカーの新曲を主題歌として採用する話も復活した。みつきはゲスト出演に意い気き込ごみを見せている。

　おおむねうまくいったとリセは考えていた。
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　アジャリ・エンタテイメントの社長室にて、水虫薬を足に塗ぬる重しげ松まつは、鼻歌をうたっていた。

「社長、ご機き嫌げんですね」と小お田だがいう。

「これが不ふ機き嫌げんでいられるかって話ですよ」

　なんだかよくわからないうちに週しゆう刊かん芸げい響きようの堂どう山やまから「ガルジョの記事は手て違ちがいでした」と謝罪を受け、それどころか「こちらが記者会見を開いて説明するので、そちらはけっこう」とまでいわれ、現在に至る。

「まさか瀬せ戸とちゃんの不ふ倫りんが本当に誤報だったとはね。いや、捏ねつ造ぞうか。しかも身代わり出頭までしてたなんて。チェイプロもひどいが、とんでもない記者を芸げい響きようは抱かかえていたんだな」

　小お田だは、「まったくです。しかしながら」とメガネのズレを直す。

「最初から誤報を訴うつたえてきたガルジョは、いまじゃ芸能界のジャンヌ・ダルクなんていわれてますよ。一時はひやひやしましたが、チケットも完売しましたからね。ストップ安だった好感度はウナギのぼりです」

「わははははは！　まだまだ株価は上がるぞ！」

「いいイメージがつきました」

「わはは！　正義感というイメージは、芸能界広しといえど、なかなか斬ざん新しんじゃないか」

「お、さすがは社長。それならばせっかくですし、ジャンヌ・ダルクのイメージを借りて、戦う乙女おとめっていうのはどうです？」

「戦う乙女おとめ！　それ、いいじゃな～い。新曲のコンセプトは決まったかもしれんな。わは、わはは、わははははははははははは！」

　オトコの姿のまま事務所を訪おとずれた利とし生おは、ゲラゲラ笑い声が響ひびく社長室の扉とびらを半ば蹴け飛とばしながら押おし開ひらいた。

「この社長ヤロウ!!」

「うわあっ！　な、なになに？　……なんなの？」

　目を点にして驚おどろく重しげ松まつと小お田だに、「どうして白しら鳥とりの空けた役が自分に回ってこない!?」と利とし生おは訴うつたえる。

「……は？」

　重しげ松まつは「なんの話？」と首をひねった。

「白しら鳥とり亜あ蘭らんにオファーがあった、ハリウッド映画の役だよ！」

　利とし生おは激げき怒どしていた。「例の事件の影えい響きようで降ろされたでしょうが！」

「そうだね」

「で、アジャリに話が来たでしょ？」

「そうだね」

　そこで利とし生おは持っていた映画雑誌をパラパラとめくってそのページを開き、テーブルの上にバシンと投げつけた。

「代役がなんでおれじゃないんですか！」

　そのページには、ハリウッド映画の特集が組まれていた。本来、白しら鳥とり亜あ蘭らんが出演するはずだったものだが、あれほどの騒さわぎを起こしたのだから、当然オファーは消えた。というより、チェイプロ側から先方に辞退を申し入れたのである。

　そうなるのを見み越こして、あの謝罪会見が行われる前の打ちあわせで、アジャリ・エンタテイメントへ代役起用の話を回すよう、なんとしてでも手配しろと、鳴なる海みリセは大おお熊くま八や千ち代よに要求していたのだ。「なぁに、悪いようにはしません。うちの若手俳優が、白しら鳥とりさんの代わりに出てあげますよ」と。悪そうな笑えみを浮うかべるリセから、大おお熊くまは早く距きよ離りを置きたがっているように見えた。

　そんな経けい緯いがあったというのに、役は利とし生お以外の俳優になってしまったのだ。

　いま白しら鳥とりが載のるはずだった箇か所しよには、アジャリ所属の別の俳優の名前がある。二十七歳さいの、野の々の村むら翔しよう太たという役者だ。

　──大だい抜ばつ擢てき！　ハリウッドデビューへ！

　──「常に挑ちよう戦せんしたいと思っていた」と語る野の々の村むらに、単独インタビュー！

　その見出しの下で、足を組み、カメラに目を向ける笑え顔がおのオトコがいた。

「誰だれなんだよ、こいつは」

　利とし生おは雑誌を拾い上げ、今度は床ゆかに投げつけた。「急に現れて得意げにしゃべんな！」

「誰だれって、うちの役者の中じゃ、いちばんの稼かせぎ頭だよ……」

　重しげ松まつがそんなことをいう。

「それがどうしておれじゃない？　てっきり社長から話が来るものと思って待ってたらこれだ」

「ばっ、バカなことをいうな！　なんで無名俳優をハリウッドに推おさなくちゃならんの。メインキャストじゃないとはいえ、重要な役どころなんだぞ」

「社長がいったんでしょう！　『文句があるなら自分で仕事をとってこい』って。だからおれはあんなにがんばって……」

「ちょっと待て」

　社長は頭痛をこらえるような仕し草ぐさを見せた。「これまでの騒そう動どう、まさか……白しら鳥とりを引きずり降ろしてそこに自分が入るつもりで……？」

　途と端たんに利とし生おは歯切れ悪くなり、「まあ、それだけが目的だったわけじゃないけど」とゴニョゴニョこたえる。谷たに口ぐちから白しら鳥とりのハリウッド進出の件を聞いたとき、不ふ倫りん報道を認めるやつの発言をウソだと証明すれば、オファーはキャンセルされるかもと考えたのだ。さらにそれを自分の手て柄がらとすれば、その空いた役につけるかもしれない。瀬せ戸とあおいに見合う俳優になれるかも、と。

「バカもの！　いきなりそんな大役をゲットできるわけないだろ！　きみに必要なのは下積みだ、下積み。もっと額に汗あせすることを覚えろ」

「そんなぁ……」

「そんなぁ、じゃない！」

　重しげ松まつはまるで顔の前を飛ぶ虫を振ふり払はらうかのように手を動かした。「もうライブ本番が迫せまってるんだ。きみは鳴なる海みリセとしてちゃんと働くことだけを考えなさい」

　鳴なる海みリセとして働いている間に、あおいちゃんに変な虫がついたらどうしてくれる？

「あ、そうだ。思いだした」

　社長はチーフマネージャーを見た。「これまでリセはクールキャラだと思われてたけど、今回の件があって実は熱血とかいわれてるんだよな？」

　小お田だが「そうです」とうなずいた。

「そもそもクールと思われてたのは、ラジオやテレビでの発言がすくないせいですよ、こいつがやる気なくて。しかし、あの週しゆう刊かん芸げい響きように載のった写真は強きよう烈れつでしたからねぇ。ファンもキャラをつかみかねてます。元ヤンか？　と疑われてもいますが」

　腕うでを組んだ重しげ松まつは、「こりゃ路線転てん換かんを図はかるべきか」と唸うなった。

「社長、安易なキャラ変へん更こうは危険ですよ。それに熱血って、元気いっぱいのみつきとキャラがかぶりませんか。リセはグラビアやってますし、このままクール・アダルトという路線でいいのではないかと」

「アダルトはまずいよ、きみぃ。アダルトという言葉は」

　ゲヘゲヘと醜しゆう悪あくな顔で笑う重しげ松まつを利とし生おは冷たい目で見ていると、背後のドアが開いた。

「あー、暑いわー」

　振ふり向むくと顔を真正面に見あう形になり、「あれ、成なり田た利とし生お！」と実さね藤とうみつきが指差した。

「うわ、みつき」

「あ、また呼び捨て。あんた、初めて会ったときもあたしのこと呼び捨てしたわよねぇ」

　ムカッとしながらも、利とし生おはやや頭を下げ、「すみません、実さね藤とうさん」といった。

「……別に言い直せとはいってないわ」

　どっちだよ。

　みつきは部へ屋やを見回し、「リセが来てるのかと思いました」といった。

「な、なんでだい？」

　目をパチクリさせた重しげ松まつが問う。

「だっていま、リセの話、してましたよね？」

「し、してないよぉ？　ぜーんぜんしてないよぉ？　ぼくたちは、この態度のでかい売れない俳優を叱しかってただけ。稽けい古こもろくにやらないもんだから困っちゃってね」

　みつきは利とし生おを振ふり向むき、「じゃ、あたしが演技指導してあげよっか」といった。

「こないだ助けてもらったお礼もあるし、やってあげる。あ、リセも呼ぼうかしら。あの娘こも演技の道に挑ちよう戦せんしてみたらいいと思うのよね。三人でやればいいわ」

　無む茶ちやいうな。
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　ガールズ・ジョーカー初の野外ライブは、【真夏のストレートフラッシュ ＫＩＲＩＦＵＤＡをキミに】と名づけられ、立ち見席も含ふくめると観客は五千人を超こえた。

　公演中、リセはうたいながら視線のやり場に困っていた。十七時から始まったライブの上空はすでに陽ひが沈しずみ、強きよう烈れつな照明を浴びるステージ上からだと、客席は真っ暗でなにがなにやらわからない。野外ならではなのだろう。客の持つペンライトの明かりだけが揺ゆれている。

　曲の合間、みつきが手でひさしを作り、〈みんなの顔、しっかり見えてるよ～〉といって客を盛り上げるが、大ウソである。漏もれたライトの光を受ける前列の客を判別できる程度だ。これも重しげ松まつがいつかいった、建前のひとつだ。

　しかし、台本にそう書かれているのだから彼かの女じよが悪いわけではないのだ。

〈みんなぁ！　もっとアゲてこーっ！〉

　みつきがいうと、闇やみの奥おくから地鳴りのような叫さけび声ごえが返ってきた。

〈あっついけど、もっと熱くなろーっ！〉

　兎うさぎの言葉に「うさちゃーん」という黄色い声が生まれる。

　そして、みつきと兎うさぎがリセを見た。鳴なる海みリセの番だ。

　ふたりの額には玉のような汗あせがにじみ、リセと同じように息が切れている。そして、くちびるには満ち足りたような笑えみがあった。

　──楽しいって思ったことない？

　芸能界について、瀬せ戸とあおいに以前、そう問われたことがある。オトコのときだった。それよりも前に、芸能界なんてなにもおもしろくない、と自分はいったこともある。こんな理り不ふ尽じんな世界を楽しめる人間はおかしいと思っていた。

　あの頃ころの自分と、いまの自分は、なにか変わっただろうか。

　リセは深く息を吸い、〈みんなーっ！〉と喉のどがつぶれるほど叫さけんでみるが、

〈…………最近、ちょっといろいろあって、えー、お騒さわがせしました〉

　ペコリと頭を下げる。

　やや間を置き、客の困こん惑わくがざわざわという音になって夜気を震ふるわせはじめた。そこに少し笑い声も交じっているように聞こえる。

　ちらりと横を見ると、みつきが「あーあ」という顔をリセに向けていた。その向こうに立つ兎うさぎはクスクスと笑っている。

　このライブの打ちあわせのとき、「彼かれらとは今後もつきあっていくんだから！」と主張する重しげ松まつに、公演中、チェイプロや週しゆう刊かん芸げい響きようなど一連の騒さわぎについては触ふれないようにといわれていたのだ。

〈……なんか、芸能界っていろいろよくわからないことがあるんだ〉

　言いつけを破ったリセは続ける。〈業界全体が表と裏でまったくちがう顔してる。世間からはきっと華はなやかに見えるんだろうけど、裏側は見せることができないほど怖こわいものがたくさんある。理り不ふ尽じんなものもある。本物に見えるものも、実はニセモノだったりする。ていうか、ニセモノばっか！　きっと知られたら叩たたかれるだろうなってことばかりだよ！〉

　観客はもうずっと動どう揺ようしているが、かまうものか。〈わたしは自分が信じることを貫つらぬき通とおそうとしたけど、いろんな人からやめとけっていわれたし、妨ぼう害がいもされた。芸能界には芸能界の論理ってものがあるみたいで、それに逆らおうとするとものすごく風当たりが強くなるんだ。いや、まあ、あれには参ったわ、ホント〉

　ふと下しも手てを見ると、舞ぶ台たい袖そでに立つ重しげ松まつが、怒おこっているような泣いているような、どちらともつかない顔でこちらを見ていた。彼かれが書いた台本にこんなセリフはない。

〈だけど、諦あきらめずに、信じて行動した結果、助けたかった娘こを助けることができたんだ。目的が達成できて、本当に満足してる〉

　パチパチという拍はく手しゆが聞こえた。

〈……そんな自分勝手なわたしに協力してくれたみつきと兎うさぎに、感謝してる。ふたりが協力してくれたから、ここまで来れた。自分ひとりじゃ無理だった。ホントにありがとう。迷めい惑わくかけてごめんね。みんなも、あんなことがあったのに、きょうは集まってくれて本当にありがとう〉

　リセの視線は相変わらず闇やみをさまよっていたため、突とつ進しんしてくるふたりに抱だきつかれるまで気づかなかった。

「リセちゃん！　お礼をいうのはあたしだよ。助けてくれてありがとね！」と兎うさぎがいう。

「台本、完全に無視しちゃって、このバカ」

　みつきが涙なみだをこぼし始めた。「でも、やったね。ちゃんとライブ開けて、よかったよね……」

「泣くほどぉ!?」

「うっさい、バカァ……。どんだけ無む茶ちやしたと思ってんのよ……」

　兎うさぎがうんうんとうなずき、「でも楽しかったよぉ」といった。

「そうね」みつきが涙なみだをぬぐう。

　芸能界に入ろうとするまでは自分の意思だったが、なんの因果か、いまはオンナとしてこのステージに立っている。スカートは穿はき慣れてしまったし、そういえばふたりの裸はだかもばっちり見てしまった。

　一方、オトコとしてはまだぜんぜん売れる気け配はいがない。次の仕事の予定もない。しかも今度、みつきから演技レッスンを受けることが決定してしまった。
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　こんなメチャクチャな状じよう況きよう、楽しくないわけがない。

　そこで、あっと気づき、リセは客を放置していたことを思いだした。ふたりが抱だきついてからの会話は、ほとんどマイクに拾われていなかっただろう。

　慌あわててマイクを構え、〈みんなーっ！〉とまたも叫さけんだ。

〈これからも驚おどろかせてやるから覚かく悟ごしてね！　夜はまだ長いぞーっ！〉

　台本通りのセリフを叫さけぶと、襲おそい掛かかるような勢いで、歓かん声せいと拍はく手しゆが返ってきた。おお、これは気持ちいい。猛もう烈れつな音のうなりの中に、「リセさまー」とか「叱しかってくれー」という言葉が交じっていたが、そこは気にしないでおこう。




　暗いステージ裏に引ひっ込こむと、瞳ひとみが対応できず、一気に視界が不確かになった。

　そんな中、重しげ松まつと思おぼしき影かげが憤ふん然ぜんとリセに歩み寄ってくる。台本無視を怒おこられることになるのだろう。だが横から飛びだしてきた別の影かげに、社長は吹ふっ飛とばされてしまった。

「ええステージやったわぁ、ほんま」

　お笑いコンビ・オンザビーチの石いし浜はまの笑え顔がおがあった。

「石いし浜はまさん！　来てくれたんですね」

　すでに週しゆう刊かん芸げい響きように、石いし浜はまに対するハニートラップについての謝罪文は書かれていた。一連の事件に隠かくれてあまり話題にはならなかったし、専属契けい約やく記者の暴走という形を前面に出す、言い訳くさい謝罪ではあったが。

「チケット、ありがとぉ。自分らのおかげで別居もなくなったし、ほんまに感謝しとるわ。ほんっまに！　ほら、あいさつせえや」

　石いし浜はまの足にひっついていたおさげの女の子が、ガルジョを見上げ、「こんにちは」といった。

「こんにちはっ！」

　子供が好きなのか、目を輝かがやかせる兎うさぎがひときわ大きな声でいった。「来てくれてありがと～。お父とうさんのおかげで、あたしたちライブができてるんだよぉ」

「なはははっ。なにいうとんねん。たいしたことしてへんわ」

　リセは汗あせをぬぐいながら、「いえ、本当に助かりました」といった。

「まーのんの賭と博ばくの写真がなかったら、日ひ暮ぐらしから証言を引きだせませんでしたから」

「そうかぁ？　そんならええわ。なははっ」

　比ひ留る間まは賭と場ばを閉じたらしい。故ゆえに真ま野の義よし男おも今回の事件の背景を聞きき及およんでいるはずで、肝きもを冷やしたにちがいない。

　ふと目線を下げると、石いし浜はまの娘むすめと目があった。

　その子は父親になにかを耳打ちすると、「自分でいいやぁ」と背中を押おされた。

「リセちゃんは、いつもはちょっと怖こわいけど」

「こ、怖こわい？」

「ちょっとだけ」

　照れたようにその子は笑い、「でもきょうはいつもより楽しそうだった」といった。

　リセは頭を搔かき、苦く笑しようするしかなかった。

「ほら、アンコールいくよ！」

　振ふり返かえると、みつきはすでに舞ぶ台たい袖そでに立っていた。「お客さんはあたしたちを待ってくれてるのよ。最後まで全力でいくわ」

「はいはい」

「はいは一回っ！」

　そうして歩きだすリセの背中に、ちいさな子は「がんばってね」といった。
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「……初めての野外ライブは大成功でしたね。いまのお気持ちは？」

　カメラがシャッター音を二度、鳴らした。週しゆう刊かん伝でん風ぷうの編集部にある一室で、谷たに口ぐちがガールズ・ジョーカーに問う。

　彼かの女じよの口もとにある笑えみに気づくと、ガルジョの三人も笑いだしそうになってしまう。あれだけのことを共にやってきたというのに、いまはかしこまってインタビューを受けているこの状じよう況きようは滑こつ稽けいに思えた。

　だが、編集長やカメラマンもいるため、笑ってしまうと彼かの女じよも困るだろう。ガルジョの三人と共きよう闘とうしてました、などと報告を受けているはずもないのだから。

「たくさんのスタッフに支えられて、無事に終えることができました」

　みつきが優等生然としてこたえる。「いまは達成感でいっぱいですね。また一歩、成長できたと思います」

　谷たに口ぐちは、「目指すべきところは？」と質問を変えた。

「いま実さね藤とうさんは成長とおっしゃいましたけど、ガルジョはどういう風に成長したいですか？」

「もっともーっと大きいところでうたいたいです。もちろん満員で」

　そうこたえた兎うさぎが、「ね？」とみつきとリセに同意を求めると、部へ屋やに笑いが生まれた。

「たいへん意義のある目標ね」

　その後もインタビューは滞とどこおりなく進み、谷たに口ぐちはついに照準を変えた。

「鳴なる海みさんにお訊ききしたいことが……」

「えっ、なんですか？」

　みつきと兎うさぎがしゃべりたがりなので、いつもトークはほとんど任せている。インタビューも同様だ。急に話を振ふられたため、慣れないリセはぎょっとした。

「今回、ライブが行われるまでにいろいろな……トラブルに見み舞まわれたわけですが」

　このインタビューは来週号の週しゆう刊かん伝でん風ぷうに掲けい載さいされる。「初の野外ライブを成功させ、ガルジョに心境を問う」という感じの見出しになると、あらかじめ聞かされている。

「週しゆう刊かん芸げい響きようの編集部に突とつ撃げきしたときのことは、覚えていらっしゃいますか」

　リセは、「忘れてはいないですね」と慎しん重ちようにうなずいた。

「そのときに発言された言葉も？」

「……なんでしたっけ」

「鳴なる海みさんは、『芸能界なんてクソ食らえ』といわれたようですが」

　いったかどうかはあまり覚えてないが、週しゆう刊かん芸げい響きようの記事にでかでかと見出しが載のっていたのだから、忘れたとはいえない。

　みつきと兎うさぎが意地悪な笑えみを浮うかべてリセを見ている。

「なんでそんなに偉えらそうなのよ、あんたは」

「リセちゃんらしいねぇ」

　そんなつもりはないのだが。

　クスクスと笑う谷たに口ぐちが「質問を続けますね」という。

「ガルジョを取り巻く状じよう況きようは、この短い期間でかなり変わったと思いますが、『クソ食らえ』とおっしゃったときと、いまも同じ心境でしょうか？」

　ズルい質問だ、とリセは思った。

　芸能界という不合理な世界で、たくさんのおかしな人間に出会ってきた。「クソ食らえ」という言葉は、やり込こめられそうになった自分の、せめてもの抵てい抗こうとして発せられたものにちがいない。

　成なり田た利とし生おは来週に連ドラのオーディションを控ひかえている。売れっ子俳優へは道半ばだ。

　今月中にはガルジョの新曲が作曲家からあがってくるだろう。またレッスンが始まる。

　次のグラビア撮さつ影えいはプール付きのハウススタジオだ。セクハラがない現場であってほしい。

　ラジオの収録はすでに再開している。構成作家に提供するネタを考えなくてはいけない。

　テレビでは、深夜にレギュラー番組を持つ話も出ている。重しげ松まつが奔ほん走そうしていた。

　ああ、忙いそがしい。この業界に楽ができる場所はないようだ。

　しかし、それもそのはずで、この世界では二十四時間、たくさんの人間が、異様な慣習や奇き妙みようなルールの下で汗あせ水みず垂らして働いている。おぞましい欲望や卑ひ劣れつな企たくらみが渦うず巻まいているのも見た。それらはすべて裏側で行われ、世間の目にはキラキラした面しか映らないようになっているのだ。

　なんて不合理で怪あやしくて、そして楽しい世界だろう。

「鳴なる海みさん？」

　リセはイスに深く身をあずけ、ようやく口を開く。

「芸能界も、まあ、悪くはないですね」

　その場にいた全員が、こらえきれずに笑いだした。










あとがき




　以前、華はなやかな世界の裏側で働いていたことがあります。

　しかしながら、あくまでこの物語はフィクションであり、実在の人物・団体・作品・企き業ぎよう・アイドル・週刊誌・俳優・女優・ニュース・イベント・宗教などとは一いつ切さい関係ありません。

　自身の体験談や見聞きしたこともなくはないのですが、いまも業界に携たずさわっている友人や知人から得た情報の方が多いようにも思えます。特にこーＨＥＹくん、相そう馬ま弥生やよいさん、漠ばく然ぜんとした取材に付き合ってくれてどうもありがとう。

　わたしはこの芸能界というところの近くで仕事をしていたわけですが、これがまあ、とにかく激務でした。深夜まで打ち合わせが延のびることなど珍めずらしくもありません。それどころか、深夜から打ち合わせが始まることもありました。同期入社の男と居酒屋で給料を時給換かん算さんしてみると、二百円台になった月もありました。しかし、「ブラック企き業ぎよう」なんて言葉は当時、ありませんでした。

　ちがう会社に勤めていた同じ職種の友人は、身体からだを壊こわして辞やめました。

　身体からだを壊こわしてないわたしも辞やめました。

　聞くところによるとその後、同期も辞やめたらしいです。

　本作の主人公・利とし生おは、そんな裏方よりもさらにリスクの高い、タレントとして業界に入っていきます。これは非常に狭せまき門です。入ったはいいが、人目に触ふれなければカネを稼かせげません。顔を覚えてもらわなければ使い続けてもらえません。好感度を高く保たないといい仕事はやってきません。

　ですが、そんな過か酷こくな環かん境きようの中でも、成功する人間というのは必ずいます。そういう人は実力だけでなく、幸運や人間関係に恵めぐまれているそうです。なにかに選ばれた存在といっても過言ではないと思いませんか。あるいはそれをカリスマと呼ぶのかもしれません。

　そういった人間は、どんな逆境でも道を切り開くことができるのでしょう。どうやらわたしはそういう物語を書きたかったようです。

　さて、本作がみなさまのお手元に届くまでに、たくさんの方々にお力ちから添ぞえをいただいております。担当の黒くろ崎さきさんをはじめとした電でん撃げき文ぶん庫こ編集部、素す敵てきなイラストを描えがいてくださったこうましろさん、書店に並ぶまでに関かかわっていただいたすべての方々に御おん礼れい申もうし上あげます。

　そしていま、拙せつ著ちよをお読みいただいている読者のみなさまに心よりの感謝を申し上げます。





二〇一七年一月吉きち日じつ　岩いわ関せき昂たか道みち
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岩いわ関せき昂たか道みち

新潟県上越市出身。都内映像制作会社を退社後、『ソラの星』でメディアワークス文庫よりデビュー。他に『フェイクゲーム　未来強奪』『インビジブル』など。
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イラスト／こうましろ

広島在住のイラストレーター。カープファンであり野球ファン。最近は胃痛が酷いらしい。好きなものは明太子といちご。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「岩関昂道先生」係

「こうましろ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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アイドル稼か業ぎょう、はじめました!








岩いわ関せき昂たか道みち
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